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第一章★★★未知なる食材







１




　ダン＝ルティムの生誕の日の翌日、黒の月の二十七日のことである。

　宿場町での商売を終えた俺おれたちは、約束通りに城下町へと向かうことになった。目的は、トゥラン伯はく爵しやく邸ていの食料庫にあふれかえっているという未知なる食材を吟ぎん味みするためである。

　あまり大勢で押おしかけるのも何だったので、同行するメンバーは、レイナ＝ルウ、リミ＝ルウ、トゥール＝ディン、そして護衛のために町まで下りてきたアイ＝ファの四名のみであった。城門で自分たちの荷車を預けたのち、ポルアースと合流して箱型の車に乗のり換かえる。もちろん通行証は案内役たるポルアースが準備してくれていた。

「よし、それでは出発しよう」

　ポルアースの号令とともに、トトス車はしずしずと動き始めた。

　ひとり緊きん張ちようの面おも持もちをしているトゥール＝ディンに、俺は「大だい丈じよう夫ぶかい？」と呼びかけてみる。

「はい、大丈夫です。……でも、まさか自分が貴族とともに城下町へと足を踏ふみ入いれることになるなんて、まったく想像することもできませんでした」

　同乗しているポルアースの耳をはばかってだろう、トゥール＝ディンは小声でぼしょぼしょと言葉を返してきた。前回の来訪時にはレイナ＝ルウがほぼ同じことを言っていたなあと、俺は懐なつかしく思いながらうなずき返してみせる。

「そうだろうね。森辺の民たみだったら、誰だれでも最初はそんな風に思うはずさ。……でも、俺の独断でトゥール＝ディンにも手伝いをお願いしちゃったけど、迷めい惑わくではなかったかな？」

「迷惑だなんて……あれだけ大勢いる女衆の中からわたしのようなものを選んでくれたのですから、こんな光栄なことはありません。わたしは誇ほこらしい気持ちで胸がいっぱいです」

　そう言って、トゥール＝ディンは幸福そうに微笑ほほえんでくれた。

　俺たちは、来月の藍あいの月にバナームからやってくる使節団のために、歓かん迎げいの料理を準備する仕事を引き受けることになった。だから俺は、その手伝いを頼たのむことが確定しているこの三名に、今日も同行を願ったのだった。

　これから訪おとずれるサイクレウス秘蔵の食料庫に、即そく戦せん力りよくとなりうるような食材は存在するのか。ポルアースに強ごう引いんに押し切きられて来訪を承しよう諾だくしたようなものであるが、まあなかなか好こう奇き心しんをかきたてられる展開ではあろう。

「歓迎の会に参加する人数は、おそらく二、三十名ていどで収まると思うよ。もちろん僕ぼくもダレイム伯はく爵しやく家けの代表として、参加させていただくからね！」

　と、本日もご機き嫌げんのポルアースが、向かいの席から声を投げかけてきた。

「本来であれば、もっと大がかりな祝しゆく宴えんを執とり行おこなう必要があるのだけれども、どうせ使節団の皆みな様さまがたも十日や半月はジェノスに逗とう留りゆうされるのだから、それはまた追々に、ということになったんだ。城をあげての宴うたげとなってしまうと、百人やら二百人やらの人数になってしまうからさ。それではあまりに、アスタ殿どのの負担が大きくなってしまうしねえ」

「そうですね。六種類の料理を百人分というのは、それだけでかなり大変そうです」

　城下町で貴族に供される料理というのは、六種の献こん立だてから成るフルコースなのである。以前に一度だけその大役を担になったことのある俺はそのように答えてみせたが、ポルアースは「いやいや」とふくよかな手の先を振ふっていた。

「さすがにその人数の宴であれば、六種の料理を順番に、などという食べ方はしないけどね。その代わりに、気軽につまめる副菜をふくめて、さらにたくさんの種類の料理が必要になってしまうわけさ」

　それでもきっと、森辺の祝宴とはまったく異なる様相になるのだろう。同どう胞ほうたちが笑え顔がおでギバの料理を口にする、昨晩のルティム家における祝宴の情景が、俺の脳のう裏りにはまだくっきりと残されていた。

「まあ何にせよ、歓迎会の当日が楽しみだ！　それに本日の下調べもね。どれほど期待を高めても、アスタ殿が失望するようなことにはならないと思うよ？」

「はい。楽しみにしています」

　そうして三十分ばかりも座席で揺ゆられていると、やがてトトスの車は停止した。トゥラン伯爵邸ていに到とう着ちやくしたのだ。

「うわー、やっぱりいつ見ても大きいね！」

　真っ先に車から飛び降りたリミ＝ルウが、巨きよ大だいな煉れん瓦が造づくりの屋や敷しきを見上げながら言う。リミ＝ルウとレイナ＝ルウにとっては二度目の、俺とアイ＝ファにとっては四度目の来訪であった。

　一度目は、虜りよ囚しゆうとそれを救う救世主として。

　二度目は、サイクレウスと対決する森辺の民の代表として。

　三度目は、本日と同じくかまど番と護衛役として、俺とアイ＝ファはこの屋敷を訪れることになったのだ。そろそろ俺たちも苦い記き憶おくは払ふつ拭しよくして、フラットな気持ちでこの屋敷に足を踏み込むべきなのだろうな、と俺は内心でひそかに考えていた。

「ようこそ、トゥラン伯爵邸に……トルスト様がお待ちしております……」

　両開きの扉とびらをくぐると、本日もシフォン＝チェルが俺たちを出で迎むかえてくれた。蜂はち蜜みつ色の巻き毛と紫むらさき色いろの瞳ひとみ、それに抜ぬけるような白い肌はだを持つ、北の王国マヒュドラの民たる女性である。

「君はたしか、リフレイア姫ひめの従者として正式に屋敷に留とどまることになったのだよね？　その君が、相変わらず客人の案内役をおおせつかっているのかな？」

　絨じゆう毯たん敷じきの回かい廊ろうを歩きながらポルアースが問いかけると、シフォン＝チェルは「はい……」と微び笑しようした。

「トルスト様は、あまり多くの従者を招き入れてはおりませんので……もっとも古参の人間であるわたくしが、案内役をおおせつかっております……」

「ふむ。トルスト殿は倹けん約やく家かであられるようだからね。そこを買われて、リフレイア姫の後見役を任じられることになったのだろう」

　べつだん皮肉めいた感じでもなく、ポルアースはそう言った。

　北の王国というのは西の王国にとって長年の敵対国であり、このシフォン＝チェルも身分としては奴ど隷れいであるのだ。しかし、ポルアースはことさらシフォン＝チェルを蔑さげすむ様子もないので、俺はこっそり安あん堵どの息をついていた。

（シフォン＝チェルにおかしな罰ばつが下されなくて、本当によかった。彼かの女じよは主人の命令に従っていただけで、何の悪さもしていなかったんだからな）

　俺がそのように考えていると、シフォン＝チェルがちらりと視線を向けてきた。「おひさしぶりです」と、その目が語っている。だから俺も、無言のまま笑顔で会え釈しやくを返してみせた。

　やがて回廊の突つき当あたりで、シフォン＝チェルは足を止める。二名の兵士に守られたその執しつ務む室しつに、トルストはいた。

「ああ、ポルアース殿、よくぞいらした。……それに、森辺の皆様がたも」

　パグ犬のごとき、くしゅっとした顔をした小こ柄がらで初老の男性である。良くも悪くも貴族らしい威い厳げんはなく、それにいつでもくたびれた表情をしている。なんとなく、以前に顔をあわせたときよりも、その傾けい向こうが強くなっているように見受けられた。

　だだっ広いが装そう飾しよく性せいに乏とぼしいその執務室も、そんな彼かれにはぴったりと似合っているように感じられる。黒くて大きな木造りの卓たくには、俺がこの世界で初めて見る羊皮紙みたいな書類の束がどっさり積まれていた。

「厨くりやも食料庫も、好きにご覧になってください。兵士らの手配はすでに済ませておりますのでな。……それと、アスタ殿」

「はい、何でしょう？」

「貴き殿でんとヤン殿の尽じん力りよくの甲斐かいあって、食料庫からあふれかえった食材もいくばくかは銅貨に換えることがかないました。悪あしき因いん縁ねんのあるトゥラン伯爵家のために力を添そえてくださったこと、このトルストは決して忘れぬでしょう」

　溜ため息いきで構成されているかのような声こわ音ねで、トルストはそう言った。

「本日ご覧になる食料庫のほうでも宿場町で受け入れられるような食材が存在しないものか、しかと吟味をお願いいたします。わたしはもう、食材の山を眺ながめているだけで頭痛が止まらないほどなのです」

　さして交流があるわけでもない俺にそんな弱音を吐はくほどに、トルストは参ってしまっているようであった。

　美食のために食材の流通を牛ぎゆう耳じっていたサイクレウスが失しつ脚きやくしてしまったために、山のような食材の使い道がなくなってしまった。そして、それを維い持じするだけの財政も破は綻たんしつつある。こんなトゥラン伯爵家を立て直すために、彼は日々尽力しているのである。

　もともとはサイクレウスに排はい斥せきされていた不ふ遇ぐうの身でありながら、お家の窮きゆう地ちにはこうして身を粉にして働いている。このトルストという人物は、ポルアースと並んで傲ごう慢まんな貴族像をくつがえしてくれるような存在なのかもしれなかった。

「それとですな、これは無理に聞き入れていただく必要はないのですが……」

「ええ、何でしょうか？」

「ご当主が、アスタ殿に面会したいと申し出ておられるのです。お嫌いやでなければ、よろしくお願いいたします」

　俺が驚おどろいてポルアースを振り返かえると、彼は丸っこい肩かたをひょいっとすくめていた。

「トルスト殿のお許しがあれば、誰でもリフレイア姫に会うことはできるのだよ。もちろん、兵士の監かん視しつきだけれどね」

「そうですか」

　もしかしたら、もう一生顔をあわせる機会はないのではないか、とすら思っていたリフレイアである。彼女が望むなら、俺のほうに異存はなかった。

「それじゃあ、厨に向かう前に挨あい拶さつをしておこうか。トルスト殿は、まだ執しつ務むの最中であられるのかな？」

「はい。きっとわたしの生命が尽つきるまで、仕事が終わることはないのでしょう」

　悲ひ愴そう感かんたっぷりのトルストをその場に残し、俺たちは執務室を出た。

「当初はジェノス城から派は遣けんされた財務官や外務官などと十人がかりで、前当主の後始末に忙ぼう殺さつされていたらしいよ。それに比べればずいぶん落ち着いたのだろうけれども、まあ気の毒としか言いようがないよねえ」

「そんなに大変な騒さわぎだったのですね。貴族の執務というのがどういうものなのか、自分には見当もつかないのですが」

「執務といっても、けっきょくすべては食材がらみの話ばかりさ。サイクレウスは呆あきれるほど手広く商売の手を広げていたし、しかもそいつを自分一人で処理していたものだから、こうして当人がいなくなると収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまうらしい。……ま、サイクレウスはそれだけ他者を信用していなかったし、また、その仕事を一人でこなせるような能力も持ち合わせていた、ということなのだろうねえ」

　それだけの能力があったからこそ、サイクレウスはジェノスの領主たるマルスタインにも重宝され――そして、身に余る野心をも抱いだくことになってしまったのだろうか。

「何でもね、城下町の名高い料理店では、いったんサイクレウスのもとを経由してから食材が割わり振られていたらしいよ。サイクレウスとの縁えんがなければ独自で割高の食材を仕入れないといけなくなるから、どの店も必死になってサイクレウスとの縁を繋つなごうとしていたわけさ。まあそういう料理店にはこれまで通りに食材を流しつつ、これまで冷れい遇ぐうされていた店や人々にも食材がいき渡わたるように手配されたんだけど、驚くべきことに、それでも有り余る食材がこのトゥラン伯爵邸には取り残されてしまったのだよね」

「それはものすごい話ですよね。要するに、サイクレウス一人のためにそれだけの食材が確保されていた、ということなのでしょう？」

「うん。美味なる料理を作りあげるという目的のために、おびただしい量の食材が湯水のごとく使われていたわけさ。おまけにサイクレウスは偏へん執しゆう的なまでの独どく占せん欲よくを持っていたから、食材を溜ため込むだけ溜め込んで腐くさらせていた、という面も大いにあったらしい」

　てくてくと歩きながら、ポルアースはそう言った。

「だから、そういう無む駄だを許さずに、ありあまる食材もきちんと銅貨に換えることができれば、みんなが幸福になれるということだね。食材だって、使われずに捨てられるよりも美味おいしい料理として人間の胃い袋ぶくろに収まったほうが幸福だろうしねえ」

「本当ですね。それには心から同意します」

「だから、美味しい料理を期待しているよ、アスタ殿？　歓迎会ばかりでなく、宿場町でもそれらの食材を使ってくれれば、トルスト殿の心労もずいぶん軽くなることだろう」

　そんなことを話している間に、俺たちは屋敷の二階に導かれていた。

　ここにも二名の兵士が立っている。案内役のシフォン＝チェルがポルアースの来訪を伝えると、その内の一人がうなずいて扉をノックした。

「リフレイア様、お客人が到着いたしました」

　扉が、内側から開かれる。そこに待ち受けていたのは、簡素だが質のよさそうな薄うす黄き色いろの長なが衣ぎぬを纏まとった、黒き肌の若者であった。

「ようこそいらっしゃいました、アスタ。願い、聞き入れていただき、嬉うれしく思っています」

「サンジュラ……どうも、おひさしぶりです」

　実に複雑な心境で、俺は軽く頭を下げてみせる。サンジュラは、以前の通りに穏おだやかに微笑んでいた。

　栗くり色いろの長い髪かみと、切れ長の瞳、すらりとした長身痩そう躯くを持つ、東の王国シムとの混血の若者である。シュミラルもそうであったが、旅用のマントを纏っていないとずいぶん印象が異なって見える。しかもサンジュラが纏っているのは、シムのエスニックな装束ではなく、西の王国の装いだ。

　その腰こしに短たん剣けんが下げられているのを見て、アイ＝ファがさりげなく俺の横まで進み出てくる。たとえその身の罪は裁かれていたとしても、彼は俺を力ずくで拉ら致ちした張本人であったのだ。しかも、森辺の狩人かりうどにも匹ひつ敵てきする力量を持っているはずなのだから、アイ＝ファが警けい戒かいしないわけがなかった。

　そんなアイ＝ファの鋭するどい眼光にも物もの怖おじした様子はなく、サンジュラは部屋の奥おくへと腕うでを差しのべた。

「リフレイア、お待ちしています。どうぞ、お入りください」

　そこは控ひかえの間であり、奥の壁かべにはまた扉が設置されていたのだ。レイナ＝ルウたちにはその場で待機してもらい、俺はアイ＝ファとポルアースと、それに守衛の兵士の一人をともなって、さらに扉をくぐることになった。

「ああ、おひさしぶりね、アスタ。元気そうで何よりだわ」

　部屋の中央に立ったリフレイアが、気取った仕草でスカートの裾すそをつまむ。純白でフリルのついた、ドレスのごとき装束である。

　まあ貴族の姫ひめ君ぎみにとっては、部屋着でもこれぐらい華か美びなのが当たり前なのだろう。それでも飾かざり物ものはあまりつけていないので、以前ほど豪ごう奢しやな印象はなかった。

「別にとりたてて用事があったわけではないのだけれどね。こんな機会でもないと顔をあわせることはないだろうから、挨拶をさせてもらおうと思ったのよ」

　リフレイアも、俺の記憶にある通りのリフレイアであった。

　普ふ通つうに喋しやべっているだけでこまっしゃくれた感じのする、小さくて綺き麗れいな女の子だ。みずから切り落とした栗色の髪も二ヶか月げつ分だけ長くなり、ちょっとは身長ものびたかもしれない。彼女はまだ十歳さいかそこらの幼き少女であるのだった。

「ひさしぶりだね。そちらも元気そうで何よりだ」

　今やトゥラン伯爵家の当主となりおおせたリフレイアであるが、堅かた苦くるしい言こと葉ば遣づかいは以前にたしなめられた記憶があるので、俺はそのように答えてみせた。

　そして俺は、思いの外に安堵してしまっている。リフレイアが、元の通りのリフレイアであったからだ。晩ばん餐さん会かいで見せていた、あの人形のような無表情――あんな姿で迎むかえられていたら、俺はきっと居たたまれない気持ちになっていたことだろう。

「アスタ、あなたはまた晩餐会の厨番を申しつけられたそうね。まあ、あなたほどの腕前を持っていれば、当然のことかもしれないけれど」

「うん。君もその晩餐会には参席するのかな？」

「ええ。バナームと通商を結ぶためにはトゥランのフワノとママリアが欠かせないのだから、当主のわたしが引っ張り出されるのが当然じゃない？　……まあ、あなたの料理を食べられるのなら、わたしにだって文句はないわ」
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　言いながら、リフレイアはつんと顎あごをそびやかした。

「ところで、あなたに一つだけ忠告しておきたいのだけれど、聞き入れてもらえるかしら？」

「忠告？　いったい何だろう？」

「別に大した話ではないわ。もしかしたら、あなたにとっては大きなお世話としか言いようのない話なのかもしれないし。……ただ今回はね、少しは貴族らしい料理を準備したほうが、バナームの使者たちには喜ばれる。それを伝えておきたかったの」

「貴族らしい料理？　……もうちょっと詳くわしく聞かせてもらえるかな？」

「詳しくも何も、その通りの意味でしかないわよ。前回のあなたの料理はティマロに負けないぐらい美味であったけれど、あんまり貴族に相応ふさわしい料理だとは思えなかったわ。そういう意味では、内心で辟へき易えきしていた人間もいたのじゃないかしら？」

　それはずいぶん、意想外の言葉であった。

　俺が目をやると、その晩餐会の参席者であったポルアースは「ふむ」と肉づきのいい下顎を撫なでていた。

「それは確かに、アスタ殿は森辺や故郷の作法で料理を作るしかすべがないのだから、貴族に相応しい献立など望むほうが間ま違ちがっている。それに前回は、城下町と森辺の食事をおたがいに味わって親しん睦ぼくを深めるというのが主しゆ旨しであったからね。そういう意味で、アスタ殿の準備した料理は完全に正しかったと思うよ？」

「そう。だけど今回は、バナームの使節団を迎える歓迎会なのでしょう？　そこでも粗そにして野なる森辺の食事を出すのが、正しい道なのかしら？」

「どうだろうね。もちろん、それで文句の声があがることはないだろうけれども……うん、だけど、バナームの人々にアスタ殿の腕前を見せつけたいと願うウェルハイド殿の意向には、多少ながらそぐわない面はあるかもしれないね」

　なんとなく、俺にも意味がわかってきた。

　あの夜の晩餐会では、もともとギバ料理などに大きな期待はかけられていなかったから、俺に対する評価も甘あまかったのだ。それにあれは森辺の民とジェノスの支配層との和解の場であったから、どんな料理を出されても褒ほめたたえるべし、という意識が貴族側にはあったに違いない。

　しかし今回の使節団は、中立的な立場のお客人である。いや、むしろウェルハイドからの評判を聞いて、いったいどれほどの料理が出てくるのかと期待している面のほうが強いかもしれない。

「あの晩餐会で、ジェノス侯こうは味比べをしてもティマロと互ご角かくなぐらいだったとか言っていたけれど、あなたはそれを額面通りに受け取っているのかしら、アスタ？」

「いや。おためごかしとまではいかないけれど、きっと森辺の民の顔を立ててくれたんだろうなとは思っているよ」

「殊しゆ勝しような心がけね。ちょっとは残念がる顔が見たかったのに」

　人の悪いことを言いながら、リフレイアはほっそりとした肩をすくめる。

「でもまあ、あなたの料理はどれも美味だった。一品ずつの味比べだったら、たぶんわたしはすべての料理であなたに勝ち星をつけていたと思うわ。迷うとしたら、あまりに簡素でありすぎた前菜ぐらいのものかしら」

「それはありがとう。光栄だよ」

「だけどね、六種の料理の完成度としては、どこかちぐはぐだったと思うのよ。ティマロの料理と順番に食べていたからあまり気にはならなかったけれど、あなたの料理だけを立て続けに食べていたら、そのちぐはぐさがもっと不満に思えたかもしれないわ」

「ご明察だね。俺の故郷でも森辺でも、一品ずつ料理を食べていくってのはあんまり主流でない作法なんだよ」

　俺は納なつ得とくし、そして笑うことができた。

「思いがけない忠告をありがとう。俺なんかには貴族に相応しい料理なんてものを作ることはできないかもしれないけれど、今度の晩餐会ではもう少し統一感のある献立を考案してみようかと思うよ」

「そう。わたしは別にバナームの連中がどう思おうとどうでもいいから、あなたの好きなものを作ればいいと思うけれどね」

　そのように言ってから、リフレイアは少し奇き妙みような顔つきをした。何かを不安がっているような、あるいは咽喉のどに小骨でも刺ささってしまったかのような表情だ。

「ただ……その日は、ヴァルカスも料理を出すのでしょう？　あまり城下町の流りゆう儀ぎから外れすぎた料理を出してしまうと、あの偏へん屈くつ者が歓迎会を無む茶ちや苦く茶ちやにしてしまうのじゃないかしら」

「へえ？　ヴァルカス殿は、温和で礼れい儀ぎ正ただしい人物であったと記憶しているのだけれどもねえ」

　ポルアースは、興味深げな面持ちでそのように応じていた。

　ヴァルカスというのは、かつてこのトゥラン伯爵邸で料理長をつとめていた人物である。その腕前は、ジェノスで一、二を争あらそうほどであるのだそうだ。城下町における評判はさておき、俺が敬愛するミケルでさえもがそのように評していたのだから、俺はその人物と対面できる今日という日を心待ちにしていたのだった。

　リフレイアは、気取った仕草でまた肩をすくめる。

「確かにヴァルカスは、あなたの言う通りの人ひと柄がらでしょう。でも、料理が関かかわる場では、人が変わってしまうのよ。今日は、ヴァルカスもこの屋敷に出向いてきているのではないの？」

「うん。アスタ殿と顔合わせをしてもらおうと思い、呼びつけておりますよ」

「だったら、その目で確かく認にんしてみるといいわ。それでアスタが、歓迎会で料理を作る気持ちを失ってしまわなければよいけれどね」

　リフレイアが、じっと俺を見つめてくる。

　俺はもう一度、そちらに笑いかけてみせた。

「これは、ジェノス侯こう爵しやくと森辺の族長たちの間で取とり交かわされた約束だからね。俺の一存で取りやめることはできないんだよ」

「ふうん。だったら、あの偏屈者に何を言われても気にしないことね。まだ一いつ緒しよにこの屋敷の厨を預かっていた頃ころ、ティマロなんかは毎日げんなりさせられていたんだから」

　もしかしたら、ヴァルカスという人物はミケルのような職人気質かたぎの頑がん固こ者ものなのだろうか。それはそれで、対面が楽しみなところである。

「それじゃあ、そろそろ厨に向かおうか。アスタ殿たちは日が落ちる前に、森辺に帰らなくてはならないのだからね」

　ポルアースが一礼して、部屋を出ていく。

　リフレイアは俺を呼び止めたいかのように、「あ」と声をあげかけたが、そのままぷいっとそっぽを向いてしまった。

「何でもないわ。それじゃあね、アスタ」

「うん。また歓迎会で」

　けっきょく俺もリフレイアも、サイクレウスについて言げん及きゆうすることはなかった。

　だけどそれは、しかたのないことだっただろう。そのようなことをあけすけに語り合えるほど、俺たちは強い縁を結んでいたわけではなかったし――そこまで大人でも、そこまで人間ができているわけでもなかったのだ。

「アスタ、ありがとうございました。リフレイア、アスタに会えて、とても喜んでいる、思います」

　だから俺はサンジュラのそんな言葉にも、うまい返事をすることはできなかった。

「さあ、それでは厨と食料庫だ！　アスタ殿、またのちほどね！」

「え？　ポルアースはどこかに行ってしまわれるのですか？」

「うん？　厨に入る前には、身を清めなければならないだろう？　今日は僕も、厨に踏み入らせていただくからね！」

　そういえば、そんな儀ぎ式しきも待ちかまえていたのだった。

　そして、貴族には貴族専用の浴堂というものが存在するらしい。どこからともなく出現した小こ姓しようとともにポルアースは立ち去っていき、俺たちは前回もお世話になった浴堂へと導かれることになった。

「わーい、ひさびさだね！　このよくどーってやつ、リミはけっこう楽しみにしてたんだー」

「…………」

　とても不本意そうな顔になりながら、リミ＝ルウに引きずられていくアイ＝ファである。アイ＝ファとしては、ラントの川で水浴びをするほうが性に合っているのだろう。

　これが初めての浴堂となるトゥール＝ディンもかなり不安げな面持ちになっていたが、身を清めた後はさっぱりとしたお顔になっていた。俺としても、蒸気であかすりをする蒸むし風ぶ呂ろというものは、わりあい気に入っていなくもなかった。

　そうして全員が身を清めたのちに、またポルアースと合流して、今度こそ真なる目的地へと向かう。トゥラン伯爵邸の誇る、貴族のための厨および食料庫だ。

「壁と天てん井じようのある通路で繋がっているからわかりにくいけれど、厨と食料庫は屋敷の裏手に個別で建てられているんだ。その敷しき地ちの規模は、ジェノス城の厨や食料庫にも劣おとらないほどだろうねえ」

　そんなポルアースの解説を聞きながら、扉の前に立つ。玄げん関かん口ぐちと大差のない、両開きの巨大な扉だ。そこに控えていた兵士たちが、一礼をして扉を開いてくれた。

「うわあ、おっきいね！」

　はしゃいだ声をあげたのは、もちろんリミ＝ルウであった。レイナ＝ルウは瞳を輝かがやかせ、トゥール＝ディンなどはぽかんとしてしまっている。

　実に巨大な厨である。設備の質そのものは、以前に拝借した使用人のための厨と大きな違いはないようであるが、ただその規模だけがとてつもなかった。

　作業台などは、いったいいくつ備えられているのだろう。軽く二ケタはくだらない。片方の壁かべ際ぎわには煉瓦造りのかまどと鉄製のオーブンがずらりと設置され、逆側の壁際には鍋なべやら器うつわやら調理刀やらの器具がこれまたずらりと戸と棚だなに並べられている。

　敷地面積は、学校の教室を二つぶちぬいたぐらいはありそうであった。なおかつ天井が高いので、よけいに広く見えるのかもしれない。壁も床ゆかも煉瓦造りで、換かん気き用の小窓があちこちに空けられている。

「すごい設備だろう？　かつてはここに十名以上の料理人と何十名もの従者が詰つめ切りになって、毎日当主のために修練を積まされていたわけだよ」

　確かにこれがサイクレウス一人のために準備された設備だというのなら、馬ば鹿かげた浪ろう費ひだと称しようするしかなかった。

「これだけの設備を無駄にするのは惜おしいから、いっそこの邸てい宅たくは迎げい賓ひん館かんに造つくり替かえてしまおうかという話もあがっているんだ」

「え？　そうしたら、リフレイアやトルストたちはどうなるのですか？」

「トゥラン伯爵家はあちこちに別べつ邸ていを持っているから、その内のどこかに移り住むのだろうね。こうも大きな邸宅だと、警護や従者の人手も尋じん常じようでなくかかってしまうからさ」

　リフレイアは、ついに生まれ育った邸宅からも引ひき離はなされることになるようであった。

　湿しめっぽくなりそうな気持ちをぐっとこらえて、俺はポルアースに呼びかける。

「それで、食料庫というのはどちらにあるのでしょうか？」

「こっちだよ。いよいよ宝の山とご対面だね！」

　ポルアースの先導で、厨の奥へと招かれる。突き当たりの壁には三つの扉が、そして左右の壁にも一つずつの扉が設置されていた。

「正面の三つは、右から順に野菜の部屋、調味料の部屋、香こう草そうの部屋だ。右手側の扉は貯肉室で、さらに燻くん製せい室およびカロンやキミュスの飼育小屋にまで通じているけれど、今は空っぽだから用事がないね」

「へえ。ここでは生きたカロンやキミュスまでもが飼育されていたのですか」

「うん。だけど飼料代が馬鹿にならないから、みんな肉にされて売りさばかれてしまったし、新しいカロンやキミュスを買いつけるのも差し止められることになったよ。なおかつ、最近の食事はすべて小さいほうの厨で作られているそうだから、貯肉室も空っぽのはずだ」

　言いながら、ポルアースは反対側の扉を指し示す。まだ説明のなされていない、左手側の扉だ。

「ということで、まずはこちらから確認してもらおうかな。野菜や調味料も興味深いけれど、この部屋はとにかく圧巻なんだ。サイクレウスの美食に対する執しゆう念ねんの結けつ晶しようといってもいい。僕などは、ひと目見ただけで度ど肝ぎもを抜かれてしまったぐらいだよ」

　生きたカロンやキミュスを上回る食材など、俺には想像もつかなかった。

　好奇心に目を輝かせるレイナ＝ルウたちとともに歩を進めると、アイ＝ファがそれを追おい越こして扉の前に立った。

「私が開けよう」

　その手が、慎しん重ちように扉を開き――とたんにリミ＝ルウが「わっ！」と声をあげた。

「なにこれ！　なんか変な臭におい！」

　アイ＝ファも、眉まゆをひそめている。だけど俺は、とある予感に心臓をどきつかせていた。

　確かに、異い臭しゆうだ。俺にとっても、決して心ここ地ち好よいと思える香かおりではない。しかし、知らない臭いではなかった。

「まさか、こいつは――」

　俺は率そつ先せんして、その部屋に踏み込んだ。

　そして、言葉を失った。

　サイクレウスの執念の結晶が、そこにはありありと残されていたのだ。

　室内だというのに、そこには俺の胸の高さぐらいにまで、煉れん瓦がの塀へいが張りめぐらされている。その塀の中ですいすいと泳いでいるのは、俺がこのジェノスで初めて目にする、色とりどりの魚たちだった。




２




「以前にも話した通り、このジェノスの近辺には食用の魚というものが存在しない。川の水は澄すみ渡り、魚はすべて毒性を帯びている。それがこのジェノスの大きな特色だからねえ。かろうじて、下流でとれるマルなんかが例外的に食べられるぐらいかな」

　後から室内に踏み入ってきたポルアースが、意い気き揚よう々ようと解説してくれた。

「川の毒を清めてくれる代わりに、魚がその毒を受け持つことになった、なんて伝承もあるぐらいでね。そのまま食用に使えるぐらい川の水が澄んでいる代わりに、ジェノスでは魚を食することができない。ジェノスだけでなく、セルヴァ領内の東半分ぐらいは似たり寄ったりの状じよう況きようであるらしいよ。……だからこれは、セルヴァの西部から半月がかりで運ばれてきた魚たちなのだよ」

「半月がかりって……川の水ごと運ばれてきたわけですか？」

「そう。そのために特製の荷車を作らせたらしい。まったく、恐おそれ入るほどの執念だろう？」

　本当に、執念と言うしかないような有り様であった。煉瓦を積んだ塀になみなみと水のたたえられた、それはいわゆる生いけ簀すであったのだ。

　規模は、五メートル四方のものが三つほども準備されている。その中で、何十尾びもの魚たちがすいすいと遊泳しているのである。水はうっすらと緑色がかり、室内には漁場のような生なま臭ぐさい臭いがたちこめてしまっている。アイ＝ファたちが眉をひそめるのも当然であった。

「こんなものを調理できるのは、トゥラン伯爵邸で研けん鑽さんを積んでいた料理人たちだけだ。だから城下町でも、なかなか買い手がつかないのだよね。かといって、死なせてしまったらこれを買いつけるためにつかった銅貨がまるまる無駄になってしまうから、どうするあてもなく餌えさを与あたえ続けるしかなかったようだよ」

「いやあ……確かにこれは、開いた口がふさがりませんね」

　どの海からも遠く離れた大陸のど真ん中に位置しており、なおかつ川には毒性の強い魚しか棲すんでいないという。このジェノスでこのようなものを見せつけられることになろうなどとは、確かに夢にも思っていなかった。

「まあ、こいつは森辺に持ち帰るのも難しいだろうから、アスタ殿にしても使い道はないかもしれないけれど、とりあえず僕の驚きを共有してもらいたかったのだよ」

　そんなことを言いながら、ポルアースはさっさと生け簀の間を出ていった。アイ＝ファたちをうながして、俺もその後に続く。

「では、仕切り直しで食材を吟味していただこうかな。まずは野菜だ」

　正面の壁の、右みぎ端はしの部屋に招き入れられた。そこで待ち受けていたのは、ずらりと並んだ背の高い棚たなと、そこからあふれた野菜の山である。

　そこも二十畳じようはあろうかという大きな部屋で、棚に収納できなかった分は袋ふくろに詰められて足もとに転がされている。小さなほうの食料庫で免めん疫えきのついていたレイナ＝ルウたちはともかく、トゥール＝ディンはここでも目を丸くすることになった。

　大半は見知った野菜であるが、見知らぬ野菜もぽつぽつと入りまじっている。俺もレイナ＝ルウもリミ＝ルウも、大いなる期待感とともに、それらを吟味することになった。

「この奥がさらに大きな倉庫になっていて、まずはそちらに運ばれた野菜の中から、特に質のよいものを選んでこちらの食料庫に移していたらしい。今はとりたてて選別もしていないけれど、とにかくここにある分は行き場のない食材なので、どれも自由に使うことができるということだよ」

　つまりこれが、まるまる倉庫からあふれた分の食材である、ということだ。まったく、馬鹿げた規模である。

「見知らぬ野菜もいくつかあるみたいですね。これなんて、いったいどういう野菜なのでしょう？」

　俺が取り上げたのは、紫色の表皮を持つヘチマのような野菜であった。長さは五十センチほどで、太さは俺の腕ぐらいはある。

「うーん、そいつはたしか、ジャガルの野菜だね。煮に込こむとなかなか美味だったような気がするよ」

「そうですか。この大陸の野菜はわりと俺の故郷の野菜と味の似通ったものが多いのですけれども、形状はまったく似ていなかったりするので、実際に食べてみないと味の想像がつかないのですよね」

「そういう野菜を持ち帰って、アスタ殿の料理に使えるかどうかを吟味してほしいのだよ。なるべく量の余っているやつを吟味してほしいのだけれど、どうだろうかね？」

　どうだろうと問われても、現段階では判別のしようがなかった。とりあえず、量が余っていてそれほど高額でもないという野菜を数種類選んで、袋に詰めさせていただく。

「お次は調味料だね。ここでもなかなか物もの珍めずらしいものを見ることができると思うよ」

　ここでもやはり、同じぐらいの大きさの部屋に棚が並べられている。そこに収納されているのは、大小さまざまの瓶びんや壺つぼだ。

「詳しくは自分で確認していただきたいところだけど、こっちの棚が調味料で、こっちの棚が酒だったかな？　ママリアの果実酒はもちろんのこと、シムの乳酒に薬草酒、ジャガルの発はつ泡ぽう酒しゆ、それに驚くべきことには、マヒュドラの蒸留酒などというものまでたっぷり取りそろえられているのだよ！」

「蒸留酒ですか。それは興味深いですね」

　同じママリアが原材料でも、城下町ではウイスキーにも似た蒸留酒が存在する。それよりももっと日本酒に近い穀物由来の酒類が存在すれば、俺には非常にありがたかった。

「ひゃー！　見て見て、アスタ！　蛇へびだよ蛇！」

「へ、蛇？」

　リミ＝ルウに袖そでを引かれてそちらを振り返ると、硝子ガラスの瓶の中で黒い蛇がとぐろを巻いていた。ハブ酒に類する薬味酒なのだろう。

「そういえば、ギバも蛇とか食べるんだよね。蛇って美味しいのかなあ？」

「どうだろうね。俺も食べたことはないよ」

　とりあえず、酒類はあまり奇き抜ばつでないやつだけをひと瓶ずつ持ち帰らせていただくことに決めた。料理での使い道がなければ、森辺の狩人たちが美味しくいただいてくれることだろう。

　で、調味料である。俺としては味み噌そに類するものが存在しないか期待をかけていたのだが、それらしいものを発見することはできなかった。ココナッツミルクのように甘い香りのする汁しるや、レテンとは異なる植物油、強きよう烈れつな酸味のあるギャマ乳の発はつ酵こう食品、香草の酒漬づけなど、いささか俺には馴な染じみのない食材ばかりだ。

「あ、こちらに別室があるので、お忘れなくね」

　棚の陰かげに隠かくれていた扉を、ポルアースが指し示す。そこを開けると、とたんに芳かぐわしくも強烈な香りが炸さく裂れつした。

「これは……いわゆる乾かん物ぶつですね」

　巨大な燻製肉や干した果実などが、あちこちに下げられている。その中に、ひときわ目を引く存在があった。白い塩をふいた、海草と思おぼしき乾物の束だ。

「これは、海草の干ひ物もののようですね」

「うん。こいつは王都アルグラッドから買いつけているものらしい。今はこれだけの量しかないけれど、年に何度か他の食材とともにどかんと届いてしまうようなのだよ。それと引き換かえに大量のフワノとママリアを持ち帰られてしまうから、トルスト殿にとっては大いなる悩なやみの種の一つだろうね」

「そうですか。俺おれにとっては生きた魚よりも、こっちのほうがとてもありがたいかもしれません」

「そうなのかい？　だったらこっちも、アスタ殿を喜ばせることができるかな？」

　ポルアースの指す方向には、何やら木箱が山積みにされていた。

　そいつの蓋ふたを開けてみて、俺は大いに喜ぶことができた。そこに詰められていたのは、木材のように堅かたく干し固められた、鰹かつお節ぶしのごとき魚の燻製であったのだ。さらに別の木箱には、貝類や、エビのような甲こう殻かく類るいや、タコにも似た奇きっ怪かいな生き物の干物がぎっしりと詰め込まれている。

「最高です。これだけでも、格段に料理の幅はばが広がりそうですよ」

「ほうほう、それは何よりだ。実はそれらの干物の類たぐいも、生きた魚と同じぐらい使い道に困っていたのだよ」

　言いながら、ポルアースはにんまり笑った。

「渡と来らいの民たみたるアスタ殿ならば、そういった海うみの幸さちとかいうやつも使いこなすことはできるんじゃないかと期待していたんだ。こいつは城下町の料理屋にも回されていなくて、ヴァルカス殿の他には買い手もつかなかったみたいだから、使ってもらえればトルスト殿も喜ぶよ」

「ええ。実際に使ってみないと確かなことは言えませんが、これでしっかり出汁だしがとれるようなら、宿場町でも喜ばれると思います」

「心強いねえ。……あ、こっちの木箱はジャガルから届いた分なんだけれど、どうだろう？」

　期待を込めて蓋を外すと、十分以上に期待は報むくわれた。そっちの木箱には、なんと茸きのこの類いが詰め込まれていたのだ。

　朱しゆ色いろの椎しい茸たけみたいなやつや、黄色いキクラゲみたいなやつや、なかなか毒々しい色合いをしたものも少なくはないが、まさか毒性のあるものがまぎれ込んだりはしていないだろう。いずれもカラカラに干されており、凝ぎよう縮しゆくされた香りが心ここ地ちよく鼻び腔こうをくすぐってくる。

　さらに別の木箱には、オガクズのようなものに植えられた生の茸までもが準備されていた。白くてころんとしたやつはマッシュルームにそっくりで、傘かさが茶色いやつはブナシメジにそっくりである。

「すごいですね！　本当に、ここは宝物倉みたいです！」

　申し訳ないことに、狂きよう喜きしているのは俺ばかりであった。それでもレイナ＝ルウやトゥール＝ディンなどは、これでどのような料理が作れるのだろうと真しん剣けんに目を凝こらしている。

「喜んでもらえて、僕ぼくも嬉しいよ。そして、歓かん迎げいの宴うたげがますます楽しみになってきたね」

　ポルアースがそのように言ったとき、アイ＝ファがふいに後方を振ふり返った。いつの間にやら、扉のところに見知らぬ人物が立ちはだかっていたのだ。

　同じようにそちらを見たポルアースが、「ああ」と破顔する。

「これはこれは、ヴァルカス殿どの。いったいどちらに行かれていたのかな？」

「わたしはずっと、隣となりの部屋で香草を吟ぎん味みしておりました」

　これが稀き代たいの料理人と名高いヴァルカスか、と俺も好こう奇き心しんをかきたてられる。

　何とはなしに、不思議な雰ふん囲い気きを有する人物であった。

　背は高く、ほっそりとした身体つきをしており、淡あわい褐かつ色しよくの髪をやや長めにのばしている。なかなか端たん整せいな顔立ちで、緑色の瞳と色の白い肌は、ちょっとジャガルの民めいていた。

　その痩そう身しんに纏っているのは、調理着と思しき白装束だ。温暖なジェノスでは珍めずらしい長なが袖そでの仕立てで、顔と手の先しか肌は出ていない。

　そんなに若くはないだろう。しかし、そんなに年老いているようにも見えない。若く見える壮そう年ねんの男性か、あるいは貫かん禄ろくのある若者か、年ねん齢れいの見当のつけにくい風ふう貌ぼうと雰囲気を有しているのだ。二十五歳から四十歳の間であることに間違いはないと思うのだが、それ以上に絞しぼることはできそうになかった。

「……あなたが渡来の民の料理人、アスタ殿ですか。わたしは《銀星堂》の主人で、ヴァルカスという者です」

　どこか茫ぼう洋ようとした、少し眠ねむたげにも聞こえる声で、ヴァルカスはそのように述べてきた。

「よろしければ、表で少しお話をさせていただきたいのですが、いかがでしょうか？」

「はい、喜んで」

　あんまり職人気質の頑固者という感じではないみたいだな、などと考えながら、俺は食料庫を後にした。だだっ広い厨くりやにて、あらためてヴァルカスと向かい合う。

「自己紹しよう介かいが遅おくれました。俺は森辺の民、ファの家のアスタという者です。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします」

「今後とも、ですか。それはもちろん、わたしが個人として交流を結ぶのはやぶさかでないのですが――」

　ヴァルカスの瞳ひとみが、いくぶん困こん惑わく気味の光をおびる。

「実はですね、わたしはあなたにお願いしたいことがあって出向いてきたのですよ、アスタ殿」

「はい？　いったい何でしょうか？」

「……あなたには、歓迎会の厨番を辞退してほしいのです」

　この言葉に、ポルアースがきょとんと目を丸くした。

「それは、どういう話なのかな？　このアスタ殿はヴァルカス殿と同様に、ジェノス侯爵マルスタインじきじきにこの仕事を仰おおせつかったのだよ？」

「それを断ったからといって、アスタ殿のお立場が悪くなることにはならないのでしょう？　できうれば、この厨にある食材を無駄にはしてほしくないと考えているのですよ、わたしは」

　ヴァルカスは、感情の読めない声でそのように続ける。

「この厨の食材は、前当主が世界の各地から収集した宝のごとき存在です。この食材を無駄に扱あつかうのは一種の冒ぼう涜とくに値あたいする行こう為いだとわたしには思えるのですが、いかがでしょう？」

「ふむ。しかしこれらの食材は、さっさと使ってしまわないと塵じん芥かいの山になってしまうのだからねえ。腐らせてしまうよりは惜しみなく使うほうが、よほど正しい行為なのじゃないかな？」

「わたしには、そのように考えることができません。不出来な料理の材料として使われるぐらいなら、ありのままの姿で土に戻もどしたほうが、まだしも西方神の御み心こころにかなうのではないでしょうか？」

　俺の料理は不出来であると、食べる前から断じられてしまった。

　しかしヴァルカスの面はぼんやりとしており、まったくもってつかみどころがない。あえていうなら、聞きわけのない子供をどのように説得するべきかを思おもい悩んでいるような、そんな雰囲気だけがうっすらと感じ取れた。

「あなたのお考えはわかりました、ヴァルカス。ですがこれは、ジェノス侯爵からのご依い頼らいを森辺の族長が受ける格好で成立した仕事なのです。俺の一存ではどうすることもできませんので、思うところがあるのならばジェノス侯爵に陳ちん情じようする他ないと思われます」

「むろん、そのように取りはからうつもりです。しかし、一いつ介かいの料理人に過ぎないわたしが何を訴うつたえたところで、その願いがかなえられるとも思えないので、あなたからも侯爵や族長とやらに取りなしていただきたいのですよ、アスタ殿」

　あくまでも態度は穏やかで、悪意も敵意もまったく感じられない。もしかしたら、この御ご仁じんには俺や森辺の民を蔑さげすむ意識などなく、ただ本心から「食材のために」このようなことを申し述べているのかもしれなかった。

（悪人じゃなくて、変人の類いなのかな）

　俺はしばし黙もつ考こうし、自分の気持ちや考えを整理してから反論した。

「俺が義務感や個人的な探究心を満たすためだけにこのような仕事を引き受けたのだったら、あなたの気持ちをないがしろにしてまで我を通す筋合いもなかったかもしれません。ですが、俺の中にはジェノスの貴族と森辺の民が正しい縁を結べるように、という思いが強くあるのです。それらの気持ちを打ち捨ててまで、仕事から手を引くことはできないのだということを、どうかご理解いただけないでしょうか？」

「使いなれない食材を使うことで、いったいどのような結果が得られるというのですか？　この食料庫の食材を持ち出さず、そしてわたしとは別の日に料理を供するという話であれば、わたしの側には何の不満もないのです」

「俺があなたと同じ日に厨を預かるというのも、不本意なのですね」

「当然です。それではお客人がたの舌が汚よごされて、わたしの作った料理を十全に味わっていただくこともかなわなくなってしまうでしょうから」

　これはいったいどうしたものかと、俺は再び考え込むことになった。なまじ悪意が感じられないので、冷たく突つっぱねるだけでは解決しないように感じられてしまうのだ。

　ちなみに俺のかたわらにある女衆らは、実にさまざまな表情を浮うかべていた。アイ＝ファは無表情に、ただ鋭い眼光を半分まぶたで隠しながらヴァルカスをにらみつけており、レイナ＝ルウは取りすましたお顔で成り行きを身守っている。リミ＝ルウはきょとんと首を傾かしげており、そしてトゥール＝ディンは――意外なことに、彼かの女じよが一番不満そうな目つきで、きゅっと唇くちびるを噛かみしめてしまっていた。

　俺自身は、べつだん腹が立ったりもしていない。やっぱり俺のような立場の人間に大事な歓迎会の料理をまかせる、というほうが常識外れの話なのだろうな、とさえ思うぐらいだ。しかし、そうだからといって、ヴァルカスの要求をそのまま受け入れるわけにもいかなかった。

「要するに、俺のような未熟者に貴重な食材を使ってほしくはないし、同じ卓たくにそのお粗そ末まつな料理を並べてほしくもない、というお話なのですよね？」

「有あり体ていに言ってしまうと、そういうことになってしまいますね」

「そうですか」と、俺は考えを巡めぐらせる。

「実際のところ、俺は自分が半人前であるということを自覚しています。俺はまだ十七年しか生きていないし、なおかつこのジェノスにやってきて半年ていどしか経たってはいません。そんな俺が貴族のための料理など作ることができるのか、というのは当然の疑問だと思います」

「そうですか。ならば――」

「それでもジェノス侯爵やこちらのポルアースは、俺の腕前をあるていど知った上で、このような大役を任せてくださいました。その期待に応こたえることができれば、また少し森辺の民の存在が見直されるんじゃないかなと期待している部分があるのですよ」

「…………」

「よかったら、あなたも俺の腕前がどれほどのものか、調理の手て際ぎわを見て判断していただけませんか？　それでも納得がいかなければ、ファの家のアスタは大事な歓迎会の厨番に相応しからず、というあなたの言葉もいっそうの重みをともなってジェノス侯爵に伝わることでしょう。何せあなたは、ジェノスでも屈くつ指しの料理人と評されているほどの御お方かたなのですからね」

「……わたしに、あなたの料理の味見をせよ、と？」

「はい。ジェノス侯爵らは俺の料理を食べた上で、俺を厨番に任命してくださったのですから、俺の腕前を知らないあなたが何を言ったところで、退けられるのが当然なのではないでしょうか？」

　ヴァルカスは、何やら切なげな面おも持もちで押おし黙だまってしまった。

　しばらく静観の体でいたポルアースが、にっこりと微笑ほほえみながら声をあげる。

「これは、アスタ殿の言葉のほうが理にかなっているようだね。ここだけの話、アスタ殿の腕前はティマロ殿と比べても劣るものではないと評されているのだよ、ヴァルカス殿？」

「……それでは余計に、心配がいや増すばかりです。あのティマロ殿にだって、本来はこの厨の食材を無駄にする資格など存在しなかったのですから」

　女性のように優美な指先で髪をかきあげ、ヴァルカスはふっと息をつく。

「ティマロ殿が副料理長に任じられたのは、前当主の見込み違いです。彼かれが得意げに刀をふるうたびに、わたしは食材の泣き声が聞こえるような心地でした」

「そうか。そこまで言ってのける君の腕前には期待させられるけどね、ヴァルカス殿。だけどこのアスタ殿は渡来の民で、僕たちの知らない作法で料理を作ることができるのだよ。それだけでも、シムやジャガルから招いた料理人と同等以上の価値があるとは思えないかな？」

「ですから、わたしの関わらない場所で分相応な料理をふるまうという話ならば、わたしのほうにも文句はないと言っています」

　ヴァルカスは、ゆっくりと俺を振り返かえる。

「しかし、あなたがたの言い分はわかりました。そこまで仰おつしやるのでしたら、あなたの腕前を見せていただきましょう。……ただしその前に、わたしの腕前も見ておいていただけますか、アスタ殿？」

「あなたの腕前を？　それは願ってもない話です」

「そうですか。では、おたがいの料理を食べ比べることで結論を出しましょう。それならば、きっとあなたにもわたしの心情が正しく伝わるかと思われます」

　あくまでもけだるげに、あくまでも静かな口調で、ヴァルカスはそう言った。

　こうして俺は、ミケルと同等以上の腕を持つと評されていた料理人と、時ならぬ味比べに打ち興じる顛てん末まつとなってしまったのだった。
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「時間が惜しいので、簡単な焼き料理を作らせていただきます」

　数々の食材と調理器具を前に、ヴァルカスはそう宣言した。

　その足もとには、小姓たちに運ばせた水みず瓶がめも置かれている。長らく厨として使われていなかったこの場所には、水の準備がなかったのだ。その水で調理器具をしっかり洗ってから、香草や調味料の土ど瓶びんを並べ、これでようやく用意が整ったらしい。

「……ところでアスタ殿、そちらに控ひかえた女性たちは、あなたの従者なのですか？」

「従者ではなく、調理助手です。できれば、彼女たちにも味見をさせていただきたいのですが」

「……正しく味を判別する舌をお持ちならば、かまいませんよ」

　言いながら、ヴァルカスは上じよう衣いの懐ふところに手を差し込んだ。そこから引っ張り出されたのは、小さく折りたたまれた白い布である。

　手ぬぐいか、あるいは帽ぼう子しでもかぶるのかなと思ったが、少し違った。それは、目と鼻と口のところにだけ穴の空いた、布の覆ふく面めんであったのだ。

　言葉を失う俺たちに、ヴァルカスは丸い穴の向こう側から視線を飛ばしてくる。

「汗あせの一滴てきでも垂れてしまえば、料理の味が変わってしまいます。料理人としては、当然の心がまえでありましょう」

　俺はポルアースを振り返ったが、彼もぽかんとヴァルカスの奇き行こうを見守っていた。ということは、やはりこれはヴァルカスならではの作法であったのだろう。

「では、調理を始めます」

　口の周囲を圧あつ迫ぱくされているために少しくぐもった感じになった声で言い、ヴァルカスは再び食料庫へと足を向けた。彼はカロンやキミュスの肉を運ばせてこなかったので、きっと生け簀の魚を使うつもりなのだろう。俺たちは、ぞろぞろと彼に追従することになった。

　生け簀の部屋に入ったヴァルカスは、壁かべにたてかけてあった柄えつきの網あみを取り、静かな目つきで魚たちを睥へい睨げいする。生け簀の中には、四種類ほどの魚が放されているようだった。

　イワナのように細長い体型で、黄おう褐かつ色しよくに白い斑はん点てんのついた鱗うろこの魚。クロダイか、あるいはティラピアのように黒ずんでいて、円形の体型をした魚。黄色や赤色がまだらになった、沖おき縄なわのイラブチャーのようにずんぐりとした魚。そして、ライギョのように図太く大きな身体をした、エメラルドグリーンの魚である。

　最後のライギョみたいなやつだけが一つの生け簀をまるごと占せん領りようしており、残りの二つに三種の魚が入り混じって泳いでいる。その中から、ヴァルカスは三十センチはあろうかというイワナのような魚を選んで、一尾だけすくいあげた。それを間近で観察し、細長い胴どう体たいの弾だん力りよくまで指先で確認してから、網ごと厨に引き返す。

「ほんとに魚を食べるんだねー。いったいどんな味がするんだろ？」

　俺の背後で、リミ＝ルウがアイ＝ファにこっそり囁ささやきかけている。

　ヴァルカスは、網から解放した魚に生きたまま塩をもみこみ、それを水瓶の水で洗い流した。きっとぬめりを取っているのだろう。そして、まだぴちぴちと動いている魚の身体をまな板に押しつけつつ、魚用の調理刀を取り上げる。その刃は先さきが至し極ごくなめらかに腹の中へと差し込まれ、そのまますうっと咽喉もとまで切り開いた。

　内臓を引っこ抜ぬき、背骨に残った血合いも爪つめでぐりぐり引き剥はがす。俺の知る鮮せん魚ぎよの捌さばき方と、それほど違いのない手順だ。そいつをもう一度洗い清めてから、今度は最初の切り口に指先をこじいれて、そのまま一気に皮をひん剥むく。女性のように華きや奢しやな指先をしているが、なかなかの腕わん力りよくである。

「いやあ、見事な手並みだね。生きた魚が調理されるところを拝見するのは、初めてのことだよ」

　ポルアースが無む邪じや気きに声をあげたが、ヴァルカスは答えなかった。

　丸まる裸はだかになった魚は頭を落とされ、三枚に下ろされていく。頭と中骨は屑くず入いれの壺に投じられ、残った右身と左身は黒い香草に包み込まれた。

　ヴァルカスは手を洗い、かまどの一つに火を点ともし、小ぶりの平ひら鍋なべを温め始める。それで鍋に熱が回ると、再び手を洗って、最初に剥いた皮と赤みがかった香草を投じ入れた。

　皮からにじんだ脂あぶら分ぶんが、ぱちぱちと音をたて始める。やがて脂が出つくすと皮は捨ててしまい、香草に包まれた魚の身を鍋の底にそっと横たえる。

　酸味のある香りが、厨に広がった。これはあの、俺が『ギバ・カレー』で不採用にした、タイ料理を想起させる香草だ。

　皮から出る脂など量はたかが知れているので、香草はすぐに焦こげた臭いまで発散し始める。しかしヴァルカスはかまわずに、弱火で時間をかけてじっくり両面に火を通した。覆面の奥おくから覗のぞくグリーンの瞳は、これまでと打って変わって真剣そのものだ。手際にはまったくよどみがない。

　そうして両面を焼いたのち、ヴァルカスはおもむろに青みがかった土瓶を取り上げた。中身は、カロン乳だ。ここでカロン乳を使うのか、と俺は少し驚おどろいてしまう。ヴァルカスはその土瓶の中身を陶とう磁じの杯さかずきになみなみと注ぐと、そこにひとつまみの塩と砂糖を投じてから、鉄てつ鍋なべに回し入れた。脂分と水分が喧けん嘩かして、ばちばちと景気のいい音色をたて始める。

「……カロンの乳にあの黒い香草というのは、ティマロという料理人と同じ手際ですね？」

　レイナ＝ルウが、こっそり耳打ちしてきた。もう二ヶか月げつ近くも経っているのに、レイナ＝ルウもしっかりこの香草の香りを覚えていたらしい。

　ヴァルカスはさらに、そこに何種類かの香草を投じた。すり潰つぶしたりはせずに、鍋の上でバリバリと割り砕くだいて、そのまま混入させたのだ。実に無造作な手つきだが、きっと分量はきっちり計算されているのだろう。どの香草も途と中ちゆうで割り砕くのはやめて、手に残った分は惜しげもなく屑入れに捨ててしまう。

　微び量りような油分はカロン乳に制圧され、後にはぐつぐつと煮える音色だけが響ひびく。その音色を聞きながら、ヴァルカスは三十秒ほど動かなくなった。

　そして、いきなりスイッチがオンになったかのように、木べらで具材をすくいあげる。黒い香草の破は片へんと白いカロン乳にまみれた二枚の身が、陶磁の皿にぺたりと置かれた。そのごみ屑みたいに無残な衣が、木べらで綺き麗れいにこそぎ落とされていく。

　その下から現れたのは、熱の通った白身の肉だ。香草で守られていたためか、そちらには焦げ跡あとのひとつもない。それを別の皿に移動させると、ヴァルカスはまた入念に手を洗い、一センチぐらいの厚みでななめに切り分けていった。

　切った身は断面が露ろ出しゆつするよう並べかえ、さらにその上に銀の匙さじで赤いものをちょんちょんと載のせていく。小さな壺の中に収められていたそれは、どうやらアロウの実をすり潰して煮込んだジャムであるようだった。

「……完成です」

　ヴァルカスが、作業台から身を離す。

「熱の逃にげやすい料理ですので、味見はお早めにどうぞ」

「いやあ、見事な手際だったよ！　……ただ、味の想像がつかない料理だねえ」

　ポルアースが皿のほうに近づいていき、俺たちもそれに追従した。

「我わが《銀星堂》では、前菜として扱われている料理です。持ち帰れる魚には限りがありますので、数日置きにしか扱うことはできませんが」

　言いながら、ヴァルカスは白覆面を引き剥いだ。白い面は汗に濡ぬれ、褐色の長い髪かみがぺたりとはりついてしまっている。

「それでは、いただこう！　まったくこいつは役得だなあ」

　三みつ股またに分かれたフォークのような銀色の器具で、ポルアースが料理を口に運ぶ。その目が、くわっと見開かれた。

「この料理は――いや、アスタ殿が口にする前に感想を述べるのは控えるべきかな」

　俺は木製の匙を取り、落としてしまわないように気をつけながらその料理をすくい取った。

　どうということのない、白身魚の切り身である。焼やき料理と謳うたっていたが、切り身自体は鉄鍋に触ふれていないので、蒸し焼きにされたかのような仕上がりだ。カロンの乳でしっとりと濡れており、イチゴのごときアロウのジャムが載せられているのが不可思議である。そして、何種類もの香草が投じられているので、香りのほうは複雑きわまりない。

　そうしてじっくりと外観も拝見してから、俺はその切り身を口の中に入れてみた。

　とたん――複雑な香りが複雑な味とともに、ぶわっと拡散する。

（こいつは――）

　こいつはいったい、何と形容すればいいのだろう。香草の辛からみと、アロウの酸味と、カロン乳の甘あまみが、螺ら旋せん状じようにからみあいながら口の中を駆かけ巡っていく、そんな感覚であった。

　いや、辛みといってもそれは数種類の香草からもたらされたものであり、アロウの酸味にも、レモングラスのごとき香草の酸味が付加されている。また、カロン乳の甘みにも砂糖とアロウのわずかな糖分が混ざり込み、どの味がどの食材によってもたらされたものであるかは判別も難しかった。

　そして、その中心に魚がある。香草にくるまれて焼かれた魚の旨うまみが、すべての風味を結びつけているのだ。

　白身魚を香草と一いつ緒しよに焼き、乳で煮に立たてたのちにジャムを載せる。これで美味おいしい料理が作れるわけはない、と俺には思えてしかたがないのだが――これは、料理として成立していた。

　甘みや辛みや酸味や、何なら焦げた香草のちょっとした苦みまでもが加わって、ともすれば何もかもが台無しになってしまいそうなのに、ぎりぎりのところで調和を保っている。いったいどのような計算をすればこのような味を生み出せるのか、俺には想像することも難しかった。

　美味うまいか不味まずいかの判別は難しい。こんな料理が作ってみたいか？　と問われたなら、即そく座ざに否、と答えられるだろう。

　それでも、不味いとは言いきれない。

　いや、きっと美味なのだ。

　ただ、俺の中で感覚の歯車が噛み合あわない。

　ティマロやロイの料理であれば、ここまで混乱させられることもなかった。こういうものを美味しいと思う人たちもいるのだろうな、食文化の違ちがいというのは面おも白しろいな、と、自分の感性から切きり離したところで答えを導きだすことができたのだ。

　しかし、この料理を判別することはできなかった。

　奇き妙みような味だ。

　複雑な味だ。

　不可思議な味だ。

　そんな感想しか、ひねり出すことができない。

　俺とは異なる方向性に振り切った、それはまさしく異世界の料理ともいうべき存在であったのだった。

「これは……」と、レイナ＝ルウが苦しげな声でつぶやいている。

　どうやら俺が驚きよう愕がくに打ちのめされている間に、みんなも試食を済ませていたらしい。レイナ＝ルウは、すがるような目で俺を振り返ってきた。

「アスタ、どうかわたしに教えてください……この料理は、美味なのですか？」

　なんて奇妙な質問であろうか。

　かつてはダン＝ルティムも『ギバ・カレー』を試食して「これは美味いのか？」などと言っていた。しかしそれともまた異なる、レイナ＝ルウの声にはもっと自分でも抑よく制せいのきかない感情が満ちみちてしまっていた。

　トゥール＝ディンも、何か泣きそうな顔になって俺を見つめている。リミ＝ルウは、難しげな顔で「うーん」とうなっていた。

「なんだかリミにはよくわかんないなあ……あれ？　アイ＝ファは食べないの？」

「私はかまど番ではないし、城下町の料理にも興味はない」

　木皿の上には、まだ数枚の切り身が残されていた。

　俺は意を決し、それをアイ＝ファに差し出してみせる。

「アイ＝ファ、もしも嫌いやじゃなかったら、お前も感想を聞かせてくれないか？　かまど番じゃない森辺の民の、率そつ直ちよくな意見が聞きたいんだ」

　アイ＝ファはけげんそうに眉をひそめたが、何も聞き返そうとはしないまま、指で切り身をつまみ取った。それを口に放ほうり入れ、無表情に咀そ嚼しやくしてから、呑のみくだす。

「……どうだ？」

「べつだん、どうということもない。私には美味とも思えぬ味わいだ。かといって、ことさら不味いと言いたてるつもりもないがな」

　アイ＝ファは、実にあっさりとそう言って、俺の耳もとに口を寄せてきた。

「さらに言うなら、私たち森辺の民に必要な味だとも思えん。もしもお前がこのような料理を作っていたら、私もジバ婆ばあもドンダ＝ルウも心を動かされることはなかっただろう。……お前はお前の信ずる道を行けばよいのだ、アスタ」

　俺は目を閉じ、胸中に渦うず巻まく疑問や煩はん悶もんを腹の底まで押し戻してから、アイ＝ファの仏ぶつ頂ちよう面づらを見つめ返した。

「わかった。ありがとう、アイ＝ファ」

　アイ＝ファは無言で、俺の胸むなもとを小こ突づいてくる。

　俺は、ポルアースを振り返った。

「俺にはちょっと、自分の受けた驚きを上手うまく言葉にすることができそうにありません。ポルアースのご感想を聞かせていただけませんか？」

「僕かい？　僕はねえ、すごいと思ったよ！　なんというか、ジェノスの料理人が目指す美味なる料理というものの到とう達たつ点てんを味わわされてしまったかのような心持ちだ！」

　ポルアースは屈くつ託たくなく笑いながら、ヴァルカスのほうを見る。

「ヴァルカス殿。僕だって何度かは君の料理を味わったことはあるはずなのだけれども、ここまで驚かされたことはなかった！　このトゥラン伯はく爵しやく邸ていに存在する食材を自由に使ったら、君はここまで見事な料理を作ることができるのだね！　いや、感服したよ！」

「……おほめにあずかり、光栄です」

　気のない表情で、ヴァルカスは応じる。そちらを見つめながら、ポルアースはにんまり笑った。

「だけどね、アスタ殿の作る料理は、やっぱり作法がまったく違っているんだ。確かに城下町の人間にとっては粗そにして野なる料理であるのかもしれないけれど、ただの物珍しい田舎いなか料理には留とどまらない。口にしただけで思わず笑えみをこぼしてしまうような、そういう美味しさを秘ひめているのだよ」

「……そうですか」

「うん。そうじゃなかったら、ジェノス侯こうやリーハイム殿たちだって、あそこまでアスタ殿の手際を賞賛することにはならなかったと思う。そして、アスタ殿がヴァルカス殿の料理に驚かされたように、ヴァルカス殿もアスタ殿の料理には驚かされるのじゃないかな」

　やっぱりヴァルカスの表情は動かなかった。

　しかしポルアースは満足げな顔でうなずき、俺のほうに向きなおる。

「さ、それでは今度はアスタ殿の番だね！　美味しい料理を期待しているよ？」

「はい。期待に応えられるよう、頑がん張ばります」

　俺は懐に手を入れて、くたびれた白タオルを引っ張りだした。

　俺には俺の料理を作るしかすべがない。それに、ヴァルカスが俺の料理を食べてどのような気持ちを抱いだくことになるのか、それを確かめずにはいられなかった。

「レイナ＝ルウ、平鍋と片かた手て鍋なべを一つずつと鉄てつ串ぐしを一本、それにお皿を何枚か準備しておいてもらえるかな？　トゥール＝ディンは、表の人たちにキミュスの卵を三つとカロンの乳にゆう脂しをひと壺お願いしてから、火の準備を。リミ＝ルウは、俺と一緒に他ほかの食材の準備だ」

「りょうかーい！」

　笑え顔がおを取とり戻したリミ＝ルウが、元気いっぱいに声をあげる。レイナ＝ルウとトゥール＝ディンは、それぞれ不安や動どう揺ようを払はらいのけるような仕草を見せてから、無言で準備に取りかかってくれた。リミ＝ルウと一緒に食料庫へと移動した俺は、必要な食材を選んで小さな調理助手に手て渡わたしていく。

「ね、アスタは何を作るの？　ギバ肉がないと大変じゃない？」

「そうだね。でも、そのおかげで真っ向から勝負することができるよ」

　屋や敷しきの人間にお願いをすれば、キミュスやカロンの肉を使うことはできる。しかし、どうせ使いなれない食材を使うなら、少しでもインパクトを与えたほうがよい結果を導きだせるだろう。これは単純な味比べではなく、ヴァルカスを納なつ得とくさせるための行いであるのだ。

　食材の運うん搬ぱんをリミ＝ルウに託たくし、俺はその足で生け簀の間に向かう。ヴァルカスが選んだのと同じ魚の中で、なるべく形や大きさも似通ったものを選んで捕ほ獲かくし、俺はそれを網ごと厨に持ち帰った。

「なんと！　アスタ殿まで、生きた魚を使おうというのかい!?」

「ええ。俺は島国の生まれですから、魚の扱いにはなれています」

　ヴァルカスは、目をすがめて俺の挙動を身守っていた。

　俺は柄付き網をアイ＝ファに託し、腰こしから三徳包丁を引ひき抜く。これだけは荷車に置いていく気になれなかったので、きっちり持ち込ませていただいたのだ。

（ひさしぶりに借りるよ、親おや父じ）

　ディアルから肉切り刀を購こう入にゆうして以来、俺はなるべくこの包丁の使用を控えていた。しかし、この場で初めて手にする魚用の調理刀で、ぶっつけ本番にのぞむ気にはなれない。

　朴ほおの白しら鞘さやから三徳包丁を抜き、そいつをまな板に置いてから、俺は柄付き網を受け取った。ヴァルカスと同じように、まずは魚に塩をもみこんでぬめりを洗い落とす。

　そうして鉄串を頭に打ち込み、まな板に固定してから腹を裂さく。魚を三枚におろすぐらい、半年ていどのブランクがあっても支障はなかった。

「ふーむ、手て馴なれたものだねえ！　渡来の民の本領発揮ということか」

　ポルアースの感心しきった声を背中で聞きながら、俺は切り身に塩とピコの葉をまぶしていく。町では有料のピコの葉も、もちろんこの食料庫にはきっちり備えてあったのだ。

　ちなみに、切り身から皮は剥がしていない。それに、イワナやニジマスと同じように鱗は小さいようなので、そちらの処理も必要ないようだった。

　そうして下味をつけている間に、トゥール＝ディンの準備してくれたかまどでキミュスの卵を二つだけ茹ゆであげる。残りの一つは生のまま、レテンの油とママリアの酢すを使ってマヨネーズの作製だ。茹でた卵は切り刻み、少量のアリアとマヨネーズを加えて、タルタルソースに仕立てあげる。

「ほうほう。そいつも僕の知らない料理であるようだねえ」

　ポルアースの声は、うきうきと弾はずんでいた。その無邪気な様子が、俺の心をずいぶんと励はげましてくれている。

　ポルアースにしてみれば、面めん倒どうなことを言いだしたヴァルカスを黙らせてほしい、という思いが一番にあるのだろう。だけどそれとは別の話で、純じゆん粋すいに俺の料理を楽しみにしてくれている。その心情を疑う気にはなれなかった。

（今さらながら、変わったお人だよな）

　そんなことを考えながら、今度は片手鍋を熱していく。熱が通ったら、下味をつけた切り身にフワノ粉をまぶし、乳脂で両面を焼きあげた。

　これは、川魚のムニエルである。

　熱された乳脂と魚の焼ける香かおりが、実に芳しい。焼けた切り身を皿に移して、包丁で切り分けてからタルタルソースを掛かければ、もう完成だ。

「お待たせしました。俺の故郷の、ムニエルという料理です」

「ふむふむ。乳脂の香りがたまらないねえ」

　またポルアースが、一番乗りで手をのばしてくる。

「おお、これは――！　っと、危ない危ない。さ、ヴァルカス殿も味を確かめてみるといい」

　感情のない顔つきで、ヴァルカスはフォークを取り上げた。その口に料理が運ばれるのを待ってから、レイナ＝ルウらも木匙を取り上げる。今回は、アイ＝ファも最初から木匙を手にしていた。

　俺は最後に、自分の舌でも味を確かめる。

　悪くない仕上がりであった。

　フワノ粉のおかげで表面はパリッと焼けており、内側の肉はしっとりとやわらかい。もともとおかしな臭くさみは持たない川魚なのだろう。バターのような乳脂の風味と、タルタルソースの味も阻そ害がいされることなく、すっきりと馴染んでいる。

　あともう少しだけ下味をつけるのに時間をかけるか、あるいはいっそタウ油ベースのウスターソースめいたものを一緒に使ってもよかったかな、と思えるぐらいで、ぶっつけ本番としては十分な出で来き栄ばえだと思われた。

「アスタ殿は、セルヴァの川魚を扱うのは初めてなのだよね？　それなのに、どうしてここまで美味なる料理を作ることができるのかなあ？」

「この魚も、俺の故郷に似た感じのやつがいたのですよ。あの生いけ簀すで隔かく離りされていた図太い魚なんかだったら、たぶんどう扱っていいかもわからないと思います」

「感服した！　こいつも文句なく美味なる料理だよ。……欲を言うなら、香こう草そうをまったく使っていないのが、ジェノスの流りゆう儀ぎからは外れてしまっているかな」
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「そうですか。ミャームーとタウ油の味付けにするべきか迷ったのですけどね。こっちのほうが手が込んでいるから、城下町の皆みなさんの口に合うかなと考えてしまったんです」

「ミャームーとタウ油か！　そいつも美味そうだ！　でも、この料理だって文句なしの美味さだよ！　以前にいただいたキミュスの揚あげ物もの料理にも劣おとらぬ味わいだった」

　とろけるような笑顔でそのように評しつつ、ポルアースがヴァルカスを振り返る。

「さあ、いかがかな？　これがアスタ殿の腕うで前まえなのだよ！　多少ジェノスの流儀から外れてはいても、それを帳消しにできるぐらいの不思議な味わいがある。僕はこの料理を晩ばん餐さん会かいで供されても、まったく文句を言う気持ちにはなれないねえ」

　ヴァルカスが、ゆらりと俺おれに近づいてきた。

　その目はすがめられたままで、射るように俺を見つめている。

「……これが、渡来の民の作法ということですか」

「はい。故郷で学んだ、俺の国の料理です」

「シムやジャガルや、それに王都アルグラッドにだって、不可思議な料理を作る料理人はたくさんいます。しかし、わたしはそれらの料理人に自分が劣っているなどとは、ついぞ感じたこともありません」

「そうですか。確かにあなたの調理技術は、すごいのだろうなと思います」

　俺の言葉など耳に入った様子もなく、ヴァルカスは淡たん々たんと語り続けた。

「もちろんあなたにだって、自分が劣っているとは思いません。火加減にも味付けにも、まだまだ改良の余地は残されているでしょう」

「ええ、その通りだと思います。ただ、俺がどういう料理人なのかということは、十分に伝えられたんじゃないかと思っています」

「ええ、はっきり理解することができました」

　ヴァルカスは、さらに接近してきた。無表情で不気味だが、アイ＝ファが動かないということは、きっと悪意を発散させたりはしていないのだろう。

　と――そんなことを考えていたら、いきなり両手の指先をわしづかみにされてしまった。

「撤てつ回かいいたします」

「は、はい？　何でしょう？」

「これまでに述べてきた数々の言葉を、すべて撤回させていただきます」

　緑色の目が、くいいるように俺を見ている。

　女性のように優美な指先でありながら、俺の手に伝わってくるのは革かわのようにざらざらとした感かん触しよくである。長年の水仕事で皮ひ膚ふの固くなった、職人の手だ。

「渡来の民の技術というものを、わたしはすっかり見誤っていました。あなたにはどのような食材でも好きに使う権利があります。そして、あなたと同じ日に厨を預かることのできるこの身を光栄に思います、アスタ殿」

「そ、それはありがとうございます」

「……このような気持ちを抱くことになったのは、ひょっとしたら五年ぶりかもしれません」

　表情のない細ほそ面おもてが、さらにぐぐっと接近してくる。

「あなたはわたしと作法が異なる。それにきっと、目指している場所も違っている。それなのに――いや、それゆえに、わたしは心が騒さわいでなりません。わたしにこのような気持ちを抱かせた人間は、これまでたった一人しか存在しませんでした」

「そ、それはもしかしたら、ミケルという料理人のことですか？」

　ヴァルカスの目が、ジザ＝ルウみたいに極限まで細められた。

「アスタ殿、あなたはまさか――」

「いえ、俺の師し匠しようは父親です。ミケルともご縁えんはありましたが、料理の手ほどきを受けたことはありません」

「そうですか。ミケル殿は、わたしにとって唯ゆい一いつにして最大の好敵手でありました。その見果てぬ好敵手を手もとに取り戻した気分です」

「ヴァルカスとやら、お前に害意がなくとも、そろそろ私の家人から身を離はなしてはもらえぬだろうか？」

　と、ついにアイ＝ファが警告の声をあげてくれた。

　最後にぎゅうっと俺の手を握にぎりしめてから、名残なごり惜おしそうにヴァルカスは引き下がっていく。

「失礼いたしました。あまりのことに、つい平常心を失ってしまったようです」

　俺はほっと安あん堵どの息をつきつつ、あらためてヴァルカスと向かい合った。

「俺もあなたと同じ日に厨を預かることができて光栄です、ヴァルカス。よかったら、歓迎会の当日は多めに料理を作って、おたがいの料理を味見してみませんか？」

「願ってもないことです。あなたと出会えた今日という日を、わたしは生しよう涯がい忘れぬことでしょう」

　そのように言ってから、ふいにヴァルカスは口もとをほころばせた。

　そうすると、もとは端整な顔立ちなので、いきなり優やさしげな雰囲気になってしまう。

「……ですが、あなたはまだお若い。今のあなたがわたしより上等な料理をこしらえることは不可能でしょうね、アスタ殿」

　そうしてヴァルカスは、別人のように優しげな顔になりながら、そのように宣言してのけたのだった。
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　一日置いて、黒の月の二十九日。

　その日は屋台も休業日であったので、中天からミケルとマイムを森辺の集落に招くことになった。目的は、もちろん燻くん製せい作りのノウハウを学ぶためである。

　場所はスドラの家で、参加メンバーは、俺とトゥール＝ディンとレム＝ドム、リィ＝スドラとユン＝スドラ、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウ、それにサリス・ラン＝フォウの八名であった。

「……最初に言っておくが、俺がわきまえているのはカロンやキミュスの燻製作りだけだからな。ギバ肉などを扱ったことはないのだから、どんな不ふ手て際ぎわが生じても責任は取れんぞ？」

　講師役たるミケルは相変わらずの仏頂面で、そのように口火を切った。生徒役を代表して、俺がそちらに一礼してみせる。

「はい。無理を言って申し訳ありません。どうぞご指南をお願いいたします」

「ふん」と鼻を鳴らしてから、ミケルがかたわらの家を振ふり仰あおぐ。

　スドラから提供してもらった、空き家である。もう七、八年は使われていなかった家で、丸く切り開かれた空き地にぽつんと建っている。万が一の火災に備えて、もっとも開けた場所に建っているこの空き家が燻製小屋として選ばれたのだ。

「アスタからうかがっていた通りに、従来の窓には板を打ち付け、高い位置に代わりの小窓を空けました。これで問題はないでしょうか？」

　穏おだやかに微笑みながら、リィ＝スドラがそのように申し述べる。その窓に張られた板を手の甲こうで叩たたきつつ、ミケルは家の外観を検分した。

「ずいぶん古い家のようだから、煙けむりがもれるようなら補修が必要だろうな。そのときは、板の隙すき間まに粘ねん土どでも詰つめ込んでおくといい」

「粘土ですね。承知いたしました」

「……肉の準備はできているのか？」

「はい、こちらに」

　リィ＝スドラの先導で、俺たちはぞろぞろと家の中に入っていった。

　玄げん関かんを開けてすぐの広間には、大量の薪まきや必要な道具が準備されている。その奥側には三つの戸板があり、右の壁かべ際ぎわには古びたかまどが設置されており、規模としては、ちょうどファの家と同じぐらいの大きさである。

　リィ＝スドラは、一番右側にある個室へと俺たちを導いた。戸板を開けると、いくつもの肉につ塊かいが蔓つる草くさによってだらんと吊つり下さげられている。スドラ、ファ、フォウ、ディン、ルウから持ち寄られたギバの肉塊だ。ミケルの教えに従って、これらはすでに下ごしらえを終えていた。

　塩しお漬づけにして水分を抜き、塩を洗い流したのち、風ふう乾かんする。手順自体は森辺の集落に伝わっていた干し肉作りのそれと大差ないが、塩漬けの際にはピコの葉や香草を混ぜ合わせ、漬つける時間もいくぶん長くなっている。

　それに今回は試作の第一回目であったので、ブロック状のモモ肉やバラ肉に加えて、普ふ段だんは干し肉に使用しない肩かた肉にくやロース肉、さらにはギバの後ろ足をまるまる一本準備してみた。さらにさらに、本日の午前中に仕上げた念願の腸ちよう詰づめ肉までもが、そこにはどっさりと吊り下げられているのだった。

「……ふん。本当にこんなものまで準備したのだな」

　その腸詰肉を見上げながら、ミケルが不ふ機き嫌げんそうに言う。

「はい。なかなか苦労しましたが、それなりに形にはなっていると思います」

　数日前、ネイルに紹しよう介かいしてもらったシム生まれの旅人に、俺はこの腸詰肉の作製方法を学んだのである。

　入念に挽ひいた肉を腸に詰め込む。言ってみればそれだけの話であるのだが、これが言うほど簡単な作業ではなかった。肉と脂の比率は八対二で、こねればこねるほどなめらかな食感になるという話であったので、手の体温で肉が傷いたまない範はん囲いでこねまくった。

　シムではこの段階で何種類もの香草を加えるそうだが、俺たちには知識がなかったので、塩とピコの葉だけを添てん加かしている。そうして挽き肉をこね終えたら、いよいよ腸ちよう詰づめの作業である。大きな布に穴を空けて、その穴に漏ろう斗との先せん端たんを差し込む。布の内側には挽き肉がひっつかないようにギバの脂を塗ぬりたくり、これを絞しぼり布とするのだ。
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　そうしたら、漏斗の先端にケーシング用の腸をセットする。使用するのはギバの小腸で、あらかじめ一メートルていどの長さにカットしておく。そしてここでも、一つの細工が必要だった。腸はだらんとのばしたままではなく、コンパクトにたくしあげておくのだそうだ。

　空気が混入しないように、絞り布を軽く絞って漏斗の内部にまで挽き肉が満ちたら、腸の先端を少しだけ引っ張り出して、結んでおく。これでようやく、スタンバイ完かん了りようである。

　絞り布を絞っていくと、挽き肉を詰め込まれた腸がにゅるにゅるとのびていく。たくしあげておいた分がすべてのびきったら、おしりの部分を結んで、完成だ。

　しかるのちに、十五センチ間かん隔かくで腸をねじって肉を分断したら、もう俺にも見慣れたひとつなぎのソーセージである。俺にしてみれば、ちょっと感動的なぐらいの光景であった。

　そんな苦心の作たる腸詰肉が、この燻製室には十五本も吊り下げられている。太さは三センチばかりもあろう。なかなかのビッグサイズだ。長さの合計は十五メートルほどであるが、これでギバ一頭分の小腸であるのだった。

「それじゃあ、燻いぶしの作業だな。薪と香草の準備はできているか？」

「はい。グリギの薪と、リーロの葉、生のピコの葉、それに炭ですね」

　その部屋の足もとは、床ゆか板いたが外されて地面が剥き出だしになっていた。

　そこに燃料と燻材を円状に配置して、火を点す。白い煙とともに、リーロやピコから発せられる清せい涼りようにして刺し激げき的てきな香りが室内を満たした。

「……グリギがいくぶん生木のようだな。グリギは乾かわいていれば乾いているほど、余分な臭いが抜けるものだ」

　言いながら、ミケルが厳しい眼まな差ざしで火加減を確かく認にんする。

「火の勢いが強すぎる。これでは香草の香りがとんでしまうので、薪を少しだけ除よけておけ」

「了りよう解かいです」

　俺は長めの薪を火かき棒の代わりにして、ミケルの指示に従った。

「この火加減で、三刻だ。香草は同じ量を半刻ずつ追加すればいい。これだけ炭を使っていれば、薪の追加も半刻ごとで十分だろうな」

「わかりました。それ以外の時間は戸板を閉めておくのですね？」

「ああ」とうなずき、ミケルはさっさと部屋を出ていってしまう。

　その場にいる全員に火加減を教え込んでから、俺も燻製室を後にした。いつの間にやら汗だくなので、「ふう」と息をつき額をぬぐう。

「ありがとうございます。三刻の後が楽しみですね」

　日当たりのいい場所に置いておいた日時計が中天を指すように、角度を調節する。時間の経過を知るだけなら、これで十分であろう。

「……その間、お前たちは何をしているつもりだ？　それだけの時間を無む駄だにできるほど、お気楽な生活をしているわけではあるまい」

「ええ。二手に分かれてそれぞれの仕事に取り組む予定です。火の番をしながら毛皮なめしの仕事をする班と、あとはかまど番の修練に取り組む班ですね」

「……かまど番の修練だと？」

「はい。ですから、マイムにもご足労を願ったのですよ」

　とたんに、ミケルのかたわらにあったマイムが瞳ひとみを輝かがやかせた。

「燻製作りだけでなく、他にも料理の勉強をする予定なのですね？　嬉うれしいです！」

「それなら良かった。……実は、城下町から持ち帰った食材について、ミケルにご意見を聞いてみたかったのです」

「ふん。どうせそのようなことだと思っていたわ」

　ミケルが、じろりとにらみつけてくる。

「今度はどんな食材を持ち帰ってきたのだ？　シムの香草か？　ジャガルの野菜か？」

「香草や調味料は自分で味や香りを確認しているところですので、今回は野菜と乾かん物ぶつについてご意見をうかがおうかと。……食材はあちらの荷車に積んでありますので、まずはその目でお確かめください」

　スドラ家の二名とサリス・ラン＝フォウ、それにレム＝ドムが毛皮のなめしを手伝うことになっていたので、俺はそれ以外のメンバーとともに家を出た。

　仲良く草を食はんでいるギルルとジドゥラのかたわらに、二台の荷車が停とまっている。今日はレイナ＝ルウたちがミケルらを出で迎むかえに行ってくれたので、ファの家の荷車に積んだ食材はこれが初のお目見えとなるのだ。

「城下町での晩餐会については自力で何とかしようと思っているのですが、宿場町に流通させる食材について、ミケルのご意見を聞いてみたかったのです」

　説明しながら、俺はミケルとマイムを荷台に招き入れた。

「いかがでしょう？　いずれもトゥラン伯爵邸の食料庫から持ち出してきたものなのですが」

　俺はひと通りの食材を少しずつ持参してきていた。

　乾物は、昆こん布ぶのような海草と、エビ、貝、タコに類する干ひ物ものたちだ。

　それに、各種の茸きのこ類。オレンジ色の椎しい茸たけみたいなやつと、黄色いキクラゲみたいなやつ、真っ赤なイソギンチャクみたいなやつが乾物で、マッシュルームみたいなやつとブナシメジみたいなやつは、堆たい肥ひに植えられた生の茸である。

　野菜は、五種類。こちらはいちおう、城下町で名前を確認しておいた。

　緑色のホウレンソウみたいな、ロヒョイ。

　紫むらさき色いろをしたヘチマのごとき、シィマ。

　ゴボウが蚊か取とり線せん香こうのように丸まった形をした、マ・ギーゴ。

　真っ赤でイチョウのような形をした、マ・プラ。

　真っ黒のピンポン玉を思わせる、チャン。

　以上である。

　それらの食材をざっと見回してから、ミケルは深々と息をついた。

「こんな乾物など、俺の店には回ってこなかった。この不気味な動物の干物も食い物なのか？」

「それは、セルヴァの王都アルグラッドから取り寄せられたものらしいです。俺の故郷のタコという動物によく似ていますね。……香りはスルメに近いですけど」

「俺も一度だけ、あのご大層な食料庫には招かれたがな。仕事の話は断ったのだから、市場に出回っていない食材のことなど知っているはずがない。俺にわかるのは、野菜と何酒類かの茸だけだ」

　言いながら、ミケルの顔はどんどん不機嫌になっていく。

「……これらの野菜も、いずれは宿場町に出回るようになる、ということか？」

「ええ。俺やヤンがその美味しさを上手く伝えることができれば、ですけれども」

「こうも次から次へと食材が増えては、キリがないな」

　不機嫌そうなミケルに反して、マイムはいよいよ嬉しそうな顔になっている。

「いいじゃん！　食材が増えれば増えるほど、色んな料理が作れるようになるんだから！　わたしはもっともっと色んな食材を扱あつかってみたいなあ」

「だったら、もっとタウ油や砂糖やママリア酢をまともに扱えるようになれ。野菜を増やすのは、その後だ」

「ふーんだ！」と子供っぽくすねてみせてから、俺の視線に気づいて顔を赤くするマイムである。

「あ、すみません。はしたない姿をお見せしてしまって。……この野菜なんて、ナナールにそっくりではないですか？」

「そうだね。だけどこいつは、やっぱりセルヴァの西部から届けられたものらしいよ」

　ナナールは外見の通りホウレンソウにそっくりの味わいであったが、このロヒョイというのはいったいどのような食材なのだろう。

「……この中で火を通さずに食べられるのは、そのロヒョイとシィマぐらいだろうな」

　父親の言葉に、マイムは「へえ」と目を丸くする。

「ナナールは生だと渋しぶくて食べられないのに、見た目はそっくりでもやっぱり別の野菜なのですね」

「うん。それじゃあ、ちょいと味見してみようか」

　土ど瓶びんに詰めておいた水でロヒョイの葉をざっと洗い、少しちぎってマイムに手渡す。

　そうして自分もしがみながら、レイナ＝ルウらにも回そうと腕うでをのばしかけたが――それよりも早く、強きよう烈れつな辛みと苦みが口の中に跳はねあがった。

「辛い！　それに苦いです！」

「う、うん。こいつは野菜というより、香草に近いみたいだね」

　マイムと一緒にミケルを振り返かえると、意地悪な講師は仏頂面のまま肩かたをすくめていた。

「熱を通せば、辛みも苦みも消えてなくなる。生で食べられないことはないが、鍋なべで煮に込こむのが普ふ通つうの食べ方だ」

「だったら、最初からそう言ってよ！」

　俺もマイムと同じ気持ちであったが、しかし、異なる驚きもあった。辛みと苦みばかりでなく、何だかゴマのような風味もふわりと鼻に抜ぬけていったのである。なおかつ、熱すると辛みと苦みが消えるというなら、それはホウレンソウではなくルッコラに近い野菜なのではないだろうか。

「面白いですね。このシィマという野菜も生で食べられるのですか？　こいつも煮込み料理で使われることが多いと聞いていたのですが」

「そいつはジャガルの野菜で、タウ油で煮込むのが普通だな。しかし、生で食べる人間も少なくはなかった」

　ならば、味見をしてみるべきであろう。

　しかし、シィマというのは紫色のヘチマみたいな外見をしており、でこぼことした皮はなかなかに固そうである。

「生でも煮込みでも、普通は皮を剥むく」

「なるほど。了解です」

　俺は荷台の奥から菜切り刀とまな板を取り出して、シィマを五センチていどの厚みで切り分けてみた。意外なことに、内部は真っ白でとても瑞みず々みずしい。種の類たぐいはないようだ。

　で、尻尾しつぽの先を切り落として、でこぼことした皮を桂かつら剥むきの要領で剥いていくと――とたんに、「うわあ」という声が響いてきた。

「アスタ、見事な刀さばきですね。いったいどうやったら、そのように刀を上手く扱うことができるのですか？」

　声をあげたのは、レイナ＝ルウであった。だが、シーラ＝ルウもトゥール＝ディンも、同じように驚おどろきと感かん嘆たんの表情になってしまっている。

　そこで俺は、はたと思い至った。これまで出会った野菜たちは、のきなみ皮ごと食せるものばかりだったのである。例外としてはアリアとチャッチがあるが、どちらも簡単に手で剥けてしまうので刀を必要としない。つまり、少なくとも森辺においては「刀で野菜の皮を剥く」という概がい念ねんが存在しなかったわけであった。

「そうか。こいつは盲もう点てんだったなあ。俺の故郷では、チャッチやネェノンに似た野菜でも刀で皮を剥く必要があったんだよね」

「すごいです。まるで魔ま法ほうを見ているかのようです」

　レイナ＝ルウがひさかたぶりに、恋こいする乙おと女めのような眼差しになっていた。

「みんなだって、少し練習すればこれぐらいはできるようになるよ。このシィマなんかは、そこまで薄うすく剥く必要もないみたいだしね」

「それなら、ぜひ習得したいです！」

　俺はそちらにうなずき返しつつ、真っ白に剥かれたシィマを一センチぐらいの厚さで切り分けた。

「それじゃあみんなで試食してみよう」

　ミケル以外の全員が、まな板からシィマの薄うす切ぎりをつまみあげる。

　そうしてそいつをかじってみると――ゆたかな水気とともに、ほのかな辛みが感じられた。ロヒョイのように鮮せん烈れつな辛さではない。とても清涼感のある、しゃっきりした味わいだ。

「ああ、これは俺の知るダイコンという野菜に似ているかもしれません。煮込み料理には合いそうですね」

『ギバの角かく煮に』と『タウ油仕立てのギバ・スープ』は、まず当確であろう。さすがジャガル産の野菜である。こいつが流通するようになれば、ナウディスも喜んでくれるに違いない。

「あとは、マ・ギーゴとマ・プラとチャンですか。マ・ギーゴはギーゴの、マ・プラはプラの亜あ種しゆであるそうですね。これらもみんな、煮込み料理に適しているのでしょうか？」

「そうだな。……というか、ジェノスで野菜を焼くという作法はあまり流行はやっていない。煮込むか蒸むすか燻すかが普通だろう」

「では、まとめて煮込んでみましょうか」

　五種の野菜とそれを煮るための鉄てつ鍋なべ、ついでに海草の干物も一枚携たずさえて、俺たちは燻製小屋に戻もどることにした。居残り組の女衆らは、すでに毛皮のなめしに取りかかっている。

「ちょっとかまどをお借りしますね」

　火災に備えて、水みず瓶がめには水が準備されていた。その水を少しばかり拝借して、まずは鉄鍋に干物を投じ入れる。これは昨日の晩ばん餐さんで試ためしてみたが、実に上品な出汁だしがとれるのである。

　味わいとしては、やっぱり昆布に近いだろう。おまけにびっしりと塩をふいているので、そちらからも海の滋じ養ようを感じることができる。通常のギバ鍋に投じるだけでも、格段に味わいが豊かになるほどだ。

「こいつはまず半刻ほど水に漬けておかないといけないので、少々お待ちくださいね」

　しかしその後は沸ふつ騰とうしない範囲で温めるだけなので、一時間ばかりも煮込んでギバ肉から出汁をとるよりはお手軽ともいえるだろう。

　今後アルグラッドからどれぐらいの量が届けられるかは知らないが、値段によっては宿場町で流通させることは十分に可能だと思える。むしろ、こんな簡単に上等な出汁がとれることが知しれ渡わたったら、また城下町で買かい占しめられてしまうのではないだろうか。

「ところでアスタ、城下町のヴァルカスという料理人は、どのような御お方かたであったのですか？」

　と、手が空いたところで、マイムが無む邪じや気きに問うてきた。

「滅めつ多たに人をほめない父さんがあれだけほめていたのですから、きっと素す晴ばらしい料理人であったのでしょう？」

「そうだね。性格のほうはよくわからなかったけど、料理の手て際ぎわは素晴らしかったと思うよ」

　その心情に、嘘うそはなかった。

　俺には理解し難にくい味付けではあったが、いったいどれほどの修練を積めばあのような味を組み立てることができるのか――それを思うと、何やら胸が騒いでくるほどなのである。ほんの少し均きん衡こうを欠いただけで、たやすく崩ほう落らくしてしまいそうな、あんな複雑にして繊せん細さいな味付けを至し極ごく無造作な手つきで体現することのできるヴァルカスは、それこそ俺にとって魔ま法ほう使つかいみたいな存在に思えてならなかったのだった。

　それはレイナ＝ルウやトゥール＝ディンも同じような心境であるらしく、ヴァルカスの名前が出ると、二人の顔はいくぶん固くなってしまう。

　心から美味おいしいと思えるような、そういう料理では決してなかった。あの味を家族やお客さんにも伝えたい、とは思えない。しかし、そうであるにも拘かかわらず、俺たちはあのヴァルカスという存在を看過することができないのである。

「なんというか、不思議な料理を作る人だったよ。自分には絶対に真ま似ねのできない味付けで……別に真似したいとも思えないのに、思わず自信がぐらつきそうになるほどだった」

　マイムに答えながら、俺はミケルのほうに視線を転じる。

「それで一つ疑問というか、想像したことがあったのですが――ミケル、城下町の人々にとっては、ヴァルカスの作るような料理が王道であり理想であるのでしょうか？」

「……どうしてそのようなことを、俺に問うのだ？」

「いえ、あれはとても不思議な料理でしたが、それでも根本の部分は自分の知る城下町の料理人と作法が似ているような感じがしたんです。多種多様の食材をふんだんに使って、複雑きわまりない味付けを目指そうという……かつてはあのロイなども、一流の料理人ってのはそういうもんだろ、と言いきっていたぐらいですし」

「……ふん、それで？」

「それでですね、俺はどちらかというと、食材の味をなるべく活いかすように、というのが料理の基本だと習っていたものですから、ある意味では真逆の発想であるようにも思えてしまうんです。それなのに、どうして自分の料理は城下町の人々にも受け入れられることができたんだろうと、ちょっと不思議に思えてしまったのですよね」

　それに、ミケルの料理もまた、どちらかといえば俺に似た作法を有しているはずだ。俺としては、むしろミケルとヴァルカスが同時期に同じぐらいの評価を得ていた、というのがこの疑問の出発点であったのだった。

　ミケルはうろんげに目を細めつつ、言い捨てる。

「アスタ、お前は何か考かんがえ違ちがいをしているようだな」

「はい。考え違いですか？」

「そうだ。このジェノスという町は、今ほどの豊かさを手に入れてから、せいぜい百年ていどしか経たってはいないのだぞ？　それまでは、他の貧しい町と同じように、アリアやキミュスの卵などで飢うえをしのいでいたのだろう。タラパやティノなどを口にできたのは城下町の限られた人間だけで、当然のことながらジャガルやシムから食材を買いつける富もなかったはずだ」

　言いながら、あぐらをかいた体勢でミケルは身を乗り出してくる。

「なおかつ、ここまで貪どん欲よくに他国の食材を買い求め始めたのは、トゥランの前当主が力と富を得てからのことだ。そんなわずかな歴史しかないのに、王道や理想などといったものが語れるほどの料理が存在すると思うのか？」

「……そうですか。つまりはこのジェノスも、ここ近年で急激に食生活が変化してきた町であるわけですね」

「ああ、そうだ。だから城下町の料理人でも、その大半はあふれかえる食材を使いこなすことができぬまま、いっぱしの料理人などを気取ってしまっている。ヴァルカスのような、ほんのひと握りの人間を除いてはな」

　それを言うなら、ミケルだってそのひと握りの一人であったはずだ。

　そんな思いを心中に溜ためつつ、「なるほど」と俺はうなずいてみせる。

「なんとなく、貴族の方たちでも今ひとつはっきりと好みが固まっていない理由がわかったような気がします。……ちなみに、ご近所のバナームの町も、そういった事情はジェノスと同様なのでしょうか？」

「バナームの歴史は、ジェノスよりはいくぶん古い。しかし、シムやジャガルとはそれほど交流はないはずだし、それに、土地が痩やせているのでごく限られた野菜しか作れぬはずだ」

　ぶっきらぼうに、ミケルが答える。

「バナームで有名なのは、フワノとママリアぐらいだろうな。あとはアリアやレテンが少しとれるのと、それに、カロンの牧場も領土に持っていたはずだ。だから、カロンの乳脂や乾かん酪らくなどを使った料理が主流であると耳にしたことがある。カロンの乾酪の帽ぼう子し焼きも、もとはバナームの名物料理だしな」

「カロンの乳脂と乾酪ですか。ありがとうございます。参考にさせていただきます」

「ふん」と、ミケルは鼻を鳴らした。口調や表情は無愛想なままだが、俺の知りたかったことを先回りで教えてくれようとしている。その心情が、俺にはものすごくありがたかった。

「……ヴァルカスは、ミケルのことを最大の好敵手と評していました。きっと目指すべき味はまったく異なるものであったのでしょうが、とてもいい関係を築けていたのですね」

「いい関係もへったくれもあるか。俺はその男の顔も素す性じようも知らないのだからな」

「え？　だけどヴァルカスは――」

「おたがいの店に出向いて、料理を口にしたことはある。ただそれだけの関係だ」

　知らずうち、俺は微び笑しようをこぼしてしまっていた。

「それでも、おたがいの腕前を認め合っていたのですね。それじゃあやっぱり、俺にはいい関係だったんだなあと思えてしまいます」

　ミケルは押おし黙だまり、白しら髪がの目立つ頭をがりがりとかきむしった。

　そんな父親を見つめるマイムの瞳には、これ以上ないぐらい誇らしやかで、そして温かい光が灯ともっていた。




２




　ミケルらと言葉を交かわしている内に半刻ほどが経過したので、燻製室では香草と薪の追加をして、海草を入れた鉄鍋には火を点ともすことにした。

　ぐらぐらと煮に立たつ直前に海草は取り除き、三種の野菜を投じ入れる。ミケルの教えに従って、シィマとマ・ギーゴは皮を剥き、チャンは皮ごと投じている。マ・ギーゴは淡あわい褐かつ色しよくの皮を剥くと、確かにギーゴとよく似たクリーム色のぬめぬめした姿をあらわにした。

　十五分ぐらいかけて、すべての野菜に木き串ぐしが通るぐらいやわらかく煮えたら、火を止める。味付けは、ファの家から持参した塩のみだ。

「うん、やっぱりシィマは、ダイコンとよく似た野菜みたいですね」

　木皿の上に引き上げた、まずはシィマとマ・ギーゴを人数分に切り分ける。食べてみると、味わいもかなりダイコンに近い。海草の出汁がほのかにしみていて、素そ朴ぼくながらも素晴らしい味わいだ。

「これは今までにない味わいですね。確かにタウ油には合うような気がします」

　レイナ＝ルウが発言し、シーラ＝ルウもうなずいている。

　もっとじっくり煮込んだら、さらなるやわらかさと甘あまみを引き出すこともできるのだろう。《南の大樹亭てい》の料理では、積極的に使用させていただきたいと思う。

　ルッコラのごときロヒョイも、熱を通すと罪のない味になった。辛からみや苦みは綺き麗れいに消きえ失うせ、うっすらとゴマのような風味だけが残り、噛かみ心ごこ地ちはナナールよりもややしっかりとしている。煮に物ものよりも、おひたしや炒いため物に適した野菜であるのかもしれない。

　そして、マ・ギーゴとマ・プラである。

　皮を剥いたマ・ギーゴは、本家ギーゴのようなぬめりがなくなり、もたっとした歯は触ざわりが何やらサトイモを思い起こさせた。これも煮物や汁しる物ものでは美味しく仕上げることができそうだ。

　マ・プラはプラのような苦みもなく、その代わりにほんのりとした甘みがある。ピーマンのごときプラに対して、真っ赤なマ・プラはパプリカの代わりがつとまりそうな野菜であった。

　そうして大トリは、もっとも外見から味の想像がつかないチャンである。真っ黒いピンポン玉のようなこの野菜はいったいどんな味なのだろう、と率そつ先せんして俺がかじってみると――質感はややしんなりとしており、その内側からは少しだけ甘みのある水気がにじんできた。

　なかなか独特の食感である。やや歯は応ごたえのあるナス、といった感じであろうか。いや、口にした経験が少ないのではっきりしたことは言えないが、もしかしたらズッキーニのほうが近いかもしれない。

　海草の出汁と塩の味付けだけでは、それほど美味とは思えなかった。しかし、ナスやズッキーニに似た野菜ならば、もっと味付けの濃こい料理や、それに焼き料理でも使えそうなところであった。

「どれもこれも味気ないわね。わたしは好きになれそうもないわ」

　そのように発言してから、レム＝ドムは俺をにらみつけてきた。

「わかってるわよ。あくまでこれは味見だっていうんでしょ？　あなたの料理にケチをつけてるわけじゃないじゃない」

「俺のほうこそ、何も文句は言っていないじゃないか」

　俺は苦く笑しようを返してから、ミケルに向きなおる。

「城下町の晩餐会で使えるかどうかは献こん立だてしだいですが、宿場町で扱うにはどれも問題なさそうですね。お次は茸を試してみましょうか」

「試すのは勝手だが、干した茸は一晩水に漬けておかねば元には戻るまい。そのまま煮込んでも、固くて旨うまみのない茸に仕上がるだけだ」

　なるほど、干した椎茸を水で戻すのと同じことか。ならば、そちらからもその過程で出汁が取れるかもしれない。

「あ、それと、食料庫からは各国のお酒も頂ちよう戴だいしてきたのですよね。あれらのお酒はいかがなものでしょう？」

「酒で味をつける調理法など、ジェノスにはない。……ただ、シムやマヒュドラでは肉の臭みをとるために、酒で煮込む料理が存在すると聞いたことがあるな」

　と、ミケルは考え深げに下した顎あごをさする。

「そもそもキミュスやカロンには大して臭みなどないから、肉を酒で煮込む必要もなかったのだろう。マヒュドラは知らんが、山育ちのギャマは臭いので、シムでは酒で煮込んだり香草を山ほど入れたりする料理が生まれたということか」

「そうですね。なんだか興味深いです。……そういえば、ミケルはシムやジャガルなどに出向いたことはあるのですか？」

「どうして俺が、余所よその国にまで足をのばさなくてはならんのだ。行商人でもないのに他国へ旅をする人間なんて、よほどの物好きぐらいだろう」

　そんな風に言ってから、ミケルはじろりと強めの眼光を飛ばしてきた。

「お前こそ、森辺や宿場町から一歩でも足をのばしたことはあるのか？　毎日毎日商売をしていては、そんな時間をひねりだすこともできなかろう」

「そうですね。恥はずかしながら、ダレイムやトゥランに出向いたことすらないほどです。城下町も、トトスの車に揺ゆられるばかりで町を歩いたことはありませんし」

　呆あきれたように、ミケルは溜ため息いきをつく。

「それでお前は、ギバ肉ばかりを使っているのだからな。ひょっとしたら、キミュスがさばかれるところを見たことすらないんじゃないのか？」

「そうですね。……というか、生きたキミュスがどんな姿をしているかも、まだ知らないのですが」

　これには、呆れるどころか絶句されることになった。

「……しかしお前は、宿屋でキミュスやカロンの料理を作ったりもしていたのだろう？」

「ええ。新しい献立を開発するために、宿屋のご主人と一いつ緒しよに色々と研究していたんです。今ではご主人が自分の手で作っておられますが」

「キミュスの姿も知らんで、キミュスの料理をこさえていたわけか。お前が同じ店で働く人間だったら、ふざけるなと怒ど鳴なり散ちらしていたところだ」

「恐きよう縮しゆくです」と頭をかきつつ、俺はマイムのほうに視線を転じる。

「それじゃあマイムは、キミュスをさばく現場を見学に行ったことがあるんだね。それは、やっぱりダレイムなのかな？」

「はい。二年ほど前、父さんに連れていってもらいました。それでいつかは、ダバッグにまでカロンの牧場を見学に行く予定なのです！」

「へえ、それは羨うらやましい」

　そんな風に俺が答えると、マイムはぐぐっと身を乗り出してきた。

「それならば、アスタもご一緒しませんか？　ダバッグであればトトスで半日なので、翌日には戻ってくることもできますよ？」

「いやあ、俺はカロンの料理を作っていく予定もないしねえ」

　と、俺は即そく答とうしてしまったが、それは何やら胸の躍おどる提案ではあった。ジェノスの外に足を踏ふみ出すなんて、これまでは夢想だにしていなかったことである。ちょっと考え込みながら、俺はレイナ＝ルウを振り返った。

「森辺の民たみは、宿場町より遠くには足をのばそうとしないよね。それはやっぱり、森辺の習わしに反する行こう為いなのかな？」

「習わしに反するというよりは、必要がなかったというだけのことでしょう。買い出しなどは、宿場町だけで用事が足りますし。……でも、先日には分家の男衆らもカミュア＝ヨシュとともにジェノスの外へと出向いていましたから、正当な理由さえあれば咎とがめられることはないと思います」

　ならば、ダバッグへの小旅行などというのも、ことと次し第だいによっては実現可能なのだろうか。これはアイ＝ファやドンダ＝ルウに相談する価値はあることなのかもしれなかった。

「それなら手始めに、俺はダレイムまで足をのばしてみたいかな。ダレイムだったら、知り合いもいることだしね」

　言うまでもなく、俺の脳のう裏りに浮うかんでいたのはドーラの親おや父じさんとターラの姿であった。ドーラ一家はダレイムで畑を耕し、その収しゆう穫かく物ぶつを宿場町で販はん売ばいしているのである。

　いずれは彼かれらを森辺に招きたいと願っている俺であったが、それと同時にこちらがダレイムに出向くという計画を練ってみてもよいのではないだろうか。ターラと仲良しのリミ＝ルウなんかも、さぞかし喜ぶに違いない。

「トゥランにはフワノとママリアの畑しかありませんし、あれは領主の持ち物なので近づくこともできません。だから、ダレイムでアリアやタラパの畑を見るだけでも、わたしにはとても有意義に感じられました」

「そうか。それなら、俺もぜひ拝見したいところだなあ。俺たちも、野菜は宿場町で売られているものしか見たことがないもんね？」

　俺が同意を求めると、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウの両名がそろって複雑そうに視線を返してきた。

「あの……申し訳ないのですが、わたしはダレイムでキミュスや田畑を目にしたことがあるのです。シーラ＝ルウも、たしかそうだよね？」

「はい。キミュスがあのような姿をしているとは思っていなかったので、少し驚かされました」

「え？　二人はダレイムまで足をのばしたことがあるのかい？」

「はい。……以前にアスタがさらわれた際、わたしとシーラ＝ルウは宿場町とダレイムを捜さがす役割でしたので」

　納なつ得とくすると同時に、俺おれは非常に申し訳ない気持ちを抱かかえることになった。

「そうだったね。その節は大変お世話になりました。……みんなの苦労も知らずに浮かれたことばかり言って、申し訳なかったよ」

「そんな、お気になさらないでください。アスタに責任のあることではないのですから」

　レイナ＝ルウが、俺を励はげますように微笑ほほえみかけてくる。

「あのときは田畑の様子をゆっくり観察するゆとりもありませんでしたので、アスタがダレイムに向かうというなら、わたしたちもご一緒させてほしいです」

「そっか。それなら、ドンダ＝ルウに相談だね。それに、ダレイムの人々に歓かん迎げいされるかどうかも確認してみないといけないし」

　ギバを恐おそれるダレイムの人々は、宿場町の人々よりも森辺の民を恐れる気持ちが強いかもしれない。ドーラの親父さんもミシル婆ばあさんも、出会った当初はずいぶん森辺の民を忌き避ひしていたものなのだ。

　サイクレウスたちの悪事が露ろ見けんしたことによって、森辺の民に対する差別感情はだいぶん緩かん和わされてきた。それでも、無条件で受け入れられているわけではない。町の人間とは異なる倫りん理り観かんを持ち、そして勇ゆう猛もうなる狩人かりうどの一族であるというだけで、やはり森辺の民は異い端たん視しされている側面があるのである。また、四大神を畏おそれずに、森のみを母としている。そういう部分も、町の人々には不可解きわまりないのであろう。

（それでも、むやみに蔑さげすまれたり恐れられたりすることはなくなった。異端者ではなく、ちょっと奇き妙みような隣りん人じんとして、もっと仲良くなることはできるはずだ）

　そんなことを考えながら、俺は木皿に余っていたチャンの実を口の中に放ほうり込んだ。




　それから二時間と少しの後、ついに燻製肉が完成した。

　ただでさえ縮んでいた肉がいっそう小さく干し固められ、布の上に並べられている。腸詰肉などは、およそ半分ぐらいの細さになっていた。腸はしわしわに縮みあがり、内部の肉は濃い赤せき褐かつ色しよくに変じている。

「やはり、普通の干し肉ほど固くはならないようですね。ぎゅうぎゅうに圧縮されている感じですけれども」

　言いながら、俺は小刀を取り上げた。アイ＝ファから借り受けた、親父さんの形見の品である。腸詰肉はともかく、干し肉はこれを使わないと調理刀の刃はを傷めてしまいかねないのだ。

「とりあえず、ひと通り味見をしてみましょう」

　モモ、バラ、肩、ロース、後ろ足をそのまま燻製にしたもの、そして腸詰肉の六種である。

　まずは無難なモモ肉を削けずり取とり、皿に移していく。干し肉は日が経てば経つほど固くなるので、現段階では俺でも歯でかじりとれそうなていどの固さである。

「……これはずいぶんと、味がよくなっているようですね」

　レイナ＝ルウが、驚いたように言った。

「少し香こう草そうを加えて、燻すのに手をかけただけなのに、とても風味が豊かです。これは男衆にも喜ばれるのではないでしょうか」

「うん。このまま鍋に入れても美味しく仕上げられそうだね」

　味わいとしては、やはりジャーキーに近いだろう。かつての森辺の民はほとんどこの干し肉からしか塩分を摂せつ取しゆしていなかったので、咽喉のどがひりつくほど塩しお辛からい。しかし、凝ぎよう縮しゆくされた肉の旨みと各種の香草の香かおりが、とても味わい深かった。

　そうして、バラ、肩、ロースも次々に味を見ていく。

　個人的に、バラとロースは微び妙みような味わいであった。脂あぶら身みが、ちょっと中ちゆう途と半はん端ぱな存在になってしまっている。ぐにぐにとした食感もそんなに気持ちのいいものではなかったし、何というか、脂の旨みを活かしきれていない感じだ。

　かといって、脂身の少ない肩肉がベストとも思えない。これは日が経ったら、それこそ鰹かつお節ぶしにも負けない固さに変じてしまうだろう。

　そして後ろ足の燻くん製せいは、内部にいくにつれずいぶん肉質がやわらかいように感じられる。この質量では、もっと塩に漬つけ込む時間を長くして、さらに念入りに水みず抜ぬきをする必要があるようだ。味そのものに悪いところはなかったものの、保存性もおろそかにはできないのである。

　ということで、けっきょく携けい帯たい食しよくの干し肉としては、ブロック状のモモ肉が一番適しているように感じられた。

「美味しいです！　わたしはあまり干し肉など食しませんが、これならカロンやキミュスに負けることはないのではないですか？」

「そうだね。だけどこれは、カロンの一・五倍の値段で売らないといけないんだ。そうすると、普通の旅人なんかはちょっと手が出ないかもしれないね」

　マイムは、きょとんと目を丸くした。

「ならば、どうして干し肉の質を高めようと思ったのですか？　……ああ、自分たちが美味しくいただくためなのですね」

「もちろん、それもあるよ。あともう一つ、干し肉だったら他の町で売ることもできるかな、とも思ったんだよね」

　考えながら、俺は応じる。

「以前にさ、宿場町で知り合ったシムの商団が、転売の目的でたくさんの干し肉を買っていってくれたんだ。余所の町の貴族や裕ゆう福ふくな人たちだったら、少しぐらい値が張っても珍めずらしがって買ってくれるかもしれないだろう？」

　このままでいくと、いずれギバ肉はカロンの胴どう体たいの肉と同じぐらいにまで値段を吊つり上あげられる恐れがある。そのときに備えて、俺は新たなる販売経路を模も索さくしておくべきかなと考えていたのだ。

　俺がそのように説明すると、マイムはちょっと悲しげな顔になってしまった。

「ギバ肉がそれほど高価になってしまったら、宿場町ではもう扱えなくなってしまいますね。カロンの胴体の肉は、足肉の倍ぐらいの値段がするのでしょう？」

「そうだね。だけど、その頃ころには宿場町の人たちも今より豊かになっているかもしれない。……いや、豊かになっているべきなんだと、俺の知り合いのポルアースという貴族はそんな風に言っていたんだよね」

　まあ、それはあくまで遠い未来の話だ。俺としては、不測の未来が訪おとずれる前に、打てる手はすべて打っておきたいと願ったばかりである。

「それでこの腸ちよう詰づめ肉だったら、普通の干し肉よりもいっそう食材として喜ばれるかなと考えたんだけど、さてさてお味はどんなものだろうねえ」

　太さは一・五センチ、長さは十センチばかりにまで縮まった腸詰肉を、俺は半分ずつ切り分けていった。人数はちょうど十名なので、五本の消費だ。

　みっしりと肉の詰つまった、ソーセージの燻製である。食べてみると、サラミのように歯ごたえがしっかりしていた。しかしこちらは練り込んだ脂身が適度にやわらかな食感を生み出しており、噛むとそれほどの抵てい抗こうもなく口の中でほどけていく。

　塩とピコの葉の味が鮮烈だ。そしてリーロやその他の香草が、豊かな風味をもたらしてくれている。肉は普通の燻製肉と同じかそれ以上に味が凝縮されており、わずかな量でもとてつもない満足感を与あたえてくれた。

「美味しいですね！　ものすごく咽喉が渇かわいてしまいますが」

　マイムにうなずきかけてから、俺はレイナ＝ルウたちを振ふり返った。

「みんなは、どう思う？　味そのものは素晴らしいよね」

「はい。干し肉よりも美味だとは思います。……ですが、ドンダ父さんなどは、この食べやすさをむしろ嫌きらうのではないでしょうか？」

「うん。晩餐ではやわらかい肉を食べる機会が増えたから、干し肉までやわらかくなってしまったら、不安に思う狩人は多いと思う。俺だって、もちろん同じ気持ちだしね。……だからこれは、他の町での商売用と、あとは晩餐の食材として使うために挑ちよう戦せんしてみたんだよ」

「晩餐の食材ですか？」

「うん。何なんヶか月げつも保存する必要がないなら、ここまで徹てつ底ていして干し固める必要はないからね。燻いぶす時間を短くしたり、いっそ燻さずに焼いたり茹ゆであげたり、使い道はいくらでもあると思うよ」

　そして俺は、バラの燻製肉を指し示してみせる。

「こっちのこいつもね、ここまで干し固めてしまうと脂身の美味しさが損そこなわれてしまうけど、燻す時間を調節すれば、ベーコンっていう別の食材に仕上げることができると思う。以前にシュミラルやバランのおやっさんたちに渡した干し肉は何とも中途半端な仕上がりになっちゃったけど、最初からベーコン目的で作るなら、きっと上手うまくいくんじゃないかな」

「……アスタは最初からそこまで考えて、干し肉の作り方の修練を積もうとしていたのですね」

　レイナ＝ルウは小さく息をついてから、強い目つきで俺を見つめてきた。

「どうもここ最近は、アスタとの力量の差を思い知らされるばかりです。それこそ、暴れるトトスにしがみついているような心境ですが……それに振り落おとされてしまわないよう、わたしもいっそう励みたいと思います」

　シーラ＝ルウもトゥール＝ディンも、レイナ＝ルウに負けず真しん剣けんな面おも持もちになっていた。リィ＝スドラはそれを見守るように微笑しており、レム＝ドムは無関心、サリス・ラン＝フォウは今ひとつ状じよう況きようが呑のみ込めぬ様子でおどおどとしており――そしてユン＝スドラは、妙みように熱っぽい眼まな差ざしで俺を見つめている。

　そちらをちらりと見やってから、レイナ＝ルウは身を乗り出してきた。

「アスタ、これからも手ほどきをお願いいたします。足手まといにならぬよう、すべての力を振り絞しぼりますので」

「ありがとう。レイナ＝ルウにそう言ってもらえたら心強いよ」

　ベーコンとソーセージの作製に、『ギバ・カレー』の味の向上、歓かん迎げい会かいの献立の開発、新たな食材たちの吟ぎん味み――それに、フワノとポイタンの配合についても、そろそろ面おも白しろい結果が得られそうになっている。みんなの協力があるからこそ、俺もここまで手を広げることができているのである。

「だけどアスタ、この腸詰肉というのは、下ごしらえでずいぶんな手間がかかってしまいますね。今日はフォウやスドラの女衆らをたくさん集めることができたので朝の内に終わらせることができましたが、今後はどうなのでしょう？」

　と、サリス・ラン＝フォウがひかえめに発言してくる。

　俺は笑え顔がおで、そちらを振り返った。

「それについては、一つ考えていたことがあります。今日のようにまとめて燻しの作業に取り組めば、最低限の人数で干し肉を作ることができますよね。これでさらに、リッドやガズやラッツの家まで参加してもらえれば、その分の人手を浮かすことができると思います」

「ああ……それは確かにそうですね。これだけ大量の肉を一名か二名で燻すことができるなら、ずいぶん手を空けることができそうです」

「はい。それに加えて、宿場町への買い出しの仕事が免めん除じよされたら、さらに人手を作ることもできますよね？」

　サリス・ラン＝フォウは、いぶかしそうに首を傾かしげた。

「実は、買い出し用のトトスと荷車を新しく購こう入にゆうしようかと考えているんです。それをみんなに使ってもらえば、かなりの時間を浮かせることができるでしょう？　その時間を俺の手伝いに費やしていただけないものか、それぞれの氏族の家長に相談してみようと思っていたところなんです」

「え……他の氏族のために、トトスと荷車を買おうというのですか？　でも、荷車というのは驚くほど値の張るものなのでしょう？」

「それで俺の仕事を手伝ってもらえるなら、安いものです。確かにたくさんの腸詰肉を作るには、とてつもない労力がかかりますからね。俺一人では、とうてい成し得ない仕事なのですよ」

　一方的に荷車とトトスを買い与えるだけでは、きっと各氏族の家長たちも施ほどこしを受けているようでいい気分はしないだろう。だけどそれがファの家にとっても益のある話なら、一考してもらえるのではないだろうか。

「……それもつまり、あなたたちの言う『豊かな生活』の一つのあらわれということね」

　レム＝ドムが、肩をすくめながら発言した。

「なんというか、恐れ入いったわ。荷車を他の氏族に買い与えるだなんて、ただギバを狩かっているだけではまず成し得ないことでしょう。それで作った腸詰肉とやらが売り物になれば、さらなる富が転がり込んでくる。本当に途と方ほうもない話ね、これは」

「うん。ギバ肉の値上げなんていう不測の事態が生じてしまったから、こちらも手を広げざるを得なくなっちゃったんだよね」

　しかし、どんなに商売の手を広げようとも、そこにギバ肉の存在は不可欠である。ギバ肉なくして、俺の商売は成り立たないのだ。

　だから、森辺の民はどれほどの富を得ても、狩人の仕事をおろそかにすることはできない。これならば、堕だ落らくせずして豊かな生活を手に入れることができるのではないだろうか――というのが、俺の基本理念であった。

「たいしたものだわ。たった一人の異国人が、ここまで森辺の民の生活を一変させてしまうなんてね」

　そう言って、レム＝ドムはにやりと不敵に笑った。

「あなたがどこかでつまずいてしまうのか、それともこのまま発情したギバみたいに何もかもを突つき破やぶっていくのか、行く末が楽しみでならないわよ、アスタ」

「そうだね。俺も足もとに気をつけながら、真まっ直すぐ突き進すすんでいきたいと思っているよ」

　そうして燻製肉の試作会は、数々の課題を残しつつ無事に終結したのだった。
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　夜である。

　その日のファの家の晩餐は、新しい食材の試食も兼かねて、なかなか豪ごう勢せいなラインナップとなった。

　まずは、特別仕立ての『ギバ・スープ』であるが、ここまで和風の食材がそろってしまうと、『ギバ汁じる』と呼んだほうがしっくりくるのかもしれなかった。出汁は海草と燻製魚の合わせ出汁で、具材はアリアとチャッチとネェノンに、新顔のシィマとマ・ギーゴ、それにブナシメジめいた茸きのこも加えている。俺の故郷の食材に置おき換かえるなら、タマネギとジャガイモとニンジンと、ダイコンとサトイモとブナシメジである。

　味付けはタウ油で、ギバ肉はバラとモモ。お好みで、トウガラシのように辛いチットの実を入れてもいい。乾かん物ぶつの出汁が加わったことによって、いっそう俺の知るけんちん汁に近くなったようだった。

　そしてお次は、ダシガラの再利用である。二番出汁までとった昆こん布ぶのごとき海草は細く刻んで、やはり細切りのシィマとともに、干しキキで和あえていただくことにした。昆布とダイコンの梅干和え、というイメージだ。至極シンプルな料理であるが、生のダイコンのごとくシャキシャキとしたシィマの食感はとても心ここ地ち好よい。

　削り節ぶしにした魚の燻製のほうは、手作りマヨネーズで和えて、生野菜のサラダに添そえることにした。こちらもツナサラダのような味わいになり、ダシガラの再利用としては十分な出で来き栄ばえであろう。

　肉料理はシンプルに、ちょっとひさびさの『ミャームー焼き』である。部位はロースで、彩いろどりとして焼いたチャンを添えてみた。形状は黒いピンポン玉のようなチャンであるが、焼いてもナスかズッキーニのような味わいであったので、取り扱あつかいは難しくない。二つに断たち割わって鉄てつ網あみで焼いたのち、ミャームーのタレをからめただけで、副菜としては十分な仕上がりであった。

「……これだけ新しい食材が増えたのに、とりたてて奇き抜ばつな料理にはならないのだな」

　もりもりと食を進めながら、アイ＝ファがそのように評する。

「しばらくの間は素すっ頓とん狂きような料理を食べさせられることになるのだろうと覚かく悟ごしていたのだが、いい意味で予想を裏切られた」

「そっか。お気きに召めしたのなら嬉うれしいけれど」

「うむ。美味うまい」

　と、無表情に『ギバ汁』をすするアイ＝ファである。レム＝ドムが同席しているせいか、普ふ段だん以上に厳げん粛しゆくなる面持ちであり、ずいぶんと亭てい主しゆ関かん白ぱくな様相に見えてしまう。

「レム＝ドムは？　昼間の試食のときよりは満足できたかな？」

「……とても美味よ。特にこの汁物は、ちょっと癪しやくにさわるぐらいにね」

　木皿を置き、レム＝ドムが強い眼光をぶつけてくる。

「何なのかしら？　わたしは別に、このシィマやマ・ギーゴとかいう野菜をことさら美味だとは思わないのだけど、この汁はものすごく力に満ちみちているように感じられてしまうの。これは、最初に煮に込こんだ海草だとか魚だとかいうものの効能なのかしら？」

「うん。それに加えて、これだけたくさんの野菜を使っていれば、そっちからだって十分に出汁は出ているだろうしね」

「たくさんの野菜を使えば、味がよくなるの？　でもきっと、酸すっぱいタラパや苦いプラなんかを入れたら、味が壊こわれてしまうのでしょうね」

「そういうこと。レム＝ドムは理解が早いね」

「子供をおだてるような言い方はやめてちょうだい」

　レム＝ドムがファの家に逗とう留りゆうするのは、一日置きでこれが四回目である。回を重ねるごとに、俺とレム＝ドムが会話をする時間は長くなり、その反面、アイ＝ファはいよいよ口が重くなってきた感がある。べつだんレム＝ドムを忌避しているわけではなく、ただ余人の目があると俺に対してもあまり気安い口をきかなくなるアイ＝ファの気き性しようゆえであった。

　そんなアイ＝ファに対して、レム＝ドムは性しよう懲こりもなく流し目を送る。

「それにしても、アイ＝ファの狩人としての力量にはほれぼれとしてしまうわ。どうして誰だれの助けもなく、毎日毎日ギバを狩ることができるの？」

　奥おく歯ばがぐらついたり護衛役としての仕事を受け持ったりで何日かは仕事を休んだアイ＝ファであるが、それ以外の日は一日一頭のハイペースでギバを狩り続けていたのだ。

「……それは私が、ギバ寄せの実を使っているからだと説明したはずだ」

「でも、ギバ寄せの実を使ったからといって、すべての狩人が十分な収しゆう穫かくをあげられるわけでもないのでしょう？　そうじゃなかったら、誰も彼もがギバ寄せの実を使っているはずだし。……かといって、毎日『贄にえ狩がり』をしているわけでもないのよね？」

「『贄狩り』は、ギバの減ってきた時期にしか行わん」

「それなら、やっぱり大した手しゆ腕わんよ。少なからず危険のつきまとうギバ寄せの実を使って、大きな怪け我がを負うこともなく、毎日これだけの収穫をあげられているのだからね」

「……父はギバ寄せの実の使い方に長たけていた。私は父から習い覚えた通りに仕事を果たしているだけだ」

「だからそれこそが、すぐれた狩人の証あかしなのよ。アイ＝ファの父親も、さぞかし優すぐれた狩人であったのでしょうね」

　アイ＝ファは小さく息をつき、土ど瓶びんの果実酒を一口あおる。レム＝ドムが訪れる夜にだけ、アイ＝ファは果実酒をたしなむ習慣になっていた。

「レム＝ドムよ、お前は皮肉でなくそのように言っているのであろうが、私の父は三十を超こえたぐらいの若さで森に朽くちてしまったのだ。森辺においては、若くして生命を散らす狩人を優れた狩人とは呼ばないはずだ」

「そんなことはないわ。わたしの父だって二年前に、同じぐらいの年ねん齢れいで森に朽ちてしまったのよ？　それでも父は誰よりもたくさんのギバを狩っていたし、その力を子のディックに引ひき継つがせた。わたしの父が大した狩人じゃない、なんてことを言う人間がいたら、わたしはそれが誰であれ殴なぐりつけてしまうでしょうね」

　アイ＝ファは、けだるげに頭を横に振る。

「お前の心情はわかった。しかし、私は父親について取り沙ざ汰たされるのを好かぬのだ。できうれば、あまり口にはしないでほしい」

「もちろんよ。アイ＝ファが嫌いやがるならば、今後一いつ切さい口にはしないわ」

　余所の家人には壁かべを作ろうとするアイ＝ファと、ひたすら熱情的なレム＝ドムは、相変わらずどこか噛み合あっていない部分があった。アイ＝ファが頑かたくなに過ぎるのか、レム＝ドムが能動的に過ぎるのか、俺としてはちょっと悩なやましいところではある。

（むしろレム＝ドムはあんまり好意を前面に押し出ださないほうが、アイ＝ファともうまくやっていけるんじゃないのかなあ）

　そんなことを考えていると、また果実酒をあおってから、今度はアイ＝ファのほうが口火を切った。

「レム＝ドムよ。お前が自分の家を離はなれて、これで八日もの日が過ぎたはずだな。ルウの家では、マサラのバルシャと縁えんをつむぐことがかなったのか？」

「バルシャと？　どうしてそのようなことを尋たずねるのかしら？」

「バルシャもまた女狩人であるのだから、お前に正しき道を示してくれるはずだと、私は忠言したであろう」

「ああ、その話ね。……ううん、アイ＝ファがそのように言ってくれたから、わたしもバルシャと話してみたのだけれどね、あんまり彼かの女じよから学ぶことはなさそうだったわ」

「……何故なぜだ？」

　アイ＝ファの目にちょっと鋭するどい光が瞬またたいたが、レム＝ドムはそれに気づいた風でもなく肩かたをすくめた。

「だって、バルシャはやっぱりもう狩人としての気持ちを失ってしまっているようじゃない？　自分でも、ギバ狩りの仕事なんてつとまりそうにないって笑っていたしね。ギバの眠ねむっている朝方だけ森に入って鳥を狩る、なんて、そんなのはわたしの求めている狩人の姿ではないのよ」

「…………」

「けっきょくバルシャは狩人としての生を捨てて、伴はん侶りよや子供を得たのでしょうし。盗とう賊ぞく云うん々ぬんの罪を問う気はないけれど、べつだん心をひかれるような人間だとは思えないのよね」

「……お前がそうとしか感じられないのなら、やはり狩人としての資質は有していないのやもしれん」

　低い声で、アイ＝ファはそう言った。

「まあ、私の知ったことではないがな。目先の誇ほこりだけを追いかけて、好きなように生きるがいい」

　アイ＝ファは、ものすごく気分を害してしまったようだった。アイ＝ファがここまで森辺の同どう胞ほうに対して冷たい声をぶつけるのは、実にひさびさのことであったからだ。

　これにはさすがのレム＝ドムも反発するのではないかと俺は危あやぶんだが、レム＝ドムはきょとんとした目でアイ＝ファを見ていた。そして、手に持っていた木皿を置き、がっくりと床ゆかに手をついてしまう。

「わたしは、アイ＝ファを怒おこらせてしまったのね……」

　アイ＝ファはうるさげに振り返かえると、ぎょっとしたように身体を引いた。深くうつむいたレム＝ドムが、毛皮の敷しき物ものにぽたぽたと透とう明めいのしずくを落としていたためである。

「おい、レム＝ドム」

「ごめんなさい……わたしは思った通りのことを口にしてしまう気性なの……それできっと、自分に何が足りていないかもわかっていない愚おろかな人間なのよ……」

「べつだん、愚かとまでは言っていない。とにかく、気を静めよ」

「だけど、信じて……アイ＝ファの言葉をおろそかにしたつもりはないし、バルシャの生き様を否定しているわけでもないのよ……ただ、自分の生をそこに重ね合わせることができなかっただけで……」

　レム＝ドムの声は頼たよりなく震ふるえ、涙なみだはいっそう大きく毛皮の敷物にしみを作っていく。

「わかったから、少し落ち着けというのに……まったく、何なのだ、お前は」

　アイ＝ファは荒あらっぽく、自分の頭をかきむしり始める。

「狩人を志そうという人間が、たやすく余人の前で涙など見せるな。そうでなくとも、お前はもう十五歳さいなのだろうが？」

「ええ……ごめんなさい……」

「十五歳といえば、男衆でも女衆でも一人前と呼ばれて然しかるべき年とし頃ごろだ。そんな年でめそめそと涙を流すというのは――」

　そう言いかけて、アイ＝ファは口をへの字にした。かつて俺の前で涙を流したことでも思い出してしまったのだろうか。こちらのほうをぎろりとにらみつけてから、あらためてレム＝ドムに向きなおる。

「とにかく、これぐらいのことで涙を流すな。でかい図ずう体たいをして、何というざまだ」

「ごめんなさい……父や母を失って以来、涙を流したことなどなかったのだけれど……アイ＝ファを怒らせてしまったことが、とても苦しくて……」

「わかった。私も軽けい率そつであった。反省するから、もう許せ。……さあ、食事がまだ残っているぞ」

「はい……」

　レム＝ドムはうつむいたまま手の甲こうでごしごしと目もとをぬぐい、残っていた料理をついばみ始めた。子供のようにしゅんとしてしまい、筋肉質の身体も一回り小さくなってしまったかのようだ。

　いったいどうしたものだろう、と俺が悩んでいる間に、家の戸板が外からノックされた。腰こしを浮かせようとする俺を押しとどめ、アイ＝ファが立ち上がる。
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「このような時間に、何者だ？」

「……ドム本家の家長、ディック＝ドムだ」

　たちまち、室内に緊きん張ちようが走る。

　面を上げたレム＝ドムは、いくぶん目もとを赤くしたまま、ふだん以上に勇猛な表情になっていた。

　アイ＝ファはゆっくりと歩を進めていき、玄げん関かん口ぐちで丸くなっていたギルルの頭をそっと撫なでてから、戸板のかんぬきに手をかける。

「夜分に申し訳ない。俺の家人は、こちらにいるか？　それとも、ルウの集落か？」

「こちらにいる。晩ばん餐さんの途と中ちゆうだが、火急の用件ならば家に入ることを許そう」

「恩に着る」

　底ごもる声こわ音ねとともに、巨きよ大だいな人ひと影かげがぬうっと玄関口に現れる。ドム本家の家長にしてレム＝ドムの兄、ディック＝ドムである。

　深々とかぶったギバの頭骨に、ドンダ＝ルウよりも巨大な体たい躯く、古傷だらけの手足に、獣けもののように光る黒い瞳ひとみ。俺にとってはふた月半ぶりぐらいに見る、勇ゆう壮そうなる姿だ。

　その手に引かれて一頭のトトスも入ってきて、ギルルのかたわらで丸くなる。少し黒っぽい羽う毛もうを持つ、北の集落のトトスである。

「家長、ようやく姿を現したのね。もう少し早くやってくると思っていたのに」

　レム＝ドムも、ゆらりと立ち上がった。そちらをにらみつけながら、ディック＝ドムはいっそう苛か烈れつに双そう眸ぼうを光らせる。アイ＝ファは両者の邪じや魔まにならぬよう身を引きながら、威い厳げんたっぷりに腕うでを組んだ。

「とりあえず、上がるがいい。晩餐の準備はないが、果実酒ぐらいなら余っている」

「不要だ。話が済めば、すぐに引き上げる」

　革かわの履はき物ものを脱ぬごうともしないまま、ディック＝ドムはその場に立っていた。その代わりに、レム＝ドムがすたすたとそちらに近づいていく。

「話ね。聞かせてもらおうじゃない。ルウ家の人間から、すでにわたしのことは聞いているのでしょう？　そのわりには、ずいぶん遅おそい登場だったけれど」

「俺とて、暇ひまな身体ではない。馬ば鹿かな家人のために仕事を放り出すわけにはいかんのだ」

「それは申し訳なかったわね。ギバ除よけの仕事は順調なの？」

「ああ。休息の期間を終えるまでには、仕事を果たすことができるだろう」

　北の集落は現在、ルウやルティムの女衆を受け入れるために、家の周りにギバ除けの仕し掛かけをほどこしている最中なのである。

「……レムよ、お前はいったい、何を考えているのだ？」

「わたしが何を考えているのかは、もう伝わっているのじゃないの？」

「お前の口から、しっかりと聞かせろ。ドムの家人として、ドムの家長にな」

　とても高い位置にある兄の顔を、レム＝ドムがにらみあげる。その間に俺も席を立ち、こっそりアイ＝ファの横に並んだ。

「わたしは、狩人になりたいのよ。それで、森辺で唯ゆい一いつの女狩人であるアイ＝ファと会うために、ルウの集落に出向くことを願い出た。もちろん、かまど番としての仕事もおろそかにはしていないけれどね」

「何故、狩人になりたいのだ。お前は女衆なのだぞ、レムよ」

「女衆として家を守るより、狩人として生きるほうが、わたしには正しいことだと思えてしまったのよ。それぐらいのことは、家長だってうすうす気づいていたでしょう？」

「むろん、気づいてはいた。しかし、そんな馬鹿げた考えはすぐに捨てるだろうとも思っていた」

「お生あい憎にくさま。年を重ねるごとに、その思いは強くなっていく一方であったわ」

　ディック＝ドムは、無表情にレム＝ドムを見下ろしている。無表情だが、とうてい十七歳には見えないような、古傷だらけの魁かい夷いな顔である。ドンダ＝ルウだって、これぐらいの年頃にはもう少し優やさしげな顔をしていたのではないだろうか。

「……お前は何か勘かん違ちがいしているようだな、レムよ」

「勘違い？　どういうことかしら？」

「ファの家長アイ＝ファは、特別な人間なのだ。女衆の身でありながらこれほどの力をつけることなど、普ふ通つうでは考えられん。誰もがこのアイ＝ファのように立派な狩人になれるわけではないのだ」

　俺は驚おどろいたが、アイ＝ファは顔色ひとつ変えていなかった。

　そして、レム＝ドムは「はん」と鼻を鳴らしている。

「そんなことは、わたしのほうが強く思い知らされているわよ。こうして間近で過ごすことを許してもらえたのだからね」

「ならば、馬鹿な考えは捨てろ。資質もない女衆が狩人を志すことなど、森辺では許されん」

「わたしに資質があるかどうか、どうしてあなたにわかるのかしら、家長？」

　レム＝ドムの黒い瞳にも、激しい炎ほのおが噴ふきあがる。さきほどまでしょんぼりしていた娘むすめとは思えないほどの、すさまじい眼光だ。

「わたしはまだ十五歳なのよ？　それで女衆としては、横に並ぶものはないぐらいの力を身につけることができた。あとは技わざと心を磨みがけば、狩人として生きていくこともできるのじゃないかしら？」

「無理だ。そのように愚かな目もく論ろ見みのために、女衆としての仕事を捨てることは許されん。女衆は、家を守るべきなのだ」

「嫌よ。志を捨てるぐらいなら、未熟な狩人として森に朽ちるほうが幸福だわ」

　ディック＝ドムの瞳も、激しく燃えさかる。黒い眼光がぶつかりあって、ばちばちと火花を散らしているかのようだ。

「お前は森辺の民として生まれつきながら、その仕事をおろそかにしようというのだな、レムよ」

「違うわ。森辺の民として、正しい道を進みたいだけよ」

「話にならん。母なる森は、お前の愚ぐ行こうを決して許さぬだろう」

　重々しい声で言い、ディック＝ドムはアイ＝ファを振り返った。

「ファの家長アイ＝ファよ。かまど番としての修練を積むためにレム＝ドムをルウとファの家に預けるという約定は、今この瞬しゆん間かんに終わらせてもらう。今後一切、このうつけ者の面めん倒どうを見てもらう必要はない」

　アイ＝ファは、「ほう」としか言わなかった。

　かまわずに、ディック＝ドムは言葉を重ねていく。

「これからドンダ＝ルウにも話を通してくる。この八日間、世話になった。ドムの家長として礼を申し述べさせていただく」

　ディック＝ドムが、気持ちばかり頭を下げる。その姿をねめつけながら、レム＝ドムは唇くちびるを吊り上げた。

「家長、わたしはまだドムの家に帰るつもりはないわよ？」

「こちらもお前を迎むかえ入れるつもりはない。狩人になりたいなどというたわけた願いを捨て去るまで、お前は北の集落に近づくな、レムよ」

　言いながら、ディック＝ドムはくるりときびすを返した。これほどの巨きよ躯くでありながら、実にしなやかな所作である。

「それまでは、お前を家人とも認めない。森と己おのれに、自分の罪を問え」

「そういうことね。了りよう承しようしたわ。これが今生の別れになるかもしれないけれど、どうぞお元気で、ドムの家長ディック＝ドム」

　黒毛のトトスを引き連れて、ディック＝ドムが闇やみの向こうに消えていく。

　戸板を閉め、かんぬきを掛かけてから、アイ＝ファはレム＝ドムを振り返った。

「北の氏族の家長としては、まあ真っ当な判断だな。お前はこれからどうするつもりなのだ、レム＝ドムよ」

「さてね。どこかの空き家にでも潜もぐり込んで、夜を明かすしかないのじゃないかしら。幸い、スドラではいくつも家が余っているようだし、あそこからならファの家も近いしちょうどいいでしょう」

　勇猛な顔つきで、レム＝ドムは笑う。

「ディックは頑がん固こだから、これぐらいのことは予想がついたわ。むしろ、遅すぎたぐらいの話ね」

「しかし、家長のディック＝ドムにあのように言われた以上、私もドンダ＝ルウもお前をかくまうわけにはいかなくなった。空き家で夜よ露つゆはしのげるとしても、どのように糧かてを得る気だ？　銅貨を持ち合わせているのか？」

「そのようなもの、あるわけがないわ。今のわたしにギバを狩ることはできないでしょうし、宿場町にでも下りて仕事を探すしかないでしょうね」

「宿場町で？　森辺の民たみを雇やとうような店なんてあるのかな？」

　驚いて俺おれが尋ねると、レム＝ドムはいつもの調子で肩をすくめる。

「なければ、残飯でもあさるわよ。森辺の掟おきてもジェノスの法も破らぬまま、わたしはこの世で生きのびてみせるわ」

　皮肉めいた微び笑しようを浮かべながら、レム＝ドムの瞳は変わらず火のような光をたたえていた。その面をひとにらみしてから、アイ＝ファが俺を振り返る。

「アスタよ、お前はフォウやランの女衆らに朝方の仕事を頼たのんでいたな。あれにはどれぐらいの銅貨を払はらっているのだ？」

「うん？　ああ、一刻で赤銅貨二枚だよ。それで、一日に二刻ていどだな」

「ならば、一日に赤銅貨四枚か。それだけあれば、アリアやポイタンはもちろん、ギバの肉だって買うことはできるはずだ」

　アイ＝ファの言葉に、レム＝ドムがけげんそうな顔をする。

「何の話をしているの？　わたしをかくまうわけにはいかないという話をしたばかりじゃない」

「お前をかくまうわけでも、ほどこしをするわけでもない。仕事を受け持てば代価を手にすることができるというのは、誰にとっても当然の話であろう」

「いや、だけど――」

「お前をドムの家人と認めないのは、ドムの家長たるディック＝ドムの判断だ。そこに異を唱えることは誰にもできんが、しかし、女衆の身で狩人を志したからといって森辺の民としての資格までをも失ったわけではない。……それで資格を失うのならば、私だってもう何年も前に資格を失っていたことになってしまうからな」

「…………」

「お前は罪ではなく、自分の真情を森と己に問え。それで答えが見つかったら、もう一度ディック＝ドムと言葉を交かわすべきだ」

　そのように言い捨てて、アイ＝ファはぷいっとそっぽを向いた。

　レム＝ドムは固くまぶたをつぶり、それからゆっくりとアイ＝ファに近づいていく。その逞たくましい両りよう腕うでが、ひさかたぶりにアイ＝ファの首を抱えこんだ。

「ありがとう、アイ＝ファ……あなたに出会えて、本当にわたしは幸せだわ……」

「ふん」と鼻を鳴らしつつ、アイ＝ファはレム＝ドムの腕を払いのけようとはしなかった。それでようやく、俺もほっと息をつくことができた。

「それじゃあ、晩餐を続けようか。それで、今日ぐらいはファの家に留とどまっても許されるんじゃないのかな？　明日の仕事の打ち合わせもしたいしね」

「うん……」と子供のように応じながら、レム＝ドムはアイ＝ファの髪かみに頬ほおずりをしている。そのタイムが十秒を突とつ破ぱしたあたりで、「いつまでひっついているのだ！」とアイ＝ファは爆ばく発はつした。

　そうして騒そう々ぞうしくも有意義なる休業日は、ようやく終わりを迎えることになったのだった。







幕間★★★運命の少女







　明けて、黒の月の三十日。

　十日ごとに契けい約やくを更こう新しんする屋台の商売の、それは十二期目の開始の日であった。

「ふーん、それじゃあレム＝ドムは朝方の仕事だけ手伝って、夜はスドラの空き家で寝ね泊とまりすることになったんだ？　なんだか大変な生活だねー」

『ミャームー焼き』の屋台でティノを刻みながら、ララ＝ルウが語りかけてくる。同じように『ポイタン巻き』の屋台でティノを刻みながら、俺は「うん」と応じてみせた。

「まあ、仕事の代価として、銅貨ではなく晩餐と干し肉を分けてあげることになったからさ。当面は不自由なく暮らしていけるんじゃないかな」

「でも、十五歳の女衆がひとりぼっちで生きていくなんて考えられないよ。あたしだったら、一日だって御ご免めんだなー」

　十五歳といえば、ちょうどアイ＝ファが父親を失った年である。もちろんレム＝ドムは実際に家族を失ったわけではないものの、その孤こ独どく感は察するに余りあった。それでも不敵に笑うことのできるレム＝ドムというのは、本当に強きよう靭じんな人間であるのだろう。

「そういえば、ディンとドムはどっちもザザの眷けん族ぞくなんだよね？　そっちで泊めてあげたりはできないの？」

　と、ララ＝ルウは俺の身体ごしに、トゥール＝ディンへと呼びかけた。トゥール＝ディンは残念そうに眉まゆを下げながら、「はい」とうなずいている。

「今日の朝、決してレム＝ドムには助力しないようにと、家長から言いい渡わたされてしまったのです。きっとザザの眷族には、すべてそういう通告が回されているのでしょう」

「そっかー。北の連中って、やっぱり石頭だなあ。あんたなんか、けっこうレム＝ドムとは仲良くしてたから気まずいんじゃない？」

「ええ。気まずいというよりは心配ですし、それに、さびしいです」

　言葉の通り、トゥール＝ディンはさびしげに微笑する。ルウの血族にはまだ若じやつ干かんの気き後おくれを見せるトゥール＝ディンであったが、このララ＝ルウとはすっかり打ち解けた関係であるのだ。

　この両名の最初の出会いはスンの集落で、火傷やけどをしてしまったトゥール＝ディンをララ＝ルウが介かい抱ほうしてあげていた姿を、俺はいまでもはっきりと覚えている。ララ＝ルウといいレム＝ドムといい、トゥール＝ディンはいささかならず直情的な気性をした女衆に好かれる傾けい向こうがあるのかもしれなかった。

「ま、女衆が狩人かりうどになるなんて、なかなか許されることじゃないもんね。アイ＝ファだって、そのせいでドンダ父さんたちとずっとギスギスしてたわけだし。そんな苦労をしてまで狩人になりたいなんて、やっぱりあたしにはわかんないなー」

「そういえば、ディック＝ドムはドンダ＝ルウのところにも行ったんだよね？　ドンダ＝ルウはどんな感じだったのかな？」

「んー？　余所よその家のことだからって、あんまり口出しする気はないみたいだよ。最初にレム＝ドムがファの家に泊まりたいって言い出したときも、すんなり了承してたしね」

　そのように言ってから、ララ＝ルウは形のよい眉をひそめる。

「ただ、ジザ兄はやっぱりちょっと嫌そうな顔をしてたかな。ジザ兄は、ドンダ父さんよりも石頭だからね」

　ジザ＝ルウの、いつでも微笑ほほえんでいるように見える仏像めいた表情を思い出しながら、俺は「なるほど」とうなずいてみせた。ジザ＝ルウは石頭というより、誰よりも森辺の習わしを重んずる人間であるようなのだ。森辺の常識というものをいくつも粉ふん砕さいしてしまった俺のことを、現在の彼かれがどのように考えているのか、俺はそれすら把は握あくしきれていなかった。

　最後にジザ＝ルウと心情を打ち明け合ったのは、たしか家長会議の直前であったから――もう四ヶか月げつ近くも経過してしまっている。俺は俺で、言葉ではなく行動で自分の考えを示してきたつもりであるのだが、俺のような異国人が森辺の行く末を左右するのは正しくない、と主張していたジザ＝ルウは、現在どのような心情でいるのだろう。ガズラン＝ルティムがルティムの家長となったように、いずれはジザ＝ルウがルウの家長を継ぐことになる。そしてルウの家長とは、いまや百余名の眷族の長というだけでなく、三族長の一人を担になう立場であるのだ。

『ギバ・カツ』を口にしたとき、ジザ＝ルウは「美味だ」と言ってくれた。あれは彼の真情であったように思える。しかし、それだけで安心しきるわけにはいかないのだろう、と俺はひそかに思っていた。

「お待たせいたしました。交代のお時間です」

　と、そこにリィ＝スドラとユン＝スドラがやってきた。本日は、中天きっかりの到とう着ちやくである。

「お疲つかれさまです。新しい干し肉や腸ちよう詰づめ肉の評判はいかがでしたか？」

「はい。干し肉は問題なく喜ばれました。やわらかい腸詰肉は、日中にかじるのではなく晩餐で使うべきではないかという声が多かったようですね」

「そうですか。やっぱり硬かたい干し肉を食べる習慣が失われてしまうのは不安ですものね」

　そしてそれは、俺自身がみんなに触ふれ回まわった不安でもある。噛かむ力と歯の頑がん丈じようさを保持するために、硬い干し肉の存在は不可欠であるように思えてしまうのだ。

「わかりました。腸詰肉は城下町や他ほかの町での商品になりえないものか、こちらで検討するつもりですので。……それじゃあ、屋台の仕事はおまかせしますね」

「あ、お待ちください、アスタ。実は、今日の働きぶりを見て、それで問題がないようでしたら、明日からはユン一人に仕事をまかせようかと考えているのですが、いかがでしょう？」

　ユン＝スドラの研修期間が始まって、今日で八日目である。俺の見る限りでも、ユン＝スドラの働きぶりに不満はなかった。

「ええ。俺としては問題ないと思っています。リィ＝スドラにもお墨すみ付つきをいただければ完かん璧ぺきですね」

「では、今日は一日、手を出さずにユンの仕事を見守りたいと思います」

　俺はうなずき、ユン＝スドラを振ふり返る。

「それじゃあ頑がん張ばってね、ユン＝スドラ。君ならきっと大だい丈じよう夫ぶだから」

「はい！　ありがとうございます！」

　お顔を真っ赤に染めながら、ユン＝スドラは灰はい褐かつ色しよくの頭をぴょこんと下げる。

　すると、その背後に立ちはだかっていたレイナ＝ルウと真正面から視線がぶつかった。

「……アスタ、宿屋に参りましょう」

「そ、そうだね。それでは、行ってまいります」

　トゥール＝ディンやヤミル＝レイにも別れを告げて、俺は屋台から離り脱だつした。

　人のあふれる街かい道どうを歩きつつ、レイナ＝ルウの横顔がいささかピリピリしているように思えるのは、きっと俺の勘違いではないだろう。

「アスタ、このようなことを進言するのは、あまり気が進まないのですが」

「う、うん、何かな？」

「あのユン＝スドラという娘とは、もう少しつきあい方を考えたほうがいいように思います」

「つきあい方？　うーん、俺は雇い主ぬしとして適切な距きよ離りを保っているつもりなんだけど……」

　歩きながら、レイナ＝ルウはきろりと横目で視線を飛ばしてくる。

「アスタは異国の生まれです。森辺には、アスタのように物もの腰ごしのやわらかい男衆はあまりいません。だから、あのユン＝スドラも勘違いしてしまうのではないでしょうか」

「勘違い？　何を？」
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「自分がアスタに好意を抱いだかれている、という勘違いです」

　レイナ＝ルウがここまで直ちよく截せつ的な言葉をぶつけてくるとは、俺にも予想できていなかった。しずしずと歩いているレイナ＝ルウの冷れい徹てつなる横顔を、俺はいささか困こん惑わく気味に見つめ返す。

「実は俺も、けっこう最初の内からユン＝スドラとは適切な距離を保つように心がけていたんだよ。だから、そんな心配はいらないかな、と思っていたんだけど……」

「それではまだ配はい慮りよが足りていなかったようですね。あるいはアスタの態度など関係なく、あの娘は最初からアスタの嫁よめになりたいと願っていたのかもしれませんが」

　ますます切れ味を増していくレイナ＝ルウの言葉と眼光に、俺はいっそうたじろいでしまう。

「アスタは誰を嫁に娶めとるつもりもない、と仰おつしやっていましたよね。その心情に、変わりはありませんか？」

「う、うん。今でも同じ気持ちだよ」

「本当に？」

「本当さ」

「ならば、今よりもいっそう気持ちを引き締しめて、あの娘と接するべきでしょうね」

　そのように言ってから、レイナ＝ルウはふっと息をついた。

「色々と差し出口をきいてしまって、申し訳ありません。でも、スドラを友と思うなら、アスタも慎しん重ちようにふるまうべきだと思ってしまったのです」

「うん。とてもありがたい助言だったよ。今後は今よりもっと気をつけることにする。約束するよ」

「……ありがとうございます」

　空気が重い。

　と、思った瞬間、いきなりレイナ＝ルウはこちらを振り返り、にっこり笑いかけてきた。

「ようやく胸のつかえが取れました。この後の仕事もよろしくお願いいたします、アスタ」

「う、うん、こちらこそ」

　俺は相当どぎまぎしてしまったが、すぐにレイナ＝ルウの心情を察することができた。レイナ＝ルウだって、きっと俺に対してはひとかたならぬ気持ちを抱いてくれていたはずなのだ。

　その気持ちに俺が応こたえられなかったため、レイナ＝ルウは打うち沈しずんだり妙みようにはしゃいだり、情じよう緒ちよの不安定な時期が長く続いていた。それがいつしか、料理の腕を磨くことに邁まい進しんするようになり、おたがいに屈くつ託たくなく語り合えるような関係性を取とり戻もどすことができたのだ。そんな中、ユン＝スドラという少女が現れて、俺に好意を抱いているようだと察してしまったら――いったいどのような気持ちになるだろう。

　俺は、誰に対しても誠実にふるまわなくてはならないのだ。ことと次し第だいによったら、俺はスドラの家長ライエルファム＝スドラとも、しっかり語り合う時間を作るべきかもしれなかった。




「あれ？　ダレイム伯はく爵しやく家けの車だ」

　一刻の後、俺とレイナ＝ルウは《玄げん翁おう亭てい》の前にいた。

　本日から《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の仕事もルウ家と一日置きにこなすことになった。その仕事をレイナ＝ルウがやりとげたのち、所用があってここまで出向いてきたのであるが――住宅区域のど真ん中にある《玄翁亭》のすぐ脇わきに、立派な紋もん章しようを掲かかげたダレイム伯爵家のトトス車が駐ちゆう車しやされていたのだった。

「どうしたのでしょう？　あのポルアースという貴族と約束などをしていたわけではないのですよね？」

「うん。あっちは俺たちがこの時間に《玄翁亭》を訪おとずれることすら知らないはずさ。用事があったら、《キミュスの尻尾亭》か屋台のほうに来るはずだけどなあ」

　まあ、ポルアースが神しん出しゆつ鬼き没ぼつであるのは今に始まったことではない。何か食材のことでネイルに相談でもあったのかもしれないなと思いなおし、俺は《玄翁亭》の入口をくぐることにした。

「ああ、アスタ、お待ちしておりました。ポルアース様もいらっしゃっておりますよ」

「はい。何かこちらにご用事だったのですか？」

「ええ、お客人を連れて、料理を注文してくださりました。……本来であれば晩餐の時間までアスタの料理は出さないことにしているのですが、どうしてもと願われてしまったので」

　表情を隠かくしたネイルの顔の中で、その目にだけ「困ったものだ」という光が浮うかべられていた。

「それで、食事はもうお済みになっているのですが、アスタが訪れる旨むねをお伝えしたら、挨あい拶さつをしたいと仰って、食堂のほうでお待ちしております」

「そうですか。では、お先にご挨拶をば」

　以前にはこうしてネイルに案内されて、ミケルと対面した覚えがある。《玄翁亭》は居住用の家屋を改築した宿屋であったので、食堂の規模もささやかなものであった。

　そのささやかなる食堂で、ポルアースと奇き妙みような人物が待ち受けていた。その背後には、護衛役の武官も二名ほど立ちつくしている。

「おお、アスタ殿どの！　三日ぶりだね。お元気そうで何よりだ」

　食事を終えて、ティータイムと洒落しやれ込んでいたらしい。小さな卓たくには、黒っぽい茶の注がれた陶とう磁じの杯さかずきが二つ置かれている。

「いやあ、こちらの客人にアスタ殿の料理を食べさせてあげたくなってしまってね。だけど晩餐の時間に護衛を引き連れて訪れるのは気が引けたから、無理を言ってこんな明るいうちに料理を出してもらったのだよ」

「そうだったのですね。屋台ではなく、宿屋の料理をご所しよ望もうであったのですか？」

「うん。それも他の宿屋ではなく、この宿屋の料理をね。いやあ、辛からいけど美味だったよ！」

　本日の献こん立だては、『ギバのソテー・アラビアータ風』である。この《玄翁亭》に卸おろす料理では容よう赦しやなくチットの実を使っているので、さぞかし刺し激げき的てきなお味であったことだろう。

「実はね、こちらはシム生まれのお客人なんだ」

　言われるまでもなく、俺もそれを察していた。何故なぜならば、その人物は屋内であるにも拘わらず、マントのフードを深々とおろしており、その陰かげからは黒い下した顎あごが覗のぞいていたからだ。

　しかし、東の民にしては背が小さい。座すわっているのでわかりにくいが、下手をしたら俺より小さいぐらいだろう。それに、全身を覆おおったフードつきマントも旅用のそれではなく、絹か何かでできている上等そうな仕立てであった。

「こちらはね、一年ほど前からジェノスの城下町に逗留している、アリシュナ＝ジ＝マフラルーダ殿だ。アリシュナ殿、こちらがさきほどの見事な料理を作りあげた森辺の料理人、アスタ殿だよ」

　その人物は軽く一礼してから、ゆったりとした動作でフードをはねのけた。その下から現れたのは、確かにシム人らしい風ふう貌ぼうだ。

　黒い髪、黒い瞳、黒い肌はだ。目は切れ長で、鼻が高く、唇は薄うすい。長い黒くろ髪かみは、右側で三つ編みにして垂らしている。首くび飾かざりや腕うで飾かざりばかりでなく、耳や指にも銀や石の飾かざり物ものをつけており、東の民としてもいっそうエキゾチックで装そう飾しよく過多な装いであった。

　それに、ずいぶん華きや奢しやな体格をしているようだ。顔も首も指先も、どこもかしこもほっそりしている。ちょっと乱暴に扱あつかったらたやすく壊れてしまいそうな、そんな危うさが感じられた。

　もしかしたら――と、俺は思う。

　そしてその疑念は、すぐにポルアースの言葉によって解消されることになった。

「彼女はね、星読みのわざを持つ凄すご腕うでの占星師なのさ。ゆえあってジェノスに留まっているのだけれど、身分としてはジェノス侯こうの正式な客人だから、そのように扱っていただけるようにお願いするよ」

　やっぱりこの人物は、女性であったのだ。女性ならば、小さすぎることはない。しかし、俺が東の民の女性を見るのは、これが初めてのことであった。

（いや……もっと背の高い人間でフードをかぶったままだったら、女性かどうかの判別はつかないな。もしかしたら、今までのお客さんでも女性がまじっていたのかもしれない）

　ともあれ、ジェノス侯こう爵しやくの客人ということならば、貴族と同等の扱いをするべきだろう。

「初めまして。森辺の民、ファの家のアスタという者です。お連れのポルアースには、いつもお世話になっております」

「森辺の民……しかし、あなた、渡と来らいの民と聞いています。それで、西の民になる、認められなかったのではないのですか？」

　どうやら彼女も、サンジュラと同じぐらいには西の言葉があやつれるらしい。それに、とても耳に心ここ地ち好よい、低いが透明感のある声音だった。

「はい。もともとこの大陸の生まれでない人間には四大神の子となる資格はない、とのことで、正式な西の民を名乗ることは許されませんでした。でも、ジェノス侯爵マルスタインの取り計らいで、なんとか森辺の民を名乗ることは許されるようになったのです」

　そう、素す性じようの知れない俺は、ジェノスの神じん祓ぎ官かんたちによって、セルヴァの民を名乗ることを拒きよ絶ぜつされてしまったのだった。俺の公的な身分は、今でも「森辺の集落に逗留する渡来の民」なのである。

「故郷、捨てて、ジェノスに住んでいるのですね。ならば、私、同じです」

　夜の湖みたいに静かな瞳で、その東の民の少女――アリシュナは、俺の姿をじっと見つめ返してきた。なんとなく、魂たましいの裏側まで透すかし見られているかのような眼まな差ざしだ。

「屋台の料理も十分に美味だけれども、やっぱりアリシュナ殿にはシムの食材を使った料理を味わってほしくてね。……そういえば、アスタ殿はもっと香こう草そうをふんだんに使った料理を研究中なのだよね？　もしかしたら、今度の歓かん迎げいの宴うたげではそれを味わうことができるのかな？」

「あ、『ギバ・カレー』という料理のことですね。いえ、あの料理だと他の献立をどうするべきか悩んでしまうので、使う予定はありません。それに、バナームではジェノスほど香草を使う風習がないのではないですか？　あちらはシムとの交流も少ないと聞いたのですが」

「ああ、確かにその通りだねえ。それでもヴァルカス殿はふんだんに香草を使うだろうし、バナームよりの客人を驚きよう嘆たんたらしめるに違いないけどね」

「ええ、きっとそうなのでしょうね。でも、自分はそれほど香草の使い方には長たけていないので、自分にできる範はん囲いで皆みなさんに喜んでいただけるよう励はげみたいと思います」

「そうか」と、ポルアースは納なつ得とくしたように丸っこい顎あごを撫でさする。

「でも、その香草をふんだんに使った料理とやらも、いずれは味わわせていただきたいものだ。その料理は、この店でも扱われるようになるのだよね？」

「はい。近日中にはお披ひ露ろ目めできると思います」

「それじゃあ、そのときはまたアリシュナ殿をともなって足を運ばせていただこう！　ご主人、申し訳ないけれども、そのときはまたよろしくお願いするよ」
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「はい」と、ネイルはお行ぎよう儀ぎよく頭を下げる。これぐらいの我わが儘ままは、貴族としては可愛かわいいものなのだろう。

「で、宴の献立については、いかがなものだろう。新しい食材たちは、お役に立てそうかな？」

「そうですね。まだ決定はしていませんが、何種類かは。……でも新しい食材については、どちらかというと宿場町で使う方向で力を入れたいと考えているのですが」

「それはもちろん、歓迎の宴で使うよりも宿場町での流通に協力してもらえたほうが、僕ぼくたちにしてもありがたいよ。新しい食材を使おうと使わなかろうと、アスタ殿の料理が目新しいことに変わりはないからね」

　実に楽しげな顔で笑ってくれるポルアースである。

「食材が足りなくなったら、遠えん慮りよなく声をかけておくれよ。研究で使う分の銅貨は不要だからね」

「ありがとうございます。……それでは一つお願いがあるのですが、生きた魚を一尾びいただくことは可能でしょうか？」

「え！　生きた魚も使ってくれるのかい!?」

「あ、そちらは宿場町ではなく、歓迎の宴で使う分です。せっかくなので、前菜あたりで使うことができたら楽しんでいただけるかと」

「それは楽しいね！　ヴァルカス殿だって、あの魚は樽たるか何かに水ごと詰つめて持ち帰っているのだろうから、不可能ではないはずだよ」

「そうですか。それではついでに、ヴァルカスに聞いてほしいことがあるのですが――」

　俺の質問に、ポルアースはいっそう目を丸くしてしまった。

「なんと！　そのような料理が可能なのかね？」

「俺の故郷では、そのような食べ方もありました。でも、ジェノスやバナームの方々には受け入れ難にくい料理になってしまうでしょうか？」

「そんなことはないよ！　文句があるなら、残せばいいのさ！　少なくとも、僕は食べずには済ませられないけどね！」

　ならば、試ためしてみるのも一興であろうか。

　しかしまずは、ヴァルカスの答えを聞いてからだ。あのイワナのような淡たん水すい魚ぎよは、生食が可能か否いなか――をである。

「いやあ、ますます歓迎の宴が楽しみになってきてしまったなあ。あ、そうそう、その宴の日取りも、ようやく決定されたのだよ。歓迎の宴は藍あいの月の十日に執とり行おこなわれることになったから、よろしくね！」

「藍の月の十日というと……今日が黒の月の三十日なので、ちょうど十日後ですか」

「うん。本来、旅の吉きち日じつは月の真ん中の十五日とされているのだけれどね。このアリシュナ殿にもっと吉なる日はないものか星を読んでもらい、それで藍の月の八日が出立の日と定められたんだ。で、八日の中天にバナームを出れば、十日の中天にはジェノスに到着できるので、その夜に歓迎の宴を開かい催さいする、という段取りだね」

　ちょうど十日後なら、奇くしくも屋台の店も休業日である。この世界の星とやらも、なかなか気の利きいたことをしてくれるものだ。

「あ、こちらばかり盛り上がってしまって申し訳なかったね、アリシュナ殿。さぞかし退たい屈くつされていたことだろう」

「いえ。問題、ありません」

「このアリシュナ殿も、歓迎の宴には参席される予定なんだ。さっきの料理に負けないものが供されることを願っているよ、アスタ殿？」

　そのように言って、ポルアースはにこーっと俺に笑いかけてきた。

「ところで、今日はご主人に何か新しい料理を試食させるために訪れたのだよね？　よかったら、僕たちにもそいつを味見させてもらえないかなあ？」

「ええ、大丈夫ですよ。というか、これはもともとポルアースにも味見をお願いしたかった食材なのです」

　そう考えれば、ここでポルアースと出会えたのも僥ぎよう倖こうであった。そんなことを思いながら、俺は手に携たずさえていた小さめの革かわ袋ぶくろを持ち上げてみせる。

「ネイル、木皿と刀をお借りしてもよろしいですか？」

　ネイルが要望に応えてくれたので、俺は木皿の上に革袋の中身を広げてみせた。といっても、中身は二本ばかりの腸詰肉に過ぎない。顔なじみの人々に配り歩いてしまったので、残りはこれだけなのだ。

「これは、こまかく刻んだ肉を腸ちよう詰づめにして、燻くん製せいにしたものです。城下町や他の町で売り物になるかどうか、ご意見を聞いてみたかったのですよね」

　ポルアースはいささか拍ひよう子し抜ぬけしてしまった様子であったが、俺が切り分けた腸詰肉を口にすると目の色が変わった。

「これは美味だね！　さすが燻製にしているだけあって、ギバ肉の旨うまみが凝ぎよう縮しゆくされているよ！」

「ああ、本当に美味です。ギャマの腸詰肉にも劣おとる味わいではありません」

　ネイルも満足そうに目を細めている。ただ一人、アリシュナのみが無言で無表情であった。東の民というのは、己の感情をさらすことを恥はじと考える習わしがあるのだ。

「いかがですか？　東の方々は普ふ段だんからギャマの腸詰肉を食されているそうなので、ご意見をいただければありがたいのですが」

　アリシュナは、静かすぎる瞳で俺を見る。

「とても美味です。でも、私、ギャマの味、知らないのです」

「え？　東の方々は、故郷でギャマの肉を食するものではないのですか？」

「私、東の民です。でも、西の地で生まれたのです」

　言っている意味が、よくわからなかった。それを、ポルアースが補足してくれる。

「いや、このアリシュナ殿はご家族とともに東の王国を出しゆつ奔ぽんされた身でね。セルヴァに神を乗のり換かえたわけではないのだが、故郷には戻らずにずっと西の領土を放ほう浪ろうしていたそうなんだ。一時期は、西の王都アルグラッドにも留まっておられたのだよね？」

「はい。二十年前、家族、シムを追放されました。十七年前、私、生まれました。……そして、一年前、最後の家族、祖父が亡なくなったのです」

「アリシュナ殿の御ご祖そ父ふは、このジェノスで身み罷まかられてしまったそうなのだよ。それで行くあてのなくなったアリシュナ殿は、占星師としての腕を買われて、ジェノス侯の正式な客人として城下町に身を寄せることになったわけだね」

　そんな人生もありうるのか、と俺は大いに驚かされることになった。

　しかし、シムを追放された、というのはどういうことなのだろう――と考えていると、その心中の疑問に答えるかのように、アリシュナが口を開いた。

「私の祖父、高名な占星師でした。しかし、藩はん主しゆの滅めつ亡ぼう、読み解いてしまっため、怒いかりに触れ、シムを追放されてしまったのです」

「藩主というのは、その領土の主ということだ。シムは七つの領土に分かれていて、それぞれに藩主というものが存在するのだよ」

　ポルアースの言葉に、アリシュナはうなずく。

「藩主、星の定めに従って、滅ほろんだようです。しかし、新たな藩主も、祖父の力、忌き避ひするかもしれません。だから、私たち、シムに戻ること、できなかったのです」

「それゆえにアリシュナ殿のご家族は、西の地に移り住んでも一箇か所しよに定住することを避さけたらしい。糧を得るには占星のわざを披ひ露ろうするしかないけれども、それで評判になってしまうと最終的には貴族や王族に召めし抱かかえられてしまうからね。さぞかし苦労の絶えない生活であったことだろう」

　丸っこい顔にもっともらしい表情を浮かべながら、ポルアースはうんうんと首しゆ肯こうする。

「でも、我がジェノスの領主マルスタインは、良くも悪くも占星のわざを余興ぐらいにしか思っていないからね。どんな宣告をされたって、君を恐おそれるようなことにはならないよ。今後も安心してジェノスで暮らしていくといい」

　アリシュナは、無言で一礼した。

　そして、また俺の顔をじっと見つめてくる。

「ファの家のアスタ。あなた、故郷、恋こいしくはなりませんか？」

「え？　……そうですね。俺のほうもちょっと複雑ないきさつがあって、この地に骨を埋うずめるつもりなのです。故郷には、戻るすべも存在しないようなのですよ」

「……渡来の民ならば、まず、シムかマヒュドラを目指し、北氷海、出ればよいのではないですか？」

「いや、それはいわゆる竜りゆう神じんの民とかいうやつですよね？　俺は海に囲まれた島国の生まれなのですけれど、その竜神の民というやつとは根を別にしているのです」

　アリシュナは、すっとまぶたを細めた。そうすると、睫まつ毛げがずいぶん長いことがはっきりと見て取れる。

「アスタ、あなた……《星無き民》ですか？」

「え？」

「あなたの星、どこにも見えません。《星無き民》、この世界、星を持たないのです」

　そう言って、アリシュナはそのまままぶたを閉ざしてしまった。

「《星無き民》ならば、確かに故郷、戻るすべ、ないのでしょう。その故郷、この世界、存在しないのですから」

　急速に、俺の心臓がバウンドし始めた。

　この少女は、もしかして――俺以上に、俺の存在を理解できているのだろうか？

「ポルアース、私、頭痛がしてきました。少し、疲れてしまったようです」

「おお、それは大変だ！　それでは、城下町に戻ることにしよう。……それじゃあ、生きた魚については早さつ急きゆうに問い合わせてみるからね。それで話が上手うまく運んだら、明日か明後日あさつてには樽に詰めた魚を屋台のほうにお届けするよ」

「ありがとうございます」と応じながら、俺の鼓こ動どうは静まらない。

　しかしアリシュナは、俺からの呼びかけを拒絶するかのように、フードを深くかぶりなおしてしまった。

「では、失礼しよう。世話になったね、ご主人。アスタ殿、十日後を楽しみにしているよ！」

「はい、よろしくお願いします」

　そうしてアリシュナは、ポルアースとともに去っていってしまった。

　言葉もなく立ちつくす俺の袖そでを、レイナ＝ルウがくいくいと引いてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ずいぶん顔色が悪いようですよ」

「……大丈夫、なんでもないよ」

　俺はそちらに笑いかけようとしたが、顔がこわばって上手くいかなかった。

　ということで、俺は自分の顔面を左右からひっぱたき、自分の目を覚ましてやることにした。

「ど、どうしたのです!?　本当に大丈夫なのですか、アスタ!?」

「あいててて……大丈夫だよ。気合いを入れなおしただけだから」

　アリシュナが何を知っているのであれ、俺の行く末に変わりはないのだ。たとえ第三者に、やっぱり俺には故郷に戻るすべがないのだと言い切られたところで――そんな絶望は乗り越こえた上で、俺は今この場に立っているのである。

（俺は一回死んでいる。俺以外の人間には理解できないだろうけど、それだけは確かなことなんだ）

　あの生々しい炎ほのおの感かん触しよく。

　生きながら焼かれる、地じ獄ごくのような苦しみ。

　そして、この身を粉々に打ち砕くだく瓦が礫れきの山。

　あの苦しみがまやかしであったとは、俺には信ずることができない。俺は、一回死んでいるのだ。

（だけどそれでも、俺はこうやって二回目の人生を生き直すことができている）

　それがどのような運命神の悪戯いたずらであれ、俺は再び希望を胸に生きていくことができているのである。だったら、嘆なげいているひまはない。忘れられない苦しみをこの胸に抱えつつ、力の限り一歩ずつ進んでいくしか道はないだろう。

「それじゃあ、屋台に戻ろうか。日程も決まったことだし、今日から本格的に歓かん迎げい会かいに向けて献立を練りあげることにするよ」

　そのように宣言して、俺はその日も新たな一歩を踏ふみ出だしたのだった。
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　シムの占星師アリシュナとの邂かい逅こうを果たしてから六日後の、藍の月の六日。中天を過ぎて屋台から離脱した後、俺とレイナ＝ルウは小さめの平ひら鍋なべを携えて、宿場町を闊かつ歩ぽしていた。

　鍋の中身は『ギバ・カレー』だ。歓迎会に向けた仕事と同時進行で試作を重ね、ようようこの料理も納得のいく味に仕上がってきたので、再度、宿屋のご主人らに感想をいただこうと持参してきたのである。

　ただし、最初に向かったのは馴な染じみの宿屋ではなく、《タントの恵めぐみ亭てい》という店であった。この宿場町では最大の規模を持つ宿屋であり、ダレイム伯爵家の料理長ヤンは、先月からこの店の厨くりやを数日にいっぺんの割合で預かっていたのだ。

　ちなみにタントというのは、このジェノスを潤うるおす一番大きな川の名前であるらしい。森辺を流れるラントの川とも、きっとどこかで繋つながっているのだろう。

「ようこそ、アスタ殿。お待ちしておりました」

　ヤンは痩そう身しんの、初老の料理人である。慇いん懃ぎんで、めったに笑え顔がおを見せることはないものの、その胸には料理人としての熱い思いを秘ひめている。俺としては、同じ目的のために邁進する同志であると同時に、敬愛すべき人物の一人であった。

　最近は、ヤンも屋台のほうを別の人間にまかせてしまっているので、顔をあわせるのはひさびさだ。いつも通りに礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げたヤンは、その途と中ちゆうでいぶかしげに目を細めた。

「失礼ながら、そちらもアスタ殿のお連れですか？　森辺の御お方かたではないようにお見受けいたしますが――」

「はい。たまたま屋台を訪れてくれたので、ちょうどいい機会かなと思って……こちらはミケルの娘むすめさんで、名前をマイムといいます」

　俺の言葉に合わせて、マイムが元気よく頭を下げる。

「突とつ然ぜんお邪じや魔ましてしまって、申し訳ありません。わたしも料理人を志しているため、是ぜ非ひにと同行を願ってしまったのです。ご迷めい惑わくでしたら、すぐに姿を消しますので」

「そうですか。あなたがあのミケル殿の……かまいませんよ。ミケル殿の娘むすめ御ごにわたしの料理を食べていただけるなら、光栄です」

　ヤンのほうも新作の献立を開発したとのことであったので、本日はおたがいの料理の試食会を執り行うことになっていたのである。で、ヤンもまたミケルに敬意を抱く料理人の一人であったため、俺はかねてからマイムを引き合わせたいなと考えていたのだった。

（そういえば、マイムの料理を味見して以来、ロイはすっかり姿を見せなくなっちゃったな。マイムの腕うでにショックを受けて、厨にもこもってるんだろうか）

　俺おれがそのように考えていると、ヤンが「どうぞ」と手を差しのべてきた。

「そちらの席で、お待ちください。まずは、わたしの料理を試食していただきましょう」

「はい、ありがとうございます」

　俺はマイムやレイナ＝ルウとともに、着席する。

《タントの恵み亭》はこれまでにも何度か訪れたことはあるが、やはり食堂の大きさも並なみ大たい抵ていではない。宿屋としては中規模の《キミュスの尻尾亭》と比べても、倍ぐらいの大きさはあるだろう。

　しかし、日中にお客さんの姿が少ないのは、他の宿屋と同様だ。昼の軽食は露ろ店てん区域の屋台で、夜の食事は宿屋の食堂で、というのが宿場町を訪れる人々の常なのである。

「……失礼いたします」

　と、あんまり覇は気きのない娘さんの声とともに、人数分の食器が並べられていく。お礼を言おうとしてそちらを振り返かえった俺は、「あれ？」と驚おどろきの声をあげてしまった。

「君はたしか、以前に挨拶をしに来てくれたニコラだよね。屋台だけでなく、こっちも手伝っていたんだね」

　ニコラは「……はい」とやはり愛あい想そのない声で応じつつ、さっさと引っ込んでいってしまう。あんまりこの仕事を楽しんでいる様子ではなかった。

「なんだかずいぶん、たおやかな女性ですね。ひょっとしたら、あの方も城下町の方なのですか？」

　マイムがひそひそと耳打ちしてきたので、俺は「うん」と応じてみせる。

「たしか、城下町にあるダレイム伯はく爵しやくのお屋や敷しきで働いていた娘さんであるはずだよ。……でも、そんなにたおやかだったかな？」

　失礼ながら、俺には向こうっ気の強そうな娘さんにしか見えなかった。どちらかといえば、ふてぶてしいぐらいの印象であったかもしれない。

「うーん、気き性しようとかのお話ではなく、立ち居振ふる舞まいや肌の感じなんかが、貴族のお姫ひめ様さまみたいに見えてしまったのですが……でも、気にしないでください。わたしの目なんて、当てにはなりませんので」

　それを言ったら、俺の目などは節穴である。

　そういえば、リミ＝ルウはニコラのことを「悲しそうな人」などと言っていた。見る人間によって、ずいぶんと印象の変化してしまう娘さんであるのかもしれなかった。

「お待たせいたしました。こちらがわたしの準備した料理となります」

　ヤンとニコラが、それぞれ木皿を掲げて戻ってくる。卓の上に、汁しる物もの料理と煮に付つけの料理が人数分準備された。試食なので、量のほうはささやかなものだ。

「こちらの汁物には、シィマとチャンを使っております」

　嗅かぎ覚えのある甘あまい香かおりが、鼻び腔こうをくすぐる。以前に屋台の料理でも使っていた、シナモンのごとき香草の香りである。

　そこにダイコンのごときシィマを輪切りにしたものと、ズッキーニのごときチャンを二つに断たち割わったものが沈められている。褐かつ色しよくに煮に込こまれた肉にく片へんは、きっとカロンの足肉だろう。ごろんとした形状をしているが、入念に煮込まれていて、とてもやわらかそうだ。スープの色は乳白色で、カロン乳を使っているのだろうと思われた。

「煮付けには、ジャガルの茸きのことマ・ギーゴを使っております」

　そちらの料理は、キミュスの胸肉がタウ油や香草とともに煮込まれているようだった。その添そえ物として、ブナシメジのような茸とサトイモのごときマ・ギーゴが使われている。

「それでは、味見をさせていただきます」

　俺は木き匙さじを取り、まずは汁物料理のスープをすすってみた。

　香りに反して、甘くはない。ぴりっとした辛みと酸味のある、トムヤムクンのような味わいだ。きっと数種類の香草を組み合わせているのだろう。カロン乳のまろやかさと相まって、飲みにくいことは全然ない。

　カロンの足肉からは十分な出汁だしが出ているし、なかなか食欲中ちゆう枢すうを刺し激げきする料理だ。ただ、シィマとチャンがこの料理に相応ふさわしいかと考えると、ちょっと首を傾かしげたくなってしまう。

　いっぽう、煮付けのほうは少しだけ和食を思わせる馴染み深ぶかさがあった。タウ油と、それにやっぱり複数の香草を使っているのだろう。若干の苦さや土つち臭くささを感じなくもないが、そんなに悪い感じではない。茸や野菜のチョイスも、こちらは妥だ当とうであるように思える。

（だけど――）

　俺の胸には、今までヤンに対して抱くことのなかった疑念のようなものが生じてしまっていた。

　この感覚は、何だろう。べつだんこれまでヤンが作ってきた料理と比べて出来が悪いわけではないのに、何かしっくりこないように感じてしまう。

「いかがでしょう？　率そつ直ちよくな意見をお願いいたします」

　ヤンは静かに、俺を見ていた。

　ヤンもまた、宿場町に新たな食材を流通させるという大義をおびて、この場に立っているのだ。いや、俺などはギバ料理を売る片手間というか、こちらにも損はないという考えでポルアースやトルストの要よう請せいに応じたばかりであるが、ヤンのほうは完全にそれだけが目的のすべてなのである。

　俺は「うーん」と考え込むことになった。

「そうですね……率直に言わせていただくなら……この汁物料理には、シィマやチャンでない野菜のほうが合っているのではないか、と思えてしまいます」

「そうですか。それではどのような野菜が相応しいと、アスタ殿はお考えでしょうか？」

「俺ですか？　俺だったら、アリアとティノと……それに、チャムチャムや茸などを入れたくなるかもしれません」

　チャムチャムというのは、俺が『ギバまん』などで使っているタケノコのような食材だ。

「それに、この香草の組み合わせなら、干した海草や魚の出汁がとても合うように思います。実際に試してみないと確かなことは言えませんが」

「干した海草や魚ですか。あれらの食材は、わたしにはまったく使い勝手がわからないのです」

「何も難しいことはありませんよ。法外な値段でさえなければ、あれらの食材も宿場町の人々には喜ばれると思います」

　ヤンはゆっくりと首を横に振り、それからあらためて俺を見つめてきた。

「アスタ殿にそこまで具体的な指し摘てきをされたのは初めてのことですので、とても嬉うれしく思っています。では、こちらの煮付けはいかがでしょう？」

「こちらは茸と野菜の組み合わせも妥当だと思えます。ただ……ちょっと説明が難しいのですが、香草の組み合わせにまだ改良の余地があるのではないかと」

「香草の組み合わせに？」

「はい。苦みと土臭さがちょっと気になるというか……いえ、それが味を壊こわしているわけではないのですが、なくてもよい味が混ざってしまっているような、そんな違い和わ感かんを覚えてしまうのです」

　そのように説明したことによって、俺は違和感の正体を知ることができた。知らず内、俺はヤンとヴァルカスの料理を比ひ較かくしてしまっていたのである。

　ヤンとヴァルカス、それにロイやティマロだって、料理の作法に大きな違ちがいはない。彼かれらはみんな、大筋では同じ味、同じ美味おいしさを追究しているように俺には感じられるのだ。それで、ヴァルカスによってその完成形を味わわされてしまった心ここ地ちでいる俺には、ヤンの料理の「穴」が見えてしまったのかもしれなかった。

　もちろんそれは、俺の大いなる勘かん違ちがいであるのかもしれない。ただ俺には、「ヴァルカスだったらその穴を埋めてくるだろう」と思えてならなかったのだった。

「……あなたがたは、どのようにお思いですか？」

　と、ヤンが静かに、レイナ＝ルウたちを見回す。レイナ＝ルウは木匙を置き、真まっ直すぐにそちらを見つめ返した。

「森辺の民たみであるわたしには、あなたがたの作る料理を美味であるか否かを正しく判ずることはできません。……ただ、アスタの言う通り、この香草の組み合わせには何か足りないか、あるいは何かが余分であるような気がしてしまいます」

「やはり、香草の組み合わせですか」

「はい。わたしとて、香草についてはごくわずかな知識しかないので、何も確かなことは言えないのですが……それでも、あのヴァルカスという料理人の作る料理には、足りないものも余分なものも存在しないように思えました」

「シムの香草について、ヴァルカス殿以上に手て練だれである料理人はジェノスに存在しませんからな。そのようにお思いになるのも無理からぬことと思います」

　ヤンはうなずき、マイムを振り返る。

　マイムは困ったように眉まゆを下げながら、言った。

「トゥランや宿場町では、二種類以上の香草を組み合わせることはほとんどありません。宿場町で料理を売るには、あまり複雑な味付けにするべきではない、とわたしは父に教わっています」

「なるほど。シムの香草を使うべしという思いにとらわれすぎて、わたしは道を誤ってしまったのかもしれません。これらの料理には、今少し改良が必要なのでしょう」

「い、いえ！　わたしは見習いの身なのですから、そんな真に受けたりしないでほしいです！」

「そのようなことはありません。あなたがたの言葉は、いずれも胸に響ひびきました。わたしはわたしの意志で、あなたがたの言葉を重んじるのです」

　そのように言って、ヤンはふっと息をつく。

「城下町の料理人が厨を預かっているということで、当初はこの食堂も評判を呼んでおりましたが、最近は少しずつ客足が遠のいていっているように感じられます。それこそが、わたしの力の足りていない証左でありましょう。今後はさらなる精しよう進じんに励みたいと思います」

「いや、ですが――」と俺が声をあげかけると、ヤンに手で制された。

「よいのです。この年ねん齢れいで自分の未熟さを思い知らされるのは苦しいことですが、同時にまた、喜ばしいことだとも思えます。わたしとて、いまだ道の半ばにある身なのですから」

　そう言って、ヤンはうっすら微笑ほほえんだ。

　それは、この実直な料理人がめったに見せることのない、とてもやわらかな笑顔であった。そして、もはや初老の域に達しているほどのヤンであったが、その細められた目には瑞みず々みずしい向上心のきらめきが宿っているように感じられた。

「しかし、アスタ殿もそちらの料理ではふんだんに香草を使っているようですね。味見をするのが、非常に楽しみです」

「はい。それでは、厨をお借りしますね」

　完成品を温めるだけなので、何も手間はかからない。俺はレイナ＝ルウとともに『ギバ・カレー』を温めて、それを三つの皿に取り分けた。

「三名分ですか？　一名分は、マイム嬢じようのものなのでしょうが……」

　背筋をのばして席についていたヤンが、いぶかしそうに問うてくる。俺は、その背後に立ちつくしている娘さんを目で指し示した。

「ええ。量は余分に準備していますので、よかったらニコラも一いつ緒しよにどうぞ」

　ニコラは、不ふ審しんげに目を細めている。が、ヤンにうながされると、無言のまま着席した。

「うわあ、これは鮮せん烈れつな香りですね！」

　マイムは笑顔で、木匙を取った。マイムが『ギバ・カレー』を試食するのは、これが初めてのことなのである。

　果たして――マイムは「美味しいです！」と熱ねつ狂きようしてくれた。

「とても不思議な味ですけど、とても美味しいです！　いったいこの料理には、何種類の香草を使っているのですか？」

「最終的には、八種類だね。それでようやく、求める味を再現することができたんだ」

　もともと使用していた五種類に、トゥラン伯はく爵しやく邸ていから持ち帰った三種の香草をブレンドさせ、俺はついに理想の『ギバ・カレー』を完成させることがかなったのだった。

　イメージ的には、日本のカレーに限りなく近いインドカレー、といったところであろうか。基本は焼きポイタンに合わせて練り上げた味付けであるが、これならライスとだって調和することだろう。

　辛さは、ユーミの意見を取り入れて、辛すぎない中ちゆう辛からぐらいを目指した。見た目はかなり濃こい目めの褐色で、匂においなどは本当に辛そうだ。

　野菜は、定番のアリアとチャッチとネェノンに、今回はチャンとマッシュルームのような茸も加えている。肉はギバのバラ肉と、挽ひき肉にくも少しだけ使用している。そして香草で作ったルーの他ほかに、砂糖、塩、タウ油、カロン乳、乳にゆう脂し、ミャームーといった調味料も加えており、それにトマトのごときタラパとリンゴのごときラマムの実もどっさりと溶とかしこんでいる。それでようやく、俺の求めるコクとまろやかさをこの『ギバ・カレー』に与あたえることができたのだった。

「うわ、辛いよこれ！」と、ふいに非難がましい声が響きわたった。

　その場にいる全員の視線を集めてしまい、ニコラは「……失礼いたしました」と仏ぶつ頂ちよう面づらで頭を下げる。

「確かに辛いです。しかし、八種類もの香草を使っているとは思えぬぐらい、味が調和しているように感じられてしまいます。どうしてアスタ殿は、ここまで見事に香草を使いこなすことができるのですか？」

　ほとんど困こん惑わく気味の顔になりながら、ヤンはそのように問うてきた。

「えーとですね、それはたぶん、もともと俺の故郷に存在していた料理の再現を目指したからだと思います。そういう指標が存在しなければ、俺だって香草の組み合わせ方なんて考えつくことはなかなかできないと思いますしね」

「見事です。この強きよう烈れつな辛さで判別はしにくくなっていますが、きっと野菜や肉の出汁が、この旨みを生み出しているのでしょう。……アスタ殿は、この料理を宿場町で売り出すおつもりなのですか？」

「はい。香草以外にそれほど目新しい食材は使っていませんが、ギバ肉を普ふ及きゆうさせる一助にはなるかと思いまして」

「感服いたしました。ここまで強烈な香りを持ちながら、この料理は非常に美味です。これでは評判にならぬわけがありません」

「どうでしょうね。複雑な味になれていない宿場町の人々にどこまで受け入れられるのか、俺としては多少の不安も残っているのですが」

「この料理に複雑な味は感じません。八種類もの香草を使っているとは思えぬほどなのですからね。……ただひたすらに強烈で、美味です」

　そう言って、ヤンはまた微び笑しようしてくれた。

「わたしもまたとない刺激を受けることになりました。さきほどは、あのように不出来な料理を食べさせてしまって、お恥はずかしい限りです。わたしもあなたに負けぬよう、己おのれの道を極きわめたいと思います、アスタ殿どの」




　そうして俺たちは《タントの恵み亭》を退去することになった。

　街かい道どうに出て、マイムが元気いっぱいに振ふり返ってくる。

「わたしもあらためて、アスタの力を思い知らされました！　今後は、いっそう励みたいと思います！」

「ありがとう。そちらもギバ肉の扱いにはもうだいぶ慣れてきたころかな？」

「はい！　近い内に、新しい料理を完成させることができると思います。そのときは、また味見をお願いしてもよろしいでしょうか？」

「うん、もちろん。……ところで、マイムは宿場町で屋台を開いたりする予定はないのかな？」

「うーん、わたしとしては、そうやって力ちから試だめしをしたい気持ちもあるのですが……あまり商売のほうに時間を割さいてしまうと修練の時間が削けずられてしまうので、なかなか思い切れないのですよね」

　そのように言ってから、マイムはにっこり微笑みかけてきた。

「でも、屋台の貸し出しは十日ごとの契けい約やくなのですよね？　気持ちを抑おさえきれなくなったら、十日間だけでも店を開いてみたいと思います」

「すごいね。そのときは、どうぞお手て柔やわらかに」

　俺にとって、それはヴァルカスと同じ日に厨を預かるのと同じぐらいの一大事であることに間ま違ちがいはなかった。

　マイムはにこにこと笑いながら、「それじゃあ今日はありがとうございました！　家に戻もどって勉強を続けます！」と街道を駆かけ去っていく。

　すると、レイナ＝ルウが「ああ……」と切なげな吐と息いきをもらした。

「何だかわたしも、じっとしていられない心境です。わたしやシーラ＝ルウも、もっとマイムのように一日中修練を重ねるべきなのではないでしょうか？」

「どうだろうね。ずっとかまどの間に閉じこもっているより、こうやって外に出たほうが刺激になる面も多いと思うけど」

「そうですか。わたしとしては、一日アスタのそばにありたい気持ちです。……あ、いえ、決しておかしな意味ではないですが！」

　と、慌あわただしく手を振りながら、顔を真っ赤にするレイナ＝ルウである。俺は「あはは」と笑ってごまかすことにした。

「でも、それは本当の気持ちです。あまり口にはできませんでしたが、ほぼ一日行動をともにしているトゥール＝ディンを、わたしはとても羨うらやましく思っていたのです」

「そっか。でも、何も慌てることはないよ。レイナ＝ルウたちはたった半年でここまで腕を上げることができたんだから、その調子でこれからも頑がん張ばっていけばいいのさ」

　次なる宿屋を目指しつつ、俺はそのように言ってみせた。

「思ったんだけどね。これからはレイナ＝ルウたちも、もっと独自性を打ち出してみたらいいんじゃないのかな」

「独自性？」

「そう。たとえば《玄げん翁おう亭てい》に卸おろしている『ギバのソテー・アラビアータ風』なんて、レイナ＝ルウたちにとっては一食分をたいらげるのもしんどいぐらい、辛からい味付けの料理だろう？　本来、自分たちで美味と思えない料理を作るっていうのは、本ほん末まつ転てん倒とうの話なんだよね」

「ええ。ですがそれは――」

「うん。それは商売だからしかたのない面もある。でも、家族を喜ばせるのと同じ感覚でお客さんを喜ばせることができたら、いっそう商売も楽しく感じられるようになるんじゃないかな。俺なんかは、毎日が楽しくてしかたがないぐらいだしさ。……で、そういう楽しさは、よりいっそうの向上心に結びつくと思うんだよね」

　レイナ＝ルウは、真しん剣けんな面おも持もちで口をつぐんだ。

　その真剣さに報むくいるために、俺も精せい一いつ杯ぱいの気持ちを言葉に込めてみせる。

「屋台の料理でも、『ミャームー焼き』なんかは自分たちの好みよりも強い味付けにしているだろう？　でも、あの屋台はもう俺じゃなくルウ家の屋台なんだ。だったら、俺の料理の模も倣ほうじゃなく、レイナ＝ルウたち独自の料理を売り出してもいいんじゃないかなって、最近はそんな風に思えてきたんだよ」

「わたしたち独自の料理……」

「そう。レイナ＝ルウやシーラ＝ルウだったら、もうそれが可能なぐらいの腕うで前まえになっていると思うんだよね。以前に試食させてもらった照り焼肉のシチューなんて、どこに出しても恥ずかしくない仕上がりだったしさ」

　レイナ＝ルウは、食い入るように俺を見ている。

　街道を歩きながら、俺はそちらに力強くうなずきかけてあげた。

「シーラ＝ルウとも相談してみるといいよ。自分たちにとって正しい道はどれなのか、それを決めることができるのは自分たちだけなんだからね」

「……わかりました。ありがとうございます。アスタにそこまでの言葉をかけていただき、わたしはとても光栄に思っています」

　そう言って、レイナ＝ルウは俺に負けないぐらい、力強くうなずき返してきたのだった。




２




　その後、俺たちはまず《南の大樹亭》に向かうことにした。

　厨ちゆう房ぼうにこもっていたナウディスは、「おお、お待ちしておりましたぞ」と笑顔で出で迎むかえてくれる。最近は、すっかり奥おく方がたよりもナウディスのほうが厨を取り仕切る立場になってしまったようだ。

「それが、例の香こう草そうの料理の完成品ですな？　いったいどのような味に仕上がったのかと、わたしは朝から落ち着かない気分でありましたぞ」

「それは恐きよう縮しゆくです。……いい香りですね。もう晩ばん餐さんの準備を始めていたのですか？」

「はいはい。実はわたしも、アスタに試食をお願いしたかったのです。先日にいただいた食材を、さっそく自分の料理に取り入れてみましたので」

　それは何とも、胸の躍おどる話であった。このナウディスやネイルは、宿場町の民としてはなかなか確かな腕前を有しているのである。

「いかがなものでありましょうかな。率直な意見をいただきたいところであります」

　木皿に盛られた煮付けの料理が、俺とレイナ＝ルウの前に置かれる。一口大に切られたカロンの足肉、薄うす切ぎりにされたアリア、オレンジ色をした椎しい茸たけのような茸、そしてくし切りにされたダイコンのごときシィマである。

　香りは、タウ油とミャームーのそれが強い。俺の作る『肉チャッチ』にも似た褐色の煮に汁じるがふんだんに掛かけられており、外見的にはとても美味うまそうであった。

「では、いただきます」

　俺は木匙で割ったシィマとともに、カロンの足肉を口に運んだ。

　タウ油とミャームー、それに砂糖や果実酒も使っているようだ。ほどよく甘あま辛からく味付けがされている。それに、カロンの肉がとてもやわらかい。時間さえかければやわらかく煮込める足肉であるが、それにしても、これは秀しゆう逸いつであった。

　俺が知る、和風の煮込み料理に近い味わいである。ミャームーの香りがやや強めであるが、べつだん味を壊したりはしていない。素そ朴ぼくながらも、味に深みがある。

「とても美味しいです。これは、干した魚の出汁も使っているのですね？」

「はいはい。アスタの言う通りに使ってみたら、それだけでこれほどに深みのある味を加えることができたのです」

　俺よりも小こ柄がらなナウディスは、俺よりも分厚い胸をえっへんとばかりにそらせる。

「それでジャガルのシィマと茸まで手に入ったのですから、わたしとしては大満足の出で来き栄ばえであります。かつて父の故郷で口にした、祖母の料理にも負けないものと自負しております」

「肉のやわらかさが素す晴ばらしいですね。それでも必要以上には味もしみていないようですし。最初はお湯で下した茹ゆでしたのですか？」

「いえいえ、それは果実酒で漬つけ込んでから煮込んでみたのです」

　そのように言って、ナウディスは破顔した。

「固い肉はジャガルの発はつ泡ぽう酒しゆに漬け込むとやわらかくなる、という祖母の教えを思い出しましてな。アスタからもたらされた発泡酒で試ためしたところ、確かに肉はやわらかくなったのですが、希少な発泡酒を無む駄だに使う気持ちにはなれなかったので、代わりに果実酒を使ってみたのです」

「ああ、なるほど。もしかしたら、その果実酒にはアリアも一緒に漬け込んでいたのではないですか？」

　答えは、イエスであった。

　そういえば、牛肉をやわらかくするために赤ワインに漬け込む、という方法は俺の故郷にも存在していたのである。そしてその際には、タマネギやお酢すやヨーグルトなどを一緒に漬け込むとなお効果的である、とも聞いた覚えがある。ちなみに最近の《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》では、カロン乳に漬け込んで足肉をやわらかくする方法を採用していたのだった。

「これは美味ですね。わたしはカロンの足肉をあまり好まないのですが、この味付けは素す直なおに美味だと思えます」

　レイナ＝ルウも、とても満足げな顔でそのように声をあげた。もしかしたら、レイナ＝ルウがここまではっきりと宿場町の民の手て際ぎわを賞賛したのは、これが初めてのことかもしれない。それぐらい、ナウディスの料理は素朴ながらも美味であったのだ。

「さすがにアスタたちの作るギバ料理には及およびませんが、これが赤銅貨四枚か五枚ていどで味わえるならば、きっと遜そん色しよくはないでしょう。さっそく今晩から、献こん立だてに加えるつもりでありますぞ」

「いやあ、これは本当に美味しいです。ギバの料理に負けないぐらいの評判を呼ぶのではないでしょうかね」

「それは、いささか買いかぶりというものです。『ギバの角かく煮に』などは、ジャガルの食材を使うことによってあれほどまでに味が高まったのですから、とうていかなうものではありません」

《南の大樹亭》においては、いまでも十日にいっぺんだけ『ギバの角煮』を卸していたのである。で、前回の分からはアリアでなくシィマとチャムチャムとシイタケのような茸を使うことにしたのだが、当時のナウディスの喜びようといったら、それはもうこちらがリアクションに困るほどであったのだった。

「……さて、それではアスタの料理を試食する番でありますな」

　ナウディスの目に、真剣な光が宿る。

　シムの香草をふんだんに使った『ギバ・カレー』の試食である。南の民にこの料理は受け入れられるのか。また、それを試す価値があるとナウディスに認められるのか。これが判決のときだった。

「これは……確かに、驚くほど味がよくなっておりますな」

　温めなおした『ギバ・カレー』を口に運び、ナウディスはうなるように言う。

「もともと美味なる料理であるとは思っていましたが……ううむ……しかしアスタは、この料理そのものを売るのではなく、この料理の素もととなる食材だけを売るつもりであると言っていたはずですな？」

「はい。今のところは、そのつもりです」

「このように不思議な料理を、わたしや妻などが作ることが可能なのでしょうかな？　わたしどもはシムの香草について、何の知識も持ち合わせていないのですぞ？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだと思います。煮込んだ肉や野菜の鍋に、これを投じるだけですので」

　そのように答えながら、俺は腰こしにくくっていた小さな革かわ袋ぶくろから、カレーの素を取り出してみせた。

　八種のスパイスをブレンドさせ、乳脂でアリアとともに炒いためたのち、フワノ粉を添てん加かして、最後に干し固めたものである。乳脂あたりが傷いたんでしまわないか当初は不安であったのだが、ネイルやシムのお客人と協議した結果、これだけの香草を使っていれば、十日やそこらはまず大丈夫であるという答えを得ることができたのだ。

「もちろん、さっき食べていただいた料理には思いつく限りの調味料や食材を使っていますが、そこまでしなくても十分に美味しく仕上げることはできます。最低限の必要な手順は事前にお伝えしますし、それ以外の部分ではお好みの食材を使うことも可能です」

「ふむ……」

「シィマはちょっと合わないかもしれませんが、チャンやマ・プラや茸を使ったジャガル風の『ギバ・カレー』なんてのも美味しそうですね」

　ナウディスは息をつき、強い目つきで俺を見返してきた。

「了りよう解かいいたしました。どの道、他の宿屋でもこの料理を扱あつかう可能性があるならば、わたしも試さぬまま済ませることはできません。今こ宵よいの晩餐で、お客様がたに試食してもらおうかと思います」




　そうしてナウディスに基本的なレシピを伝授したのち、俺たちは《南の大樹亭》を退去した。次に目指すのは、《玄翁亭》だ。

「……アスタ、一つだけ腑ふに落ちないことがあるのですが」

「うん、何かな？」

　人通りの増してきた街道を歩きながら、レイナ＝ルウは考え深げに言う。

「さきほどの主人が作った料理は、普ふ通つうに美味だと思えました。わたしやシーラ＝ルウや――いや、ひょっとしたらリミにだって、もっと好みの味に仕上げることは可能かもしれませんが、それでも、これといって大きな問題は感じられなかったのです」

「うん、ナウディスはやっぱり、なかなかの腕前だよね」

「……そうすると、わたしにとってはあのヤンという料理人よりも、ナウディスという主人のほうがかまど番として確かな腕を持っている、というように感じられてしまうのですが。それは間違った考えなのでしょうか？」

　レイナ＝ルウは、ずいぶん考え深げな顔になってしまっていた。

　俺も「うーん」と熟考してみせる。

「どうだろうね。知識や技術は間違いなくヤンのほうが上だと思うけど……その知識や技術なんかが足あし枷かせになるってこともありえるのかなあ」

「はい、足枷ですか？」

「うん。たとえばレイナ＝ルウだって、ここまでかまど番としての腕前が上がってしまうと、ただ肉を焼いたり煮込んだりするだけじゃなく、ちょっとは工く夫ふうしたくなってしまうだろう？　ましてや城下町の料理人ともなると、『さまざまな食材をふんだんに使うのが上等な料理である』という価値観にとらわれることになってしまうから、いっそうそういう傾けい向こうも強まってくると思うんだよね」

「はい……わからなくはありません」

「なおかつヤンは城下町の生まれだから、宿場町の人々の好みというやつも、そこまではっきりとはわかっていないわけだよ。味付けが複雑になりすぎないように気をつけつつ、それでも宿場町の人々の期待に応こたえられるように、手て探さぐりで理想の味を探している状態なんじゃないのかな」

　いっぽうナウディスは、ジャガルの食材が使いたいのに使えなかったという不満を抱かかえこんでいた節がある。それがこのたび解禁されたことによって、一気に熱情が爆ばく発はつしたのではないだろうか。

「で、ナウディスやネイルなんかは実際にジャガルやシムの料理を食べた経験があって、お客さんのためにそれを再現したいという思いを持っていた。それって、俺が故郷の料理の味を再現しようとしているやり口と似た部分があると思うんだよね。そういう指針を最初から持っていれば、どんな食材が必要で、どんな味付けを目指すべきかも決まっているから、ヤンみたいに試し行こう錯さく誤ごしなくて済むわけだよ」

　だからこそ、ナウディスやネイルは、ミラノ＝マスやユーミの母シルなどの一歩先を行くことができているのではないだろうか。

　いや、ミラノ＝マスやシルばかりでなく、宿場町の人々の大半は、突とつ如じよとしてさまざまな食材を扱うことが許されて、なかなかの混乱状態にあるのだろうと察せられる。

　で――ひょっとしたら、それはこの数十年だか百年だかで続々と新たな食材を使えるようになった城下町の料理人たちと、同じような構図であるのかもしれないのだ。

「つまり……トゥランのミケルは、自分の娘にそのような混乱を与えないよう、限られた食材だけで腕を磨みがかせてきた、ということなのでしょうか」

「そう、まさにその通りだね。きっとミケル自身も城下町の価値観にはとらわれず、自分の足もとをじっくり固めながら、理想の料理を追究し続けていたんじゃないのかな」

「では、あのヴァルカスという料理人はどうなのでしょう？」

　レイナ＝ルウの瞳ひとみが、ますます真剣な光をおびる。

　考えながら、俺は答えた。

「俺もレイナ＝ルウと同じぐらいにしかあの人物については知らないから、すべてが想像になっちゃうけど……あの人は、そういう混乱の中に生まれながら、見事に適応することができたんじゃないのかな。多種多様の食材を使いまくるのが上等だっていう価値観を全面的に受け入れながら、自分の理想とする料理を完成させることができたんだよ、きっと」

「自分の理想とする料理、ですか……」

「うん。トトスでたとえるとさ、俺たちなんかは何頭ものトトスを扱うことになっても、足並みが乱れないように手た綱づなをあやつろうとするだろう？　でもヴァルカスは、四方八方に走りだそうとするトトスたちの真ん中に陣じん取どって、力ずくで手綱をおさえこんでいるような、そんな印象なんだよね」

　下手くそな俺のたとえに、レイナ＝ルウはくすりと笑った。

「なんとなく、わかる気はします。そのトトスの一頭一頭が、甘みであったり辛みであったりするわけですね？」

「そう。一歩間違えたら台無しになってしまいそうなのに、ヴァルカスの料理は絶ぜつ妙みような力加減で均きん衡こうが取れている感じなんだよね」

「ええ。それもわかると思います」

　レイナ＝ルウは小さく息をつき、長い黒くろ髪かみの先を指先で弄いじった。

「実は、わたしは……あのヴァルカスという料理人が、少し恐おそろしいのです」

「恐ろしい？　どうして？」

「あの料理人は、わたしには成し得ないことを成し得ています。もしもあの料理人のやり口が正しい、ということになってしまうと……わたしの積み上げてきたものが、すべて無意味になってしまうような気がするのです」

　もしかしたら、それは俺の感じる胸のざわめきと、それほど遠くない感覚なのかもしれない。

　だけど俺は、そんなことのために自分の存在を否定する気にはなれなかった。

「大丈夫だよ。料理っていうのは、本来優ゆう劣れつを競きそうものじゃないんだからさ。何を美味しいと思うかは、人それぞれだろう？　俺たちは俺たちのやり方で、自分が美味しいと思える料理を作れるように頑張ればいいんだよ」

「そう……ですね。アスタの言葉が正しいのだと思います」

　自分に言い聞かせるように、レイナ＝ルウはそう言った。

　ヴァルカスの存在は、俺が想像していた以上に、この優ゆう秀しゆうなる森辺のかまど番の胸にも深く食い入ってしまっているようだった。




　その後、《玄翁亭》ではまた手放しの賞賛を受けることになった。

　もとより、試作品の段階で絶賛してくれていたネイルなのである。完成品の『ギバ・カレー』を食すると、ネイルは表情を崩くずさないようにか、全身をわななかせることになってしまった。

「非常に美味です。東の民のお客様がたは、誰だれもが狂きよう喜きすることでしょう。他の料理が売れなくなってしまうのではないかと心配になるほどです」

「この料理も、小分けにして売り出すべきでしょうね。何だったら、カレーとポイタンと肉料理の組み合わせで売りに出してもいいかもしれません」

　俺にはあまり経験がなかったが、インド料理の専門店などでは。カレーとナンにケバブやタンドリーチキンなどを付けたセット料理が存在したはずだ。『ギバのソテー・アラビアータ風』はもちろん、ネイルの作る辛い肉料理だって、きっと『ギバ・カレー』とは相あい性しようがいいだろう。

　ちなみに『ギバのソテー・アラビアータ風』でも魚ぎよ介かいの出汁や甲こう殻かく類るいの乾かん物ぶつ、それにシムの香草などを加えて、レシピを改良済みである。

「現在は、アスタのもたらしてくださったシムの香草を使って、カロンやキミュスの香こう味み焼きを研究している最中です。アスタの料理には及びませんが、きっとそちらもお客様がたには喜んでいただくことがかなうでしょう」

「宿場町に食材を流通させたのは、俺じゃなくてジェノス侯こう爵しやくやポルアースですけどね」

「ですが、そのきっかけとなったのは、アスタの存在です。アスタと出会えた幸運を、わたしは何度でもセルヴァとシムに感謝いたします」

　そんなネイルに見送られて、お次の宿屋は《キミュスの尻尾亭》であった。本日はこうしてあちこちの宿屋を巡めぐる予定であったので、晩餐の料理は朝方にこさえた上で搬はん入にゆう済みである。

　ミラノ＝マスもまた、「格段に味がよくなったな」と驚いてくれた。

「辛さのほうはひどくなったぐらいだが、なんというか……口の中で暴れる感じはなくなった。肉や野菜もえらく美味いように感じられてしまう」

「お気きに召めしたのなら幸いです」

　ほっとしながら俺おれは言ったが、《キミュスの尻尾亭》については一つの懸け念ねんがあった。

「それで、野菜や肉についてはそちらで調理していただく、という案はいかがなものでしょう？　そんなに難しい料理ではないと、俺は思っているのですが」

　実のところ、《キミュスの尻尾亭》には今まで生せい鮮せん肉にくを卸していなかったのである。理由は、あまりギバ料理を増やしてしまうとキミュスやカロンの料理が売れなくなってしまうのではないか、とミラノ＝マスが心配したため――そして、どうせ自分たちにはギバ肉を使ってもそこまで上等な料理を作ることはできないだろう、とミラノ＝マスが言い張ったためであった。

《西風亭てい》では成功しているのだからと俺が説得しても、ミラノ＝マスが考えを変えることはなかった。たぶんミラノ＝マスは、自分たちがお粗そ末まつな料理を作ってしまったらギバ肉の評判を落としかねない、ということを懸念してくれているのだ。

「ミラノ＝マスもテリア＝マスも、キミュスやカロンであれほど美味しい料理を作れるようになったではないですか？　正直に言って、お二人の腕前が《西風亭》の方々にそこまで劣おとっているとは思えません。何も心配なさる必要はありませんよ」

　宿場町においても、かまど番というのはおおむね女性の仕事であった。ネイルやナウディスはそれぞれシムやジャガルのお客さんに美味しい料理を提供したいという意識が強かったため、自らが厨房に入っているのである。

　で、《キミュスの尻尾亭》においては早くに奥方を亡なくされてしまったため、その技術を娘むすめさんのテリア＝マスに継けい承しようさせることがかなわなかった。それゆえに、「あまり上等でない料理を出す宿屋」という不ふ名めい誉よを背負うことになってしまったのである。

「騙だまされたと思って、一度ご自分たちで『ギバ・カレー』を作ってみてください。それで納なつ得とくのできる味に仕上がらなかったら、また俺が手ほどきをいたしますし――」

「お前さんだって、そこまでひまな身体ではなかろう。そして、そこまで俺たちの世話を焼く筋合いもないはずだ」

　また水みず臭くさいことを、と俺は溜ため息いきをつきそうになる。しかしまた、こういった姿勢もミラノ＝マスの美点なのだろうな、とも思う。

「ギバ肉の美味しさを伝えるためなら、どんな苦労も厭いといません。それに、あんまりミラノ＝マスには感心されない話かもしれませんが――一番つきあいの古い《キミュスの尻尾亭》は、俺にとって思い入れが深い宿屋なのです。だから、他の宿屋と同じかそれ以上の評判を呼び込みたいなという思いが、どうしても捨てきれないのですよ」

　案の定、ミラノ＝マスは仏頂面になってしまった。

　しかしそれでも、何とか俺の提案を聞き入れてくれることにはなった。テリア＝マスが「この料理は店で扱うべきよ」と後あと押おししてくれたのが、きっと決め手になったのだろう。

　他の宿屋と同じようにレシピを伝えて、試作用のカレーの素を手て渡わたし、俺たちは《キミュスの尻尾亭》を後にした。




　そうしてようやく最後の宿屋、《西風亭》である。

　こちらでは、その場で『ギバ・カレー』の作り方を実演することになった。

　野菜はシンプルにアリア、チャッチ、ネェノンの三種で、有り余っていた脱だつ脂し乳にゆうも少々使わせていただく。これにカレーの素を落とすだけで、それほど物足りなくはない味に仕上げることが可能なはずである。

　さらに、干した魚の出汁だしを使って、スープカレーもどきも作ってみせる。割高な干し魚を購こう入にゆうする気持ちになれないなら、ギバやカロンやキミュスの肉をじっくり煮に込こむだけでも、それなりの出汁がとれるはずだ。

　評判のほうは、上々であった。少なくとも、ユーミとシルの女じよ性せい陣じんは、賞賛の声をあげてくれていた。

「うん、こいつはちょっと癖くせになる味だね。嫌いやがる人間は嫌がるだろうけど、あたしとしては是ぜ非ひとも扱わせていただきたいところだよ」

　おかみさんたるシルの視線を受けて、本日も主人のサムスはむすっとした顔をしている。

「俺は口の中が痛くなってきた。こんなもん、本当に売れるのか？」

「きっと売れるよ！　少なくとも、ギバ肉を仕入れる前にうちで出してたカロンの汁しる物ものよりは美味しいんじゃない？」

　ユーミも、ご機き嫌げんの様子である。サムスは「ちっ」と舌を鳴らした。

「よかったら、この場で作った分をお客さんたちにふるまってみてください。それで評判が悪いようでしたら、俺も素直に引き下がります」

　たたみかけるようで恐縮だが、俺もそのように発言させていただいた。この親おや父じさんは、ちょっと強気に出るぐらいの姿勢を見せないと、余計に機嫌を損そこねてしまうのである。

「決まりだね。あんたは大した商売人だよ、アスタ」

　楽しげな顔で言いながら、シルは残っていたスープカレーをすすりこむ。すると、同じように木皿をかたむけようとしていたユーミが、ふっと視線を向けてきた。

「そういえば、アスタはもうすぐ城下町で料理を作るんだよね？　このぎばかれーも、そこで使うの？」

「いや、バナームではあまり香草を使う風習がないみたいだから、やめておいたんだ。……そうでなくとも、これは宿場町や森辺のみんなのためにと思って開発した料理だしね」

「ふーん？　貴族様には、もっともっと豪ごう勢せいな料理が必要ってわけか」

　いくぶん面おも白しろくなさそうにユーミがぼやいたので、俺は「いや」と否定してみせた。

「確かに城下町では貴族向けの料理を作るつもりだけど、俺はことさら豪勢な料理を作ろうとしてるわけじゃないんだよね。むしろ、結果的に豪勢と思われるように献立を練りあげてるって感じかな」

「うん？　どういう意味？」

「俺の故郷とこのジェノスでは、食材の値段が一いつ致ちしないんだよ。たとえばこの魚の燻くん製せいなんかはジェノスだとたいそう高価になってしまうけど、俺の故郷では誰でも気軽に使えるような食材だった。塩も砂糖も酢もタウ油も、それはみんな同じことなんだ」

「……アスタの故郷は、それだけ豊かだったってこと？」

「豊かであったことに間違いはないかもしれないね。でもそれ以上に、ものの価値が異なっていたんだよ。たとえば……俺が着ているこの白い服、こいつを買うのには、たぶん白銅貨一枚ぐらいが必要になっちゃうんだよね」

「ええっ!?　そんなぼろっちいのが!?　……あ、ごめんね？」

「いや、こいつも半年前には新品だったんだけどね」

　それでも赤銅貨一枚を二百円、白銅貨一枚を二千円に換かん算さんすると、それぐらいの価格になってしまうのだ。ちなみにこの白いＴシャツは、値引きされて千九百八十円のお買い得品である。

「俺にしてみれば、タウ油がひと瓶びんで白銅貨一枚もするってことのほうが驚おどろきなんだよ。アリアやポイタンと似た野菜だったら、俺の故郷でも同じぐらいの値段で買えるんだけどね。……そんな感じで、ものの価値がずれちゃってるからさ。高価な食材を使えば貴族たちは喜ぶのかもしれないけど、俺としてはことさら豪勢な料理を作っているという意識が持てないんだよ」

「うーん、なるほどねー。……そういえば、このかれーっていう料理だってシムの香草をたっぷり使ってるんだから、普通に考えたら豪勢な料理ってことになるんだよね」

「うん。だけどこれは、貴族じゃなく宿場町や森辺のみんなに食べてほしかったんだ。俺の故郷でも、身近な人たちが食べていた料理だからさ」

　言いながら、俺はユーミに笑いかけてみせた。

「そもそも俺は庶しよ民みんの出だから、庶民向けの料理しか作れないんだよ。それでもジェノスでは高価とされている食材を使えば貴族にも喜んでもらえるみたいだから、なんとか折り合いをつけて頑張ってみようと思ったわけさ」

「そっか。アスタにしてみりゃ、どんな料理を作るんでも、力加減に変わりはないってことなんだね」

「それはそうさ。考えるのは、その相手がどんな料理を喜ぶかってことだけだよ」

　貴族には貴族に相応ふさわしい料理がある。宿場町の人々にも、森辺の民たみにもそれぞれ相応しい料理がある。俺としては、自分の持つレパートリーの中からどの料理が喜ばれるか、それを考えるだけなのだ。

「……なんか、うるさいことばっか言っちゃってごめんね？　貴族が相手だとアスタはいつも以上に頑張るのかなーとか考えたら、ちょっと嫌な気持ちになっちゃってさ」

「俺は何も変わらないよ。誰を相手にするんだって、いつでも全力さ」

「うん、安心した。……だけど、貴族のお抱え料理人なんかになっちゃったりしないでよー？」

「あはは。そいつは御ご免めんこうむるよ」

　どんなに銀貨を積まれたって、俺は絶対にそんな道は選ばない。今の俺にとって、故郷は森辺の集落のみであるのだ。

「では、長々と失礼いたしました。また明日にでも立ち寄らせていただきますので、『ギバ・カレー』の評判をお聞かせください」

　そうして俺は宿屋巡りを終え、ようやく同どう胞ほうたちのもとに帰れる段と相成ったのだった。
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　下りの二の刻の半、俺たちは定刻通りにルウの集落へと帰りついた。

　すると、何やら集落がざわついていた。広場の片かた隅すみに人だかりができている。男衆らの留守を預かる女衆らと幼子たちである。

　いったいどうしたのだろうと思いつつ御ぎよ者しや台だいから降りて、手綱を手にそちらへ近づいていくと――気配を察して人ひと垣がきが割れて、その向こうに奇きっ怪かいなものが見えた。巨きよ大だいなギバを腹の上に抱だきかかえて横たわる、ミダの姿である。

「ミダ！　アンタ、何をやってんのサ！」

　ルウ家の荷車から飛び出したツヴァイが、ちょろちょろとそちらに駆け寄よっていく。しかしミダは地面にぶっ倒たおれたまま、ぶはーっぶはーっと大きく息をつくばかりで、答えることもできなかった。

「どういうことなの!?　誰か説明しておくれヨ！」

　いきりたつツヴァイの前に、三名の狩人かりうどが進み出る。狩人ではあるが、いずれも小柄な少年たちである。ルド＝ルウとシン＝ルウと、それに客分たるジーダだ。

「どういうことって、見たまんまだよ。ここまでギバを担いできて、それで力ちから尽つきちまったのさ」

　頭の後ろで手を組んだルド＝ルウがそのように答えると、ツヴァイがそちらをキッとにらみつける。

「アタシには、ギバに押おしつぶされてるようにしか見えないけどネ！　どうして誰も、そいつをどけてやらないのサ！」

「そいつはミダの仕事だからだよ。俺たちだって、三人がかりで二頭のでっけーギバを運んできたんだぜ？」

「それが何だっての!?　だいたい、どうしてミダがギバなんて運んでるのサ！」

「ミダは、今日から狩人の仕事に参加することになったのだ」

　と、今度はシン＝ルウが静かに声をあげる。

「しかし、このように日が高い内から走る力を失ってしまったため、皆みなで仕留めたギバを持ち帰る仕事を受け持つことになった。ここで俺たちが力を貸してしまったら、いっそうミダは役に立たなかったことになってしまうが、それでもかまわないのか？」

「だからって――！」と、ツヴァイがわめきたてようとする。

　そこで、ミダとギバの巨きよ体たいが揺ゆれ動うごいた。

「大丈夫だよ……ミダも仕事を果たすんだよ……？」

　そうして半身を起こしたミダは、全身が汗あせと土に汚よごれていた。抱えているギバは、少なく見積もっても八十キロはあっただろう。俺一人では持ち上げることもできなそうなサイズだ。

「ミダはむやみに走り回るから、途と中ちゆうで力が尽きちまうんだよ。ちっとは後先を考えろっての」

「うん……」

「本当に運べんのか？　親父たちが帰ってくる前に皮かわ剥はぎと内臓抜ぬきぐらいは終わらせておかねーと、一足先に戻ってきた意味がなくなっちまうんだぞ？」

「運べるよ……ミダも仕事を頑張るんだよ……？」

　ぷるぷると震ふるえながら、ミダが身を起こす。その姿を見て、ツヴァイは「フン！」と鼻を鳴らした。

「元気じゃないのサ。だったら、とっとと運んじまいなヨ。アンタみたいなデカブツが転がってたら、邪じや魔までしかたがないんだからサ」

「うん……ツヴァイ、ありがとうだよ……？」

「アンタに礼を言われる筋合いはないヨ！」

　ぷいっとそっぽを向きながら、ツヴァイはそこから動こうとしない。そして俺の背後では、荷台から顔を覗のぞかせたヤミル＝レイが静かにミダを見つめていた。

　かつてスン本家の人間であった人々は、みんなそれぞれの新しい家で、森辺の民として正しく生きていけるように励はげんでいる。ツヴァイだってヤミル＝レイだって、スン家で過ごしていた頃ころにはかまど番の仕事など、何ひとつ関かかわったことがないという話であったのだ。

　そんな彼かの女じよたちが修練を積んで、屋台の仕事を手伝っているように、ミダもまた血のにじむような鍛たん錬れんの日々を経へて、ついにギバ狩がりの仕事に参加できるようになった。ツヴァイやヤミル＝レイの胸中には、きっとひとかたならぬ思いが渦うず巻まいていることだろう。俺だって、ミダが懸けん命めいにギバを運んでいる姿を見ているだけで、胸が熱くなる思いであった。

　そうしてみんなに見守られながら、ミダはよたよたと本家の裏へとギバを運んでいく。ほっと息をつきながら、俺たちもゆっくりとそれに追従することにした。

「よー、アスタ、レイナ姉、おつかされさん。今日も無事に仕事を果たせたみたいだな」

　一いつ緒しよに歩きながら、ルド＝ルウが呑のん気きに笑いかけてくる。俺はミダの丸っこい後ろ姿を見つめながら、「うん」とうなずいてみせた。

「こちらは何も問題なかったよ。……それより、ミダもついに森に入ることになったんだね」

「あー、だけどむやみに走り回るばっかりで、何の役にも立たなかったなー。気配を殺すこともできねーから、危あやうくギバを逃にがしそうになっちまったしよ」

　辛しん辣らつなことを言いながら、ルド＝ルウの様子は普ふ段だん通りである。シン＝ルウもジーダもそれは同様で、ことさらミダを責めようとする気配はない。それでも狩人の先達として、むやみに力を貸すことは許されないのだろう。

「ま、スンの集落では罠わなに掛かったギバを持ち帰るぐらいで、狩人らしい仕事をしたことはなかったみたいだからな。ようやく森に出ることが許されたんで、気合いが空回りしちまったんじゃねーのかな」

「あれだけの怪かい力りきだ。きちんと学べば、ミダもいずれ立派な狩人になれるだろう。何も焦あせることはない」

「そうだよな。だいたいミダはルウの集落の力比べであそこまで勝かち抜いたんだから、立派な狩人になってもらわねーと格好がつかねーや」

　そのように語り合うルド＝ルウとシン＝ルウのかたわらで、ジーダはひとり無言であった。ギルルの手綱を引きつつ、俺はそちらに声をかけてみる。

「ジーダと顔をあわせるのはひさしぶりだね。肩かたの怪け我がはもうよくなったのかな？」

「ああ」

「ジーダは立派にギバ狩りの仕事を果たしているみたいじゃないか。バルシャはとても喜んでいたよ」

「そうか」

　赤い蓬ほう髪はつと黄色い瞳を持つジーダは、相変わらず寡か黙もくで不ふ機き嫌げんそうだった。どことなく、ダルム＝ルウを思わせるたたずまいである。その内に激しやすい心情を秘ひめつつ、あまり多くは語ろうとしない、そういう部分が共通しているのかもしれなかった。

「やあ、お疲つかれさん。今日もばっちり稼かせいできたかい？」

　家の裏では、バルシャが待ちかまえていた。すでにジーダとは顔をあわせていたのか、おたがいに相手を気にする風でもない。

「今日も城下町で使う料理のお勉強をするんだろう？　あたしなんかは、お邪魔かね？」

「いえ、そんなことはありませんよ」

　歓かん迎げいの宴うたげまでは、残り四日。そのための修練も、いよいよ大おお詰づめに差しかかっていた。

「そんじゃーな。俺たちは、ミダに皮剥ぎと内臓抜きの仕事を教えてやらなきゃなんねーからよ」

　ルド＝ルウたちは、解体室へと消えていく。

　俺たちも、自分たちの仕事に取りかかることにした。

「そういえば、歓迎の宴には森辺の族長も招かれているんだよね。三族長の代表としては、やっぱりドンダ＝ルウが参席するのかな？」

　かまどの間にて仕事の準備を進めながら俺が尋たずねると、一番近くにいたララ＝ルウが「ううん」と答えてくれた。

「昨日だか一昨日おとといだかに話してたけど、ダリ＝サウティが出向くことになったみたいよ。ザザ家はちょうど休息の期間だったからグラフ＝ザザかなって話になりかけてたんだけど、集まるのが夕暮れ時だったら仕事の後でも間に合うからって、ダリ＝サウティが名乗りをあげたみたい」

「へえ、そうなんだ？」

「うん。ドンダ父さんなんかは毎日ここで作られた試食品の残りを食べさせられてたから、もう満足しちゃってるんじゃない？　全部の料理に納得できてるわけでもないみたいだしね」

「そうだろうね。これはあくまで貴族のための料理なんだから、それが当然だよ。ダリ＝サウティがガッカリしないといいんだけど」

　それでもドンダ＝ルウは、ルウの集落で研けん鑽さんに励むことを了りよう承しようしてくれた。森辺の民にとって、これは貴族たちとの正しい関係性を継けい続ぞくしていくための、いわば外交手段でもあるのだ。族長たちに真意を質ただしたわけではないが、この仕事をすんなり引き受けたということは、つまりそういうことなのだろうと俺は信じている。

　以前の晩ばん餐さん会かいでの別わかれ際ぎわ、（……まったく、ふざけた領主だな）と、ふてぶてしく笑っていたドンダ＝ルウの顔を思い出す。あれはまるで、好敵手を見み出いだしたかのような、そんな勇ゆう猛もうなる笑え顔がおであった。

（ジェノスの貴族たちは、倒すべき敵じゃない。でも、森辺の民が森辺の民として生きていくには、何とかしておたがいが納得のいく信しん頼らい関係を構築していくしかないんだろう）

　そんなことを考えていると、「お待たせー！」という元気いっぱいの声とともに、小さな女の子がかまどの間に飛び込んできた。本日、宿場町の仕事は非番であった、リミ＝ルウである。

「ララ、ありがとね。やっとこっちも仕事が終わったから、交代するよー」

「はいはい」とララ＝ルウは肩をすくめて、かまどの間を出ていこうとする。あまりルウ家の女衆ばかりを借りていては家の仕事に支障が出てしまうので、今回の歓かん迎げい会かいでもララ＝ルウは居残り組になってしまったのだ。よって、こうして宿場町での仕事を終えた後は、リミ＝ルウが交代でかまど番をつとめる段取りになっていたのであった。

「あれ？　ヴィナ姉も来たの？　誰かに何か用事？」

　と、ララ＝ルウの声が背後から聞こえてくる。振ふり返かえると、同じく居残り組のヴィナ＝ルウが、かまどの間の入口に立っていた。

「うん……ちょっとアスタに用事があったんだけどぉ……今は忙いそがしいかしらぁ……？」

「俺ですか？　いえ、かまいませんよ」

　作業台の上に必要な食材を並べていた俺は、何の気もなしにそちらへと足を向ける。

　が、ヴィナ＝ルウのほうは何だかいつもと様子が違ちがっていた。ややうつむき気味で、栗くり色いろの髪かみの先に指先をからめている。何とも悩なやましげな面おも持もちである。

「どうしたんです？　何か問題でも？」

「ううん……別に問題ってわけじゃないんだけどぉ……」

　そのように言いながら、ヴィナ＝ルウは後ずさっていく。

　それを追って、俺もかまどの間を出ることになった。

「ええっとねぇ……今日はぎばかれーを宿屋の主人たちに食べさせてきたのでしょう……？　評判のほうはどうだったのかしらぁ……？」

「『ギバ・カレー』ですか？　ええ、あんな馴な染じみのない料理のわりには、おおむね好評だったと思います。まあ、ネイル以外は物もの珍めずらしさ半分といったところなのでしょうけれどね」

「そう……だけど、アスタとしては、あれで完成なのよねぇ……？」

「そうですね。また新たな香草とでも出会わない限り、基本の味が変わることはないと思います。どちらかというと、あとは香草以外の部分でどれぐらい美味おいしく作れるかってところが重要になってくるでしょうね」

「……宿屋の主人たちも、香草以外は自分たちで作りあげるのよねぇ……？」

「そうですよ。もちろん作り方の助言はしてきましたけれども」

　何だか、話の行き先がまったく見えなかった。ヴィナ＝ルウはやたらともじもじしており、伏ふし目めがちになった表情と身をよじる姿が、必要以上に色っぽい。

「あの……変な質問かもしれないけどぉ……わたしって、宿屋の主人たちに比べたら、いったいどれぐらいの腕うで前まえなのかしらぁ……？」

「腕前？　かまど番としてのですか？　うーん、そうですねえ……言葉を飾かざらずに言うならば、ちょうど互ご角かくぐらいなのではないでしょうか」

　より正確に言うならば、テリア＝マスやシルよりは上回っており、ネイルやナウディスよりは劣っている、というぐらいの印象である。

　ルウの集落では人並み以下とされていたヴィナ＝ルウも、この数すうヶか月げつ間でそこまで腕を上げることがかなったのだ。そして、三日に一度のローテーションでも勉強会に参加し続ければ、いずれはネイルたちにも負けない技術と知識を得ることはできるはずだった。

「そっかぁ……わたしでも、それぐらいの腕を身につけることはかなったのねぇ……」

「はい。城下町での仕事ではまたレイナ＝ルウたちをお借りしてしまうので、ヴィナ＝ルウやララ＝ルウには助力をお願いできませんでしたけど、それは決して腕の問題でそうなったわけではありません」

　ただし、その代わりに助力をお願いしたトゥール＝ディン、アマ・ミン＝ルティム、モルン＝ルティムの三名は、ヴィナ＝ルウよりも確かな腕を持っているかもしれない。が、そこで飛とび抜けた実力を持っているのはトゥール＝ディンのみなので、ルティム家のどちらかがヴィナ＝ルウに変へん更こうされても問題はないはずであった。

「城下町のことはどうでもいいんだけどぉ……あのねぇ……それじゃあ、わたしでもぎばかれーを美味しく作ることはできるのかしらぁ……？」

「はい？　……ええまあ、宿屋のご主人たちと同じぐらいには、美味しく仕上げられるのではないでしょうか。そんなに失敗の目立つ料理でもないので、どちらにせよそこまでの差は生じないと思われます」

「そう……」と、ヴィナ＝ルウはいっそううつむいてしまう。

　その顔はますます物思わしげになり、そして、その指先が髪ではなく手首の飾り物ものを弄り始める。やわらかいピンク色をした、厄やく災さい除よけのシムの腕飾りだ。

　それでようやく、俺は思い至ることができた。

「……とはいえ、ちょっとした工夫で味がよくなることに間ま違ちがいはありませんからね。城下町での仕事が終わったら、俺が個人的に手ほどきをしてあげましょうか？」

「いいわよぉ……そんなつもりでアスタに声をかけたわけじゃないんだからぁ……」

「そうですか？　まあまだ時間はありますから、俺なんかが手を出さなくても自然に上達はするでしょうけれども」

「……時間はあるって、いったい何のことよぉ……？」

　うっかり失言をしてしまった。

　ヴィナ＝ルウのお顔が、ほんのり桜色に染まってしまっている。

「いえ、何でもありません。とにかくヴィナ＝ルウだったら、カレーでも何でも美味しく作ることはできるようになりますよ」

　ヴィナ＝ルウは、恨うらみがましい目つきで俺のほうに迫せまり寄ってこようとする。そのとき、ふいに横合いから陽気な声が投げかけられてきた。

「アスタもヴィナ姉も何やってんだよ？　こんな早くに仕事が終わっちまったのか？」

　ヴィナ＝ルウは「きゃあ」と緊きん迫ぱく感のない声をあげて、すくみあがる。かまど小屋に併へい設せつされた解体室から、ルド＝ルウがひょっこり顔を覗かせていた。

「ル、ルド……あなた、聞いてたのぉ……？」

「んー？　ぎばかれーがどうしたとか、そんな言葉しか聞こえなかったよ。聞かれてまずい話でもしてたのか？」

「そ、そんなことはないけどぉ……」

「ぎばかれーって美味うまいよな！　味見をしてる内に、俺は大好きになっちまったよ！　あのシュミラルとかいうシム人も、ジェノスに帰ってきたら大喜びするんじゃねーのかなー」

　ヴィナ＝ルウはいっそう真っ赤になってしまい、俺とルド＝ルウをにらみつけてから足早に立ち去っていってしまった。そのなよやかな背中を見送りつつ、ルド＝ルウは「にっひっひ」と笑う。

「ったく、二十にもなるってのにガキみてーなところがあるよな、ヴィナ姉は。あれじゃあ、嫁よめ入いりが遅おくれるわけだ」

「そんなことないよ。きちんと自分の気持ちに向き合おうとしてるんだから、立派じゃないか」

　俺のような朴ぼく念ねん仁じんがそのようなことを述べるのは分不相応であったが、それは正直な気持ちであった。

　シュミラルがジェノスを離はなれて、はや三ヶか月げつ。半年で戻もどるという約束の日まで、ちょうど半分ぐらいが過ぎ去ったことになる。あの誠実で心こころ優やさしい異国の友人は、いったい今いま頃ごろどのような気持ちでどのあたりを放ほう浪ろうしているのだろう。

　そんなことを考えながら、俺はみんなの待つかまどの間に戻ることにした。
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「今日も晩ばん餐さんをありがとうね。ありがたくいただいていくわ」

　その日の夜、レム＝ドムは日がとっぷりと暮れてからファの家にやってきた。その手には、彼女自身がこさえた木の盆ぼんに、本日の晩餐と火を灯ともした燭しよく台だいが載のせられている。

「ねえ、レム＝ドム。それほど離れていないとは言っても、夜の道を歩くのは危険だろう？　もうちょっと明るい内に来ることはできないのかい？」

「悪いわね。鍛錬をしていると、時間が過ぎるのも忘れてしまうのよ。なるべくあなたたちの晩餐を邪魔しないように気をつけるわ」

「いや、俺たちのことはどうでもいいんだけど……」

「こちらの心配はいらないわよ。ギバやムントにでも出くわしたら、木の上に逃げるから」

　にやりと不敵な笑えみを浮うかべつつ、レム＝ドムは優ゆう雅がに身をひるがえす。

「それじゃあ、また明日ね。アイ＝ファにもよろしく伝えておいてちょうだい」

　俺は溜息をつき、戸板を閉めた。けげんそうに首をもたげているギルルの頭をぽんぽんと叩たたいてから、晩餐の並べられた広間へと帰き還かんする。

「帰ったか。ご苦労であったな」

　上座に陣取ったアイ＝ファが、鷹おう揚ように語りかけてくる。自分の席につきながら、俺はそちらを見つめ返した。

「レム＝ドムが家を出て、もう七日だな。いったいいつまでこんな生活を続けるつもりなんだろう」

「知らん。レム＝ドムにはレム＝ドムの考えがあるのだろう。余人が口をはさむ問題ではない」

「そうは言っても、心配じゃないか。ディック＝ドムはレム＝ドムに劣らず強ごう情じようそうだし。どっちも折れなかったら、レム＝ドムは永久に家に戻ることができなくなっちまうんだぞ？」

「……女衆の身で狩人を志すというのは、そういうことだ。私とて、母には最後まで反対されていた」

　そのように言ってから、アイ＝ファはふっと物もの憂うげな目つきになる。

「それでも父は私を狩人として育てあげてくれたから、私のほうがレム＝ドムよりは恵めぐまれているのかもしれんが――何にせよ、この苦しみを乗のり越こえない限り、森辺で女衆が狩人を志すことはかなわぬのだ」

「バルシャなんかは、そういう苦しみとも無む縁えんであったみたいだけどな。まあ、マサラのことはよくわからないけど」

「森辺には森辺の習わしがあり、マサラにはマサラの習わしがある。それを比べても詮せん無なきことであろう。……食事が冷めてしまうぞ、アスタよ」

「ああ、うん。そうだな」

　とはいえ、晩餐もすでに終わりに差しかかっていた。アイ＝ファのほうも、木皿はほとんど空になりかけている。

「今日の晩餐はどうだった？　ここしばらく試食ばかりさせて申し訳なかったから、腕によりをかけたつもりなんだけど」

　気を取り直してそのように問いかけると、何故なぜかしらじろりとにらまれてしまった。

「……私が不満げに食べているようにでも見えるのか、お前は？」

「いや、とても満足そうにしているなあとお見受けしておりますけれども」

「だったら、いちいちそのようなことを問うな」

　本日の献こん立だてはひさびさのハンバーグであったので、確かに野や暮ぼな質問であったかもしれない。

「それじゃあ、昨日までの試食に関してはどうだったのかな？　貴族のために考案した料理だったから、手放しで賞賛はできない気分だっただろう？」

「そのようなことはない。あれらの料理が晩餐で出されても、私が不満の声をあげることはないだろう」

「それでも、すべての料理が気に入ったわけではないんじゃないか？」

　俺の言葉に、アイ＝ファは可愛かわいらしく首を傾かしげる。

「そうだな……少なくとも、あの前菜や菓か子しとかいう料理は、あまり必要でないように思える」

「うん、生魚の前菜と甘あまい菓子はしかたないよな。リミ＝ルウなんかは、甘い菓子が大好きみたいだけど」

「あとは、ポイタンの料理だな。最初は何と奇き妙みような料理を作るのだと驚かされたものであったが……数日もすれば、とりたてて不満はなくなった」

　それは、前々から俺が開発を進めていた料理のことであった。ポイタンとフワノをブレンドさせて、さらにキミュスの卵まで加えることで、俺はこれまでとまったく異なるポイタンの食べ方を考案してみせたのである。せっかくなので、俺はその料理も城下町でお披ひ露ろ目めさせていただこうと目もく論ろんでいたのだった。

「肉の料理と汁物は、文句なく美味い。野菜の料理は……まあ、特別に嫌がる理由はない、といったところか」

　一いつ生しよう懸けん命めい考えながら、アイ＝ファはさらにそのように答えてくれた。

「総じて、美味かったのだ。ただ、肉の料理などはぎばかつ以上に手がこんでいて……何というか、あまり毎日は食べたくないように思える。森辺でも、宴か何かで供されるのが相応しいのではないのかな」

「そうだな。俺もあれらの料理をそのまま森辺で作る気持ちはなかったんだよ。作るとしたら、もっと森辺の民に喜ばれるような味に改良したいところだ」

「ならば、なおさら文句はない」

　そう言って、アイ＝ファは空になった木皿を敷しき物ものに置いた。この様子なら、歓迎会に参加するダリ＝サウティにも、ほどほどの満足感を与あたえることは可能であろうか。

　ともあれ、その日の晩餐は無事に終しゆう了りようした。使った食器を片付けながら、俺は「あ、そうだ」とさらに呼びかける。

「そういえば、例の件はどうだろう？　ドンダ＝ルウからは、なんとか了承をもらうことができたんだけど」

「……ジェノスを離れたいという、あの話か」

　同じように食器を片付けていたアイ＝ファが、闇やみ夜よの猫ねこのように目を光らせる。

「ドンダ＝ルウが了承したというのは、意外であったな。そのダバッグとやらにおもむいたら、二日間は戻れぬのであろう？」

「うん。ドンダ＝ルウも最初は渋しぶってたんだけど、レイナ＝ルウとリミ＝ルウが数日がかりで説得してくれたらしい。かまど番と同数の狩人を護衛としてつけるってことが、最低限の条件みたいだ」

　俺は、ダバッグにまでカロンの牧場を見物に行きたい、という提案をアイ＝ファとドンダ＝ルウにぶつけてみたのである。かまどの横に食器を重ねたアイ＝ファは、口をへの字にして俺の眼前に立ちはだかった。

「かまど番は、何名がその町に出向きたいと申し出ているのだ？　レイナ＝ルウとリミ＝ルウと、それにシーラ＝ルウもいたはずだな」

「ああ、それとアイ＝ファが了承してくれるようなら、ディン家にも相談しようと思ってる。だから合計で、五名だな」

「……休息の期間でもないのに、五名もの狩人を護衛につけることはかなうのか？」

「えーっとな、ジーダとバルシャは確定してるみたいだ。もともと森辺の民じゃないあの二人なら、ギバ狩りの仕事をおろそかにすることにもならないしな。それに、ジェノスの外から来たあの二人が一緒なら、旅の道連れとしても心強いだろう」

　日中にルウ家で聞いた話を思い出しながら、俺はそのように答えてみせる。

「あとはダン＝ルティムと、もうひとりルティムから出せるらしいよ。ほら、ダン＝ルティムと一緒に怪我をした見習いの狩人が、歓迎の宴でも護衛役をつとめることになってるだろう？　ダン＝ルティムもその見習い狩人もまだ療りよう養よう中の身だから、森辺を離れるのには都合がいいらしい」

「それはつまり、二人ともまだ手負いということではないか。手負いの人間に護衛をまかせるのか？」

「手負いでも、野や盗とうなんかは森辺の狩人の相手にはならないってことなんじゃないのかな。そもそもそれは、ドンダ＝ルウがじきじきに決めた顔ぶれらしいしさ」

　アイ＝ファは腕を組み、不満そうに唇くちびるをとがらせた。

「それでも、まだ四名だ。かまど番の数には一名足りていない」

「うん。ドンダ＝ルウとしては、どうせアイ＝ファも同行するだろうって考えなんだと思うけど……やっぱり、アイ＝ファに二日間も狩人の仕事を休ませるのはまずいかな？」

「馬ば鹿かを抜かすな。お前ひとりを町の外に出してたまるか」

　アイ＝ファは、がりがりと頭をかきむしる。

「でも、アイ＝ファはそんなかまど番の都合で狩人の仕事を休むのは不本意なんだろう？」

「……私は狩人として、相応以上のギバを狩っている。休息の期間が明けてからはほぼ毎日一頭ずつのギバを狩っているし、昨日などは二頭を仕留めた」

「うん。すごい収しゆう穫かくだよな。二人しか家人のいないファの家では、五日に一頭を狩れば十分だって話だったわけだしさ」

　期待と不安をこめながら、俺はアイ＝ファを見つめ返す。

　アイ＝ファはもう一度盛大に唇をとがらせてから、言った。

「そんなにダバッグとやらへおもむくという行こう為いは、お前にとって重要なのか？　私には、その一点が理解できぬのだ」

「重要だとは思う。今後もそうそうカロンの肉を使うことはないかもしれないけれど、乳や乳にゆう脂しや乾かん酪らくなんかは食材として重要だし、俺だけじゃなくレイナ＝ルウたちにとってもいい経験になると思うんだ」

　それに、もしもこの願いがかなえられた場合は、ミケルやマイムとも同行することができるのである。ミケルがともにあるならば、さぞかし有意義な旅になることだろう。

　また、ジェノスから最も近いダバッグではどのような食文化が育はぐくまれているのか、森辺の民はどのように思われているのか、ギバの燻製肉や腸ちよう詰づめ肉はそちらで商品たりえるのか、ということもリサーチすることができる。決して、俺のささやかな好こう奇き心しんを満たすことだけが目的ではないのだ。そうでなくては、あのドンダ＝ルウが愛する娘たちをジェノスの外に出すことなど、決して許さなかっただろう。

「ならば……」と、アイ＝ファが不本意そうな声をあげる。

「……私も了承しよう」

「本当か？　ってことは、アイ＝ファも同行してくれるんだよな？」

「当たり前だ」

「やった！　ありがとう、アイ＝ファ。恩に着るよ！」

　アイ＝ファは唇をとがらせるのをやめて、不思議そうに俺を見た。

「そんなに嬉うれしいのか、お前は？」

「それはそうだろう。正直、半分がたは断られると思ってたし！　……それに、みんなと一緒に一泊ぱく旅行なんて夢想だにしてなかったからさ。あくまで仕事のためとはいえ、素す直なおに嬉しいよ」

　アイ＝ファは、強く眉まゆ根ねを寄せた。

　で、いきなり両手で俺の頭をわしづかみにしてくる。

「何だか卑ひ怯きようだぞ、アスタ」

「ひ、卑怯？　いったい何の話だよ？」

　アイ＝ファの顔が迫り寄ってきて、なおかつ頭をぐしゃぐしゃにかき回されてしまう。

「幼子のように不安そうな顔をしたり、そうかと思えばそのように可愛らしい顔をしたり――」

「か、可愛らしい？　俺が？」

「とにかく卑怯だ。腹が立つ」

「いてててて！　家長、力加減を！」

「やかましい」と言い捨ててから、アイ＝ファは俺の頭を解放してくれた。

　ほっとしたのも束つかの間ま――今度はその狩人としての膂りよ力りよくを秘めたほっそりとした腕が、力まかせに俺の胴どう体たいを締しめ上あげてくる。

「ぐわーっ」と叫さけんでも、その腕は離れない。本気であばら骨をへし折られる危機感が、俺おれの脊せき髄ずいから脳天まで走はしり抜けていった。

「……お前が気に病やんでいなくてよかった」

「うぐががが……え？　何か言ったか？」

「ポルアースの連れてきたシムの娘むすめにおかしな話を聞かされた日、お前はとても苦しげな目をしていた。その陰かげりが心に残っていなくてよかったと言っているのだ」

　シムの娘――占星師アリシュナのことである。

　いくぶん力のゆるめられたアイ＝ファの腕に半ば身体を支えられつつ、俺は「大だい丈じよう夫ぶだよ」と答えてみせた。

「もともとわかりきっていたことを再さい確かく認にんさせられただけだし、何も気にしちゃいないよ。そういえば、《銀の壺つぼ》の占星師にも『星が見えない』とか言われたこともあったしな」

「シムの占うらないなど、知ったことではない。お前はこうして私の前に存在している。それがすべてだ」

　アイ＝ファの甘い香かおりのする髪が、俺の頬ほおにすりつけられてきた。

「お前も同じように考えてくれていると、私は信じている」

「ああ。その信頼を裏切ったりはしないよ」

　俺は、そんなに苦しげな顔をしてしまっていたのだろうか。

　だったら、アイ＝ファに心配をかけてしまったことを反省しよう、と思う。

「それに比べたら、お前の我わが儘ままに振り回まわされることなど、些さ細さいなことだ。……しかし、そのように思わせるお前は卑怯だ、アスタ」

「わかったよ。でも、これ以上俺のあばらを痛めつけないでくれよ？」

「……ふん」

　アイ＝ファはぎゅうっと俺の身体をしめつけてくる。

　少しばかりあばらが軋きしんだが、その痛みまでもが、俺には幸福に感じられたのだった。
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第四章★★★歓迎の宴
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　藍あいの月の十日――歓迎の宴の当日である。

　屋台の休業日であるその日、俺たちは中天ジャストに城下町の城門に到とう着ちやくできるように、森辺を出立した。ずいぶん早い出立となってしまったが、これは貴族を相手にする食事会であるのだから、決して遅ち延えんは許されぬと思い、十分にゆとりをもってスケジュールを組ませていただいたのだった。

　何せ本日は、二十三名分の料理を作製しなければならないのだ。前回の親しん睦ぼくの食事会では十三名分であったので、ちょうど十名分増しの分量となる。なおかつ、一人につき六種の料理をこしらえなければならないので、なかなか大変な作業であるのだ。

　それに備えて、前回は四名であったかまど番を七名に増員した。が、かまど番が増えれば、その分の食事も準備しなければならなくなる。四名の護衛役の分まで合わせると、総勢で三十四名分だ。さらにさらに、ヴァルカスたちに味見をさせる分まで考こう慮りよすると、その分まで多くの分量を作らなくてはならないのだった。

「お待ちしておりました。こちらの車にどうぞ」

　城門で待ちかまえていた武官の案内で、ダレイム伯はく爵しやく家けのトトス車に乗りかえる。荷物はギバ肉とポイタン粉と、あとはせいぜい俺の調理刀ぐらいしかないので、実にささやかなものだ。

「うむ！　城下町に踏ふみ入るのも、かれこれ三ヶ月ぶりか！」

　護衛役の筆頭たるダン＝ルティムは車に乗り込むなり、馬鹿でかい声でそう言った。サイクレウスとの会談の日からはもうそれほどの日が経っているのかと、俺は何だか感かん慨がい深ぶかくなってしまう。

　ちなみに、護衛役の一人はサウティの男衆で、それはダリ＝サウティとともにやってくるので、現在の総勢は十名である。かまど番は、俺、レイナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、リミ＝ルウ、トゥール＝ディン、アマ・ミン＝ルティム、モルン＝ルティム。護衛役は、アイ＝ファ、ダン＝ルティム、ディム＝ルティム。――このディム＝ルティムという少年だけが、俺にとっては初顔合わせであった。

「何を硬い顔をしているのだ、ディム＝ルティムよ？　べつだん貴族たちと刀を交えに出向くわけではないのだから、そこまで気を張る必要はないのだぞ？」

　と、そのディム＝ルティムに向かって、ダン＝ルティムが豪ごう快かいに笑いかける。ディム＝ルティムは、確かに硬こう質しつ的な眼まな差ざしで、しきりに周囲の様子をうかがっているように見えた。

「しかし、相手は何を考えているかもわからない貴族たちです。俺たちは、万ばん事じに備える必要があるのではないでしょうか？」

「その通りだ。だからこそ、そのように気張っていては身がもたん。いつ何が起きても十全に立ち向かえるように、自然体でかまえていればよいのだ」

「はい」とうなずきながらも、やはりディム＝ルティムの表情は硬い。いまだ十三歳さいの、小こ柄がらな少年である。ルド＝ルウなどよりもほっそりしているし、顔つきなどは実に子供っぽかった。

　彼かれはどうやらふた月ほど前にギバの突とつ進しんをくらって、何本もの肋ろつ骨こつをへし折られてしまったらしい。半月ほど前にようやくまともに動けるようになり、現在は狩人かりうどとしての力を取とり戻すために修練の最中であるのだという話であった。

　ダン＝ルティムはダン＝ルティムで元気いっぱいだが、相変わらず杖つえは手放せずにいる。そう考えると、足首を脱だつ臼きゆうして筋を痛めてしまったというダン＝ルティムのほうが、肋骨を何本もへし折られたディム＝ルティムよりも深手であった、ということになるのだろうか。

「お待たせいたしました。トゥラン伯はく爵しやく邸ていでございます」

　半刻の後、車の扉とびらが外から開かれる。俺にとっては、五度目の来訪だ。煉れん瓦が造づくりのこの巨大な建物も、ずいぶん目に馴染んできてしまった。

「トゥラン伯爵邸にようこそ……まずは浴堂にご案内いたします……」

　半月前と同じように、シフォン＝チェルが俺たちを出で迎むかえてくれる。七名のかまど番と、そしてまたリミ＝ルウに引きずられたアイ＝ファだけが身を清め、いざ厨くりやへと移動した。

　厨の前には、本日も二名の武官が立ちはだかっている。せっかく身を清めたということで、今回はアイ＝ファも厨の内側で護衛の任を果たすことになった。ダン＝ルティムとディム＝ルティムは、武官たちとともに扉の外で居残りだ。

　武官の手によって扉が開かれると、とたんに熱気と香こう草そうの香りが俺たちを包み込んできた。

「ヴァルカスたちは、もう調理を始められているのですか？」

「はい……ヴァルカス様は、夜明けと同時に厨へといらっしゃいました……」

　ヴァルカスは、丸一日をかけて料理を準備するつもりであるらしい。気持ちを引ひき締めなおしつつ、俺が厨へと足を踏み込むと、ヴァルカスと二名の調理助手が、厨の一番奥おくで忙しそうに立ち働いているのが見えた。

（たった三人しかいないのか。そりゃあ、時間もかかるわけだ）

　俺たちは一番手前の作業台に荷物を置き、まずは挨あい拶さつをとそちらに近づいていく。

「お忙しいところをすみません。本日はよろしくお願いいたします、ヴァルカス」

　かまどの前で鍋なべを煮に立たてていたヴァルカスが、目だけで俺を見返してくる。本日も長なが袖そでの白装束、そして目鼻と口にだけ穴の空いた覆ふく面めん姿だ。

　呆あきれたことに、二名の調理助手もまったく同じコスチュームである。ただし、その内の一人はレイナ＝ルウのように小柄で、もう一人はシム人のように長身であったので、何とかヴァルカスを見み間ま違ちがえずには済んだ。

「よろしくお願いいたします、アスタ殿どの。……そちらはずいぶん大人数なのですね」

「はい、そちらは三名なのですね」

「いえ、もう一名は燻くん製せい室で火の加減を見ています。……タートゥマイ、時間は？」

「は、まもなく半刻となります」

　長身のほうの白覆面が、妙みようにしわがれた声で答える。

「では、わたしも燻製室に出向きます。シリィ＝ロウ、こちらで火の加減を」

　小柄なほうの白覆面は、無言のままこちらに近づいてくる。小柄なだけでなくずいぶんほっそりしているので、こちらは女性なのかもしれなかった。

「申し訳ありませんが、わたしは失礼いたします。……アスタ殿は、あちらの作業台をお使いでしょうか？」

「はい、そのつもりです」

「それがよろしいでしょう。おたがいの香こう気きに邪魔されぬよう、なるべく離れた場所で調理をするべきと、わたしも考えておりました」

　そのように言い捨てて、ヴァルカスは足早に立ち去っていく。けんもほろろといった様子である。

　しかし、それだけ真しん剣けんに作業に取り組んでいるということなのだろう。俺たちはタートゥマイやシリィ＝ロウなる調理助手たちに会え釈しやくをしてから、自分たちの作業場に戻ることにした。

「それじゃあ、俺たちもさっそく準備を始めよう。まずは食材の確保だね」

　必要な食材は事前に伝えてあったので、それらはすべて食料庫にきっちり取りそろえられていた。野菜もなるべく新しん鮮せんそうなものを選び、七名で手分けをして運うん搬ぱんする。

　食材がそろったら、まずは野菜を切る作業だ。調理の手順は、もちろんこの数日間できっちり整えていた。

「話には聞いていましたが、実に珍ちん妙みような姿ですね。顔のわからない人間というのは、いささか不気味です」

　担当のアリアを刻みながら、アマ・ミン＝ルティムがこっそり呼びかけてくる。彼かの女じよは初めての城下町であったのだが、物もの怖おじしている様子は微み塵じんもない。

「でも、料理の腕前はとてつもないのでしょう？　美味か否いなかを判ずるのは難しいという話でしたが、とても興味をひかれます」

　その反対側でチャッチの皮を剥むいていたモルン＝ルティムも、目を輝かがやかせながらそのように発言した。トトス車に乗っていたときはリミ＝ルウと一緒にはしゃいでいた彼女も、普段通りの朗ほがらかな笑顔であった。

　どちらかというと、かつてヴァルカスの料理で心を揺ゆらされたレイナ＝ルウとトゥール＝ディンのほうが、いささか表情は硬いかもしれない。いっぽうリミ＝ルウなどは、ルティム家の二名に負けない無む邪じや気きさで、鼻歌まじりにネェノンを刻んでいる。

　真剣きわまりないレイナ＝ルウたちも、平常心のリミ＝ルウたちも、俺にとっては心強い存在だ。そんな風に思う俺自身は、ほどよい緊きん張ちよう感を維い持じしながらも、いつも通りに手を進めることができた。

（あっちも、とりたてて奇妙な調理はしていないみたいだな）

　シリィ＝ロウと呼ばれた小柄な人物は、ヴァルカスにまかされた鉄てつ鍋なべを攪かく拌はんしつつ、ときおりかまどに薪まきを追加している。タートゥマイと呼ばれた長身の人物は、ずっと作業台に向かって野菜を刻み続けている。ヴァルカスの向かった燻製室では、何かを燻製にしているのか。あるいは火を使う別の作業に取り組んでいるのか。俺としては、それらの料理を味見させていただく瞬しゆん間かんが、いまから楽しみでならなかった。




　やがて厨の扉が外から叩かれたのは、作業を開始してから一時間ほどが経過して、いよいよかまどに火を入れようかと準備を始めたタイミングであった。

「アスタよ、何やらお前さんを知る娘御が、面会を求めているようだぞ！　手が空いているならば、こちらに姿を見せるがいい！」

　武官ではなくダン＝ルティムの大声が、分厚い扉ごしに聞こえてくる。俺はかまどの準備をシーラ＝ルウに託たくし、アイ＝ファとともに扉へと向かった。

「やあ、アスタ！　忙しいところを邪じや魔ましちゃってごめんね？」

「あれ、ディアル？　どうして君が、こんなところにいるんだい？」

　それはジャガルの鉄具屋の娘、ディアルであった。

　かつてこの屋や敷しきで出会ったときのように、青地の清せい楚そなドレスを纏まとい、短い髪かみには飾かざり物をつけている。背後には、普ふ段だん通りの格好をしたラービスも控ひかえていた。

「えへへー。実はね、今日の歓迎の宴には、僕ぼくも参席するんだよ。というか、何とか招待してもらえるように、あのダレイムの第二子息に頼たのみ込んだんだけどね！」

「へえ、そうだったのか。ここ十日ばかりはポルアースとも顔をあわせていなかったから、全然知らなかったよ」

「うん、僕もそんな風に聞いたから、挨拶に来たんだよ。アスタの料理は食べられるし、バナームの貴族とは縁えんを持つことができるし、こんな機会を見み逃のがす手はないと思ってさ」

　そう言って、ディアルはにこーっと屈くつ託たくなく笑った。ドレス姿はもちろんのこと、髪飾りをつけて少しおでこをあらわにすると、格段に女の子らしく見えてしまうディアルである。

「バナームの人たちにも、商売を持ちかけようっていう目もく論ろ見みかい？　……だけど、ディアルも貴族は苦手なんだろう？」

　後半部分は囁ささやき声で伝えると、ディアルも武官たちの耳をはばかって口を寄せてきた。

「苦手っていうか、嫌きらいだよ。でも、仕事は仕事できっちり果たさないと、あとで父さんに何を言われるかわからないからさ」

「そっか。それじゃあ、商売の成功を祈いのっておくよ。あとで料理の感想を聞かせてくれたら嬉しいな」

「あったり前じゃん。期待してるよー？」

　笑いながら、ディアルが俺の胸を小こ突づいてくる。

　それから彼女は、俺のかたわらに立ちはだかるアイ＝ファのほうへと視線を転じた。

「あー、今のは殴なぐったわけじゃないからね？　そんなおっかない目でにらみつけないでよ」

「……それぐらいのことは、見ていればわかる」

　そう言い捨てて、アイ＝ファは横目で俺のほうまでにらみつけてくる。家族ならぬ男女はみだりに触ふれ合あうべからずという森辺の習わしには、人一倍厳しいアイ＝ファなのである。

「ずいぶん元気のよい娘御だな。お前さんは、ジャガルの姫ひめ君ぎみか何かなのか？」

　と、いいタイミングでダン＝ルティムが口をはさんできてくれた。ディアルはそちらを振り返り、にこりと笑う。

「僕はそんな、たいそうなもんじゃないよ。ジャガルの鉄具屋グランナルの娘で、ディアルという者さ。あなたは森辺の狩人だね、大きなお人」

「うむ。俺は森辺の民たみ、ルティム本家の先代家長ダン＝ルティムという者だ。ジャガルの人間というのは、町の連中と同じぐらいには森辺の民を忌き避ひしていると聞いていたのだがな」

「あー、僕もアスタと知り合うまでは、森辺の民にそんなにいい印象は持ってなかったんだけどね。でも、あなたたちがジャガルを捨てたのはもう八十年も昔のことなんだし、今さらそんなことを理由にぎゃあぎゃあ言うのもおかしいのかなって思おもいなおしてさ」

「なるほどな。まあ俺も、アスタの料理を口にするまでは色々とやかましいことを言ってしまっていたから、それと同じようなものか」

　俺にとっては以前からつきあいのある両者がこのように気安く口をきいているのが、何やら奇妙な気分であった。しかし、どちらも明朗かつ真まっ直すぐな気き性しようをしているので、意外に相あい性しようは悪くないようだ。

「ところで、ディアルはどうしてこんなに早い時間からやってきたんだい？　まだようやく二の刻を越えたぐらいの刻限だろう？」
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「ん、ああ、まあね。……ちょっと、リフレイアにも挨拶をしておこうかなって思ってさ」

　と、ディアルは気まずそうに小さな鼻の頭をかく。

「アスタには謝あやまることができたから、リフレイアにも謝っておかないと筋が通らないじゃん？　そっちのあんたが前に言ってた通り、僕はアスタに肩かた入いれしてた部分があったわけだし……けっきょく僕って、どっちつかずのまま両方に不義理をはたらいてたようなもんなんだよね」

「お前は、まだそのようなことを思い悩んでいたのか。存外に胆きもの据すわっていない娘なのだな」

　いくぶん表情を改めて、アイ＝ファがそのように応じた。

「お前は罪人の告発に力を添そえただけなのだ。罪を見過ごしていたことを恥はじるならまだしも、罪人に謝罪を申し入れようとする心情は理解できん」

「うるさいなー。こっちにも色々と事情があるんだよ」

　ディアルはかつて、リフレイアのことはあまり嫌いになれないのだと述べていた。俺の救助が行われたあの夜には、そんなリフレイアを騙だまし討うちにする格好になったのだから、色々と収まりのつかない感情もあるのだろう。

「ま、いいや。僕が勝手にやることなんだから、放っておいてよ。それじゃあね、アスタ。晩餐を楽しみにしてるから！」

「うん、わざわざありがとう」

　案内役のシフォン＝チェルとともに、ディアルとラービスは立ち去っていった。それらの背中を見送りながら、ダン＝ルティムは「ふうむ」と顎あご髭ひげを撫なでている。

「まったく今さらの話なのだろうが、あのように小こ綺ぎ麗れいな姿をした娘御が森辺の狩人を恐おそれないというのは、なかなか感慨深いものだな」

「そうですか。まあ彼女は、アイ＝ファやルド＝ルウなんかとはさんざん顔をあわせていますしね」

「そうか。俺などはもう何年も町の連中とは口をきいていなかったので、実に新鮮に感じられる。だから、女衆らにどれほど町の様子が変わったのかを聞かされても、今ひとつ実感することがかなわなかったのだ」

　森辺の狩人はなるべく町の人々を怯おびえさせないようにと、必要最低限しか町に下りないよう心がけているのである。それでもルド＝ルウたちなどは護衛役として頻ひん繁ぱんに出向いてきていたが、ダン＝ルティムはサイクレウスとの会談の日ぐらいしか町に下りる機会がなかったのだろう。

（だから男衆の大半はダン＝ルティムと同じように、宿場町の様子を話で聞いているばかりなんだよな。それじゃあ本当の相そう互ご理解なんて、なおさら難しいんじゃないだろうか）

　それはずっと以前から、俺の胸中にわだかまっていた懸け念ねんの一つであった。

　しかし、今はそのようなことに思い悩なやんでいる場合ではない。俺とアイ＝ファはダン＝ルティムに別れを告げて、厨に帰還した。

「ずいぶん遅おそかったねー、アスタ。待ちきれないから、汁しる物もの料理は作り始めちゃったよ？」

　かまどでは、シーラ＝ルウではなくリミ＝ルウが鉄鍋を攪拌してくれていた。そちらに向かって、俺は「ごめんごめん」と笑いかけてみせる。

「リミ＝ルウが代わってくれたんだね。出汁だしのほうは大だい丈じよう夫ぶかな？」

「うん、レイナ姉たちがやってくれたー」

　鉄鍋に投じられた野菜や茸きのこやギバ肉が、干し魚の出汁でぐつぐつと煮に込こまれている。レイナ＝ルウたちが仕切ってくれていたのならば、問題はないだろう。

「それじゃあそいつを煮込んでいる間に、ポイタン料理の仕込みだね。火の番はリミ＝ルウとアマ・ミン＝ルティムでお願いします」

　元気に返事をしてくる両名にまた笑いかけてから、俺は作業台に向かった。

　本日のポイタン料理には、なかなか手間がかかるのである。持参してきたポイタン粉に、食料庫から調達したフワノ粉、そして山のようなキミュスの卵を前に、俺は計量用の杯さかずきを取り上げる。これはまず、正確な分量で作ることが生命線であるのだった。

「この料理は毎日家族に試食品を食べさせる羽目になっちゃったけど、ルウ家での評判はいかがなものかな？」

「はい。これは面おも白しろいぐらい、意見が分かれましたね。どちらかというと、男衆は嫌いやがる人間が多く、女衆は好む人間が多かったように思います」

　キミュスの卵を割りながら、レイナ＝ルウがそのように答えてくれた。

「そんな中で、ルドなんかはたいそう気に入ったようでしたし、ミーア・レイ母さんは普ふ通つうの焼いたポイタンのほうを好む様子でした。あ、あと、サティ・レイもずいぶん喜んでいましたね」

「サティ・レイ＝ルウか。彼女は、お好み焼きも好物だったよね」

「はい。きっとサティ・レイは、ポイタン自体が好きなのでしょう。煮込んでどろどろに溶とけ崩くずれたポイタンを除いては、ですが」

　そこでレイナ＝ルウは、本日初めての笑え顔がおを見せてくれた。

「だから、ここ数日の晩餐では、普通に焼いたポイタンも準備していました。そうしたら、不満の声をあげる人間はいなくなりましたので……この料理が気に食わないというよりは、焼きポイタンを食べられないことに不満を抱いだいていた、ということなのでしょう」

「ああ、なるほど。これは焼きポイタンとはまったく食べ心ごこ地ちが異なる料理だからね」

「そうですね。……それに、ジバ婆ばあはこの料理をとても喜んでいました。汁しるでふやかした焼きポイタンよりは、よほど美味なのでしょう」

　それは、何よりの朗報であった。確かにこれは焼きポイタンよりもずいぶんやわらかい料理なので、ちょっと手を加えればジバ婆さん向きの料理にもなるのだろう。

　そして頑がん固こな男衆も、これが焼きポイタンの代わりかと思うと納なつ得とくいかないが、別の料理として食べる分には、不満がないらしい。焼きポイタンとて、この数すうヶか月げつで俺が森辺に普ふ及きゆうさせた食べ方であるのに、すっかり食しよく卓たくに欠かせぬ存在となりおおせたようだった。

「何はともあれ、苦労して開発した甲斐かいがあったよ。こいつはいずれ、宿場町でもお披露目したいところだね」

「ええ。この料理は、ぎばかれーと同じぐらいの驚おどろきを得られるかもしれません。少なくとも、わたしはそれぐらい驚かされました」

　そんな風に言葉を交かわしつつ、着々と準備を進めていく。ヴァルカス陣じん営えいのほうも、それは同様のようであった。

　だけどあちらは、本当に助手は助手でしかないらしい。何をやるにもヴァルカスの指示を仰あおいでいるようだし、ヴァルカスは助手の倍以上もあちこち駆かけ回っている。そして、第三の助手とやらはいっこうに燻製室から戻ってこない。そちらにも、ヴァルカスは頻繁に足を向けている様子であった。

　そうして俺たちが作業を開始してから、およそ四時間後――厨の扉が、再び外から叩かれた。

　ダン＝ルティムの呼び声に応じて出向いてみると、そこに待ちかまえていたのはポルアースとアリシュナである。

「やあ、お疲つかれさまだね、アスタ殿。調理のほうは順調かな？」

「はい。今のところは、とりたてて問題ありません。約束の刻限までには仕上げてみせます」

「そうかそうか、そいつは何よりだ。……ただ、こちらのほうは問題が生じてしまってね。どうもバナームの方々は、到着が大おお幅はばに遅おくれてしまいそうなのだよ」

「え、そうなのですか？」

「うん。何でも道の途と中ちゆうで毒虫の大群に襲おそわれてしまい、トトスを何頭か失ってしまったらしいんだ。人間に被ひ害がいはなかったようなんだけど、トトスが足りなければ荷を引くこともできないからねえ」

　トトスで二日という短めの旅程でも、そんなアクシデントが生じてしまうことがあるのか。いずれダバッグにおもむこうと計画している俺たちには、聞き捨てならない話であった。

「いや、彼らもきちんと毒虫には備えていたはずだから、こいつはよっぽどの不運だったのだよ。毒虫なんて、日中にはそうそう出るものでもないんだしさ。……それでね。けっきょく従者の何名かが手前の町まで引き返して新しいトトスを調達したらしいけど、半日近くをそれで潰つぶすことになってしまったんだ。本来であれば今日の中天には到着していた予定であったのに、日にち没ぼつぎりぎりになってしまいそうなのだよ」

「そうですか。それは大変なお話ですね」

「うん。だからね、旅装を解く時間なども考慮に入れて、晩ばん餐さんは日没の一刻後ということにしてほしいんだ。急な話で悪いけれども、こちらもついさきほど使者から連れん絡らくを受けたばかりだからさ」

「ええ、こちらはいっこうにかまいませんよ。……でも、日が沈しずんだら日時計を使えなくなりますよね。一刻の時間は、どのようにして計ればよいのでしょう？」

「うん？　ああ、アスタ殿たちは日時計しか持っていなかったのだったね。こういうときは、砂時計を使うのだよ。ヴァルカス殿だって、調理用に準備しているのじゃないのかな」

　なるほど、そういえばあちらの作業台には何やら見覚えのない器具が色々と置かれていたような気がしなくもない。砂時計が存在するならば、俺もキッチンタイマーとして是ぜ非ひとも購こう入にゆうさせていただきたいところであった。

「それでね、申し訳ないけれども、ヴァルカス殿にもこの件を伝えておいてもらえないかな？　彼は調理の途中で厨の外に呼び出そうとすると、とんでもなくへそを曲げてしまうという評判なのだよ」

「承うけたまわりました。伝えておきます」

「あとね、アリシュナ殿から、アスタ殿に伝えたいことがあるそうだよ」

　俺は、ポルアースのかたわらに視線を移動させた。深々とかぶっていたフードをゆっくりと払はらいのけ、アリシュナが黒い面をあらわにする。

「どうも、おひさしぶりです。いったいどのようなご用件でしょうか？」

　アリシュナは、感情の読めない瞳ひとみでじっと俺の顔を見つめ返してきた。やはり身長は俺よりも少しだけ低いようだ。ちょうどアイ＝ファと同じぐらいかもしれない。

「……私、お詫わび、申し上げに来ました」

「お詫び？　俺にですか？」

「はい。……私、願われてもいないのに、星、語ってしまいました。迂う闊かつだった、思います」

　そのように述べながら、アリシュナの面は完全無欠に無表情である。低くて透すき通とおったその声こわ音ねからも、感情を読み取ることはできそうになかった。

「私の祖父、藩はん主しゆの星、読み解いたため、シムを追放されました。人にとって、運命を知る、恐ろしいものです。……私、星を読み解き、しませんでしたが、とても特別なあなたの存在、語ってしまいました。とても迂闊だった、思います」

「ああ、そのことですか。……いえ、そんなにお気になさらないでください。少しびっくりしただけで、あなたにおかしな気持ちを抱いたりはしていませんから」

　俺のかたわらにはアイ＝ファがいる。だから俺は、ことさら明るい声でそのように答えてみせた。

　しかし、アリシュナの無表情に変わりはない。

「……私、憎にくんでいませんか？」

「憎むなんて、とんでもない！　星読みの力とはすごいものなのだなあと感心させられたばかりです」

「……あなた、とても傷ついたのに、私、責めないのですね」

　と、無表情のまま、アリシュナは目を伏ふせてしまう。

「自分の迂闊さ、余計、苦しく思います。心より、謝罪、申し上げます」

「で、ですからそんな、お気になさらないでください。本当に大丈夫ですから」

「まあ、御ご祖そ父ふの一件もあったから、アリシュナ殿にしてみても気にしないわけにはいかなかったのだろう。君が寛かん容ような人間でよかったよ、アスタ殿」

　とりなすように、ポルアースが口をはさんでくる。

「かくいう僕も、託たく宣せんの類たぐいには疎うといタチでね。申し訳ないが、自分の行く末を他者に読み解いてもらおうとは思えない。君のそのわざは、それを求める人間にこそ見せつけてあげるべきだと思うよ、アリシュナ殿」

「はい。反省、深くしています」

「ならば、これで手打ちだね！　いやあ、君たちを引き合わせたのは他ならぬこの僕なのだから、大事に至らなくてよかったよ」

　笑顔でそのように言ってから、ポルアースはふっと横合いに視線を転じた。つられてそちらを見やってみると、ダン＝ルティムが実に興味深そうな目つきで俺たちのやりとりを見守っていた。

「ええと、何か僕にご用事なのかな、森辺よりの客人よ？」

「いや、ずいぶん気安い口をきく貴族もいるものだなと感心していたばかりだ。……お前さんは、貴族なのだろう？」

「ええ、僕はダレイム伯爵家の第二子息で、ポルアースというものです」

「ああ、お前さんがポルアースか！　それならば、アスタを救う際に一役買ってくれたという貴族ではないか！」

　大きな声で言ってから、ダン＝ルティムは破顔した。

「俺はルティム本家の先代家長、ダン＝ルティムという者だ。アスタは俺にとってかけがえのない友なのでな。お前さんにはいつか礼を述べねばと思っていたのだぞ、ポルアースよ！」

「それはそれは、恐きよう縮しゆくです。しかし、トゥラン伯爵家の前当主をのさばらせていたのは、ジェノスのすべての貴族の罪でありますからね。礼を言われるには及およびませんよ」

　なんと今度は、ダン＝ルティムとポルアースの邂かい逅こう劇であった。

　どちらも丸っこい体格をしてはいるが、かたや森辺でも屈くつ指しの狩人で、かたやジェノスの貴族である。せり出したお腹なか以外に共通点はどこにも見当たらない。

　しかし、そんな二人がにこにこと無邪気に微笑ほほえみ合っているさまは、何とはなしに見る者の心をなごませる効果があった。他の人間がどうだかは知らないが、少なくとも俺個人はそのように感じてしまっていた。

「あの……ちょっとよろしいでしょうか？」

　と、そこに新たな声が響ひびく。

　振ふり返かえると、扉の隙すき間まからレイナ＝ルウがおずおずと顔を覗のぞかせていた。

「お話の最中に、申し訳ありません。わたしはルウ本家の次姉で、レイナ＝ルウという者なのですが……」

「ああ、君がレイナ＝ルウか。先日は、サトゥラス伯爵家のリーハイム殿が、色々と失礼してしまったね」

　レイナ＝ルウに高価な首くび飾かざりを贈おくろうとしたリーハイムとちょっとした諍いさかいが起きてしまったのは、いまから半月ほど前のことである。それを取りなしてくれたのは、ジェノス侯こう爵しやく家のマルスタインとメルフリード、それにこのポルアースに他ならなかった。

　レイナ＝ルウは両手を前側で組み合わせて、深々と頭を下げている。

「わたしのほうこそ短たん慮りよを起こしてしまい、本当に申し訳ありませんでした。貴族の方々と森辺の民の絆きずなをお守りしてくださり、心から感謝しています」

「いやいや、あれはリーハイム殿のほうこそ、思し慮りよが欠けていたのだよ。ドンダ＝ルウ殿にも、そのようにお伝えしたはずだよね？」

「はい……それでもやっぱり、わたしが短慮であったことに変わりはありません。それで……今日は、あのリーハイムという御お方かたもいらっしゃるのですよね？」

「うん。彼も参席者として招かれているよ」

「それでしたら、晩ばん餐さん会かいの後にでも、わたしが謝罪する場を作っていただくことはかなわないでしょうか？」

　レイナ＝ルウは、真剣な面おも持もちでそう言いたてた。

　しかしポルアースは、「ふーむ」と首をひねっている。

「なるほど、そういう話か。……うん、君の心情はわかったよ。でも、あれはあくまでリーハイム殿のほうに非があったと判じられたからね。謝罪などは、不要だよ」

「ですが、わたしが謝罪すれば、あの御方の気持ちをいくばくかはお慰なぐさめできるのではないでしょうか？」

「それが、そうでもないんだよ」

　と、ポルアースはちょっと苦く笑しようっぽい表情を浮うかべた。

「下手に謝罪などしてしまうと、やっぱり自分は悪くなかったんだ、とリーハイム殿が騒さわぎだす恐れがあるのだよね。あの御ご仁じんは、下手に出る人間に対してはことさら居い丈たけ高だかになってしまう気性であられるからね」

「……わたしが謝罪などをしてしまうと、また余計な騒ぎが起きかねないということでしょうか？」

「うん、まさにその通り！　彼は彼で、あちこちから説教をくらった鬱うつ憤ぷんを発散したくてうずうずしてるだろうからさ。そこで君が頭を下げようものなら、ここぞとばかりに自分の正しさを主張しようとしてくるんじゃないのかな」

　それはなかなかに、幼児的な反応だと言わざるを得ないところであった。

　レイナ＝ルウも「はあ」と不ふ明めい瞭りような面持ちになってしまっている。

「だからまあ、一番穏おん便びんに話を収めるには、君とリーハイム殿が顔をあわせないことだと思うよ。君がどのような態度を取ろうとも、リーハイム殿はそれを悪い風に受け取ってしまいそうだからね」

「そうですか……承知しました。あなたのお言葉に従おうと思います」

　そう言って、レイナ＝ルウは再び頭を下げた。

「今後は短慮な真ま似ねをしてしまわないように身をつつしみますので、どうぞご容よう赦しやください。……それでは、大事なお話の最中に失礼いたしました」

「いやいや、こちらこそだよ。ドンダ＝ルウ殿にも、よろしくね」

　レイナ＝ルウは扉の向こうに引き下がり、ポルアースはやれやれとばかりに息をついた。そして、その姿を見下ろしていたダン＝ルティムが「ふむ」とつるつるの頭を撫でさする。

「やはり、貴族といっても色々なのだな。そんな愉ゆ快かいな性しよう根ねをした貴族には、俺も近づかぬほうがよさそうだ」

「そうですねえ。彼が森辺の狩人を怒おこらせたらと思うと、僕もぞっとしてしまいますよ」

　そんな風に言ってから、ポルアースは「さて！」と俺に向きなおってきた。

「それでは、僕たちは失礼しようかな。……あ、それから、例の香草を使った料理についても、ヤンから聞きき及んでいるからね！　いずれアリシュナ殿をともなって、また宿場町まで出向かせていただくから、その節はよろしくお願いするよ？」

「了りよう解かいいたしました。こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　フードをかぶりなおしたアリシュナとともに、ポルアースは立ち去っていった。俺をふっと息をつき、それからアイ＝ファを振り返る。

「……あれが、占星師の娘ということだな」

　アイ＝ファは半分まぶたを閉ざし、アリシュナたちの消えていった方角を鋭するどくにらみすえていた。

「べつだん、悪い人間とは思わぬが……やはり私は、星読みなどというものに意味や価値を見み出いだすことはできん」

「ああ、そういえばアイ＝ファは、シュミラルのお仲間に『猫ねこの星』なんて言われてたっけ。まあ占いなんてものは、自分に都合のいい部分だけ聞いておけばいいと思うよ」

「ふん。運命とは、自らの力で切り開くものだ」

　不ふ機き嫌げんそうにアイ＝ファが言い捨てると、ダン＝ルティムがガハハと笑い声をあげた。

「東の民というのは心情を読みにくいものだが、あの娘むすめ御ごは心底から申し訳なさそうな様子をしていたではないか。何を言われたのかは知らんが、許してやっていいと思うぞ、俺おれは」

「はい。俺も彼女を責めようという気持ちは最初からありませんでした」

　なんとなく、ダン＝ルティムにそのように言ってもらえたのが、俺にはずいぶんと嬉うれしかった。陽気なジャガル人も寡か黙もくなシム人も、俺はどこか森辺の民と似た空気を感じてしまい、総じて好意的な印象を抱いてしまいがちなのである。いささかおかしな出会い方をしてしまったとはいえ、アリシュナとてその例外ではなかった。

「扉の前で突つっ立たっているだけの退たい屈くつな仕事と思っていたが、なかなか面白いものを見ることができた。こうしてみると、森辺の外にも色々と見るべきものは転がっているようだな」

「それは、本当にそうだと思いますよ。俺はとても楽しい気持ちで、日々の仕事を果たさせてもらっています」

「うむ！　俺も家長の座を受うけ渡わたしたことだし、休息の期間ぐらいは女衆の供で買い出しの仕事でも受け持ってやろうかと思えたぞ」

　それは素す晴ばらしい心境の変化だなと、俺には思えてならなかった。これまでは、せいぜいルド＝ルウぐらいしか宿場町に興味を持つ男衆は見当たらなかったのだ。この陽気で邪じや気きのないダン＝ルティムならば、町と森辺をつなぐ架かけ橋はしのような存在にもなりうるのではないだろうか。

　そんなことを考えながら、俺が再び厨に舞まい戻もどると、ちょうどヴァルカスも燻製室の扉から姿を現したところであった。

「ああ、ヴァルカス。ちょっとよろしいですか？」

　ポルアースからの伝言を伝えると、ヴァルカスは「そうですか」とくぐもった声で答えながら、緑色の目を細めた。

「しかし、日没の一刻後に宴うたげでは、我々が解放されるのもずいぶん遅い刻限になってしまいますね。……ならば、我々は先に食事を済ませてしまうべきではないでしょうか？　それだけの時間があれば、おたがいの料理を味見することも可能でありましょう」

「ああ、それはいいですね。空腹のままお客人の食べる様子を見守るのは、なかなかつらそうなところでありますし」

「では、そのように」

　それだけ言って、ヴァルカスはさっさと調理に戻ってしまう。

　しかし、最後に見せたその目つきは――覆面のせいでよくわからなかったものの、俺には楽しげに微笑んでいるようにも見えた。

　ヴァルカスも、俺の料理を楽しみにしてくれているのだろうか。俺としては、お客人たちの感想と同じかそれ以上に、ヴァルカスの評価が楽しみなところであった。

　そうしていささかのハプニングに見み舞まわれつつも、俺たちの作業は順調に進められていったのだった。
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　日没――下りの六の刻である。

　厨から一番近い別室で、俺たちはお客人よりもひと足早く食事をとらせていただくことになった。

　横長の大きな卓たくが二脚きやく並べられ、そこには十五名もの人々が座している。森辺のかまど番が七名、城下町のかまど番が四名、そしてサウティ家の男衆も合流して護衛役の狩人が四名という顔ぶれだ。過半数は森辺の民であるが、ヴァルカス陣営のほうに物怖じしている様子はない。

　肝かん心じんの料理は、隣となりの卓にずらりと並べられたまま、登場の時を待ちかまえている。品数が多い上に冷めると味の落ちてしまう料理も少なくなかったので、そのいくつかは蓋ふたがかぶせられて、炭の保温器で温められている状態にあった。

「厨では顔を隠かくしていましたので、いちおう名前だけでもご紹しよう介かいさせていただきましょう」

　本日もぼんやりとしていてつかみどころのない表情をしたヴァルカスが、穏おだやかな口調でそのように述べた。

「こちらが調理助手を取りまとめている、タートゥマイです」

　浅黒い肌はだをした長身の老人が、うっそりと頭を下げる。

　半分白くなった黒くろ髪かみを長くのばしており、首の後ろで束ねている。痩やせぎすで、細められた目は黒く、しわぶかい顔には感情というものが欠落してしまっている。肌の色は森辺の民にも負けないぐらい濃こい褐かつ色しよくをしているので、もしかしたら本当にシムの血が入っているのかもしれなかった。

「その隣が、シリィ＝ロウ」

　こちらは小柄で、ほっそりとした娘さんだ。

　褐色の長い髪はアップにまとめあげられており、瞳は鳶とび色いろで、肌は黄褐色。おそらくは純然たる西の民であろう。年ねん齢れいは俺と変わらないぐらいで、強い光をたたえた瞳が印象的だ。

「さらにその隣が、ボズル。いずれも《銀星堂》で厨を預かる、わたしの弟で子したちです」

　ほぼ一日燻製室にこもっていたこの人物は、ダン＝ルティムにも負けない大男であった。

　しかもこれは、南の民だろう。ごわごわとした褐色の髪と髭ひげに、ぎょろりと大きな緑色の目をしており、白い肌は日にやけてうっすらと赤みがかっている。かつての常連客であった建築屋のアルダスを思い出させる、厳いかつい風ふう貌ぼうだ。小柄な人間が多い南の民でも、ときおりこうした大男が存在するのである。

「では、せっかくの料理が冷めてしまう前に、味見をいたしましょう。あまり満足な量は準備できませんでしたが、ご容赦ください」

「ええ、ひと口ずつでも味見をさせていただければ十分です」

　森辺の民が食前の挨拶を終えるのを待ち、俺たちはさっそく料理を取り分けることにした。

　まずは、前菜だ。木皿に盛られた珍妙な料理を前に、ダン＝ルティムが「ふうむ！」と大きな声をあげる。

「これが、生きた魚を使った料理か！　まさかこのようなものを食べる日が来ようとは思ってもみなかったぞ！」

「ええ、お口に合えば幸いです」

　俺が準備したのは、イワナのような川魚のカルパッチョであった。

　湯通ししたロヒョイと生のアリアとともに、ドレッシングで和あえている。ドレッシングも、この料理のためにこしらえた特別仕立てだ。基本はママリア酢すとレテン油で、そこにピコの葉とミャームー、レモンのようなシールの果か汁じゆう、ぴりりと辛からいチットの実、そしてシム産のローリエのごとき香草を加えている。

　ロヒョイは俺の知るルッコラよりも苦みと辛みがきついので、湯通しすることでいくぶん食べやすい状態になっている。川魚の切り身も、半口サイズの薄うすい仕上がりだ。

　森辺では、もちろん肉を生食する風習など存在しない。ゆえに、これまで試食品を食べさせられてきたアイ＝ファやルウ家の人々も、嫌がりはしない代わりに嬉しがりもしなかった。この場で供するのも、実にささやかな分量である。

「ふむ、実に珍妙な味わいだ」

　ヴァルカス陣営の料理を待つ必要のない護衛役の面々は、そのささやかなる前菜をいずれもひと口でたいらげていた。日没とともにダリ＝サウティとやってきて、こちらに合流したサウティ家の男衆などは、眉まゆを八の字にして川魚を咀そ嚼しやくしている。

「こちらも、前菜は魚料理です」

　と、ヴァルカスじきじきに取り分けられた料理が、かまど番のもとにだけ回されてくる。

　その中身を見て、俺は目を丸くすることになった。手の平サイズの陶とう磁じの皿には、実につつましい料理がちょこんと載のせられていたのである。

「本来であれば、これは九つで一名分なのです。そちらは七名もいらっしゃったので、一つずつしかご用意することがかないませんでした」

「そうですか。いえ、まったく問題はありません」

　ただ、それは実に不可思議な料理であった。一センチ四方の薄い生き地じに、あんず色をしたペーストがちょんと載せられているばかりなのである。

　生地は、おそらくフワノを薄くのばして焼きあげたものなのだろう。厚みは一、二ミリぐらいしかありそうもない。ペーストは、魚料理と銘めい打うっているのだから魚肉のミンチなのであろうが――ぱっと見には、不ふ透とう明めいのジャムにしか見えない。何かこまかい種子のような粒つぶがまじっているし、つやつやと照てり輝いている。

「それでは、いただきます」

　無作法かもしれなかったが、俺は手づかみでその料理を食させていただいた。

　すると、そんなにちんまりとした料理であるにも拘かかわらず、ひと噛かみしただけで実に複雑な味と香かおりが口の中に広がった。

「……そちらの前菜も、生の魚であったのですね」

「はい。リリオネの魚をこまかく刻み、タウ油とレテンの油とアロウの果肉、それにサルファルの香こう草そうと一いつ緒しよに練りあげたものです。その下のフワノの生地には、カロンの乳にゆう脂しとパナムの蜜みつを練り込んでおりますね」

　リリオネというのは、俺が使用したのと同じくイワナのごとき川魚のことであろうか。それにサルファルというのは、きっとあのマスタードみたいな香草であるに違ちがいない。それほど辛みは強くないので、きっと水分は付加させずに使用しているのだろう。

　しかしそのマスタードみたいな香気は、しっかりと香りの核かくになっている。そこにタウ油の塩気とアロウの酸味が混じり込み、レテンの油はなめらかな食感を生み出しているのだ。

　そして、パリパリに焼きあげられたフワノの生地が心ここ地ち好よい。乳脂や蜜の風味も申し分なく、甘あまいパイ生地のような味わいと食感であった。

　が、その上にのせられているのは、生魚のペーストであるのだ。以前に味見をさせていただいた香草とカロン乳の焼き料理よりは、まだずいぶんとシンプルな味わいであったものの、やはり俺には思いつかない組み合わせであった。

「アスタ殿どのが前菜で生のリリオネを使うと聞き、わたしもこの料理を選ぶことにしたのです」

　ヴァルカスが、静かな声でそのように言った。

「バナームでも魚を食することはできないはずなので、おそらく魚料理は珍めずらしがられることでしょう。しかし、いかにカロンを生食する風習があったとしても、魚の生食に対してはいささか忌避の気持ちが出てしまうやもしれません。本来であれば、最初に食する前菜には熱を通した魚料理こそが相応ふさわしいかと思われます」

「え？　それでは何故なぜ、ヴァルカスはこの料理を前菜に選んだのですか？」

「ですからそれは、アスタ殿が生食の料理を選んだと聞き及んだからです。二人の料理人がともに生食の料理を供すれば、それがジェノスの流りゆう儀ぎなのかとバナームの人々を錯さく誤ごさせることがかなうかもしれないと判断いたしました」

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られてから、俺は「すみません」と頭を下げてみせた。

「謝罪には及びません。わたしはわたしの判断でそうしたまでです」

　俺の浅せん慮りよを責めるでもなく、なだめるでもなく、ただぼんやりと言葉を紡つむいでいく。やっぱり、腹の底の読めない御仁であった。

　で、俺の準備したカルパッチョのお味はいかがなものであったのだろう。いつの間にやら、ヴァルカスたちの皿はいずれも空になっていた。

「とても美味でした。いささかピコとチットの辛みがぶつかっているようにも感じられましたが、生の魚にここまで的確な味付けを為なすことのできる料理人は、ジェノスに存在しないかと思われます」

　が、ヴァルカスはもちろん、三名の調理助手たちも無表情のままである。

　なおかつ、こちらのかまど番たちも魚の生食には関心が薄いので、ヴァルカスの料理をどう評価すればいいのか判然としない様子だ。おたがいに、これ以上は語り合うこともなさそうであったので、早々に次の料理を出すことにした。

「おい、アスタよ。まさか最後まで、このようにちまちまと食べさせようというつもりではなかろうな？」

　と、ダン＝ルティムが不安げな声をあげてくる。

「はい、この後は何品かずつ、まとめてお出しするつもりです。……それでよろしいのですよね、ヴァルカス？」

「ええ、食べ方は各人におまかせいたします」

　ということで、まずは汁物料理とポイタン料理を取り分けることにした。おたがいの鉄てつ鍋なべの蓋が取り除かれ、さまざまな香こう気きが室内を満たしていく。

　こちらの汁物料理は、誰だれを驚かせることもなかった。しかし、ポイタン料理が配はい膳ぜんされると、「何だこれは？」というダン＝ルティムの声が響きわたった。

「まさか、こいつがポイタンなのか？　ちっともポイタンらしく見えんぞ、アスタよ！」

「はい、それはポイタンとフワノを混ぜたのち、キミュスの卵とレテンの油で練りあげたものです」

　ダン＝ルティムが驚くのも無理はない。アイ＝ファもルウ家の人々もレイナ＝ルウたちかまど番の面々も、とにかくこの料理を初めて目にした際には、誰もが驚きよう嘆たんすることになった。それは俺がひと月近くもかけてようよう完成させることができた、ポイタンとフワノのパスタであったのである。

　ポイタンもフワノも小麦粉と似てはいるが小麦粉そのものではない。具体的には、粘ねん性せいや膨ぼう張ちよう性をつかさどるグルテンの加減が、俺の知る小麦粉といささか異なっているように感じられたのだ。

　ポイタン粉は、そのまま焼きあげるとけっこうパサついてしまうし、水に混ぜるだけでは固形化もしない。フワノ粉は、なかなかもっちりと焼きあがる代わりに、粘性が強すぎるきらいがある。この二種の小麦粉もどきを何とかうまい具合いにブレンドさせて、麺めん状に仕立てあげることはできないものかと、俺はずっと四苦八苦していたのだった。

（本当は、そばやうどんを作りたかったんだけどな）

　しかしそれは、失敗に終わった。パスタよりも先にうどんに近いものを作り上げることはかなったのだが、森辺の民にそれを食する素養が欠けてしまっていたのである。

　もっともそれは、味に関してではない。なんと彼かれらは、「麺をすする」ということができなかったのだ。「これはいったいどうやって食すればよいのだ？」と、アイ＝ファなどは実に悲しげな面持ちで俺に問うてきたものであった。

　それで思い出したのだが、俺の故郷の知人でも、麺をすすれない人物が一人だけ存在した。中学校時代の、帰国子女のクラスメートである。

　彼はその年まで南米の何とかいう土地で暮らしており、麺めん類るいを食した経験がなかった。そんな彼をともなってラーメン屋に出向いたところ、アイ＝ファと同じ目つきで同じような言葉を口にしたのだった。

　そんな彼も、しばらくしたら麺のすすり方を習得することはできたが、森辺の民は彼よりも分が悪い。何せこちらは、箸はしを使う風習すら存在しなかったのだ。

　まあ箸に関しては、アイ＝ファなどは我が流りゆうなれど扱あつかうことはできたので、何とか苦労しながらもその日の晩餐を食することがかなった。しかし、森辺のみんなに箸の持ち方から麺のすすり方までを指南していくのは並なみ大たい抵ていの苦労ではないだろう。ドンダ＝ルウなどは途中で箸を投げ捨てて、つゆごと一気飲みにしてしまいそうだ。

　で、城下町での食文化についてはまだ把は握あくしきれていない部分があるが、少なくとも宿場町では森辺と同様に麺類を見かけたことはない。それではやっぱり、せっかくのうどんも商品たりえないだろう。だから俺は、最初のステップとしてスパゲッティタイプのパスタを供することにしたのである。

　パスタならば、麺をすすらずに食することができる。フォークのような食器は城下町にしか存在しないようであるが、木き匙さじに切り込みを入れれば代用品を準備することはできる。それでまずは「麺類を食べる」という風習を根付かせることはできないものかと、俺は画策したのだった。

　ポイタンとフワノの配合具合いさえつかめれば、パスタの作製自体に難しいところはない。ただ、そこそこの手間がかかるだけだ。二種の粉に卵と少量のレテンの油と塩を混ぜ合わせ、なめらかになるまでこねあげてから、水分を飛ばすために数時間寝ねかせる。あとは打ち粉をふって平たくのばし、さらに水分を飛ばしてから麺状に切り分ける。断面がべたつくようなら、もう一度打ち粉をふってもいい。これで立派な生パスタの完成だ。余った分は、そのまま干すだけで乾かん燥そうパスタに仕上げることもできる。

　今回は、その生パスタをクリームソースで提供することにした。具材は、ホウレンソウのごときナナールと、キャベツのごときティノ、ブナシメジのごときジャガルの茸――そして、ミケルから得た燻くん製せいの技術でこしらえた、ギバのバラ肉の厚切りベーコンだ。

　クリームソースは、塩とピコの葉、それに海草の出汁とナツメグのごとき香草で味を作っている。さらに後がけで、ギャマの乾かん酪らくを粉状にしたものを振りかける。バナームの人々はカロンの乳製品を扱っていると聞き及んでいたので、数あるメニューの中から、俺はこのクリームパスタをチョイスしたのだった。

　で、汁物のほうは、ミネストローネだ。トマトのようなタラパを基調にした、野菜たっぷりのスープである。使用した具材は、アリア、チャッチ、ネェノン、ティノ、ズッキーニのごときチャン、パプリカのごときマ・プラ、マッシュルームのごとき名も知れぬ茸、そしてギバの腸ちよう詰づめ肉だ。

　こちらはブイヨンの代わりに燻製魚の出汁を使い、塩とピコの葉、ローリエのような香草、ママリアの果実酒、それに隠し味あじでタウ油と砂糖も使用している。タラパ仕立てのスープはこれまでに幾いく度どとなく作ってきたので、こちらの料理は問題なくアイ＝ファたちにも受け入れてもらうことができた。

　問題は、クリームソースのパスタのほうだ。ルウ家の男衆には今ひとつ受けがよくなかったようだが、護衛役の面々にはいかがなものか――と、俺がこっそりうかがってみると、ちょうどダン＝ルティムが「うむ！」と声をあげたところであった。

「この肉は、美味うまいぞ！　以前にルウ家からもらった干し肉のように風味が豊かで、なおかつ普通の肉としても美味い！」

「それは何よりです。……ポイタンのほうはいかがでしょうか？」

「ふむ、こいつはちょいとばっかり食べづらいな。味のほうに文句はないのだが、つるつると木匙から滑すべり落おちてしまうのだ」

　かたわらにあるモルン＝ルティムに食べ方を習ったようだが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはうまくいかないらしい。このあたりのストレスも、男衆らに忌き避ひされる大きな要因なのだろうか。

「やっぱりそうですか。では、こんな食べ方はいかがでしょう」

　日中のレイナ＝ルウとの会話から、俺は薄く焼きあげたポイタンを準備していた。パスタだけでは炭水化物の摂せつ取しゆ量りように不満が出るだろうと思い、ポイタン粉はどっさり余分を準備していたのである。そいつでパスタや具材をはさみこむ食べ方を実じつ践せんしてみせると、ダン＝ルティムの顔に喜びの表情がよみがえった。

「おお、これは美味い！　このにょろにょろとしたポイタンも、こうして食べたほうが断然美味いぞ！」

「そうかなあ？　あたしは普通に食べたほうが美味おいしいと思うけど」

「味は変わらんかもしれないが、やはりちまちま食べるのが性に合わんのだ！　食い物は、口いっぱいに頬ほお張ばったほうが美味かろうが？」

「それは父さんの好みでしょ。……あ、でも、焼きポイタンをこの汁につけて食べるのは美味しいかも」

　ルティム家の父娘は、実に和なごやかに食を進めていた。

　いっぽうヴァルカス陣営の面々は――その半数ほどが、表情を変えていた。西の少女シリィ＝ロウと、南の大男ボズルだ。

「これは――美味でありますな。それに、このような料理は初めて口にいたしました」

　野太い声で、ボズルがそう言った。その厳つい顔は、激しい驚きの表情を浮かべている。

　その隣に座したシリィ＝ロウのほうは、無言だ。表情は、どちらかというと険しいものになってしまっている。

「特に、この肉！　これが噂うわさに聞く、ギバの肉であるわけですか。……こちらの肉は、香草で燻いぶしているのですな？」

「はい。保存性よりも味を重視した燻製肉です」

「この肉は、美味です。汁物で使われている腸詰肉も、それに劣おとらず美味い。こんな上等な食材が数十年もの間、見過ごされていたとは……いやはや脱だつ帽ぼうであります」

　シリィ＝ロウの沈ちん黙もくが気になったが、ボズルのほうは実に気取ったところのない、俺の知るジャガル人らしい気質であるようだった。
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「……ファの家のアスタ殿と仰おつしやったか。これは本当に、ポイタンで作られた料理なのですかな？」

　と、そのように発言したのは、長身の老人タートゥマイであった。彼らは三みつ叉またの食器を使い、問題なくくるくると巻き取ってパスタを食している。

「はい。正確には、フワノとポイタンを七対三ぐらいの割合で使っています。それに、キミュスの卵やレテンの油を加えた料理ですね」

「そうですか。これはまるで、シャスカのような料理です」

「シャスカ？」

「シムの山沿いや草原の中央部で採れる穀物です。シムでは、シャスカをこうして細くのばして食するのです」

「そうなのですか。では、シムの方々は、こうした料理をすすって食べる習わしも備えているのでしょうか？」

「熱い汁しるとともに食する場合は、そうするでしょう。焼いたり茹ゆでたりしたシャスカは、こうして巻き取って食しますが」

　やはりこの老人は、シムの血筋なのだろうか。だとすると、ヴァルカスの下には西、南、東の人間が勢ぞろいしていることになる。

（ヴァルカスは、シムやジャガルの食文化にも精通してるってことなのかな。そうだとしたら、ずいぶん羨うらやましい話だけど）

　そんな風に考えながら、ヴァルカスのほうを振り返った俺は、思わず「あれ？」と声をあげることになった。ヴァルカスの前に置かれた皿は、パスタもミネストローネもすべて空っぽになっていたのである。

「ヴァ、ヴァルカスはもうすべて食べ終えてしまったのですか？」

「はい。とても美味でした」

　ヴァルカスは、ボズルと同じ緑色をした目をすがめて、俺を見つめ返してくる。

「できうれば、こちらの料理も熱が逃にげる前に食していただければ幸いです、アスタ殿」

「あ、はい。申し訳ありません」

　俺がダン＝ルティムの相手をしている間に、こちらの女衆らもすでに味見を終えてしまっていた。さきほどまでは不明瞭な面持ちであったレイナ＝ルウやトゥール＝ディンなどは、かつてヴァルカスと味比べをした日のように真しん剣けんな様子になっている。なので俺も、急いで汁物とフワノ料理の味見を済ませてしまうことにした。

　汁物は、見覚えのある乳白色のスープである。カロンの乳と、香草もたっぷり使っているのだろう。実に複雑な香気がたちのぼっている。

　フワノ料理は、ねじりパンのような形状をしていた。ただし、色合いはほんのりとしたピンク色だ。それに透とう明めいのソースが塗ぬられて、つやつやと照り輝かがやいている。

　俺はまず、カロン乳のスープをすすることにした。

　それには相応の覚かく悟ごを固めていたつもりであるが――俺はやっぱり、驚嘆することになった。

　前菜では抑よく制せいされていたヴァルカスの本領が、存分に発揮されている。きわめて複雑な味わいだ。いったい何種類の香草を使っているのだろう。辛いし、苦いし、酸味もきいている。しかし、それ以上に甘いし、旨うまみもたっぷりである。

　この甘みは、カロンの乳や乳脂や砂糖からもたらされるものであろう。旨みは当然、肉や野菜や数々の調味料からもたらされたものだ。木匙で中身をさらってみると、カロンの肉とチャムチャムを捕ほ獲かくすることができた。

　カロンの肉は、驚おどろくほどやわらかかった。足肉ではなく、胴どう体たいの肉であるに違いない。先日、ナウディスからいただいた料理のカロン肉よりもさらにやわらかくて、噛む必要もなく繊せん維いがほどけていく。

　それに、タケノコのごときチャムチャムの食感が心地好い。ほどけた肉の繊維がチャムチャムにからみあい、まるでそちらこそが肉本体なのではないかと錯誤してしまいそうであった。

　さらにそのスープには、三種の茸きのこと二種の野菜が沈んでいた。シイタケモドキ、キクラゲモドキ、マッシュルームモドキ、ダイコンのごときシィマ、ジャガイモのごときチャッチという取り合わせだ。

　どの具材も、食感が素晴らしい。水で戻したシイタケモドキは、上質の肉みたいにほどよい噛み応ごたえがある。キクラゲモドキはコリコリと、マッシュルームモドキはもちもちと――味のしみたシィマとチャッチは煮に崩くずれる寸前のやわらかさで、口にすればすぐにスープと一体化してしまう。

　これはきっと、食材ごとに熱を通している時間が異なるのだろうなと、直感的に俺はそう思った。肉や野菜は繊維が崩れる限界近くまで煮に込こまれているが、茸やチャムチャムは食感を活いかすために火加減が調節されている。食材の一つ一つを吟ぎん味みして、どれだけの熱を加えるべきかを研究し尽つくした、その結果がこれなのだろう。

　そしてやっぱり、特筆すべきは味付けの妙みようである。今回は苦みまでもが加わっているのに、少しも均きん衡こうを崩していない。この苦みを除去してしまったら、残された甘みや辛みや酸味までもがバラバラに暴走して、すべてが台無しになってしまう、とでもいうような――そんな気がしてならなかった。

（ああ……なんて不思議な味なんだろうな、こいつは）

　カロン乳と香草を駆く使しした料理は、これまでに何度も食べる機会を得ている。つい先日にはヤンのこしらえたものを食したし、ロイのも、ティマロのも食したことがある。きっと城下町においては、カロン乳のスープというのが、一つの王道の料理であるのだろう。

　それで――彼らが求めていたのは、「この味」なのではないだろうか。

　彼らの料理に欠けていたものが、この料理には備わっており、彼らの料理には余分であったものが、この料理からは取り除かれている。この料理を心の底から美味い、と思っているわけでもないのに、俺にはそうとしか思えないのだった。

「……その汁物は、キミュスの骨がらと海草と六種類の香草から出汁だしをとっています。カロンの胸肉は、ママリアの酢と果実酒を配合したものに漬つけておいたものですね」

「酢す漬づけの肉なのですか。肉自体に酸味は感じませんでしたが」

「酢よりも果実酒のほうが比率は高いです。酸味は煮に汁じるに溶とけ出しているはずですね」

　やっぱり俺には発想の及ばない料理だ。何とも収まりのつかないざわめきを胸中に抱かかえつつ、俺はフワノ料理に手をのばすことにした。

　こちらは、ピンク色のツイストロールのような料理である。ずいぶん不思議な形だなと思ってよく観察してみると、それはただフワノの生地をねじっているのではなく、三つ編みみたいな形で何本かの紐ひも状じようの生地が組み合わされているのだということが判明した。表面には透明のソースが塗られていたので、手づかみではなくナイフとフォークのような食器でいただくことにする。

　生地の中には、半はん透とう明めいの乳白色をしたチップがそれなりの密度で練り込まれていた。期待を込めてかじってみると、意想外の味が口の中に広がっていく。ふわりと鼻にぬけていくこの香気は、海の恵めぐみのそれである。感覚としては、エビに近い。あの、切り開かれた甘エビみたいな甲こう殻かく類るいの干ひ物ものを使っているのだろう。

「それはフワノの生地に、マロールの身と殻からをすり潰つぶしたものを合わせ、干し魚の出汁で溶いたのちに焼きあげたものです。生地に練り込まれているのは、ミンミの果肉ですね」

「ミンミ？　ミンミってあの、ジャガルの高価な果実ですか？」

「はい。熟れる前の甘くないミンミです」

　ミンミとは、とても高価な桃もものごとき果実である。俺はてっきりこのチップこそがマロールとかいう甲殻類の身なのだろうと思っていたのに、完全に予測が外れてしまった。

　しかしこれは、確かにフワノの生地そのものに味付けがなされているようだった。ミンミの実は、ぷちぷちとした噛み応えを生み出しているに過ぎないのだ。それでようやく気づいたが、このフワノ料理は普ふ通つうに焼いたものよりも、うんと繊せん細さいな食感であった。歯を使わずに咀嚼できるぐらい、生地がやわらかいのである。

　ミンミの実が入っていなかったら、粉の塊かたまりを食べているような心ここ地ちになっていたかもしれない。しかし、注意するまでその独特の食感に気づかされることもなかった。それにまた、表面に塗られている透明のソース――おそらくは何種類かの油と乳脂を配合させたこのソースが、粉っぽさを中和して、なめらかな咽喉のどごしを作りあげているのだ。

　そしてその味も、干し魚の出汁から出るわずかな塩気以外には、あまり強いものがない。ただ甲殻類の香こうばしい風味が鼻を喜ばせるばかりである。汁物料理とは打って変わって、こちらは優やさしく繊細な味わいの料理であった。

「……この料理では、香草を使っていないのですね？」

「はい。すべての料理に香草を使っていては、舌を休める時間を得られませんので」

　言いながら、ヴァルカスはゆらりと立ち上がった。

「料理も残り三品ですね。時が移る前に、味見を済ませてしまいましょう」
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　野菜料理と肉料理が、同時に供されることになった。

　俺の野菜料理はカプレーゼ、肉料理はミラノ風カツレツである。

「おお！　こいつは、ぎばかつか!?」

「ええ、それに少し手を加えた料理です」

　まったくいまさらの話であるが、俺は今回、イタリア風で料理を統一することにしていた。我わが《つるみ屋》は洋食をメインにした大衆食堂であったが、そのメニューとは関係なしに、親おや父じはイタリア料理を好んでいたのである。

「和食とイタリア料理ってのは、わりかし似た部分が多いんだよ。味が似てるっていうんじゃなく、料理に対する取り組み方が似ているんだな」

　かつて親父は、そのように言っていた。日本とイタリアは同じ島国で、山海の食材が豊かであり、なおかつ気候的にも似たところがある。だから食材の扱いに対して似たところがあるんだろう、というのが親父の持論なのだった。

　まあそのような小理屈は関係なく、ただイタリア料理が好みに合っただけなのかもしれない。俺がトマトソースを好むのも、ピカタなどといういささかマニアックな料理をかつてリフレイアに供したのも、元をただせば親父から受け継ついだものなのである。

　それで今回、バナームの人々が乳製品を好むと聞き及んだ俺は、乳脂や乾酪を使用するために、和食や中ちゆう華かや和製洋食でなく、イタリア風の料理で統一しようと思い至ったわけであるが――そうなると、肉料理の選せん択たく肢しはそんなに多くなかった。俺の乏とぼしい知識では、タラパや乾酪を使ったイタリア風ハンバーグか、ピカタか、ピカタとよく似たこのミラノ風カツレツぐらいしか思いつけなかったのだった。

　で、タラパソースの『ギバ・バーガー』は、すでにポルアースやリーハイムなどに存在を知られてしまっている。宿場町の屋台で売られているのと大差のない料理を出されては、貴族たる彼らには興ざめであろう。ということで、前回の『ギバの竜たつ田た揚あげ』が好評であったことから、俺はミラノ風カツレツをチョイスすることになったわけである。

　もっとも、俺はミラノ風カツレツの正式なレシピをわきまえているわけではない。やたらと長ったらしいイタリア語の正式名めい称しようをわきまえているわけでもない。ただ、ピカタと同じ要領で、イタリア風のカツレツを目指すばかりである。

　普通のカツとの大きな違いは、おもに二点。衣に乾酪をまぶすことと、揚げる油に乳脂を使用する点であった。

　使用する部位は、やはりロースだ。きちんと筋切りして、繊維も叩たたいて潰しておく。塩とピコの葉で下味をつけたら、フワノ粉、キミュスの卵、焼きフワノ粉の順で衣をつけていく。この最初のフワノ粉には、ヴァルカスがサルファルと呼んでいたマスタードのような香草の粉を加え、パン粉代わりの焼きフワノ粉には、ギャマの乾酪を挽ひいたものを加えておいた。

　揚げる油は、乳脂を加えたレテンの油だ。レテンの油はオリーブオイルに近い香りを有しているので、今回の料理とは相あい性しようもばっちりである。

　ソースは各人のお好みで、シールの果汁かタラパソースを選んでもらうことにした。しかし、サルファルと乳脂の香りがゆたかであるし、人によってはソースも不要であろうと思う。

　付け合わせは、乳脂でじっくり焼きあげた、ロヒョイとネェノンとブナシメジモドキのソテーである。俺としては、通常の『ギバ・カツ』や『ギバの竜田揚げ』にまさるとも劣らない出で来き栄ばえであった。

　で、歓かん迎げいの宴でこの料理の前に供される野菜料理は、カプレーゼだ。これはタラパと乾酪を使った、簡単なサラダである。城下町で売られている小こ粒つぶで甘いタラパを薄うす切ぎりにして、同じく薄切りにしたカロンの乾酪とたがい違いに並べていく。カロンの乾酪はクセのないモッツァレラチーズに近い味わいであったので、この料理には相応しかった。

　彩いろどりとしては、こちらもさっと湯通ししたロヒョイを使い、その上から特製のドレッシングをかけている。カルパッチョで使ったものよりはママリア酢とミャームーの分量を抑おさえて、隠し味にはパナムの蜜を使い、少しやわらかめの味に仕上げている。本来は順番的に、クリームパスタとカツレツにはさまれる格好なので、俺としては箸はし休やすめとしてチョイスしたメニューであった。

「ああ、これは美味だな」

　と、卓の端はしから大きな声があがった。ダン＝ルティムではなく、サウティの男衆である。若くて大おお柄がらで純じゆん朴ぼくそうな面おも立だちをしたその男衆は、すっかり感じ入った様子で首を振ふっていた。

「どの料理も美味だったが、この料理は格別だ。サウティの女衆らもルティムで多少の手ほどきを受けてはいるが、とうてい及およぶものではない」

「ふむ。しかし俺には、以前に食べたぎばかつのほうが美味いように思えてしまうな」

　と、ダン＝ルティムのほうは唇くちびるをとがらせてしまっている。

「どうしてであろうな。美味いことには美味いのだが、何かが欠けているような気がしてしまう。アスタ、これはどういうわけなのだろうか？」

「それはきっと、揚げるのにギバの脂あぶらを使っていないからだと思います。長年ギバを食してきた森辺の民たみにとっては、きっとレテンの油や乳脂よりも、ギバの脂のほうが好みに合うのでしょう」

　しかし今回は貴族がメインのお客人であったので、レテンの油を使わせていただいた。ギバのラードは、カロンの乳脂とブレンドさせるのには相性がよくなかったのである。

「そうか。まあ、こいつは貴族のために作られた料理なのだしな。俺が不平をもらす筋合いでもないか」

　そのように言いながら、ダン＝ルティムの唇はとがったままである。その胸中の不平不満を解消するために、俺は特別料理の蓋を開けることにした。

「では、森辺の民はあまり揚げ物もの料理を大量に召めし上あがらないほうがいいように思いますので、足りない分はこちらを召し上がってください」

　これは森辺の民にのみ準備をしておいた、まかないの料理であった。特に男衆は食欲が旺おう盛せいなので、一枚ばかりのカツレツでは胃い袋ぶくろが満足しまいと思って準備しておいたのだ。

　アマ・ミン＝ルティムの手から回された皿を前に、ダン＝ルティムは狂きよう喜きした。もちろんというか何というか、それはギバのあばら肉であった。

「ここの厨くりやには窯かまが存在するので、あばら肉を窯焼きにしてみました。たっぷり作ってあるので、おかわりしてくださいね」

「人が悪いな、アスタよ！　そうならそうと、最初から言ってくれればよかろうに！」

「最初にがっかりしたほうが、喜びもひとしおでしょう？」

　ファの家やルウの家で、ミラノ風カツレツがそんなに喜ばれなかったことは、すでにリサーチ済みであったのである。ギバの肉をギバの脂で揚げる、ギバの旨みが凝ぎよう縮しゆくしまくった『ギバ・カツ』は、どうやら森辺の民にとって特別な料理であるらしい。それはあのジザ＝ルウさえもが美味であると認めざるを得なかったぐらいであったのだ。

　だけどきっと、城下町の人々には乳脂や乾酪を使ったミラノ風カツレツのほうが喜ばれるだろう。これもまた、貴族には貴族に相応しい料理、森辺の民には森辺の民に相応しい料理を、というここ最近の俺の考えからなる選せん択たくなのだった。

「……アスタ殿、そちらの料理をわたしに分けていただくことは可能でありますかな？」

　と、向かいの席から野太い声をかけられた。南の民、ボズルである。

「こちらの揚げ物料理は、またとなく美味でありました。わたしはさきほどから、驚きに打たれっぱなしであります」

「ありがとうございます。そんな風に言ってもらえて光栄です」

　そうして俺があばら肉をのせた皿を差し出すと、ボズルはにっと白い歯を見せてくれた。強こわ面もてだが、笑うととたんに無む邪じや気きな顔になる。実にジャガルの民らしい、それは魅み力りよく的てきな笑え顔がおであった。

「……どうぞ、わたしの料理もお召し上がりください、アスタ殿」

　と、今度はヴァルカスが声をかけてくる。見ると、彼の皿はまたもや空になってしまっていた。俺はさきほどから、一度もヴァルカスが料理を口に運ぶシーンを見られずにいる。

「はい、今すぐに。……よろしかったら、ヴァルカスもこちらのあばら肉をお召し上がりになりますか？」

「ええ、喜んで」

　俺はヴァルカスにもあばら肉を献けん上じようしてから、自分の前の皿と向き合った。

　野菜料理と、肉料理だ。

　外見的には、野菜料理のほうが目をひきつけられた。緑や赤や黄の繊維が、ふわふわと丸く膨ふくらんでいる。それは、そういう奇き妙みような形状をした料理であったのである。

　よく見れば、それは糸のように細く刻まれた野菜が、ふんわりと丸められた料理であった。大きさは、せいぜいピンポン玉ぐらいである。向こう側が透すけて見えそうな密度であり、風でも吹ふいたら飛んでいってしまいそうだ。

「糸のような」というのは比ひ喩ゆ表現に過ぎないが、ミリ単位の細さであることに間ま違ちがいはない。赤や緑でもそれぞれ濃のう淡たんがあるので、実に色とりどりな装そう飾しよく品ひんのような外観であった。しかし、ソースやドレッシングの類たぐいがかけられている様子はない。生の野菜や香草などを細く刻んで、ただ一つにまとめあげただけの料理なのだろうか。

　おそるおそる、俺おれは俺専用の箸を使って、そいつを持ち上げてみた。見た目ほどやわらかくはないようで、形が崩れたりはしない。ただ、圧力をかけられた部分が軽くたわむていどだ。

　そいつを口に投じ入れ、くしゃりと噛み砕くだいてみると――

　その色合いにも負けない、華はなやかな香気が口の中に炸さく裂れつした。

　やはり、香草もふんだんに使われているのだろう。目の覚めるような鮮せん烈れつさである。しかも食感は、えびせんのようにパリパリとしていた。生ではなく、それは燻されているようだった。

　野菜の味は、判然としない。まるで固形化した香りを食しているかのようだ。甘くて、辛くて、苦くて、酸すっぱい。さまざまな香気が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、鼻び腔こうを駆かけ巡めぐっていく。これでは、ソースやドレッシングなど必要なわけがなかった。

（だけど……調味料を使わずに、こんな料理を作れるものなのか？）

　そのように考えて舌に神経を集中させてみても、やはり砂糖や塩や酢などの存在はまったく感じられない。こんなに甘くて、辛くて、苦くて、酸っぱいのに、それはすべて野菜と香草のみで構築されていたのだった。

　美味しいとか美味しくないとか、そんなことを語れる料理ではなかった。ただひたすらに、ものすごい。これが人間の手で、かまどや薪まきといった原始的な調理器具だけを使って作られた存在だということが、にわかには信じられなかった。

　そして、肉料理である。

　肉料理というか、それは魚の料理であった。あの四種の魚の、どいつなのだろう。薄く切り分けられているので、元の形状はわからない。

　外見上、こちらに奇き異いなところはなかった。白身の魚が、褐色の衣に包まれている。油を使っている様子はなかったのに、外見的には揚げ物の料理に見えてしまう。

　下に敷しかれている青い葉は、茹でたロヒョイだろう。そこに散っている赤い粒は、おそらくチットの実だ。これまでの料理と比べても、外見的には一番飾かざり気けがないように感じられる。ただ、断面から覗のぞく魚の身に、水気がないのが気になった。すっかり乾かわききっており、お世辞にも美味しそうだとは思えない。

　だけどヴァルカスが、主菜の肉料理でつまらないものを供するはずはない。俺は野菜料理で揺ゆるがされた気持ちをしっかりと引ひき締しめなおしてから、その料理を口にすることにした。

　そうして、俺の口に広がったのは――

「わあ、美味しい！」

　と、いくつか隣となりの席から、元気いっぱいの声が跳はねあがった。

　リミ＝ルウが、魚の切り身を刺さした鉄てつ串ぐしを手に、満面の笑えみをたたえていた。

「この料理は、すっごく美味しいね！　他ほかの料理はよくわかんなかったけど、この料理はリミも大好き！」

　俺は口の中身を呑のみ込んでから、「そうだね」と相づちを打ってみせた。

　そして、ヴァルカスに向きなおる。

「城下町の民と森辺の民では、それぞれ好みが異なると思います。そして、異国生まれの自分にも、あなたの料理を上手うまく表現する言葉が見つけられないのですが――この魚料理は、掛かけ値ねなしに美味だと思えます」

「恐きよう縮しゆくです」としか、ヴァルカスは言わなかった。

　レイナ＝ルウやシーラ＝ルウは、言葉を失ってしまっている。トゥール＝ディンも、それは同様だ。アマ・ミン＝ルティムとモルン＝ルティムは驚きの表情で、満足そうに吐と息いきをついている。

　かまど番の七名全員が、これを美味だと認めた様子である。複雑な味を好まない、もしくは理解することのできない森辺の民をして、これは美味だと認めさせたのだ。

　もちろん俺にも、異存はなかった。さきほどの野菜料理は解かい析せき不能であったが、この魚料理はとてつもなく美味だ。それに、俺の好みから逸いつ脱だつした味でもない。きっとこの魚料理でもさまざまな香草が使われているのであろうに、それは見事に調和していた。

　やっぱり一つの方向を目指すのではなく、相反する数種類の味が別々のベクトルを向いているのに、それが巡り巡ってど真ん中の核に収しゆう斂れんされているような、そんな摩ま訶か不ふ思し議ぎな感覚であった。

　魚の身そのものには、やはり水気や脂あぶら気けを感じない。しかし、瑞みず々みずしい褐かつ色しよくの衣が、それを補っている。この衣は、いったい何なのだろう。厚みは五ミリていどであるのだが、一番表面はパリッとしており、その下にサクッとした軽かろやかさがあり、そして切り身との接触面にはしっとりと水気や脂気がたくわえられている。まるで、ミクロン単位で何百層もの衣が重ねられているかのようだ。

　そして魚の身には、旨みがぎゅうぎゅうに凝縮されている。万まん華げ鏡きようのようにさまざまな色しき彩さいを見せる複雑な味付けにも負けない、しっかりとした魚の味であった。

「それは、ギレブスの魚を一日がかりで炙あぶり焼きにしたものです」

　と、ヴァルカスが静かな声で述べてきた。

「八種の香草に十二種の食材をあわせたものを、酒精を抜ぬいたジャガルの発はつ泡ぽう酒しゆに溶いて半刻ごとに塗り重ねながら、一日をかけて炙り焼きにいたしました。わたしにとっても、最高傑けつ作さくの一つと自負しております」

「十二種の食材ですか……キミュスの卵と、フワノ粉は使っていますよね。あとは、塩と砂糖とタウ油と乳脂と……それに、ラマンパの風味も感じられたように思います」

「正解です。あとは、アロウとミンミの果か汁じゆう、パナムの蜜、干しキキの絞しぼり汁じる、ママリアの酢すを煮に立たてたものを加えています」

「それに八種類の香草まで使っているので、ここまで複雑かつ繊細な味を生み出すことができるのですね」

　そして、フワノ粉や卵を使っているから、こうして揚げ物のような衣に仕上げることができるのだろう。俺は首を振り、わなわなと震ふるえそうになる拳こぶしを、ぎゅっと握にぎり込んだ。

「脱帽です。この料理は――少なくともこの魚料理は、俺のこしらえた肉料理よりも美味であると、はっきり思えます」

「なに!?　それはずいぶんな言葉だな、アスタよ！」

　と、ダン＝ルティムが気色ばんで身を乗り出してきた。

「アスタとて、城下町の料理は美味であるかも判然とはしないと言っていたのだろう？　そのお前さんが、自分の負けを認めてしまうのか？」

「俺は、料理は勝ち負けではないと思っています。ただ、俺が作ったこのカツレツよりは、ヴァルカスの料理のほうが美味であると思えただけです」

「うぬぬ」とおかしな声をあげてから、ダン＝ルティムは勢いよく愛まな娘むすめのほうを振り返かえった。

「モルンよ！　俺にもその料理を食べさせてみよ！」

「えー？　もったいないから、大事に食べてたのに」

　モルン＝ルティムは不満げな声をあげたが、それほどためらうことなく父親のほうに皿を差し出した。ダン＝ルティムは手づかみで、それを口の中に放ほうり込む。

「……なるほどな。確かにこのギバの脂を使っていないぎばかつよりは、こちらのほうが美味かもしれん」

　そう言って、ダン＝ルティムは分厚い胸と腹をそらせた。

「しかし、普ふ段だんのぎばかつならば、決して負けてはいまい！　そして何より、俺にはこのあばら肉のほうが美味であると思えてしまうな！」

　その言葉を受けて、今度はアイ＝ファがリミ＝ルウを振り返った。

「リミ＝ルウ、すまないのだが、私にもその料理を分けてはくれぬか？」

「うん、いいよー」

　リミ＝ルウは、笑顔で皿を差し出す。家族でなければ食べかけの料理を与あたえてはいけない習わしであるが、十歳さい未満の幼子であれば、ノーカンなのである。そうしてヴァルカスの魚料理を口にしたアイ＝ファは、「うむ」と真剣な面おも持もちでうなずいた。

「確かに、美味だ。以前に食した城下町の料理とは異なり、これは私にも美味と思える。下手をしたら、ぎばかつよりも美味なぐらいかもしれん」

　そのように言ってから、アイ＝ファは静かに俺のほうを振り返った。

「……しかし私は、はんばーぐのほうが美味であると思えるぞ、アスタよ」

「……そうか。ありがとう」

　アイ＝ファもダン＝ルティムも、余人への対たい抗こう心しんで虚きよ言げんを吐はくような人間ではない。というか、森辺にそのような真ま似ねをする人間は存在しない。だからそれは、アイ＝ファたちの心からの言葉であったのだろう。アイ＝ファにとってはハンバーグが、ダン＝ルティムにとってはあばら肉が、それぞれ一番好みに合う料理である、ということなのだ、きっと。

「しかし、お前はそのように考えていない、ということだな」

　俺の心情を見み抜ぬいたように、アイ＝ファはそう言った。

「ならば、お前自身が修練を積む他ない。自分で納なつ得とくいくまで、己おのれを磨みがき抜くがいい」

「ああ。もちろん、そうさせてもらうつもりだよ」

　俺は自身を奮い立たせて、ついでに椅い子すからも立ち上がった。

「それではあらかた片付いてきたようなので、最後の料理でしめくくりましょう。みなさんのお口に合えば幸いです」

　俺が準備した食後のデザートは、プリンもどきであった。残念ながら、俺にはティラミスやパンナ・コッタといったイタリア風のスイーツを作製する知識が備わっていなかったので、最後の最後で妥だ協きようさせていただいたのだ。

　なおかつ、通常のプリンですら、俺には作り方がわからない。だいたい、冷蔵庫もなしにプリンを作製できるのかもわからない。なのでこれは、茶ちや碗わん蒸むしのレシピを応用した擬ぎ似じプリンであるのだった。

　茶碗蒸しならば、蒸むし器きで作製することができる。出汁の代わりにカロン乳や砂糖を使えばそれらしくでっちあげることは可能であろうという、まあそういう安易な発想だ。こと菓か子し作りに関しては、ポリシーもへったくれもない俺なのである。

　だけどもちろん、作製の段で手を抜いたりはしない。溶いた卵を水分で割って蒸すだけの簡単な料理なのだから、味付けや食感に関してはとことん追究させていただいた。

　陶とう磁じの器うつわで蒸したプリン本体には、砂糖で作製したカラメルソースをかけたのち、生クリームとアロウのジャムでトッピングをする。本当は冷やして食したいところだが、こればかりは勘かん弁べんしてもらうしかない。プリン本体の甘あまさはひかえて、クリームとジャムには砂糖を加えている。常温でも、これはなかなかの出来栄えではないかと俺は自負していた。

「わーい、ぷりんだー！」と、リミ＝ルウなどははしゃいだ声をあげている。リミ＝ルウもトゥール＝ディンも、ついでにこの場にはいないユン＝スドラも、試食の際にはこのプリンモドキを大絶賛してくれていたのである。

「ふむ。食べなれぬ味だが、こいつも美味だ」

　ダン＝ルティムも、ご機き嫌げんの様子である。ディム＝ルティムやサウティの男衆にも不満はないようで、もしかしたら一番関心が薄うすいのは、アイ＝ファであるのかもしれないぐらいであった。

　そしてヴァルカスが用意した菓子のほうは、また珍ちん妙みような外見をしていた。色とりどりの、マシュマロみたいな菓子である。ただし、つついてみると、やわらかくはない。普通のクッキーみたいに硬かたい感かん触しよくだ。色彩はどれもぼんやりしているが、白、黄、赤、青の四種であった。

　食してみると、優しい甘さが口の中に広がった。俺が選んだのは白色であるが、桃のような風味であったので、これにはミンミの果汁が使われているのだろう。食感は、少しやわらかめのクッキーといった感じで、表面だけがパリッとしている。

「菓子にも強い味付けをする料理人は少なくありませんが、わたしはこういうやわらかい味わいが相応ふさわしいと考えています。これは、キミュスの卵の白身だけを使った料理ですね」

　ならばそれは、メレンゲクッキーと称しようしてもいい菓子なのかもしれなかった。

「白はミンミ、黄はシール、赤はアロウ、そして青はアマンサという希少な果実を使っています」

「アマンサですか。それは知らない名前ですね」

　食べてみると、それはブルーベリーのように濃のう厚こうかつ清せい涼りような味がした。あまりに希少で高価な食材は宿場町でも扱うことができないので、俺はまったく手をつけていない。このアマンサの実も、そのうちの一つなのだろう。

　ともあれ、ヴァルカスのフルコースで存分に揺さぶられた気持ちが、優しくなだめられていくかのような心地である。また実際に、さまざまな香こう草そうで刺し激げきを受けた舌が、このやわらかな味で癒いやされてもいるのだろう。それこそが、ヴァルカスの思おも惑わくなのだろうと思われた。

　と、俺がそんなことを考えている間に、ヴァルカスも蒸しプリンを食べ終えた様子である。その緑色の瞳ひとみが、ぼんやりと俺のほうを見ていた。

「こちらの料理にも、キミュスの卵が使われているのですね。白いものはカロン乳の脂分、茶色い汁しるは砂糖を溶かしたもの、アロウの実は砂糖と蜜みつで煮込んだものですか」

「ご明察です。お口に合いましたか？」

「はい。この菓子ばかりでなく、あなたの料理はすべて美味でした、アスタ殿どの」

　空になった皿を置き、ヴァルカスは静かにそう言った。

「期待通り――いえ、期待を超こえる腕うで前まえでありました。あなたは素す晴ばらしい料理人です。その若さを考えれば、驚きよう異い的てきと評してもよいぐらいでしょう」

「恐縮です。俺もあなたの腕前をあらためて思い知らされましたので、期待を裏切らずに済んだのなら嬉うれしいです」

「わたしも本当に嬉しく思っています。あなたこそ、わたしにとって好敵手になりうる存在です、アスタ殿」

　無表情なヴァルカスの目が、ふっと優しげな光をたたえる。その瞬しゆん間かん、「何を仰おつしやっているのですか！」という聞き覚えのない声が響ひびき渡わたった。

　驚いて振り返ると、褐色の髪かみをした娘むすめが怒いかりの形相で立ち上がっている。これまで無言をつらぬいていた、シリィ＝ロウである。

「こんな若造を好敵手だなんて、戯たわ言ごとを仰るにもほどがあります。そのように馬ば鹿かげた言葉を聞きき逃のがすことはできません！」

「無作法ですよ、シリィ＝ロウ。アスタ殿の腕前は、たった今あなたも思い知らされたところでしょう？」

　ヴァルカスは、まったく動じた様子もない。それがいっそう、この少女を激げき昂こうさせたようだった。

「確かにこのアスタという料理人は、卓たく越えつした技量を持っています。生半可な料理人では、彼かれに立ち向かうこともできないでしょう。ですが、ヴァルカスに及ぶような腕前では、決してありえません！」

「本当にそのように思っているならば、あなたは自分の不明を恥はじるべきですね、シリィ＝ロウ」

「何故なぜですか!?　わたしだったら――わたしだったら、このアスタよりも優すぐれた料理を作ることは可能です！」

　ヴァルカスは、あくまで無表情に首を振る。

「それが、不明だと言っているのです。……アスタ殿、あなたがリリオネの魚に触ふれたのは、これが何度目でありましたか？」

「え？　それは、俺が前菜で使った魚のことですよね？　試作をするために一尾び拝借したので、それを合わせれば三回目です」

「そうですね。そして、シムの香草に触れたのはふた月前が初めてで、チャンやロヒョイに触れたのは半月前が初めてであったはずですね」

「ず、ずいぶんこまかいことまでご存じなのですね」

「はい。ポルアース殿に確かく認にんさせていただいたのです。さらにあなたは、三ヶか月げつ前までは城下町に足を踏ふみ入いれたこともなく、宿場町で手に入る粗そ末まつな食材だけで料理を作っていたのだと聞き及んでいます」

　そのように述べてから、ヴァルカスはゆっくりとシリィ＝ロウを振り返る。

「アスタ殿の故郷には似た食材が存在するので、それほど苦労はなかったのだとも聞いていますが、しかし、それは似ていても同一の食材ではなかったはずです。これでもあなたはアスタ殿に負けない技量を有していると言い張れるのですか、シリィ＝ロウ？」

「で、でも――！」

「仮にあなたがアスタ殿と同等に近い腕前を持っていたとしても、それでは大成することもできないでしょう。わたしは、失望してしまいました」

　ヴァルカスの口調や表情に変化はない。しかし、その言葉の内容だけで、シリィ＝ロウは顔面蒼そう白はくになることになった。

「我が師ヴァルカスよ。それぐらいでお留め置きください。シリィ＝ロウは、まだ十七の若さであるのです」

　と、両者にはさまれていた長身の老人タートゥマイが、細いしわ首をヴァルカスのほうにもたげる。

「若き人間には、反骨の気持ちも必要でありましょう。また、あなたの存在を何よりも尊んでいるがゆえの怒りなのですから、そのように責めたてては酷こくというものです」

「そうですな。それに、我らの中でアスタ殿に匹ひつ敵てきしうる力を持つのは、シリィ＝ロウのみと思います。ならば、ヴァルカス殿のお言葉を看過できぬのも、致いたし方かたのないことでありましょう」

　こちらはやや苦く笑しようまじりの面持ちで、ボズルがそのように発言する。

　ヴァルカスは三名の弟で子したちを順番に見回してから、やがて俺のほうに向きなおった。

「何にせよ、わたしの弟子が失礼いたしました。ご容よう赦しや願えれば幸いです、アスタ殿」

「いえ、何もお気になさらないでください」

「うむ！　若い内から小さく縮こまるよりは、よほど見込みがあるではないか！」

　そのように混ぜっ返したのは、当然のことダン＝ルティムであった。

　しかし、その豪ごう放ほうな言い様が、張はり詰つめた空気を緩かん和わさせてくれたのだろう。室内には、最前までの落ち着いた雰ふん囲い気きが戻もどってきた。

　ただし、シリィ＝ロウだけはその大きな瞳に悔くやし涙なみだを浮うかべつつ、唇を引き結んでしまっている。そしてその目はヴァルカスではなく、対抗心を剥むき出だしにして、俺のことをにらみつけていたのだった。
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　俺たちは、六の刻のきっかり一刻後に、祝しゆく宴えんの場へと駆り出されることになった。

　食堂の隣りん室しつに完成した料理をいったん運び込み、そこからまずは前菜だけをお届けする。厨から直接運ぶのでないなら一品ずつ出さなくてもよさそうなものであるが、まあこれがジェノス流の作法なのであろう。

　祝宴の場に出向いたのは俺とアマ・ミン＝ルティム、ヴァルカスとシリィ＝ロウ、そして護衛役のアイ＝ファとサウティ家の男衆である。さらに小こ姓しようらの手を借りて、食器を載のせたワゴンを室内へと運うん搬ぱんする。アイ＝ファたちは前回の晩ばん餐さん会かいと同じように、扉とびらの脇わきに立って、俺たちの働く姿を見守ることになった。

「おお、ご苦労であったね。バナームよりの客人にご紹しよう介かいいたそう。こちらが本日の宴うたげのために厨を預かってくれた料理人、《銀星堂》のヴァルカスと森辺の民アスタだ」

　そのように声をあげたのは、およそ二ヶ月と十日ぶりに見る、ジェノス侯こう爵しやくマルスタインであった。長くのばした褐色の髪に、貴族らしく気取った口くち髭ひげ、すらりとしていて若々しく、とても物もの腰ごしのやわらかい――それでいて、どことなく心情の読みにくいジェノスの支配者だ。

　さらにその場には、前回の宴で同席した貴族たちも勢ぞろいしていた。ダレイム伯はく爵しやく家けのポルアース、サトゥラス伯爵家のリーハイム、トゥラン伯爵家のリフレイアとトルスト、ジェノス侯爵家のメルフリード、そしてバナーム侯爵家のウェルハイドである。

　その他に見知っているのは、ディアルとアリシュナとダリ＝サウティのみで、残りの十余名は知らぬ顔だ。ただ、ウェルハイドのかたわらに同じような赤の礼服を纏まとった男性が二名並んでいるので、それがバナームの使節団なのだろうと察せられる。残りは六名が壮そう年ねんの男性で、四名が若い貴婦人たちであった。

「では、すっかり夜も更ふけてきたことだし、さっそく晩餐を始めることにしよう」

　どうやら宴の挨あい拶さつなどはすっかり完かん了りようしているようで、俺たちはすみやかに配はい膳ぜんを開始することになった。俺のほうは川魚のカルパッチョで、ヴァルカスのほうは小さなフワノの生き地じに魚肉のペーストを載せた前菜だ。

「リリオネの魚を使った前菜でございます」

　ヴァルカスは小姓を寄せつけず、シリィ＝ロウと二人で料理を取り分けていた。ついさきほどまで悔し涙を浮かべていたシリィ＝ロウは、能面のような無表情でてきぱきと働いている。

「ほう、噂うわさには聞いておりましたが、ジェノスでは本当に魚を食することができるのですな。しかも、火を通していない魚の料理とは驚きです」

　ウェルハイドの隣に陣じん取どった初老の男性が、上品に整えられた口髭を撫なでながら微び笑しようしていた。その隣のちょっと肥満気味の男性は、実にうろんげな目つきで二種の前菜を見比べている。

「何も心配はいりません。このトゥラン伯はく爵しやく邸ていでは遠方の町から運ばせた魚を生きたまま保管しているので、さばいたばかりのカロンと同じぐらい新しん鮮せんです。……そうであったね、ヴァルカスよ？」

「御ぎよ意いにございます、ジェノス侯こう」

「では、さっそくいただこう。其方そなたの料理を口にするのは数ヶ月ぶりであったので、私も楽しみにしていたのだよ」

　逡しゆん巡じゆんする客人たちを気づかってか、マルスタインが率そつ先せんしてヴァルカスの皿に手をのばした。

「ああ、これは美味だね。こと魚料理に関しては、ジェノス城の料理長とて君には太刀たち打うちできないだろう、ヴァルカス」

「過分なお言葉をいただき、光栄にございます」

　ジェノス侯爵を前にしても、ヴァルカスのぼやっとしたたたずまいに変化はなかった。

　マルスタインを皮切りに、宴の参加者たちは次々と料理を口に運んでいく。

「おお、アスタ殿の料理も美味ですな。ジェノスでこれほど巧たくみに魚の料理を作ることのできる料理人はそうそうおらぬでしょう」

　そのように発言したのは、意外なことにトルストであった。ポルアースは実に満足そうな面持ちで料理を食はんでおり、リーハイムは――以前に見たときよりも、明らかに不ふ機き嫌げんそうな顔つきだ。

　俺がリーハイムと顔をあわせるのは、あのレイナ＝ルウとの騒そう動どう以来であった。ポルアースが言っていた通り、半月が経たっても腹の虫は収まっていないように見受けられる。ポルアースの忠告がなければ、この給きゆう仕じの助手もアマ・ミン＝ルティムではなくレイナ＝ルウに頼たのんでいたはずであったので、なかなか危あやういところであったのかもしれない。

　ともあれ、他のお客人たちはのきなみ満足そうな様子である。ただ、口を開こうとする人間は、あまりいない。試食の場でもそうであったが、生魚を口にするのが初めてである人間が多いので、感想を述べにくい面もあるのだろう。

（味がどうこうより、物もの珍めずらしさがまさってる感じなのかな。ヴァルカスの言っていた通り、今日の前菜には相応しくない献こん立だてだったのかもしれない）

　俺がそんなことを考えている間に、次なる料理が小姓たちによって運ばれてきた。

「こちらは、カロン乳とカロンの胸肉の汁しる物もの料理です」

「こちらは、タラパとギバの腸ちよう詰づめ肉を使った汁物料理です」

　複雑な味と香かおりを有するカロン乳のスープと、ミネストローネが配膳される。そこで真っ先に声をあげてくれたのは、ディアルであった。

「うん、これは素晴らしい味わいですね。タラパの汁もギバの肉も、非常に美味です」

　口調ばかりでなく、声そのものも普段よりはおしとやかになっているディアルである。

　などと考えていたら、遠い位置からディアルに細目でにらまれてしまった。カンの鋭するどさは、森辺の民に匹敵するかもしれない。

「これが、噂のギバ肉ですか。ふむ、実に面めん妖ような形をしておりますな」

　初老の貴族が、興味深げにミネストローネの皿を覗き込んでいる。やはり腸詰肉というものには馴な染じみがなかったのだろう。

「しかし、ギバといえば、ジェノスにおいて災さい厄やくの象しよう徴ちようとまで呼ばれていた獣けものでありましょう？　そのようなものを、カロンの代わりに食する価値があるのでしょうかな」

　そのように述べたのは、隣のふとっちょの貴族であった。

　たちまちウェルハイドが、眉まゆをひそめてそちらに言い返す。

「これは、ジェノス侯が我々のために用意してくれた宴料理なのです。それを悪あし様ざまに述べるのは、あまりに礼を失した行こう為いかと――」

「まあ、そのようにいきりたつものではない。まずは、わたくしが味を見てしんぜよう」

　柔にゆう和わな微笑をたたえつつ、初老の貴族がギバの腸詰肉に三みつ叉またの食器を突つきたてる。その健康そうな歯が腸詰肉を噛かみ破り、何度か大きく顎あごを動かして咀そ嚼しやくすると――その目が、「おお」と見開かれた。

「これは……実に美味ですな。しかも、驚おどろくほどにやわらかい。これは、ギバ肉の燻くん製せいなのでしょうか？」

「はい。肉を刻んで腸に詰め、それを燻いぶしてから煮に込こんだものです」

「ううむ、これは美味うまい。まさしくカロンにも劣おとらない肉でありますな」

「そんな馬鹿な」と言いながら、ふとっちょの貴族もミネストローネの皿を引き寄せた。その目もまた、愕がく然ぜんと見開かれてしまう。

「どうです？　僕ぼくの言葉に偽いつわりはなかったでしょう？」

　誇ほこらしげに言ってから、ウェルハイドが俺に視線を飛ばしてくる。この純真で熱情的な貴族の若者も、相変わらずの様子であった。この真まっ直すぐな目をした若者が、故郷バナームでギバ料理の美味おいしさを喧けん伝でんしてくれていたのかと思うと、面おもはゆい限りである。

「あら、本当に美味なのね」

「嘘うそみたい。本当にこれがギバの肉なのかしら」

「ギバの肉だけでなく、これは素晴らしい料理であるようよ」

　と、下座の女性たちは華やかな声をあげてくれている。いずれも豪ごう奢しやに着き飾かざった若い貴婦人で、何か役職を持っているようには見えない。文字通り、彼かの女じよたちは宴を彩る花なのであろうか。

「いや、こちらの料理もまったく負けてはいないようだぞ？」

　そのように声をあげたのは、向かいの席の見知らぬ貴族だ。とたんに宴の場は、どちらの料理が美味であるかという品評の声に埋うめ尽つくされてしまう。

「どちらも美味だね。アスタはこの数ヶ月で、見み違ちがえるほど腕うでを上げたようだ」

　マルスタインが、やわらかいが通りのよい声でそのように宣言する。

「森辺の族長ダリ＝サウティは、いかがであろうかな？　先の宴よりも楽しめていれば幸いなのだが」

「ああ、この料理も実に不思議な味をしているが、まったく食べにくいことはない」

　ダリ＝サウティが発言すると、品評の声は明らかに静まった。

　やはり貴族やそれに準ずる人々の中で、森辺の狩人の存在は異質である。しかもダリ＝サウティは、この場の誰だれにも負けていない巨きよ躯くの持ち主だ。腰こしの刀こそ預けてはいたものの、ギバの毛皮を纏ったその姿に、威い圧あつ感を覚える者も少なくはなかっただろう。

「それに、自分もアスタの料理を食べるのは、あの晩餐以来なのでな。その腕前が上がっていることに、俺自身も驚かされていたところだ」

「なるほど。森辺の集落は広いので、誰も彼もがアスタの料理を気軽に食べることができるわけではない、ということか」

「その通りだ。宿場町の民などは毎日アスタの料理を食べているのに、家の遠い我々にはそうすることがかなわない。このように美味なる食事を味わわされてしまうと、それがいささかならず不満に思えてきてしまうほどだ」

　そのように言いながら、ダリ＝サウティはにこりと微笑ほほえんだ。そうして笑うと、とたんにやわらかい印象になる。もともと彼は、森辺の男衆としては格段に穏おだやかで柔和な気き性しようなのである。

（でも、前回の晩餐会では、笑顔の一つも見せなかったからな。それだけ貴族たちに対する不信感も解けてきたってことか）

　あるいは意識的に、友好的な面をあらわにしているのかもしれない。ガズラン＝ルティムほどではないにせよ、彼だってそれぐらいの社交術はわきまえていそうなところであった。

「では、次の料理です」

　ヴァルカスの声とともに、新たな皿が供される。

「こちらは、マロールの身と殻からを練り込んだフワノ料理です」

「こちらは、フワノとポイタンを使った『パスタ』という料理です」

　宴の場に、今度は驚きよう嘆たんの声が満ちることになった。異形の料理、『ギバ・ベーコンのクリームパスタ』によってもたらされた驚きだ。ビジュアル的には、やはりツイスト・ロールよりもパスタのほうが強きよう烈れつなインパクトを与えたことだろう。

「そちらの料理は、三叉の食器でからめ取ってお召し上がりになってください。匙さじで下側を支えると、より食べやすいかと思われます」

　ざわざわとどよめきながら、各人がパスタを食していく。

　その中で、ついにポルアースが「ああ！」と大声をあげた。

「これは美味だね！　美味だし、不思議だ！　アスタ殿とはもっとも親交の深い僕が何を言っても興を冷ますことにしかならないだろうから、できるだけ静かにしていようと心がけていたのだけれども……これでは、さすがに黙だまっていられないよ！」

「まあ。あなたがそのように大人しくされていたら、周りの皆みなが心配してしまいますわ、ポルアース」

　と、貴婦人の中でもとりわけ豪奢な姿をした女性が、愉ゆ快かいそうに笑い声をあげる。黄おう褐かつ色しよくの髪を高々と結ゆいあげた、若くて美び麗れいな女性である。純白のふわりとしたドレスを纏っており、首から下げた宝石の飾り物が、燭しよく台だいの火を受けて鮮あざやかにきらめいている。

「でも本当に、これは美味だし不思議な料理ね。やっぱりこの不思議な料理はあなたの故郷からもたらされたものなのかしら、森辺の料理人アスタ？」

「はい。食材はすべてジェノスのものですが、これは自分の故郷の料理です」

「あなたは森辺の民であると同時に、渡と来らいの民なのですものね。素晴らしいわ。わたくしの屋や敷しきの料理人として召しかかえたいぐらいよ」

　若き貴婦人がそのように述べると、「馬鹿なことを言うな」という感情のない声があがった。月光のように冷たい灰色の瞳をしたメルフリードが、貴婦人の姿を静かに見み据すえている。

「ファの家のアスタとトゥラン伯爵家にまつわる騒そう乱らんを知った上で、そのような発言をするものではない。少しは自分の立場というものをわきまえるべきであろう」

　それはごもっともな話であるが、あまりリフレイアの前で蒸し返してほしい話題ではなかった。心配になって俺は視線を転じたが、リフレイアはすました顔でパスタを巻き取っている。

「あら、わたくしは素す直なおな心情を述べただけなのに、それすらも許されないというの？　別に力ずくでファの家のアスタを連れ帰ろうと言っているわけでもないのに」

「だから、そのように軽はずみな発言は――」

「あなたがそんなに堅かた苦くるしい気性をしているのですから、わたくしは奔ほん放ぽうにふるまったほうが均きん衡こうが取れるのじゃないかしら？」

　俺は驚いて、貴婦人のほうに視線を引き戻す。どうして彼女はメルフリードを相手に、ここまでずけずけと言葉を返すことができるのだろう――そんな風に考えていたら、マルスタインが笑顔でその答えを提示してくれた。

「驚かせてしまって申し訳なかったね、アスタよ。彼女はエウリフィアといって、メルフリードの伴はん侶りよなのだよ」

「あ……そうだったのですか」

「うむ。私にとっては義理の娘だが、不思議なことに血の繋つながっている息子むすこよりも彼女のほうが私と気性が似てしまっているようで、ときおりこうして周囲の者たちを困らせてしまうのだ」

「あら、わたくしはジェノス侯爵閣下ほど、腹黒い人間ではないつもりなのですけれどね」

　そのように言いながら、エウリフィアなる貴婦人はころころと笑う。きっとその態度に毒っ気がないからであろう。他の貴族たちも談だん笑しようを楽しむ体で微笑んでいた。

「しかし、エウリフィアよ、アスタはこの腕前によって、宿場町では随ずい一いちの料理人と評されているのだ。それを貴族が召しかかえてしまったら、再びいらぬ反感を民に抱いだかせることになってしまう。ジェノスの安息のためにも、その心情はおさえてほしいところだね」

「そうなのですか。では、わたくしもポルアースのように、お忍しのびで屋台の料理を買いに出向こうかしら」

「エウリフィア」と、ついにメルフリードの声に溜ため息いきが混じり始めた。この冷れい徹てつなる御ご仁じんに溜息をつかせるなんて、なかなか大した奥おく方がたであるようである。

「僕だって、毎回自分で足を運んでいるわけではないですよ。……それにしても、素晴らしい料理だ。しかも、これらのフワノ料理はおたがいの味を引き出し合っているようにも思えてしまうのだけれども、まさかこれは二人で示し合わせているわけではないのだよね、アスタ殿にヴァルカス殿？」

「示し合わせて？　……そのようなことは、ありえません」

　ヴァルカスが無表情に応じると、「そうだよねえ」とポルアースは破顔する。

「でも、汁しる気けの多いアスタ殿の料理と、ヴァルカス殿の焼いたフワノは、とても相あい性しようがいいようなのだよ。このような料理を同時に食せるのは、とても幸福なことだと思えてしまうね」

　俺おれも少し驚いたが、まあ偶ぐう然ぜんの産物である。ただ、ポルアースの言葉を聞いた瞬間、シリィ＝ロウが一いつ瞬しゆんだけ瞳をぎらつかせたような気がしてしまった。曲解して、「両者の腕前は互ご角かくである」とでも受け取ってしまったのだろうか。

　ともあれ、六種の料理も半分が終しゆう了りようした。お次はいよいよ、野菜料理である。こちらでは、ヴァルカスの料理が存分に注目を集めることになった。

「これはこれは……さきほどのフワノ料理にも負けない面妖さでありますな」

　細く刻んだ野菜や香草で作られた、芳ほう香こうの爆ばく弾だんである。俺たちに供されたのはピンポン玉ていどのサイズであったが、本番用はテニスボールぐらいの大きさであった。やはりこれはヴァルカスのオリジナル料理であったのか、リフレイア以外の全員が驚嘆の声をあげている。

「これは不思議だ！」

「まるで香りそのものを食べているかのようだぞ！」

「いったいどのように手をかけたら、このような料理を作ることができるのだ？」

　だんだんと、会場がヒートアップしてきてしまった。

　そんな中、たたみかけるように次なる料理が運ばれてくる。ヴァルカスの見事な魚料理と、ギバ肉のミラノ風カツレツだ。

　ジェノスの貴族も貴婦人も、バナームからの客人も、目の色を変えて俺たちの料理を食している。個人的に、この肉料理ばかりはヴァルカスにかなわなかったと自省している俺であったが、幸いなことに、不満の声をあげる者はいなかった。ただ、通常の『ギバ・カツ』の味を知っているダリ＝サウティだけが、ちょっと複雑そうな顔をしていたばかりである。

「ああ、美味だ！　どれもこれも美味だねえ、アリシュナ殿？」

　ポルアースに呼びかけられて、ずっと静かにしていたアリシュナが「はい」とうなずく。まったく表情の変わらない彼女であったが、前菜から肉料理まですべて完食してくれていることを、俺はこっそり確認していた。

「なんだか、誰もが楽しそうにしていますね。石の都の真ん中であるはずなのに、まるで森辺での宴を見ているかのような心ここ地ちです」

　と、アマ・ミン＝ルティムが耳打ちしてくる。

　確かにその場には、宴と呼ぶに相応しい熱気がたちこめ始めていた。むろん、とてつもない生命力を秘ひめた森辺での宴に比べれば、実につつましやかなものであったが――それでも、人々が熱ねつ狂きようしてくれているのが、ありありと伝わってくるのだ。

　マルスタインは満足そうに微笑んでいるし、ウェルハイドたちは夢中で肉を刻んでいる。ポルアースのはしゃぎようは言わずもがなであるし、名も知れぬ貴婦人や貴族たちもそれに負けてはいない。メルフリードやアリシュナやダリ＝サウティといった一部の例外を除けば、誰もが喜びの感情をあふれさせていた。

「こちらが最後の料理、食後の菓子となります」

　キミュスの卵の蒸しプリンと、同じくキミュスの卵のメレンゲクッキーが供される。

　最後まで、貴族たちの笑え顔がおが絶えることはなかった。

「いやあ、まったく素晴らしい料理でありました。はるばるバナームからやってきた甲斐かいもあろうというものです」

　使節団を代表して、初老の貴族がそのように述べた。

「さすがは美食の都ジェノスといったところでありますな。ジェノスの皆みな様さまをバナームにお迎むかえした際は、いったいどのような料理でもてなせばご満足いただけるのか、今から頭が痛いほどであります」

「バナームにもバナームならではの料理というものが存在しましょう。僕などは、カロンの乾酪の帽ぼう子し焼きが何よりの好物であるのですよ」

　満面の笑みで、ポルアースが如じよ才さいなく相あい槌づちを打つ。宴もたけなわといった様子である。この後は、俺たちが辞去した後も酒しゆ杯はいが交かわされるのだろう。そういう段取りは、森辺と同様だ。

　何はともあれ、俺も仕事を果たすことができたようだった。俺はアマ・ミン＝ルティムとともに壁かべ際ぎわに立ち並び、マルスタインからの挨拶を待つ。すると、皮肉っぽい笑いを含ふくんだ若者の声が、ひときわ明めい瞭りように響きわたった。

「それにしても、今回ばかりは腕の差が出てしまったな。ジェノスで一番の料理人は、《銀星堂》のヴァルカスで間ま違ちがいないということだ」

　誰あろう、それはリーハイムであった。

　そういえば、この場で彼の声を聞いたのは、これが初めてであったかもしれない。

「ほう、サトゥラスの第一子息殿は、ヴァルカス殿の料理がお気きに召めしたのでしょうかな？」

　罪のない顔で初老の貴族が問いかけると、「それは当然のことでしょう」とリーハイムは口もとをねじ曲げた。

「前回の晩餐会ではギバ肉の物珍しさがまさったが、ここまで腕の差があれば誤ご魔ま化かすことはできません。まあ、ヴァルカスの料理の邪じや魔まにならなかっただけ、上出来といったところでしょうか」

「それは意外なお言葉ですな。わたくしなどは、まったく遜そん色しよくのない出で来き栄ばえだと感じておりましたが」

「それは、いささか礼を失してしまうかもしれませんよ。料理人には料理人の誇りというものが存在するのでしょうからね」

　なんとなく、それは必要以上の悪意や敵意に満ちみちている発言であるように感じられてしまった。

　俺は少し心配になって、扉の脇に立ちつくすアイ＝ファのほうを振ふり返る。幸いなことに、アイ＝ファは冷めた目でリーハイムの横顔を眺ながめているばかりであった。

「リーハイム殿、礼を失しているのは、貴き殿でんのほうではないでしょうかな？　本日は歓かん迎げいの宴であり、料理の味比べを余興にしているわけでもないのですぞ？」

　と、いくぶん狼ろう狽ばいした様子でトルストが口をはさんだが、リーハイムの言葉は止まらなかった。

「自分は、正直な心情を述べているだけだ。それに、森辺の料理人を誹ひ謗ぼうしているつもりもない。ジェノスで一番の料理人と同じ日に厨くりやを預かれば、こういう結末に落ち着くのが当然というだけの話でしょう」

「ふうん？　わたくしなどは、この結末にたいそう驚かされてしまったけれどねえ」

　と、今度はエウリフィアが声をあげる。彼女のほうは、狼狽どころかとても愉快そうな顔をしていた。

「だって、もしも味比べなどをしてしまったら、わたくしはファの家のアスタに軍配を上げることになってしまうもの。これでは、驚かざるを得ないでしょう？」

「戯ざれ言ごとですね。とうてい本心から仰っているとは思えません」

「あら、本心よ？　野菜料理と肉料理はヴァルカスに勝ち星をつけたいところだけれど、それ以外ではアスタの料理のほうが美味であったと思うもの」

「エウリフィアよ。味比べでもないのに、星などつける必要はない」

「わたくしの始めた話ではないわ。それに、わたくしも素直な心情を述べただけよ？」

　再び、人々がざわめき始めた。

　これはもう、俺とヴァルカスは退出してしまったほうがいいのではないだろうか。

　彼らの感想は気にならなくもないが、それより何より、これ以上はシリィ＝ロウの不興を買いたくはない俺なのである。それに、あからさまな言葉で森辺の民たみを挑ちよう発はつするリーハイムとも、距きよ離りを取るべきであるように思えた。

「ひと品ずつで星をつけるなら、僕はまったくの互角であったと思いますね」

　そんな俺の気持ちもつゆ知らず、今度はウェルハイドが発言してしまう。

「アスタ殿のフワノ料理は素晴らしいものでありましたし、ヴァルカス殿の野菜料理にも心底から驚かされてしまいました。そういう意味でも、まったくの互角であったと思えます」

「ふむ。星の数ならヴァルカス殿だが……しかし、あの汁物料理とフワノ料理のギバ肉は、実に美味だった。勝ち負けをつけるのは、非常に難しいように思えてしまうな」

　そのように乗ってきたのは、ふとっちょ貴族だ。そんな二人を皮切りに、今度は名も知れぬ貴族や貴婦人たちが口々に感想を述べ始める。

　ポルアースは、にこにこと笑いながら口をつぐんでいた。ディアルはとても落ち着かなげな様子であったが、俺のほうをちらちらと見ながら唇くちびるを引き結んでいる。

「わたしは、アスタに軍配を上げるわ」

　と――そこでリフレイアが、初めてはっきりと声をあげた。

「ヴァルカスの料理は食べなれてしまっているせいなのかしら。どの料理も、アスタのほうが美味であるように思えてしまうのよね」

「いや、しかし――」

「わたしは最後のあの菓子が――」

　と、それ以上は個人の言葉を判別するのも難しい状態になってしまった。時ならぬ騒乱に見み舞まわれた宴の場を、ダリ＝サウティは下した顎あごを撫でながら、興味深げに眺めている。

「まったく収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまったな。こうなったら、とことん語り尽くしていただこう」

　苦笑まじりにそう言ったのは、マルスタインであった。不思議な支配力を持つこの領主も、何かを早々にあきらめてしまったらしい。

「ヴァルカスにアスタよ、其方たちのまたとなき働きには、大変感謝している。おって褒ほう賞しようの銀貨をとらせるので、この場はここまでとさせていただきたい」

「はい」と、俺はヴァルカスとともに一礼した。

　人々の半数は目め配くばせで挨拶をしてくれたが、残りの半数は論議に夢中になって、マルスタインの言葉にも気づいていないらしい。俺たちは、その熱気に背中を押おされるような格好で、食堂を退出することになった。

「なんとも騒さわがしい宴となってしまいましたね」

　絨じゆう毯たん敷じきの回かい廊ろうにて、ヴァルカスが無表情に振り返かえる。そのかたわらでは、シリィ＝ロウが唇を噛んでうつむいていた。

「わたしたちのどちらか一人では、あそこまで人々を惑わく乱らんさせることにはならなかったと思います。おそらくは、わたしたちの献立に問題があったのでしょう」

「献立に、ですか？」

「はい。わたしもアスタ殿も舌を休ませるための料理を準備していたにも拘かかわらず、おたがいの料理がそれを打ち消し合ってしまったのです。これでは、舌も心も安らぐいとまがありません。惑乱してしまうのが当然です」

「はあ、そういうこともあるのでしょうかね」

「十分にありうるでしょう。わたしとて、試食の場では同じように惑乱することになったのですから」

　そのように言って、ヴァルカスは俺の顔をじっと見つめ返してくる。

「あなたの力は、わたしの想像を超えていました。わたしたちは、きっとおたがいを研けん磨まし合うために、同じ地へと西方神に遣つかわされたのですよ、アスタ殿」

「か、過分なお言葉をいただき光栄であります」

「過不足はありません。それが真実なのです」

　ヴァルカスはちらりとアイ＝ファを見やり、「失礼」と静かに述べてから、いきなり俺の指先を両手でわしづかみにしてきた。

「どうかご自愛ください、アスタ殿。わたしにとって、あなたはかけがえのない存在なのです」

「……はい、俺にとっても、あなたはそうなのだろうと思っています」

　アイ＝ファやシリィ＝ロウの目は気になったが、俺も真情を述べておくことにした。

　数々の失敗を経て、多少の分別はついてきたとはいえ、俺は根っからの負まけず嫌ぎらいなのである。料理は勝ち負けではない、という大前提のもとに――俺は、俺よりも美味なる料理を作ることのできる、この奇き妙みような料理人の存在を看過することはできなかった。

「次にお会いできるのはいつになるかもわかりませんが、今後も自分で納なつ得とくのいく料理を作りあげられるように励はげみたいと思います。またいずれ、俺の料理を食べてやってください」

「こちらこそ、あなたを失望させないように研けん鑽さんを積みたいと思っています。……本心を言うならば、わたしはあなたと同じ年ねん齢れいで、この世に生を受けたかったと思ってしまいました」

　最後にまたぎゅうっと俺の指先を握にぎりしめてから、ヴァルカスは身を引いた。

「料理人は、老いとともに力を失っていくものです。あなたとは、同じ時代に同じ年齢で出会ってみたかった。……だからあなたは、わたしよりもいっそう幸福な人間であるのですよ、シリィ＝ロウ」

「はい」と、押し殺ころした声で少女は応じる。

「それでは、どうぞお元気で。城下町に御ご用ようの際は、是ぜ非ひわたしの店にもお立ち寄りください」

「ありがとうございます。あなたもお元気で」

　そうしてヴァルカスは、最後に目だけで微笑んでから立ち去っていった。

　俺は息をつき、アイ＝ファたちのほうを振り返る。

「ようやく仕事を果たせたよ。それじゃあ、森辺に帰らせていただこうか」

「うむ。リミ＝ルウなどは、すでに眠ねむってしまっているやもしれんな」

　アイ＝ファは、妙みように優やさしげな目つきをしていた。

　アマ・ミン＝ルティムも、それに劣らず慈じ愛あいに満ちた微笑を浮かべている。

「アスタ、今日はわたしをかまど番の手伝いに選んでくださり、大変感謝しています。わたしは一刻も早く森辺に帰って、この気持ちをガズランに伝えたいと思います」

「ガズラン＝ルティムに？　いったい何をお伝えするのですか？」

「わたしがこの日に知り得たことの、すべてです。ガズランならば、きっとわたしよりも正しくこの気持ちを森辺の行く末に繋げることがかなうでしょう」

　そうしてアマ・ミン＝ルティムは、ゆるやかにまぶたを閉ざしながら、言った。

「わたしは知ったのです。貴族もその一人一人はわたしたちと同じ人間であるに過ぎないのだな、ということを」

「ああ……それはその通りでしょうね」

　とても聡そう明めいなアマ・ミン＝ルティムの心情など、俺には正しく理解できていないのかもしれない。だけど俺は、疑問もなくその言葉を受け入れることができるようになっていた。

　そうして俺たちは、城下町における二度目の仕事を、ようやく終えることがかなったのだった。







箸休め　～白き園の乙女たち～







「うわーい、よくどーだあ！」

　白い蒸気の充じゆう満まんしたその石造りの部屋に踏み入るなり、リミ＝ルウが元気な声をあげていた。

　その声を聞きながら、アイ＝ファはこっそりと溜息を噛み殺す。リミ＝ルウとは異なり、アイ＝ファはこの浴堂というものをあまり好んではいなかったのだ。

（身を清めるならば、冷たい水を浴びたほうがよほど心ここ地ち好よいではないか。汗あせを流すために熱い湯気を浴びるなどという習わしを、いったいどこの誰が考えついたのだ？）

　そのように思ってやまないが、アスタと同じ厨という場所に踏み入るには、この場で身を清めなければならないのだ。アイ＝ファにとっては三度目の浴堂であったが、気持ちが重くなるのを止めることはできなかった。

「うわあ、本当に湯気で真っ白なんですね！　なんだか、蒸むし籠かごで蒸されるぎばまんにでもなった気分です！」

「本当ですね。不思議な心地です」

　これが初めての浴堂となるモルン＝ルティムとアマ・ミン＝ルティムも、何やら楽しげな声をあげていた。レイナ＝ルウやシーラ＝ルウは普ふ段だん通りの落ち着いた面おも持もちであり、トゥール＝ディンは何やら恥はずかしげな面持ちで身をよじっている。

「だ、だけど、家族でない人間の前で裸ら身しんをさらすというのは、ちょっと気恥ずかしいですね……わたしは少し、この浴堂というのが苦手かもしれません」

　当たり前の話であるが、アイ＝ファたちは全員、裸身であった。この部屋の入り口ですべての装束を解き、生まれたままの姿で白い蒸気をかきわけているのだ。案内や手伝いは不要と言い置いたので、そこに立っているのは七名の森辺の女衆のみであった。

「まずは、この湯気で身体をしっかり蒸らすんだよー。そうしたら身体の汚よごれが浮いてくるから、この平たい棒で身体をこするの」

　ルティム家の二名に、リミ＝ルウが浴堂における作法を伝授している。リミ＝ルウも、アイ＝ファと同じ数だけ浴堂で身を清めているのだ。

　白い蒸気は、かなりの熱をはらんでいる。かまどに掛かけられた鉄てつ鍋なべからあがる湯気と、大差ないぐらいだろう。しかもこの部屋は石造りでしっかり密閉されているので、逃にげ場ばのない熱が存分にこもっている。女衆の褐かつ色しよくの肌はだは、いずれもすでにしっとりと湿しめり気けをおびていた。

「……モルン＝ルティムは、どうしてさきほどから私のほうを盗ぬすみ見みているのだ？」

　アイ＝ファがそのように問とい質ただすと、蒸気の向こうでモルン＝ルティムがびっくりしたように身をすくませた。

「ど、どうしてわかったのですか？　アイ＝ファはずっと、こちらを見ていなかったのに……」

「これだけ間近にいれば、視線に気づかぬことはない。狩人かりうどであれば、当然のことだ」

「そうなのですね。お気を悪くさせてしまったのなら、申し訳ありません」

　モルン＝ルティムが慌あわてた様子で頭を下げたので、アイ＝ファは「いや」と首を振ってみせた。

「べつだん、気を悪くしたわけではない。ただ、ちらちらと視線を向けられるのは、いささか落ち着かないものであるのだ。何か言いたいことがあるのであれば、口に出してはどうだ？」

　アイ＝ファとモルン＝ルティムは、それほど顔をあわせる機会が多い間あいだ柄がらではない。ただし、初めて顔をあわせたのは、アスタが屋台の商売を始める前のことであったから、ずいぶん昔の話になる。きわめて明朗な気性であり、それでいて芯しんのしっかりとした、アイ＝ファにとっても好ましい人ひと柄がらであった。

　そのモルン＝ルティムが、うっとりとした眼まな差ざしでアイ＝ファを見つめている。何やら、アイ＝ファを落ち着かなくさせる眼差しである。

「とりたてて、アイ＝ファに用事があったわけではないのです。ただ、アイ＝ファの姿に見とれていただけで……」

「私の姿に見とれる？　それは、どういう冗じよう談だんなのだ？」

「冗談ではありません。アイ＝ファほど美しい女衆であれば、目を奪うばわれるのが当然でしょう？」

　むやみに異性の容姿を褒ほめそやすのは、森辺の習わしにそぐわない行いである。が、相手が同じ女衆では、アイ＝ファも文句をつけるわけにもいかなかった。

「アイ＝ファはただ美しいばかりでなく、その内に狩人としての力を秘めています。それが、またとない魅み力りよくを生み出しているのでしょう。こんなに美しいのに、とても力強くて、とても雄お々おしくて……他ほかの女衆とは比べるべくもない美しさを感じてしまうのです」

「よせ。背中がむずがゆくなってきた」

「申し訳ありません。でも、アマ・ミンもそう思うよね？」

　アマ・ミン＝ルティムはやわらかく微笑みながら「はい」とうなずいていた。

「見目の麗うるわしい女衆は、たくさんいます。だけど、アイ＝ファは……何というか、特別なのですよね。女衆としてもまぎれもない美しさを持ちながら、狩人としての精せい悍かんさもあわせもっていて……そうして、アイ＝ファにしか持ち得ない魅力というものが生まれるのでしょう」

「うん。わたしもそう思ってた。狩人であるアイ＝ファが多くの男衆から嫁よめ入いりを願われるのも、そういう魅力のためなんだろうね」

　そのように述べてから、モルン＝ルティムは妙に切なげな面持ちでふっと息をついた。

「他者を羨うらやむというのは、浅ましい行いであるのでしょうけれど……わたしは、とても羨ましく思ってしまいます。アイ＝ファであれば、どのような男衆の心でも射止めることができるのでしょうね」

「何を言っているのだ。私に嫁入りを願う男衆など、よほどの物好きだけであろう」

「そうですね。……いえ、アイ＝ファに心を奪われる男衆が物好きだとは思いませんけれど、すべての男衆がアイ＝ファに心を奪われるわけではないと思います」

　と、アマ・ミン＝ルティムは義ぎ妹まいの姿を見やりながら、穏やかな声でそう言った。

「人間には、それぞれの魅力というものが備わっています。アイ＝ファがアイ＝ファにしか持ち得ない魅力を持っているように、モルンにはモルンの魅力が存在するのですよ。他者を羨む必要なんて、どこにもないのです」

「でも、わたしはダン父さんそっくりだからなあ」

　妙にしみじみとした口調で、モルン＝ルティムはそのようにつぶやいた。

　アイ＝ファは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたのち、思わずぷっとふきだしてしまう。その姿を見て、モルン＝ルティムはとても悲しげに眉を下げた。

「笑うなんて、ひどいです。やっぱりアイ＝ファも、そのように思っていたのですね」

「いや、その逆だ。あまりに意想外の言葉であったので、ついつい笑ってしまった」

　迂う闊かつに感情をこぼしてしまったことを恥じ入いりながら、アイ＝ファはそのように弁解してみせた。

「お前とダン＝ルティムが似ているなどとは、ついぞ考えたこともなかった。そういえば以前、食材を無む駄だにしたスン家の女衆を、お前はすごい剣けん幕まくで叱しかりつけていたな」

「……ずいぶん懐なつかしい話ですね。その姿がダン父さんそっくりだったというのでしょう？」

「うむ。魂たましいの在りようは、確かに似ているのかもしれん。しかし、姿が似ているなどとは、まったく考えていなかったな」

　それはモルン＝ルティムにとって重要な話であるようなので、アイ＝ファも手間を惜おしまずに心情を語ってみせた。

「私にとって、ダン＝ルティムというのはかけがえのない友で、心から敬愛している存在だ。お前とはこれまで、あまり口をきく機会もなかったように思うが……それでも、やはりダン＝ルティムの子だと思わせる清せい廉れんさを感じていた。お前のように魅力のある女衆が私を羨むなど、馬ば鹿かげた話だ」

「わたしも、そのように思います。先代家長ダンや家長ガズランに負けないぐらい、あなたは魅み力りよく的てきな人間なのですよ、モルン」

　アマ・ミン＝ルティムも言葉を重ねると、モルン＝ルティムは目をぱちくりとさせた。そのくりくりとした大きな瞳ひとみは、確かにダン＝ルティムと似ているかもしれない。しかし、ふっくらと丸みをおびたその姿は、丸いけれども筋肉の塊かたまりであるダン＝ルティムとは似ても似つかないものであるはずだった。

「森辺において、虚きよ言げんは罪ですものね……アイ＝ファ、ありがとうございます。それに、アマ・ミンも」

「何も御お礼れいを言われるような話ではありません。わたしはただ、真実を口にしたまでです」

「うむ。お前のように純真で心正ただしき女衆こそ、多くの男衆に嫁入りを願われることであろう」

　アイ＝ファがそのように述べたてると、もともと上気していたモルン＝ルティムの頬ほおにいっそうの赤みがさした。そして、おずおずとアイ＝ファを見つめてくる。

「あの……ファの家には、ディック＝ドムが訪おとずれてきたのですよね？　ディック＝ドムは、どのようなご様子でしたか……？」

「どのような、とは？　レム＝ドムの一件があったので、ずいぶん心を痛めている様子であったな。……しかし、狩人としての力には陰かげりも見られなかった」

「そ、そうですか。アイ＝ファから見ても、やっぱりディック＝ドムは優すぐれた狩人であるのですね」

「むろんだ。あやつはおそらく、ドンダ＝ルウやダン＝ルティムにも劣らぬほどの力量であるのであろう。前々から、私はあやつに気をひかれていたのだ」

「ええっ!?　ア、アイ＝ファはアスタのように優しげな男衆を好いているのではなかったのですか？」

　今度は、アイ＝ファが顔に血をのぼらせる番であった。

「い、いきなり何を言っておるのだ！　あれほどの力を持つ狩人であれば、同じ狩人として見過ごすことはできん！　好くだの嫌きらうだのという話ではない！」

「あ、そ、そうですよね。すみません、アイ＝ファが男衆としてのディック＝ドムに心をひかれているのかと思ってしまったもので……」

「……私は女衆なれど、狩人だ。婚こん儀ぎをあげるつもりもないのだから、男衆に心をひかれることはない」

　蒸気のせいで、余計に顔が熱かった。その姿を見て、シーラ＝ルウがふっと微笑んでいる。

「今日はアイ＝ファが色々な表情を見せてくれるので、とても嬉うれしく思います。……昔のアイ＝ファは、それこそ東の民のように感情を隠かくしてしまっていましたものね」

「……ルウ家とは、ひとかたならぬ確かく執しつがあったからな。正しく絆きずなを結びなおすのに、いささかの時間が必要だっただけだ」

「はい。ルウとファが正しき絆を結びなおすことができて、わたしは心から喜ばしく思っています」

　シーラ＝ルウは、慈愛にあふれた表情で微笑んでいる。

　モルン＝ルティムも魅力的な女衆だとは思うが、アイ＝ファがもっとも嫁よめに欲ほしいと願う相手は、このシーラ＝ルウである。以前はもっと弱々しい印象で、それがアイ＝ファの庇ひ護ご欲をかきたてていたのであるが、最近ではたおやかさの裏にしっかりとした芯も通り始めて、シーラ＝ルウはいっそう魅力的になっていた。

　そして、そのかたわらではレイナ＝ルウが、いくぶん複雑そうな面持ちになっている。その青い瞳は、何かもの問いたげにアイ＝ファを見つめていた。

「さー、それじゃあ身体をこすろっか！　アスタも待ちくたびれてるだろうしね！」

　と、ずっと静かにしていたリミ＝ルウが、元気いっぱいの声を張り上げる。その手には垢あかすり用の木べらが握られており、きらきらと輝かがやく瞳は真っ直ぐアイ＝ファに向けられていた。

「待て。私に手伝いは不要だ、リミ＝ルウ」

「えー？　でも、自分じゃ背中を上手うまくこすれないでしょ？　今日はくすぐったくならないように気をつけるから！」

「不要と言ったら不要だ！　初めてこの場を訪れたアマ・ミン＝ルティムたちの面めん倒どうを見てやるがいい！」

「ちぇーっ」と可愛かわいらしく唇をとがらせつつ、リミ＝ルウはルティム家の二名に向きなおった。

　アイ＝ファはほっと息をつきつつ、部屋の隅すみに退いていく。すると、木べらを手にしたレイナ＝ルウが後を追ってきた。

「何だ？　手伝いは、不要だぞ？」

「はい。身体を清めながら、少しお話をさせていただけませんか？」

　やはりレイナ＝ルウは、何かをアイ＝ファに語りたくなったらしい。アイ＝ファも壁かべに掛かっていた木べらをつかみ取りながら、「うむ」と応じてみせた。

「レイナ＝ルウが私に話とは、珍めずらしいことだな。いったいどのような話であるのだ？」

「ええ……わたしも、なんと言えばいいのか、よくわからないのですが……」

　目を伏ふせて、やわらかそうな二にの腕に木べらをあてがいながら、レイナ＝ルウはそう言った。

「あの……アイ＝ファは、ユン＝スドラをどのように思いますか？」

「ユン＝スドラ？　とは、リィ＝スドラの代わりに屋台で働くことになった、あの女衆のことだな。どのように思うも何も、私はほとんど口をきいたこともない」

「そうなのですか？　スドラの家は、ファの家の近在であるのでしょう？」

「うむ。しかし、あやつはアスタの仕事を手伝うために、ファの家を訪れているのだからな。朝方や夕暮れ時などにその姿を見かけることはあるが、べつだん口をきくような用事はない」

「そうですか。でも、彼かの女じよとアスタがともに働く姿は見ているのですよね？」

　アイ＝ファは、何となくレイナ＝ルウの心情を察することができた。おそらくレイナ＝ルウは、ユン＝スドラがアスタに向ける眼差しや表情のことを言っているのだろう。そのようなものは、ときおり二人の様子を見かけるだけでも見て取ることは容易たやすかったのだった。

（……このレイナ＝ルウとて、かつてはアスタに想おもいを寄せていたのだろうからな）

　ガズラン＝ルティムとアマ・ミン＝ルティムが婚儀をあげた夜、レイナ＝ルウはアスタにルウ家の家人になるべきだと言いたてたのだ。それはべつだん、レイナ＝ルウと婚儀をあげろ、という意味ではなかったようだが――アスタから聞く限り、そこにはまぎれもなく思し慕ぼの情が感じられた。また、そうでなければ、出会って間もないアスタを家人として迎え入れたいなどと言いだす理由もないように思われた。

（それに……あの頃ころのレイナ＝ルウも、ユン＝スドラのような眼差しをアスタに向けていたからな）

　森辺においては、十五歳さいから婚儀をあげることが認められている。ユン＝スドラはちょうど十五歳であるし、レイナ＝ルウはすでに十七歳だ。未み婚こんの若い男女が顔をあわせれば、そういう想いがわきたつこともままあるのだろう。

　しかしアイ＝ファは、婚儀をあげずに狩人として生きると決めた女衆だ。そんなアイ＝ファが、アスタに対してどのような想いを抱き、どのような行く末を求めているのか――また、アスタに想いを寄せる女衆に、どのような感情や考えを喚かん起きされるものか――それを簡単に説明することはできないし、また、余人に説明するつもりもなかった。

「……ユン＝スドラは、リィ＝スドラにも劣おとらぬかまど番であるという話であったな。その噂うわさ通り、確かな力でアスタの仕事を手伝ってくれていることを喜ばしく思っている」

　アイ＝ファは、ことさらゆったりとした口調でそのように語ってみせた。

　レイナ＝ルウはわずかに眉まゆを寄せ、アイ＝ファのほうに顔を近づけてくる。

「……アイ＝ファがユン＝スドラに抱く思いは、それだけなのですか？」

「……他に抱くべき思いなどあるのだろうか？」

　なるべく虚言を口にしたくはなかったので、アイ＝ファはそのように答えてみせた。レイナ＝ルウは、何かをあきらめた様子で身を引いている。

「そうですね。あのユン＝スドラは、屋台でもなかなかの手て際ぎわを見せているようです。きっとこの先も、アスタの力になってくれることでしょう」

「うむ。それは心強いことだ」

　レイナ＝ルウははかなげにも見える微び笑しようをこぼしてから、シーラ＝ルウのほうに戻もどっていった。ひとり残されたアイ＝ファは、黙もく然ぜんと木べらで身体をこする。

（すまんな、レイナ＝ルウ。私には……何も語る資格はないのだ）

　そのように考えながら、アイ＝ファは自分の身体を見下ろした。

　筋肉の張はり詰つめた、狩人としての肉体である。よくよく見れば、あちこちにうっすらと古傷が走っていることも見て取れる。それらはいずれもアイ＝ファの誇ほこりそのものであったが、女衆として美しいなどと言われるのは、心外の極きわみであった。

（お前たちは、私などよりも遥はるかに美しいではないか）

　レイナ＝ルウもシーラ＝ルウも、アマ・ミン＝ルティムもモルン＝ルティムも――まだ幼いリミ＝ルウやトゥール＝ディンだって、それは同じことである。女衆でありながら狩人を志したアイ＝ファには持ち得ない美しさが、彼女たちには存在している。アイ＝ファにとっては、それが唯ゆい一いつの真実であった。

（だから私には、何も語る資格がない）

　そうして時間は流れ過ぎ、アイ＝ファたちは浴堂を出ることになった。

　隣となりの小部屋で装束を纏まとい、アイ＝ファは狩人の衣と刀も帯びる。それもまた、アイ＝ファにとっての誇りである。そして、アスタから贈おくられた青い石の首くび飾かざりは、アイ＝ファにとっての喜びそのものであった。

「やあ、みんなお疲つかれ様さま。それじゃあ、厨に向かおうか」

　ひと足先に浴堂での仕事を終えて、ダン＝ルティムらと語らっていたアスタが、笑顔を向けてくる。これからアスタは、貴族のための晩ばん餐さんをこしらえるのである。

　シフォン＝チェルなる女衆の案内で、石の回廊を進んでいく。アイ＝ファの隣を歩きながら、アスタは熱情を隠しきれていなかった。

「……ずいぶん気負っているようだな、アスタよ」

「うん？　そりゃまあ、そうだろう。何せ、あのヴァルカスってお人と同じ場所でかまどを預かるんだからな」

　アイ＝ファに向けられた黒い瞳が、明るく強くきらめいている。無む邪じや気きな幼子のようでありながら、その下に確固たる力をひそめた眼差しだ。ともすれば、それはギバ狩がりに向かう狩人のごとき眼差しであるように思えることもあった。

　刀を振り回まわす力もなく、女衆のように優しげな顔立ちをしているのに、アスタには大きな力が秘められているのだ。森辺の集落はもちろん、宿場町や城下町にだって、こんな不思議な人間はそうそういないはずだった。

（……そうであれば、心をひかれる女衆が現れても当然のことか）

　アイ＝ファがそのように考えていると、アスタがくりんと小首を傾かしげた。リミ＝ルウのように幼げな仕草である。

「どうしたんだ、アイ＝ファ？　お前も何だか、ずいぶん真しん剣けんなお顔になってるみたいだな」

　さきほどまでの力強さが嘘うそのように、あどけない表情になっている。それもまた、アスタのかけがえのない魅力の一つだった。

「……本当に卑ひ怯きような人間だな、お前は」

「ひ、卑怯？　いきなり、何だよ。俺は何もしていないだろう？」

「やかましい」と応じながら、アイ＝ファは口もとがゆるむのをおさえることができなかった。

　またとない幸福感が、アイ＝ファの胸に満ちている。たとえアイ＝ファが思慕の情など語ることの許されない狩人の身であっても――アスタがそばにある限り、アイ＝ファは誰だれよりも幸福であるのだった。

（アスタは一生、私のそばにありたいと言ってくれた。たとえ婚儀をあげることはできなくとも……私には、その言葉だけで十分であるのだ）

　もしかしたら、アスタはいずれ他の女衆と婚儀をあげるのかもしれない。それでもアスタがファの家人である限り、アイ＝ファにとっては永遠に家族であるのだ。

　アスタの気持ちが他の女衆に向けられることを想像すると、胸の奥おくに疼うずくような痛みが走る。

　しかしそれでも、アイ＝ファにとってもっとも大切なのは、アスタの存在であるのだ。それを信じることのできる自分が、誇らしかった。

（……ただし、生半可な女衆と婚儀をあげることなど、家長として絶っ対に許さんからな）

　そのような思いを込めて、アイ＝ファはアスタの足を蹴けった。

「だから、俺が何をしたっていうんだよ！」

　小声でわめくアスタに向かって、アイ＝ファはもう一度「やかましい」と答えてみせた。

　他者の目がなければ、アイ＝ファもこらえきれずにアスタの身体を抱だきすくめていたことだろう。そうすることができない代わりに、アイ＝ファがにっこり微笑ほほえんでみせると、アスタは面食らった様子で言葉を失っていた。
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ルティムの嫁とルウの四姉妹







　灰の月の九日の昼下がり、アマ・ミン＝ルティムがルウの本家を訪ねると、まずは家の前で長ちよう姉しのヴィナ＝ルウと出くわすことになった。

「あらぁ、どうしたのぉ、アマ・ミン＝ルティム……？　あなたの当番は、明日のはずだったわよねぇ……？」

　何故なぜかヴィナ＝ルウは家に入らず、壁にもたれて座すわり込み、何やら思案している最中であるようだった。そちらにうなずき返しつつ、アマ・ミン＝ルティムは自分が引いてきた引き板の荷物を指し示してみせる。

「実はルティムで、ひさびさに丸々と太ったギバを仕留めることができたので、アスタに届けに来たのです」

「へぇ……こんな風に言ったら何だけど、ダン＝ルティムがよくそんな上等なギバの肉を手放す気持ちになれたわねぇ……？」

「はい。太ったギバは二頭ほど狩れたので、この一頭はファの家に譲ゆずろうという話になりました」

　休息の期間が明けて、まもなくひと月が経たとうとしていたので、今後はルティムでもギバ肉に困ることはない。そのように考えて、ダン＝ルティムもギバ肉を譲る気持ちになったのだろう。いっぽうファの家はこれから休息の期間を迎えるところであったので、ギバ肉を調達することがますます難しくなるはずであった。

「脂あぶらののっていないギバは、確かに味が落ちますものね。……アスタから美味なる食事というものを教わるまでは、そのようなことを気にしたことはありませんでしたが」

「脂、かぁ……」

　と、ヴィナ＝ルウが切なげな視線を向けてくる。

「……アマ・ミン＝ルティムって、細すぎもしないし太すぎもしないし、女衆としてはちょうどいいぐらいの脂加減よねぇ……？」

「え、ええ？　いったい何のお話ですか？」

「ううん……わたしって、人並み以上に脂がついちゃってるからさぁ……」

　アマ・ミン＝ルティムは、ぶしつけながらヴィナ＝ルウの姿を検分させていただいた。

　脂がつきすぎているという感じは、まったくしない。もちろん痩そう身しんではありえないが、実に健すこやかかつ女性らしい丸みと隆りゆう起きを有した肉体であり、数多くの男衆がこの肢し体たいには魅み了りようされているのである。同じ女衆のアマ・ミン＝ルティムから見ても、それは決して気に病やむような姿であるとは思えなかった。

　そもそもヴィナ＝ルウは、この上もない魅力と色いろ香かを有してもいるのだ。森辺の集落のみではなく、宿場町においてもヴィナ＝ルウは存分に異性の関心を引いてしまっている。とろんとした眠たげな眼差しも、肉感的な唇も、端たん麗れいでありながらどこかに幼さを残したその顔立ちも、すべてが男衆を惑まどわせる役に立っているのだろうと思う。

　そして、本来ヴィナ＝ルウはそうして過か剰じように男衆を引きつけてしまうことこそを気に病んでいたはずであった。この五年間でヴィナ＝ルウが嫁入りや婿むこ取とりを断った話は、両手の指でも足りないぐらいの数に至ってしまっていたのである。

「……あんまりじろじろ見られると、気恥ずかしくなっちゃうんだけどぉ……」

　と、ヴィナ＝ルウが悩なやましげにその肢体をくねらせる。こういった仕草も、きっと無意識に男衆を惑わせてしまうのだろう。

「すみません。でも、ヴィナ＝ルウは誰もが羨むほどの優美さを持っていると思います。むろん、国が違ちがえば美び醜しゆうの基準も違ってきてしまうのでしょうが」

「…………」

「それでもあのシムの民は、外見でなくヴィナ＝ルウの内面に心をひかれたと述べていたのでしょう？　ならば、何も気にする必要はないのではないでしょうか」

「……どうしてアマ・ミン＝ルティムが、そんな話を知っているのかしらぁ……？」

「あ、すみません。ララ＝ルウとアスタがそのような話をしていたのが、たまたま耳に入ってしまったのです」

　ヴィナ＝ルウは長く重い溜ため息いきをついてから、子供のように唇をとがらせた。

「別にわたしは、あの男衆にどう見られているかを気にしてるわけじゃないのよぉ……？　ただ、確かに肉や脂がつきすぎてるんだろうなあって自覚させられただけで……」

「いえ、ですから、そんなことは決してないと思います。ヴィナ＝ルウだって、痩やせてはいない代わりに太ってもいないはずですよ？」

　そしてアマ・ミン＝ルティムは、少し心配になったので一言つけ加えてしまった。

「ですから、あの……無理に痩せようとかはしないでくださいね、ヴィナ＝ルウ？」

「……どうしてわたしが、そんな真ま似ねをしなくちゃならないのぉ……？」

　ヴィナ＝ルウはいっそう不満そうな顔になったが、それもすぐに物もの憂うげな表情に塗ぬりつぶされてしまう。その指先が、おそらくは無意識のうちに、左の手首につけられた石の飾かざり物ものにのばされていた。アスタたちの言葉によると、それは東の民シュミラルから贈られた厄やく災さい除よけの腕うで飾かざりであるのだ。

「ヴィナ＝ルウは、その男衆を婿に取るべきかどうかを思おもい悩んでおられるのですね」

「……そんな話、ドンダ父さんが許すはずもないわぁ……ルウ家は族長筋として、森辺の民に規き範はんを示さなくちゃならないんだからぁ……」

「ドンダ＝ルウに反対されたとき、自分がどのようにふるまうべきかを思い悩んでおられるのではないのですか？」

　ヴィナ＝ルウは、口をつぐんでしまった。

　その正面に屈かがみ込み、アマ・ミン＝ルティムはヴィナ＝ルウの瞳を覗のぞき込む。

「それは、正しい気持ちだと思います。相手はシムの神を捨ててまでヴィナ＝ルウに婿入りしたいと願ったのですから、断るにせよ受け入れるにせよ、ヴィナ＝ルウも懸けん命めいに正しい道を選ぶべきなのではないでしょうか」

「……正しい道なんて、わたしにはわからないわぁ……」

「いえ、それは自分にとっての一番正しい道、という意味です。ヴィナ＝ルウが一番幸福になれるであろう道、とも言えますね」

　ヴィナ＝ルウは、恨うらめしそうにアマ・ミン＝ルティムを見つめ返してくる。

「そんなの、わたしには難しすぎるわぁ……わたしだけが幸福になったって、それは家族や他の人間にとっての不幸になっちゃうのかもしれないし……」

「そんなことはないと思います。ヴィナ＝ルウを大事に思っている人間であれば、ヴィナ＝ルウが幸福になることを一番の喜びと感じるはずです」

　ヴィナ＝ルウの面に、別の色合いの感情が浮うかびあがってくる。それは、親とはぐれた子供のように不安げな表情に見えた。

「わたしは最近、自分が何を求めているのかもわからなくなってきちゃったのよぉ……どうせそのあたりのことも、ララとかアスタとかが話していたんでしょう……？」

「ええ、まあ、そうですね」

　東の民たみシュミラルとの別れを遂とげるとき、ヴィナ＝ルウは「外の世界に憧あこがれていた」という心情を吐と露ろしていたらしいのだ。しかしそのような願いは打ち捨てて、森辺の民として生きていく決心をしたのだ――と。
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　森辺の民が外の世界に憧しよう憬けいを抱いてしまうなんて、それはよほどのことであったのだろう。アマ・ミン＝ルティムの知る限り、そのような願いを抱く森辺の民は一人として存在しない。そんなヴィナ＝ルウが、外の世界の人間に他ならないシュミラルという人物に思いを寄せられてしまったのだ。

　きっとヴィナ＝ルウは、煩はん悶もんしたのだろうと思う。自分が望めば、外の世界に連れ出していってくれるのかもしれない。そんな相手を目前に迎むかえて、自分はどのようにふるまうべきか――深く深く思い悩んだ末に、ヴィナ＝ルウは森辺の集落で森辺の民として生きていく決心を固めたのだ。

　本来は、それで話は終わるはずだった。が、シュミラルという人物は案に相そう違いして、ヴィナ＝ルウを嫁として迎えるのではなく、自身が森辺の集落に婿入りしたいなどと言い出してきたのである。彼かれは彼で大いに悩み、森辺の族長筋たるヴィナ＝ルウを嫁に迎えることは難しいと考え、自分が神と故郷を捨てる決断を下してしまったのだった。

（それはヴィナ＝ルウとしても、混乱して当たり前な状じよう況きようなんだろうなあ）

　そんなようなことを考えながら、アマ・ミン＝ルティムは悩めるヴィナ＝ルウの顔を見つめ続けた。栗くり色いろの髪かみの先を弄いじりながら、ヴィナ＝ルウはまた深く息をつく。

「自分の気持ちがわからないんだから、正しい道なんて選びようもないでしょう……？　そもそも、人を愛するってどういうことなのかしらねぇ……」

「それはきっと、誰にとってもはっきりとした答えは出せない問題なのだと思います」

「そうなのぉ……？　でも、アマ・ミン＝ルティムは……ガズラン＝ルティムを愛していたからこそ、伴はん侶りよとなることを決断できたのでしょう……？」

「はい。だけどわたしは、ガズランの気持ちを先に知ることができました。そうでなければ、きっと何もしないまま、ガズランの伴侶となることをあきらめていたと思います」

　頬のあたりに熱を感じながら、アマ・ミン＝ルティムはそのように答えてみせた。

「今では自分の気持ちに疑いはありませんが、それまでは自分の抱かかえる気持ちが何であったのかも知ることはできませんでした。いっそのこと、ガズランが早く他の女衆を嫁として娶めとってしまえばいいのに――とすら思っていたほどです」

「本当にぃ……？　今のあなたからは想像もつかない話ねぇ……」

「ええ。ですから、ガズランのほうが先に気持ちを打ち明けてくれて、本当に良かったと思います。ガズランがそばにいない生なんて、今では想像するだけで胸が苦しくなってしまいますし」

　言いながら、アマ・ミン＝ルティムはこらえかねて自分の頬を両手でおさえてしまった。

「すみません。ものすごく気恥ずかしいことを口にしてしまっていますね。馬鹿な女だと思われてもしかたのないところです」

「そんなことないわぁ……わたしなんかのために、そこまで心情をさらけ出してくれるなんて……あなたは本当に優しいのね、アマ・ミン＝ルティム……」

「それはだって、大事な血族ですから」

「わたし……あなたには嫌われているんだろうなあって思っていたのよねぇ……」

　まだ少し不安そうな面持ちで、ヴィナ＝ルウが上目づかいにアマ・ミン＝ルティムを見つめてくる。一いつ瞬しゆんなんのことかわからなかったが、アマ・ミン＝ルティムはすぐに「ああ」と思い当たることができた。

「それは、ヴィナ＝ルウがガズランへの嫁入りの話を途と中ちゆうで断った件のことですね？　そのようなことは、わたしもガズランも気にしておりません。……そして、その一件があったからこそ、ヴィナ＝ルウも本当に正しいと思える相手にしか嫁とつぎたくはないのだろうと思っていたのです」

「うん……」

「わたしもガズランも、さんざん思い悩んだ末におたがいを見み出いだすことができました。一生の伴侶を選ぶのですから、それぐらい悩むのは当然のことなのだと思います。だからヴィナ＝ルウも、これは幸福な生をつかみとるための試練だと割り切って、大いに悩んでしまえばいいのではないでしょうか？」

「悩むのは、当然……？　そんなこと、わたしは思いつきもしなかったわぁ……」

　ヴィナ＝ルウはしばらく目を伏せてから、やがて真まっ直すぐにアマ・ミン＝ルティムの顔を見つめ返してきた。

「アマ・ミン＝ルティム……わたしが男衆だったら、きっとアマ・ミン＝ルティムのような女衆に心をひかれていたでしょうねぇ……とてもつつましやかなのに、毅き然ぜんとしていて……すごく魅力的だもの……」

「ええ？　わたしはただ、表面を取りつくろうのが得手なだけです。こんなに気き性しようの激しい娘むすめでは先行きが不安だと、ずっと家族らを悩ませていたほどなのですよ？」

「そうなのぉ……？　とうてい信じられないわぁ……でも、ありがとう……思い悩むのは正しいことだって言われて、わたしは少し気が楽になったみたい……」

　そのように言いながら、ヴィナ＝ルウは艶あでやかに微笑んだ。

「あと数すうヶか月げつ間、頭がすりきれるまで思い悩んでみるわぁ……それで、自分がどうするべきかを考えてみる……」

「はい。おつらくなったときは、いつでも相談してください」

　そのとき、集落の入口のほうから賑にぎやかな気配が伝わってきた。

　がらごろと荷車を引いたトトスが現れる。アスタやルウの女衆らが、宿場町から戻ってきたのだ。

「あらぁ、もうそんな時間になったのねぇ……干していたピコの葉を片付けないとぉ……」

　ヴィナ＝ルウが、ゆらりと立ち上がる。

　かと思うと、そのしなやかな両りよう腕うでがぎゅうっとアマ・ミン＝ルティムを抱きすくめてきた。

「ヴィ、ヴィナ＝ルウ？　どうされたのですか？」

「ううん……何だか急に、アマ・ミン＝ルティムのことが愛いとおしくなってしまったのぉ……わたしは長姉だったから、頼たのもしい女衆に心をひかれてしまうのかもしれないわねぇ……」

　そうして名残なごり惜おしそうにアマ・ミン＝ルティムから身を離はなしたヴィナ＝ルウは、それこそ恋こいする乙女のように頬を赤らめてしまっていた。

「ごめんなさぁい……あの、またルウの集落に留とどまることがあったら、いっぱいお話をしましょうねぇ……？」

「は、はい」

　こんな潤うるんだ瞳で見つめられたら男衆はたまらんだろうなあと思いつつ、アマ・ミン＝ルティムはうなずき返してみせた。

　そうしてヴィナ＝ルウは家の横手に消えていき、トトスの荷車がアマ・ミン＝ルティムの前にまで近づいてくる。

「ああ、アマ・ミン＝ルティムだったのですね。いったい誰かと思いました」

　御ぎよ者しや台だいから降りたアスタが、手た綱づなを握にぎったまま心配そうに顔を寄せてくる。

「ご一いつ緒しよにいたのは、ヴィナ＝ルウですよね？　何かあったのですか？」

　もちろんこちらを目指していたアスタには、すべてを見られてしまっていただろう。アマ・ミン＝ルティムはわけもなく顔を赤くしながら、「ちょっとお話をしていただけです」と答えることしかできなかった。

「あれ、アマ・ミンがいるよ？」

「ホントだ。アンタ、家の仕事をほっぽり出して、何をやってるのサ？」

　同じように荷車を降りてきたモルン＝ルティムとツヴァイもこちらに寄ってくる。モルン＝ルティムは中天から、ツヴァイは朝方から、それぞれルウ家の屋台の商売を手伝っていたのである。

「ええ。ルティムで立派なギバが獲とれたから、アスタに買い取ってもらえるかどうか相談に出向いてきたのよ」

「え、本当ですか？　ルティムのほうでもまだ痩せたギバしか近づいてこないのでしょう？」

「ときにはこうして元気で肥え太ったギバが迷い込んでくることもなくはないようです。わたしは狩人かりうどではないので、詳くわしくはわからないのですが」

「脂ののったギバなら、大助かりです！　ガズやラッツなどからも肉は買い上げているのですが、ちょっと備び蓄ちくが心もとなくなりかけていたところだったので」

　アスタは、きらきらと瞳を輝かせていた。宿場町での商売を再開させて、今日で四日目。日を追うごとに、アスタはこれまで以上の生気と意欲をみなぎらせているように感じられた。

「かまどの間でご確かく認にんください。それほど大きなギバではありませんが、脂は十分にのっていると思います」

「ありがとうございます！　それでは早さつ速そく！」

　引き板に載のせていた大きな革かわ袋ぶくろを、二人がかりで荷車に積み込む。その間に、残りの女衆らも荷車を降りていた。

　アスタの屋台を手伝っていたリィ＝スドラとララ＝ルウ。それに、ルウ家の屋台を任されているシーラ＝ルウとレイナ＝ルウである。その、最後に降りてきたレイナ＝ルウの姿を見て、アマ・ミン＝ルティムは「あら？」と首を傾げることになった。

「どうしたのですか、レイナ＝ルウ？　ずいぶんお疲れのご様子ですが……どこか身体の調子でも悪いのでしょうか？」

「ああ、アマ・ミン＝ルティム……いえ、身体はどこも悪くないのですが、ちょっと気持ちのほうが疲れてしまって……」

　レイナ＝ルウは、何やら困こん惑わくげに微笑んでいた。その間に、他の一同は連れ立って家の裏手へと回っていく。アスタは四日ほど前からファの家に戻ったが、商売の後はいつもこうしてしばらくルウの集落に留まり、料理の手ほどきをしてくれているのだ。

　レイナ＝ルウはちょっと迷うような素そ振ぶりを見せてから、アマ・ミン＝ルティムのそばに寄ってきた。

「実は、屋台を訪れた貴族がいつまでも帰らずに、ずっとわたしに言葉をかけ続けていたのです。その相手をするので、疲れてしまいました」

「屋台に、貴族が？　……もしかしたら、バナームという町の貴族ですか？」

　その話は、ラウ＝レイから伝え聞いていた。どうやら城下町の晩ばん餐さん会かいにおいて、レイナ＝ルウと顔をあわせた貴族や料理人の若者たちが、そろって胸を騒さわがせることになってしまったそうなのである。

　しかし、レイナ＝ルウは「いいえ」と首を横に振ふった。

「バナームではなく、このジェノスの貴族です。宿場町を治めるサトゥラス伯はく爵しやく家けの、たしかリーハイムと名乗っていました」

「サトゥラス伯爵家？　そのような人物が、どうしてレイナ＝ルウに？」

「はあ。その人物も先日の晩餐会に参席していたので、アスタ以外のかまど番も最後に挨あい拶さつをさせられたのですね。そのときから、わたしにばかりやたらと声をかけてくるなあとは思っていたのですが……今日などは、屋台で働くわたしのそばにべったりとへばりついて、延々と言葉をかけられることになってしまったのです」

　アマ・ミン＝ルティムとしては「まあ」と目を見開くしかなかった。

「バナームの貴族や城下町の料理人に加えて、今度はジェノスの貴族ですか。もちろんレイナ＝ルウは魅力的な女衆ですが……ジェノスの貴族がそこまで森辺の女衆に執しゆう着ちやくするだなんて、ちょっと前ぜん代だい未み聞もんなのではないでしょうか」

「本当です。いったい何を考えているのでしょうね」

　レイナ＝ルウは、ただひたすらに困惑しているようであった。しかし、それも無理からぬことだろう。アマ・ミン＝ルティムが同じ立場であったなら、困惑を通りこして怒おこるか笑うかしていたかもしれない。

「まあ、ジェノスの貴族が森辺の女衆を嫁に娶るとは思えませんし、そんな相手に執着を見せるのは、いささかならず不実なことに思えてしまいますね」

「はい。まったくその通りです。……もっとも、嫁に娶りたいなどという話であったのなら、なおさら迷めい惑わくな話なのですが」

「……その貴族は、どのような人物であったのですか？」

　好こう奇き心しんに負けてアマ・ミン＝ルティムが問いかけると、レイナ＝ルウは子供がむずかるような顔になってしまった。

「頭に油を塗りたくった、いかにも貴族めいた若者です。わたしの前では態度を取りつくろっていましたが、いかにも傲ごう岸がんそうな目つきをしていましたね。……その上、叩たたいたらすぐに折れてしまいそうな脆ぜい弱じやくさも隠しきれてはいませんでした」

「なるほど。それは災難でしたねえ」

「はい、災難です」

　レイナ＝ルウがあまりにもきっぱりと言い切ったので、アマ・ミン＝ルティムは思わずふき出してしまった。

「わたしにとっては笑い事ではありません。貴族が相手ではあまり無下にもできませんし、ほとほと困っているのです」

「すみません。心中はお察しいたします」

　アマ・ミン＝ルティムは笑いを引っ込めて、レイナ＝ルウの姿を見つめ返す。

　ヴィナ＝ルウはアマ・ミン＝ルティムよりいくぶん長身であるが、次姉であるこのレイナ＝ルウは、拳こぶしひとつぶん以上も小こ柄がらであった。しかし、魅力の度合いは姉のほうと大差はない。森辺では珍しい黒くろ髪かみを首の横で二つに結ゆっており、その小さな面には青い瞳が明るくきらめいている。背は小さくとも非常に肉づきはよく、彼女を嫁に欲しがる男衆は森辺でも少なくはないはずであった。

「しかし、ジェノスの貴族が臆おく面めんもなく言い寄ってくるというのは、それだけレイナ＝ルウが魅力的な女衆であるということなのでしょう。そのことだけは、素す直なおに喜んでもいいのではないでしょうか？」

「とうてい喜ぶ気持ちにはなれません。もしも最初に出会ったのがヴィナ＝ルウであったのなら、そちらに執着していたのでしょうしね」

　レイナ＝ルウはアマ・ミン＝ルティムと同じく十七歳であったが、決して自分に対して口調を崩くずそうとはしない。家族の名を氏とともに呼ぶのも、そのあらわれだ。

　しかし、分家のシーラ＝ルウに対しては、年上でもくだけた口調で語りかけている。ルウ家は親筋なのだから、自分に対してもそこまで気をつかう必要はないのにな、とアマ・ミン＝ルティムは常々思っていた。

「どうでしょうね。レイナ＝ルウもヴィナ＝ルウもそれぞれ魅力的ですが、人ひと柄がらとしてはあまり似ていないように思います。レイナ＝ルウに心をひかれた男衆が、同じようにヴィナ＝ルウに心をひかれるとは限らないのではないでしょうか」

「それでも迷惑だということに変わりはありません。わたしは今、男衆に思いを寄せられてもそれを喜べるような心境ではないのです」

「え？　それが森辺の男衆であってもですか？」

「はい。わたしは今、すべての力を振り絞しぼって料理の修練を積んでいるのですから、男衆からの求愛など迷惑だとしか思えないのです」

　それはあまりに、森辺の習わしに反する心情であった。

「ですが、伴侶を得て子供を生なすというのも、女衆には大事な仕事です。美味なる食事を作るというのも大事な仕事ではありますが、さすがに比べられるようなものではないでしょう」

　レイナ＝ルウは、子供のように唇くちびるを噛かんでしまう。ただでさえ幼げな容よう貌ぼうをしたレイナ＝ルウがそんな仕草をすると、ますます子供っぽく見えてしまった。

「でも……わたしにとっては、それが素直な心情なのです。森辺の習わしには反してしまっているかもしれませんが、自分の気持ちを曲げることはできそうにありません」

「それは困った話ですね。いったいどうしてそのような心情に陥おちいってしまったのでしょう」

「それは……」と言いかけて、レイナ＝ルウは目を伏せてしまう。

「……自分でもよくわかりません。ただわたしは、アスタをも超こえるような力量を身につけたいと願っています」

「アスタ以上の力量ですか？　それはずいぶん……あまりにも険しい道であるように思えてしまうのですが」

「承知しています。でも、そうしないと自分の気持ちに区切りをつけられそうにないのです」

　子供のように言い張りながら、しかしレイナ＝ルウの目に迷いはなかった。もしかしたら、彼女は姉よりも強い気性を持っているのかもしれないな、とアマ・ミン＝ルティムはこっそり考えた。

「そうですか。……それならば、自分が正しいと思う道を進むしかないのでしょうね」

　アマ・ミン＝ルティムがそのように応じると、レイナ＝ルウはびっくりしたように目を見開いた。

「わたしを、諌いさめないのですか？　ルウの本家の家人として、そのように勝手な真似は許されない――わたしはそのように言われると覚かく悟ごしていたのですが」

「わたしはそれほど規範を重んずる人間ではないのです。森辺の掟おきてに反しない限り、人は自分の気持ちこそを一番に重んじるべきだと考えています」

　アマ・ミン＝ルティムは、小さく舌を出してみせる。

「だからわたしもガズランとの婚儀が決まるまでは、いつまでひとりでいるつもりだと親をやきもきさせていました。それでもわたしは、森辺の習わしよりも自分の気持ちを重んじたかったのです」

「そうなのですか……アマ・ミン＝ルティムは、何の不都合もなく自分の気持ちを森辺の習わしに重ねておられる方なのだと思っていました」

「さきほどヴィナ＝ルウにも同じことを言いましたが、わたしは取りつくろうのが得手なだけなのですよ。決して模も範はん的てきな人間ではありえないのです」

「それは、本当に意外です。わたしはアマ・ミン＝ルティムのことを誤解していました」

　そう言って、レイナ＝ルウはにこりと微笑む。それはやはり、姉にも劣らぬ魅み力りよく的てきな笑え顔がおであった。

「それならば、今の話は伏せておいていただけますか？　家族には心配をかけたくありませんので」

「誰にも言いません。そして、レイナ＝ルウの努力が実を結ぶ日を心待ちにしています」

「ありがとう」と、レイナ＝ルウはいっそう魅力的に微笑む。

　そこに、家の裏手から小柄な人ひと影かげが二つ戻ってきた。ツヴァイと、ララ＝ルウである。

「レイナ姉、いつまでおしゃべりしてんの？　アスタたちはもう明日の準備を始めようとしてるよ？」

「え、本当!?　ごめん、すぐ行く！　……アマ・ミン＝ルティム、それじゃあまた」

「ええ。明日はわたしが当番ですので、屋台の商売も料理の修練もよろしくお願いいたします」

「うん、こちらこそ」

　レイナ＝ルウの口調が、少しだけ親しげなものに変わったような気がした。何とはなしに温かい気持ちが得られたところで、今度はツヴァイのほうが声をあげてくる。

「アマ・ミン＝ルティム。さっきの肉は無事に買い取られることになったヨ。銅貨はアタシが受け取っておいたから、さっさと帰ろうヨ」

　モルン＝ルティムはこのまま料理の修練を積みつつ晩餐の準備を手伝って、ルウの集落に逗とう留りゆうするのだ。アマ・ミン＝ルティムは「そうね」とうなずきかけたが、そこにララ＝ルウが言葉をはさんできた。

「あのさー、あたしちょっと、アマ・ミン＝ルティムと話があるんだよね。悪いんだけど、あんたはシン＝ルウの家で時間を潰つぶしててくれない？」

「ハア？　シン＝ルウなんて、アタシはまともに喋しやべったこともないんだけど？」

「シン＝ルウはまだ森の中でしょ。でも、ミダはリャダ＝ルウたちと一緒に家の仕事を手伝ってるはずだよ？」

　この申し出に、ツヴァイはたちまち不ふ機き嫌げんそうな顔になってしまった。

「……アタシとミダは血の縁えんを切られたんだから、そんな気安く顔をあわせてたら周りの連中に示しがつかないんじゃないの？」

「そんなことないよ、あんたはルティムの家人でミダはルウの家人なんだから、まぎれもない血族なんだ。血族が親しく口をきいたって、なんにも悪いことはないさ。……あんたもミダも、ついでにレイ家のヤミル＝レイだって、森辺の民として真っ当に生きようとしてるんだし、誰に何を恥はじる必要もないっしょ」

「別にアタシは、最初から何も恥じちゃいないヨ」

「わかったから、とにかくシン＝ルウの家に行っててよ。アマ・ミン＝ルティムはすぐに返すからさ」

　いかにも不承不承といった様子で、ツヴァイは歩み去っていった。

　それでもこの年の近い二人は案外に相あい性しようがいいのではないのかなと、アマ・ミン＝ルティムは安心する。二人ともに短気で直情的な気性であるが、そういう遠えん慮りよのない部分がうまい具合いに噛み合あうのかもしれない。

「それで、わたしにお話とは何なのでしょう？」

　ツヴァイの小さな背中を見送ってからアマ・ミン＝ルティムが問うと、ララ＝ルウは「あー」と真っ赤な髪をかき回した。

「ちょっと、そっちの木の陰かげに行かない？　家の前だと、いきなり誰かが出てきちゃうかもしれないしさ」

「はい、承知しました」

　言われた通りに、本家と隣の家の間にそびえたっていた大きな木の陰に移動する。しかし、そちらに場所を移しても、ララ＝ルウはなかなか用件を切り出そうとはしなかった。

「わたしなどに話とは珍めずらしいですね。宿場町での商売についてでしょうか？」

　きっと違うだろうなと思いつつ、そのようにうながしてみる。案の定、ララ＝ルウは「ううん」と首を横に振った。

「あのさあ、答えにくかったら無理に答えないでね？　……アマ・ミン＝ルティムって、ガズラン＝ルティムと喧けん嘩かしたりすることはあるの？」

「喧嘩ですか？　いえ、特にそういうことはないように思いますが」

「うーん、二人とも落ち着いた性格をしてるもんね。……でも、嫁よめに入る前はどうだったの？　今よりは、意見がぶつかることも多かったんじゃない？」

「どうでしょう？　もちろんこまかい部分では意見が異なることもありますが、わたしとガズランは生来から物事の考え方やとらえ方が似ている人間であったようなのです」

「そっか……やっぱり伴侶になる人間っていうのは、そういう相手のほうが相応ふさわしいのかなあ？」

　この質問には「いえ」と答えてみせる。

「そのようなものは、人それぞれでありましょう。真ん中の大事な部分さえ重なっているならば、それ以外のところはどうでもかまわないのだろうと思います。わたしとガズランとて、考え方は似ていても気性や人柄はずいぶん違っているように思いますし」

「そうなの？　二人とも、雰ふん囲い気きからしてそっくりだなーって思ってたんだけど」

「そのようなことはないと思います。わたしもガズランも、表面を取りつくろうのが得手なだけなのですよ」

　まさか、同じような台詞せりふを日に三度も口にすることになるとは思わなかった。アマ・ミン＝ルティムはとりたてて内心を隠かくして生きているわけではなく、他者には礼節をもって対するべき、という家の教えを守っているに過ぎないのだが、それがあまりに成功しすぎていた、ということなのだろうか。

「……それでもアマ・ミン＝ルティムたちは、ふだんから喧嘩をしたりするような仲ではなかったんだね」

　と、ララ＝ルウが消しよう沈ちんした様子で息をつく。

　真っ赤な髪を頭のてっぺんで結った、十三歳さいになったばかりの少女である。背せ丈たけのほうが先にのびてしまったらしく、ずいぶん細っこい身体つきをしているが、ふだんは男の子のように活発で遠慮のないところが、この少女の最大の美点であるとアマ・ミン＝ルティムは思っている。そんな彼かの女じよが彼女らしくもなくしょんぼりしてしまうのは、姉たち以上に懸け念ねんを抱かせるものであった。

「あたしさ、シン＝ルウっていう男衆と、いっつも喧嘩になっちゃうんだよね。……いや、喧嘩っていうよりは、あたしが一人で頭にきちゃって、相手を怒ど鳴なりつけてるだけなんだけど」

「なるほど。そうなのですか」

「うん。でも、シン＝ルウだってもう十六歳の立派な狩人なんだし、それどころか五人の家族を守る分家の家長なんだからさ。それがあたしみたいな若じやく輩はいの女衆に怒鳴りつけられてたら、格好がつかないよね。あたしもなるべくシン＝ルウの面めん目ぼくを潰さないように気をつけたいとは思っているんだけど……」

「面目というのは、大事な話ですね。特に森辺の男衆というのは、狩人としての誇りを力にしているのですから」

　そのように言ってから、アマ・ミン＝ルティムは「でも」とつけ加えた。

「面目と誇りというのは、似ているけれども同じものではありえません。面目というのは他者に向けるものであり、誇りというのは自分に向けるものなのでしょうから」

「うん……？　ごめん、あたし、あんまり難しい話はわからないんだよね」

「何も難しい話ではありません。大事なのは、そのシン＝ルウという男衆の気持ちである、ということです。シン＝ルウにとって他者よりもララ＝ルウの存在が重要であるならば、何を怒鳴りつけられても大きな問題にはならないのではないでしょうか？」

「えー？　だけど、大事な相手はもっと思いやるべきじゃないかなあ？」

「ララ＝ルウは、その相手を思いやってはいないのですか？」

「そんなことないよ！　……でも、あたしは自分の意見や気持ちをぶつけちゃってるだけだからさ……」

「意見や気持ちが異なっていたならば、わたしはガズランに隠したくないし隠されたくもない、と思いますけれども」

「うーん……だけど、アマ・ミン＝ルティムは相手を怒鳴りつけたりはしないんでしょ？」

「そうですね。でも、なるべく正しい形で感情を伝えたいとは思います」

　そのように言ってから、アマ・ミン＝ルティムはにっこり微笑んでみせた。

「ララ＝ルウは、感情を隠せない気性なのでしょう？　だからついつい怒鳴りつけたりもしてしまうのでしょうが、その分、別の場所では相手を思いやる気持ちなども正しく届けられているのだろうと思います。それならば、何も心配はないのではないでしょうか」

「ア、アマ・ミン＝ルティムはシン＝ルウのことを知ってたっけ？」

　感じやすい頬ほおを赤くしているララ＝ルウを可愛かわいいなと思いながら、アマ・ミン＝ルティムは「いいえ」と首を振ってみせる。

「でも、ララ＝ルウがどれほど真っ直ぐで清らかな人間であるかはわきまえているつもりです。だから、心配はいらないと思います」

「そんなことないよー！　あたしは未熟で、自分の感情をおさえることもできない子供なだけなんだから！」

「いいえ。ララ＝ルウに感情をぶつけられて嫌いやな思いをするならば、それは相手のほうが間ま違ちがっているのです」

「絶対、そんなことないってば！」

「でしたら、その相手に確認してみればよいのではないでしょうか？　それが一番確実でありましょう？」

　ララ＝ルウは、目を白黒とさせていた。

「か、確認って、こんな話をどう伝えればいいの？」

「言葉を飾る必要はありません。さきほどわたしに伝えたのと同じ言葉を届ければいいのです。そうすれば、ララ＝ルウの気持ちは正しく伝わります」

「えーっ！　シン＝ルウにそんな話をするのは……さすがに気き恥はずかしいかなあ」

「でも、ララ＝ルウは不安になってしまったのでしょう？　その不安を取り除くためには、素直に気持ちをぶつけるのが一番だと思います。ララ＝ルウは、きっと気持ちを伝えることを得手にしているのでしょうから」

　ララ＝ルウは、口もとに手をあてながらうつむいてしまった。その顔が、髪の毛けに負けないぐらい赤くなってしまっている。

　この少女も、きっと数年後には姉たちに負けないぐらいの魅力的な女衆に成長するのだろう。このような少女に思いを寄せられている男衆は果報者だ、と思う。

「人間は、自分に似ているものにも似ていないものにもそれぞれ心をひかれるのだと思います。もしかしたら、そのシン＝ルウという男衆は、あまり感情が表に出ない人柄なのではないでしょうか？」

「う、うん。よくわかったね？　シン＝ルウは、自分の気持ちを出すのが下手みたいなんだ」

「森辺の民は、シムとジャガルの血が合わさって生まれた一族であるという伝承がありますからね。そのせいかどうかはわかりませんが、自分の感情をあまり表そうとしない人間と、感情のおもむくままに生きようとする人間と、けっこう両りよう極きよく端たんに分かれているように思うのです。ですから、その男衆が感情を出すことを苦手にしているならば、素直に感情を出せるララ＝ルウの存在をかけがえのないものと考えている可能性もあると思います」

　そう言って、アマ・ミン＝ルティムはもう一度微笑ほほえみかけてみせた。

「そうだとしたら、ララ＝ルウが自分の気持ちをおさえ込もうとすることを悲しく思うかもしれません。だからこそ、自分ひとりで思い悩まずに、相手と気持ちを通い合わせるべきだと思うのです」

「……アマ・ミン＝ルティムって、なんかすごいね。サティ・レイと同じぐらい小難しい話のできる女衆なんて、あたし初めて見たかもしれないよ」

「そうですか？　わたしも気性の落ち着かない人間なので、なるべく正確に自分の気持ちを言葉で表したいと願っているだけなのですが」

「ううん、すごいと思う！　あたし、アマ・ミン＝ルティムに相談してよかったよ！」

　そう言って、ララ＝ルウは青い瞳ひとみを明るくきらめかせた。

「帰るところを引き止めちゃってごめんね？　ツヴァイが待ちくたびれてるだろうから、そろそろ戻もどろっか」

「はい」

　ふだんはそこまで言葉を交かわす機会もないルウ家の姉妹たちと、今日はずいぶん心情を打ち明け合うことになってしまった。何だか不思議な日だなあと、アマ・ミン＝ルティムは心中でこっそり考えた。

　そうしてララ＝ルウとともにシン＝ルウとやらの家に向かってみると――そこには想像していたよりも多くの人影があった。ツヴァイとミダ、それにマサラの狩人ジーダにルウ家の末妹リミ＝ルウという、ずいぶん風変わりな組み合わせである。

「あ、アマ・ミン＝ルティムだ！　ひさしぶりだねー？」

　いつでも無む邪じや気きなリミ＝ルウに「そうですね」と微笑み返す。それを横目に、ララ＝ルウはジーダのことをにらみつけていた。

「本家のほうについてこないと思ったら、あんたはこんなところで何をやってるのさ？」

「この家の薪まき割わりを手伝っていた。別に文句を言われる筋合いはないと思うが」

　このジーダという異国の狩人は、護衛役としてアスタたちとともに宿場町へ下りていたのである。荷車は六人でいっぱいなので、彼だけはルウ家のトトスで移動していたのだが、集落に戻るなりこのシン＝ルウの家を訪おとずれたらしい。トトスのルウルウは、木に繋つながれて枝の葉を食はんでいる。

「薪割りだったら、別の家を手伝えばいいじゃん。ここはリャダ＝ルウやミダのおかげで男手は足りてるんだからさ」

　ララ＝ルウが、あまり穏おだやかでない口調で言いたてる。何かこのジーダに含ふくむところでもあるのだろうか、と思っていると、リミ＝ルウにちょいちょいと装束の裾すそを引かれた。

「あのね、ずーっと前にジーダがシン＝ルウをやっつけちゃったことがあったから、ララはあんまりジーダのことが好きじゃないんだよ。シン＝ルウは、ジーダの怪け我がが治ったら力比べを挑むんだーって頑がん張ばってるんだけどね」

「リミ！　何をぼそぼそ内ない緒しよ話ばなししてんのさ！」

「べっつにー？　ジーダはさ、あんまりたくさんの人がいると落ち着かないんだよ。だから、本家じゃなくってシン＝ルウの家に来たんじゃないのかなあ？」

　アマ・ミン＝ルティムの背後に隠れながら、リミ＝ルウはそのように言った。

「それでさ、他の家はまだ男衆が帰ってきてないから、ミダやリャダ＝ルウのいるシン＝ルウの家を選んだんじゃないの？　刀を持つことはドンダ父さんに許されてるけど、女衆しかいない家だと、ちょっぴり怖こわがらせちゃうかもしれないしね」

「……別に俺おれは、そこまでややこしいことを考えていたわけではない」

　黄色い目を光らせながら、ジーダは不機嫌そうに応じる。もしかしたら、完全に図星を指されてしまったのかもしれない。まだ八歳の幼さでありながら、このリミ＝ルウという娘はやたらと人の心情を汲くむのが得意なのである。

「ツヴァイ……ツヴァイはもう帰っちゃうのかな……？」

　と、ララ＝ルウがまた眉まゆを寄せて発言しようとしたとき、ふいにミダがそのような声をあげてきた。その足もとでララ＝ルウやジーダ以上に不機嫌そうな顔をしていたツヴァイが、ぎょろりとした目でかつての兄をにらみつける。

「アマ・ミン＝ルティムが戻ってきたんだから、とっとと帰らせていただくヨ。家にはまだまだ仕事が残されてるんだからネ」

「うん……」

　ミダは、ふるふると頬肉を揺ゆらしている。その姿を見て、リミ＝ルウがぴょこんと首を傾かしげた。

「ねえねえ。アマ・ミン＝ルティムとモルン＝ルティムは交代で料理のお勉強をしてるのに、ツヴァイはどうしてお勉強をしていかないの？」

「ああン？　アタシの仕事は、銅貨を数えることなんだヨ！　屋台の仕事はあらかた覚えることができたんだから、何も文句をつけられる筋合いはないサ」

「ふうん？　だけど、ミャームーの料理は全員が作れるようになると助かるんだけどなあってレイナ姉が言ってたよ？　ツヴァイはまだぎばばーがーしか作ることはできないんでしょ？」

「……そんなの、そこのララ＝ルウだってまだ作れないじゃないか。どうしてアタシばっかりが修練を積まなきゃならないのサ？」

「だって、ララはアスタのほうを手伝ってるんだもん。ミャームーの料理もルウ家の屋台で受け持つことになったんだから、それを手伝うルティムの三人は全員作れるようになったほうがいいんじゃないのかなあ？」

「いや、だけど――」と、アマ・ミン＝ルティムは口をはさもうとした。そのぶんツヴァイは、銅貨の管理という難しい仕事を任されているのである。百人前の料理を作るにはいくらの銅貨が必要で、それを売りさばくとどれぐらいの稼かせぎになるのか、そのような計算を悩なやまずにこなすことができるような人間は、今のところアスタとツヴァイぐらいしか存在しないのだ。

　それに、商売を再開させてからは屋台を四つに増やしたため、人手をもっと増やすべきだという話もあがっている。そうして人手が充じゆう実じつするなら、ツヴァイが無理に料理の腕うでを上げる必要もないように思えた。

　アマ・ミン＝ルティムはそのような言葉を述べるつもりであったのだが、再びリミ＝ルウに裾を引かれて、その大きな瞳でじっと見つめられると、思わず口を閉ざすことになった。

　もしかして――と思いながら、別の言葉を口に出してみる。

「……もちろんツヴァイが料理の腕を上げてくれれば助かるのですけれど、あまり無理をさせるのは気が引けてしまうのです。彼女はただでさえ、銅貨の勘かん定じようという難しい仕事を受け持ってくれているのですから……」

　すると、ツヴァイはぶすっとした表情で「あのネ」と声をあげた。

「アタシが大変とか、そんな話はどうでもいいんだヨ。でも、大変なのはアタシみたいな能なしに仕事を教えることになるアスタたちのほうなんじゃないの？」

「能なしだなんて、そんなことはないと思うわ」

「かまど番としての腕うで前まえの話だヨ！　アタシはこれまでかまど番なんて任されたことはなかったから、能がなくて当たり前なのサ。……その代わり、銅貨を勘定することに関しては誰だれにも負けないからネ。おたがいが得意な仕事を受け持てば、それが一番手っ取り早いでショ？」

「それはその通りだけれど、でも、銅貨を勘定する仕事もツヴァイ一人に任せておくわけにはいかないと思うのよね。もしもツヴァイが病や怪け我がで仕事を休むことになってしまったら、みんなが困ってしまうじゃない？」

「フン！　アタシは病にかかったことなんてないけどネ！」

「そうだとしても、将来のことはわからないでしょう？　……それにツヴァイはまだ十二歳なのだから、かまど番の能がないなんて言い切ってしまうのは早いと思う。ツヴァイだっていつかは伴侶を迎えることになるんだから、そのためにも料理の腕前は上げておくべきじゃないかしら？」

「……氏を持たない人間に、伴侶を迎えることなんて許されるわけないじゃないか」

「家長のダンは、早くあなたとオウラにルティムの氏を与あたえたいと願っているわ。こうして大事な宿場町の仕事を任されているのだから、その日は決して遠くないでしょうね」

　ツヴァイは干し肉を咽喉のどに詰つまらせたような表情で、アマ・ミン＝ルティムをにらみつけてくる。

「アタシは別に、何がどうでもかまわないヨ。アタシを働かせたかったら、家長に言いつければいいじゃないか」

「そうね。それじゃあ、帰ったら家長ダンに相談してみましょう。それがきっと、あなたのためにもなると思うし」

　アマ・ミン＝ルティムがそのようにしめくくると、ミダが再び口を開いた。

「そうしたら……ツヴァイはもっとたくさんルウの集落に来れるようになるのかな……？」

「あのネ！　言っておくけど、アタシは遊びに来るんじゃないんだからネ！　こんな風に寄り道して、ぺちゃくちゃおしゃべりしてるヒマは、そうそうないんだヨ！」

「うん……」と頼たよりなげに大きな頭を揺らしつつ、ミダの瞳にはたいそう嬉うれしそうな光が宿っているような気がした。

　そして、アマ・ミン＝ルティムの裾が三たび下から引っぱられる。見ると、リミ＝ルウはミダ以上に嬉しそうな顔をしていた。

「さすがだね、アマ・ミン＝ルティム」

　屈かがんだアマ・ミン＝ルティムの耳に、そのような言葉が注ぎ込まれる。さすがなのはどっちだと、アマ・ミン＝ルティムは苦く笑しようした。リミ＝ルウが水を向けてくれなければ、アマ・ミン＝ルティムもミダの心情などには気づくことができなかっただろう。

（本当に、ルウ家の四姉妹っていうのは――）

　誰も彼かれもが変わり者だし、誰も彼もが魅力的だなあと、アマ・ミン＝ルティムはそのような思いを新たにさせられることになった。

　しかし――アマ・ミン＝ルティムがそれを痛切に思い知らされるのは、これからが本番だったのである。この日を境に、彼女たちはアマ・ミン＝ルティムがルウの集落に逗留するたびに、誰が寝しん所じよをともにして誰が眠ねむるまで言葉を交わし続けるか、その身み柄がらを争そう奪だつし合うことになってしまったのだ。

　そのような未来が待ち受けていることも知らぬまま、アマ・ミン＝ルティムはそこはかとない充じゆう足そく感を胸に、ツヴァイをともなってルティムの集落へと帰き還かんしたのだった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十六巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。今回はわずか一ページのあとがきですので、ちょっと急ぎ足です。

「群像演舞」は、一編のみの収録となりました。省みると、書き下ろしの箸休めと連続で、森辺の女衆の女子会になってしまいました。まあたまには女子づくしというのもよろしいのではないでしょうか。

　本編では、ついにヴァルカスの登場です。ちょっとクセのある御仁ですが、末永くご愛顧いただければ幸いでございます。

　コミック版のほうも順調に進行しているようで、ありがたい限りであります。コミック版ならではの表情や演出をお楽しみいただけたら、また幸いでございます。

　ではでは。本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。

　次巻でまたお会いいたしましょう！

二○一八年十二月　ＥＤＡ　　
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